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令和２年第２回西予市議会定例会会議録（第１号） 

１．招 集 年 月 日 令和２年 ６月 ８日 

１．招 集 の 場 所 西予市議会議場 

１．開     議 令和２年 ６月 ８日 

          午前１０時００分 

１．散     会 令和２年 ６月 ８日 

          午前１１時１４分 

１．出 席 議 員        

    １番  和 気 数 男 

    ２番  宇都宮 久見子 

    ３番  信 宮 徹 也 

    ４番  宇都宮 俊 文 

    ５番  加 藤 美 香 

    ６番  中 村 一 雅 

    ７番  河 野 清 一 

    ８番  佐 藤 恒 夫 

    ９番  山 本 英 明 

   １０番  竹 﨑 幸 仁 

   １１番  小 玉 忠 重 

   １２番  源   正 樹 

   １３番  井 関 陽 一 

   １４番  中 村 敬 治 

   １５番  二 宮 一 朗 

   １６番  兵 頭   学 

   １７番  森 川 一 義 

   １８番  酒 井 宇之吉 

１．欠 席 議 員 

   な  し 

１．会議録署名議員 

    ３番  信 宮 徹 也 

    ４番  宇都宮 俊 文 

１．地方自治法第１２１条により 

説明のため出席した者の職氏名 

   市     長  管 家 一 夫 

   副  市  長  宗   正 弘 

   教  育  長  松 川 伸 二 

   総 務 部 長 兼 

   政策企画部長  山 住 哲 司 

   会 計 管 理 者  三 瀬   功 

   医療介護部長  山 岡 薫 彦 

   産 業 部 長 兼 

   生活福祉部産廃処理施設担当部長  酒 井 信 也 

   建 設 部 長  清 水 昭 広 

   生活福祉部長兼 

福祉事務所長  藤 井 兼 人 

   教 育 部 長  宇都宮   裕 

   明 浜 支 所 長  上 中 保 博 

   野 村 支 所 長  和 氣 岩 男 

   城 川 支 所 長  藤 川 忠 男 

   三 瓶 支 所 長  片 山 勇 一 

   消防本部消防長  佐 藤 克 也 

   総 務 課 長  一 井 健 二 

   財 政 課 長  宇都宮 明 彦 

   監 査 委 員  正 司 哲 浩 

１．本会議に職務のため出席した者の職氏名 

   事 務 局 長  冨 永   誠 

議 事 係 長  三 好 祐 介 

１．議 事 日 程  別紙のとおり 

１．会議に付した事件  別紙のとおり 

１．会 議 の 経 過  別紙のとおり 
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      議  事  日  程 

 １ 会議録署名議員の指名 

  （３番 信宮徹也、４番 宇都宮俊文） 

 ２ 会期の決定 

  （６月８日～６月２６日 １９日間） 

 ３ 議案第７１号 西予市職員の給与に関する

条例の一部を改正する条例

制定について 

   議案第７２号 西予市職員の特殊勤務手当

に関する条例の一部を改正

する条例制定について 

   議案第７３号 西予市税条例の一部を改正

する条例制定について 

   議案第７４号 西予市後期高齢者医療に関

する条例の一部を改正する

条例制定について 

   議案第７５号 西予市放課後児童健全育成

事業の設備及び運営に関す

る基準を定める条例の一部

を改正する条例制定につい

て 

   議案第７６号 西予市特定教育・保育施設

及び特定地域型保育事業の

運営に関する基準を定める

条例の一部を改正する条例

制定について 

議案第７７号 西予市家庭的保育事業等の

設備及び運営に関する基準

を定める条例の一部を改正

する条例制定について 

   議案第７８号 西予市介護保険条例の一部

を改正する条例制定につい

て 

   議案第７９号 西予市病院事業職員の諸手

当に関する条例の一部を改

正する条例制定について 

   議案第８０号 西予市消防本部職員の特殊

勤務手当に関する条例の一

部を改正する条例制定につ

いて 

   議案第８１号 西予市城川町地域わがむら

は美しく運動基金条例を廃

止する条例制定について 

   議案第８２号 西予市過疎地域自立促進計

画の変更について 

   議案第８３号 辺地に係る公共的施設総合

整備計画の策定について 

   議案第８４号 辺地に係る公共的施設総合

整備計画の変更について 

   議案第８５号 公有水面埋立てに係る意見

の陳述について 

   議案第８６号 株式会社野村町地域振興セ

ンターへの出資金払戻請求

権の放棄について 

   議案第８７号 令和２年度西予市一般会計

補正予算(第４号) 

   議案第８８号 令和２年度西予市国民健康

保険特別会計補正予算(第

２号) 

   議案第８９号 令和２年度西予市介護保険

特別会計補正予算（第１

号） 

   議案第９０号 令和２年度西予市農業集落

排水事業特別会計補正予算

(第１号) 

議案第９２号 令和２年度西予市病院事業

会計補正予算(第２号) 

 ４ 報告第 １号 令和元年度西予市一般会計

継続費繰越計算書の報告に

ついて 

報告第 ２号 令和元年度西予市一般会計

繰越明許費繰越計算書の報

告について 

報告第 ３号 令和元年度西予市一般会計

事故繰越し繰越計算書の報

告について 

報告第 ４号 令和元年度西予市公共下水

道事業特別会計繰越明許費

繰越計算書の報告について 

報告第 ５号 令和元年度西予市水道事業

会計予算繰越計算書の報告

について 

報告第 ６号 令和元年度西予市病院事業

会計継続費繰越計算書の報

告について 

５ 報告第 ７号 専決処分事項の報告につい

て 

追加 議案第９２号 西予市消防団消防ポンプ自
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動車の取得について 
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本日の会議に付した事件 

１ 会議録署名議員の指名 

 ２ 会期の決定 

 ３ 議案第７１号 西予市職員の給与に関する

条例の一部を改正する条例

制定について 

   議案第７２号 西予市職員の特殊勤務手当

に関する条例の一部を改正

する条例制定について 

   議案第７３号 西予市税条例の一部を改正

する条例制定について 

   議案第７４号 西予市後期高齢者医療に関

する条例の一部を改正する

条例制定について 

   議案第７５号 西予市放課後児童健全育成

事業の設備及び運営に関す

る基準を定める条例の一部

を改正する条例制定につい

て 

   議案第７６号 西予市特定教育・保育施設

及び特定地域型保育事業の

運営に関する基準を定める

条例の一部を改正する条例

制定について 

議案第７７号 西予市家庭的保育事業等の

設備及び運営に関する基準

を定める条例の一部を改正

する条例制定について 

   議案第７８号 西予市介護保険条例の一部

を改正する条例制定につい

て 

   議案第７９号 西予市病院事業職員の諸手

当に関する条例の一部を改

正する条例制定について 

   議案第８０号 西予市消防本部職員の特殊

勤務手当に関する条例の一

部を改正する条例制定につ

いて 

   議案第８１号 西予市城川町地域わがむら

は美しく運動基金条例を廃

止する条例制定について 

   議案第８２号 西予市過疎地域自立促進計

画の変更について 

   議案第８３号 辺地に係る公共的施設総合

整備計画の策定について 

   議案第８４号 辺地に係る公共的施設総合

整備計画の変更について 

   議案第８５号 公有水面埋立てに係る意見

の陳述について 

   議案第８６号 株式会社野村町地域振興セ

ンターへの出資金払戻請求

権の放棄について 

   議案第８７号 令和２年度西予市一般会計

補正予算(第４号) 

   議案第８８号 令和２年度西予市国民健康

保険特別会計補正予算(第

２号) 

   議案第８９号 令和２年度西予市介護保険

特別会計補正予算（第１

号） 

   議案第９０号 令和２年度西予市農業集落

排水事業特別会計補正予算

(第１号) 

議案第９２号 令和２年度西予市病院事業

会計補正予算(第２号) 

 ４ 報告第 １号 令和元年度西予市一般会計

継続費繰越計算書の報告に

ついて 

報告第 ２号 令和元年度西予市一般会計

繰越明許費繰越計算書の報

告について 

報告第 ３号 令和元年度西予市一般会計

事故繰越し繰越計算書の報

告について 

報告第 ４号 令和元年度西予市公共下水

道事業特別会計繰越明許費

繰越計算書の報告について 

報告第 ５号 令和元年度西予市水道事業

会計予算繰越計算書の報告

について 

報告第 ６号 令和元年度西予市病院事業

会計継続費繰越計算書の報

告について 

５ 報告第 ７号 専決処分事項の報告につい

て 

追加 議案第９２号 西予市消防団消防ポンプ自

動車の取得について 
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  開会 午前10時00分 

○議長 

おはようございます。 

ただいまの出席議員は18名であります。これよ

り令和２年第２回西予市議会定例会を開会いたし

ます。 

管家市長より今定例会招集の挨拶があります。 

管家市長。 

○管家市長 

改めましておはようございます。 

令和２年第２回西予市議会定例会の開会に当た

りまして、一言ご挨拶を申し上げます。 

ことしも中村議長のご配慮をいただきまして、

四国西予ジオパーク活動のポロシャツを私ども理

事者、そして議員の皆さん全員で着用をしていた

だき、四国西予ジオパークの活動を応援していた

だくことをまずもって御礼を申し上げます。シャ

ツもこの時期の恒例となりまして、この議会で市

民の皆さんに多くアピールをさせていただいてい

るわけでございますが、本日このケーブルテレビ

をご覧の皆さんの中で「いいな」と思っていただ

く方がありましたら、市役所、そして各支所にお

きまして取り扱いも行っておりますので、市民の

皆様もどうか購入をいただいて、四国西予ジオパ

ークを盛り上げていただきたいなと思っておりま

す。 

さきの臨時会で、正副議長、各常任委員会及び

議会運営委員会の正副委員長が選任されたところ

でございますが、前任の議員の皆様におかれまし

ては、一方ならぬご支援、ご協力を賜りまことに

ありがとうございました。心より厚く御礼申し上

げます。 

新しく議長に就任をされました中村議長をはじ

め、山本副議長並びに各常任委員会委員の皆様方

には、円滑な市政運営につきまして、これまで以

上に特段のご協力を賜りますようお願いするとと

もに、ご活躍をご祈念申し上げます。 

さて、約１カ月半に及んだ新型コロナウイルス

感染症拡大による緊急事態宣言が、５月25日に全

ての都道府県で解除になりました。日常が少しず

つ戻ってくるようになりましたが、今しばらく

は、警戒期から縮小期に向けた移行期間というこ

とで、段階的に規制の緩和を図っていく必要があ

ります。 

市民の皆様には、引き続きご不便をおかけする

こともあろうかと思いますが、ご理解とご協力を

お願いいたします。 

感染症拡大に伴う各世帯への家計的支援、１人

当たり10万円の特別定額給付金でありますが、本

市におきましては、６月４日の時点で1万7058件

の申請があり、1万6298世帯への支給が完了いた

しました。全世帯に対する支給済みの割合は

91.4％となっております。市内のほとんどの家庭

に支給できていることをうれしく思うとともに、

５月の連休から休日返上で、また、連日深夜まで

支給事務にかかわった職員に感謝するところであ

ります。 

この給付金の使い道ですが、新型コロナウイル

ス感染症が地域経済に与えた影響に鑑み、かねて

より市内での消費をお願いしているところであり

ます。 

市では、市民の皆様の市内中小店舗等での購買

等に対して、さらなる優遇措置を講じる考えであ

りますので、どうか経済の回復、活性化のため、

ご協力をお願いいたします。 

政府は、４月に成立した令和２年度第１次補正

予算に続き、第２次補正予算を閣議決定しまし

た。 

各種助成金の拡充や旧制度の創設・強化などと

ともに、地方創生臨時交付金の追加拡充の方針を

打ち出されております。 

市といたしましても、現状の地域経済へのさら

なる支援対策の拡充とともに、新たな生活様式へ

の対応を含めた検討を進め、第２次補正予算成立

後、速やかに実行に移せるよう準備を進めてまい

ります。 

本日、議員の皆様と我々が付けておりますこの

３つの輪でできているリボンは、新型コロナウイ

ルス感染症患者や回復した人、医療従事者やその

家族の方々などに対しての偏見や差別をなくそう

と、松山大学の研究者らの市民グループが、「シ

トラスリボン運動」として提唱し、普及に取り組

まれているものです。柑橘王国愛媛にちなんだシ

トラスカラーを配色し、地域と家庭、職場または

学校の３つの場所を輪で結ぶデザインで、私たち

の暮らしを守るために日々奮闘されている方々へ

の感謝の意を込め、身に付けたり、玄関や店先に

掲示し、意識啓発を図るものであります。 
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私たちも、この活動に賛同し普及させたいと思

っております。なお、このリボンは、西予市の宝

であります伊予生糸を使用してつくっていただい

ております。皆様もご協力をお願いいたします。 

さて、本定例会でございますが、議員の皆様か

らの一般質問にお答えするとともに、条例改正及

び廃止11件、過疎計画の変更等３件、公有水面埋

立てに係る意見陳述１件、出資金に係る権利の放

棄１件、補正予算５件、予算繰越に係る計算書の

報告６件、専決処分事項の報告１件など、計28件

を上程し、ご審議をお願い申し上げるものでござ

います。 

諸議案の提案理由につきましては、上程の際に

説明いたしますので、慎重にご審議をいただき、

それぞれ承認、ご決定賜りますようお願い申し上

げます。 

また、一般会計補正予算の説明の中で、私の新

たな任期に当たっての市政運営の方針につきまし

て、その所信の一端を述べさせていただきたいと

存じます。 

以上、招集の挨拶とさせていただきます。よろ

しくお願いいたします。 

○議長 

次に、前定例会以降における諸般の報告は、お

手元のタブレットに配信しておりますのでお目通

し願います。 

これより本日の会議を開きます。 

本日の議事日程は、お手元のタブレットに配信

のとおりであります。 

 （日程１） 

○議長 

まず、日程第１、会議録署名議員の指名を行い

ます。 

今回の会議録署名議員に、３番信宮徹也君、４

番宇都宮俊文君の両名を指名いたします。 

 （日程２） 

○議長 

次に、日程第２、会期の決定を議題といたしま

す。 

お諮りいたします。 

今回の会期は、本日から６月26日までの19日間

といたしたいと思います。これにご異議ありませ

んか。 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 

異議なしと認めます。よって、今回の会期は、

本日から６月26日までの19日間と決定いたしまし

た。 

 （日程３） 

○議長 

次に、日程第３、議案第71号「西予市職員の給

与に関する条例の一部を改正する条例制定につい

て」から、議案第91号「令和２年度西予市病院事

業会計補正予算（第２号）」までの21件を一括議

題といたします。 

理事者の説明を求めます。 

山住総務部長。 

○山住総務部長 

議案第71号「西予市職員の給与に関する条例の

一部を改正する条例制定について」提案理由のご

説明を申し上げます。 

今回の改正は、国及び他の地方公共団体等から

の派遣職員に対して、任用の事情及び従前の勤務

地等を考慮し、地域手当の異動保障を設けるもの

でございます。 

その内容でございますが、国や他の地方公共団

体等の職員であった者が、派遣制度等によりまし

て、引き続き当市の職員となった場合において、

給料、管理職手当及び扶養手当の月額の合計額

に、100分の20以内で、規則で定める割合を乗じ

て得た月額の地域手当を支給するものでございま

す。 

続きまして、議案第72号「西予市職員の特殊勤

務手当に関する条例の一部を改正する条例制定に

ついて」提案理由のご説明を申し上げます。 

今回の改正は、新型コロナウイルス感染症に対

処するための業務に従事した場合において、感染

症防疫作業等に従事する職員の特殊勤務手当の特

例を設けるものでございます。 

内容としましては、新型コロナウイルス感染症

の患者もしくはその疑いのある者などに対しまし

て、長時間にわたり身体に接触などして作業を行

った場合、作業１日につき4,000円、その他の作

業に従事した場合は、１日につき3,000円を支給

するものであります。 

続きまして、議案第73号「西予市税条例の一部

を改正する条例制定について」提案理由のご説明

を申し上げます。 
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今回の改正は、新型コロナウイルス感染症及び

その蔓延防止のための措置が納税者に及ぼす影響

の緩和を図るため、地方税法等の一部を改正する

法律、地方税法施行令の一部を改正する政令、及

び地方税法施行規則の一部を改正する省令が施行

されたことによるものであります。 

主な内容につきましては、軽自動車税の環境性

能割の臨時的軽減の適用期限を令和２年９月30日

から令和３年３月31日まで延長するほか、令和２

年２月以降の収入に相当の減少があり、納税が困

難である事業者等に対し、申請に基づきまして、

無担保かつ延滞金なしで１年間徴収を猶予できる

特例措置を講ずるものでございます。 

以上３議案、よろしくご審議の上、ご決定くだ

さいますようお願い申し上げます。 

○議長 

藤井生活福祉部長。 

○藤井生活福祉部長 

議案第74号「西予市後期高齢者医療に関する条

例の一部を改正する条例制定について」提案理由

のご説明を申し上げます。 

今回の改正は、新型コロナウイルスに感染した

後期高齢者医療に係る被保険者等の療養中の生活

を保障するため、愛媛県後期高齢者医療広域連合

後期高齢者医療に関する条例の一部が改正された

ことによるものであります。 

主な内容としましては、市が行う後期高齢者医

療の事務に、新型コロナウイルスに感染した被保

険者等の傷病手当金の支給に係る申請書の受付に

関する事務を加えるため本条例の一部を改正する

ものであります。 

続きまして、議案第75号「西予市放課後児童健

全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める

条例の一部を改正する条例制定について」提案理

由のご説明を申し上げます。 

今回の改正は、放課後児童健全育成事業の設備

及び運営に関する基準の一部を改正する省令が施

行されたことによるものであります。 

主な内容としましては、放課後児童支援員認定

資格研修の受講機会の拡充を図るため、これまで

都道府県知事または指定都市の長が実施していた

当該研修につきまして、新たに中核市の長を実施

者として加えるよう本条例の一部を改正するもの

であります。 

続きまして、議案第76号「西予市特定教育・保

育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基

準を定める条例の一部を改正する条例制定につい

て」提案理由のご説明を申し上げます。 

今回の改正は、特定教育・保育施設及び特定地

域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施設

等の運営に関する基準の一部を改正する内閣府令

が施行されたことによるものであります。 

主な内容としましては、保育を継続的に提供す

るため、地域型保育事業者に確保を求める連携施

設について、市の調整等により卒園後も引き続き

必要な教育・保育の提供を受けることができる場

合には、連携施設の確保を不要とするよう本条例

の一部を改正するものであります。 

続きまして、議案第77号「西予市家庭的保育事

業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の

一部を改正する条例制定について」提案理由のご

説明を申し上げます。 

今回の改正は、家庭的保育事業等の設備及び運

営に関する基準の一部を改正する省令が施行され

たことによるものであります。 

主な内容としましては、保育を継続的に提供す

るため、家庭的保育事業者等に確保を求める連携

施設について、地域型保育事業所卒園後も引き続

き必要な教育・保育の提供を受けることができる

場合には、受け入れ先の連携施設の確保を不要と

するほか、保護者の疾患や障害等により養育を受

けることが困難な乳幼児に対する居宅訪問型保育

の実施を明確にするため本条例の一部を改正する

ものであります。 

続きまして、議案第78号「西予市介護保険条例

の一部を改正する条例制定について」提案理由の

ご説明を申し上げます。 

今回の改正は、介護保険法施行令及び介護保険

の国庫負担金の算定等に関する政令の一部を改正

する政令が施行されたこと等によるものでありま

す。 

主な内容といたしましては、消費税及び地方消

費税の引き上げに合わせた所得の少ない者に対す

る保険料の軽減強化を完全実施するとともに、国

費による財政支援の対象となった新型コロナウイ

ルス感染症の影響による介護保険料の減免に対応

するため所要の整備を行うものであります。 

以上５議案、よろしくご審議の上、ご決定くだ
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さいますようお願い申し上げます。 

○議長 

山岡医療介護部長。 

○山岡医療介護部長 

議案第79号「西予市病院事業職員の諸手当に関

する条例の一部を改正する条例制定について」提

案理由のご説明を申し上げます。 

市立病院では、県の要請を受け、新型コロナウ

イルス感染症の対応として、帰国者・接触者外来

を設置し、感染が疑われる方の診察、ＰＣＲ検査

の検体採取等を行っております。 

このような中、医療職員においては、緊迫した

雰囲気の中、感染症患者等に対する良質かつ適切

な医療の提供が求められており、職員自身の感染

リスクに加え、精神的にも大きな負担が生じてい

る現状にあります。 

今回の改正は、感染症患者または感染症の疑い

のある患者の診療、看護に当たる医師や看護師な

どのほか、ウイルスの付着した物件や付着の危険

がある物件の処理作業に従事する職員に対し、特

殊勤務手当として危険手当を支給するため本条例

の一部を改正するものであります。 

なお、支給額につきましては、規則で定めるも

のでありますが、議案第72号と同様の扱いとする

ものであります。 

よろしくご審議の上、ご決定くださいますよう

お願い申し上げます。 

○議長 

佐藤消防長。 

○佐藤消防本部消防長 

議案第80号「西予市消防本部職員の特殊勤務手

当に関する条例の一部を改正する条例制定につい

て」提案理由のご説明を申し上げます。 

全国的に新型コロナウイルス感染症が急速に拡

大し、４月中旬には当市においても感染者が１人

発生し、また、５月初旬には県内で20人を超すク

ラスターが発生するなど予断を許さない状況にあ

ります。 

このような中、消防職員においては、感染症患

者等に対する特別な救急対応が求められており、

感染のリスクに加え、精神的にも大きな負担が生

じている状況にございます。 

今回の改正は、感染症患者などの救急業務に当

たる消防職員に対し、特殊勤務手当として感染症

防疫作業等手当を支給するため本条例の一部を改

正するものでございます。 

なお、支給額につきましては、議案第72号によ

る改正後の西予市職員の特殊勤務手当に関する条

例第３条の規定を準用するものです。 

よろしくご審議の上、ご決定くださいますよう

お願い申し上げます。 

○議長 

暫時休憩いたします。（休憩 午前10時26分） 

○議長 

再開いたします。（再開 午前10時27分） 

藤川城川支所長。 

○藤川城川支所長 

議案第81号「西予市城川町地域わがむらは美し

く運動基金条例を廃止する条例制定について」提

案理由のご説明を申し上げます。 

城川町わがむらは美しく運動基金は、平成元年

に、城川町地域の自然と風土を守りながら、美し

い生活環境及び美しく管理された農林地を創造

し、美しく活力あるまちづくりと文化の創造を目

指す、わがむらは美しく運動を円滑に推進するこ

とを目的に設置された基金であります。 

合併後は、西予市城川町地域わがむらは美しく

運動基金として、基金を活用してわがむらは美し

く推進事業を行ってまいりましたが、基金金額の

取り崩しを終えたことから本条例を廃止するもの

であります。 

よろしくご審議の上、ご決定くださいますよう

お願いいたします。 

○議長 

山住政策企画部長。 

○山住政策企画部長 

議案第82号「西予市過疎地域自立促進計画の変

更について」提案理由のご説明を申し上げます。 

本市は、平成28年４月に過疎地域のさまざまな

問題を解決するための過疎地域自立促進計画を策

定し、総合的かつ計画的な対策を実施していると

ころであります。 

今回、児童福祉施設保育所を整備するため、令

和２年度に過疎対策事業債を活用して実施する１

事業を新たに追加いたしました。 

新たに追加する事業は、施設の老朽化が進んで

おります明浜町の高山保育所の移転新築に係るも

のであります。 
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この事業の追加に伴う本計画の変更について、

過疎地域自立促進特別措置法第６条の規定により

議会の議決を求めるものであります。 

続きまして、議案第83号「辺地に係る公共的施

設総合整備計画の策定について」、議案第84号

「辺地に係る公共的施設総合整備計画の変更につ

いて」一括して提案理由のご説明を申し上げま

す。 

本市におきましては、野村町、城川町、明浜町

及び三瓶町におきまして、18の地区が辺地の指定

を受けております。 

このたび、野村町片川及び惣川・小屋並びに城

川町野井川辺地におきまして、林道の施設整備を

実施することに伴い、それぞれ新たに５カ年の辺

地総合整備計画を策定することといたしました。 

また、野村町予子林辺地におきまして、飲用水

供給施設整備を追加する変更及び７月豪雨災害の

影響で事業を取りやめたことによる市道整備の事

業費を減額する変更が必要となりました。 

これに伴いまして、国に新たな辺地総合整備計

画並びに変更計画を提出するため、辺地に係る公

共的施設の総合整備のための財政上の特別措置等

に関する法律第３条の規定により議会の議決を求

めるものであります。 

以上３議案、よろしくご審議の上、ご決定くだ

さいますようお願い申し上げます。 

○議長 

酒井産業部長。 

○酒井産業部長 

議案第85号「公有水面埋立てに係る意見の陳述

について」提案理由のご説明を申し上げます。 

この公有水面埋立ては、西予市が明浜町田之浜

地区において、漁船が安全に係留でき、漁業者の

効率的な漁業活動のできる物揚場、船揚場、野積

場用地及び加工場用地を確保する事業でありま

す。 

このたび、本市が出願した公有水面埋立免許に

ついて、異議のない旨の意見を述べるため、公有

水面埋立法第３条第４項の規定に基づき議会の議

決を求めるものであります。 

続きまして、議案第86号「株式会社野村町地域

振興センターへの出資金払戻請求権の放棄につい

て」提案理由のご説明を申し上げます。 

株式会社野村町地域振興センターは、平成２年

の設立から30年にわたり、地域特産品の開発や販

売、野村農業公園（ほわいとファーム）や獣肉処

理加工施設（ししの里せいよ）などの施設の管理

運営、観光イベント事業などを開催し、地域資源

の掘り起こしや地域住民の雇用の場として、地域

の活性化に寄与してまいりました。 

しかしながら、社会情勢の変化等により経営の

継続が困難となったことから、令和２年２月に行

われた臨時株主総会において、令和２年３月末日

をもって解散することが、株主全員の同意で承認

されたところです。 

株式会社野村町地域振興センターの清算に当た

り、宗正弘代表清算人より、西予市、東宇和農業

協同組合、西予市商工会、西予市森林組合理事、

西予市商工会野村支部からの出資金に対する払戻

請求権をそれぞれ放棄する旨の要請を受けたた

め、本市につきましては、出資資本金3432万

5000円の払戻請求権を放棄するため、地方自治法

第96条第１項第10号の規定に基づき議会の議決を

求めるものであります。 

以上２議案、よろしくご審議の上、ご決定くだ

さいますようお願い申し上げます。 

○議長 

管家市長。 

○管家市長 

議案第87号「令和２年度西予市一般会計補正予

算（第４号）」について、提案理由のご説明を申

し上げますとともに、２期目の市政運営に関する

所信の一端を述べさせていただきます。 

さきの市長選挙におきまして、私は、無投票当

選の栄に浴させていただきました。このことは、

市民の皆様から私の４年間の市政に対し一定の評

価をいただき、新たな４年間の信託を与えていた

だいたものと思っております。 

この無投票当選という市民の皆様からの声なき

声を真摯に受けとめ、一層の責務の重たさを痛感

し、新たな覚悟で皆様の負託にこたえてまいりた

いと存じます。 

私は今回の市長選挙に当たり、１期目に残した

多くの課題を解決する選挙であると決意し、公約

として「暮らして安心が体感できるまちづくり」

を基本理念に、夢と希望を叶える６つの変革に挑

戦することを皆様に提示させていただきました。 

第１は、平成30年７月豪雨災害からの復旧・復
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興と南海トラフ地震などの災害に対して、命を守

るための防災・減災に取り組みます。 

令和元年を復興元年として、国や県、関係機関

の支援を受けながら各種事業に取り組んでまいり

ましたが、まだ道半ばであります。農地、道路橋

梁など公共施設の災害復旧事業の予算は、令和２

年度当初予算において19億円、令和元年度から令

和２年度への繰越予算として13億円、災害公営住

宅などの復興関連事業予算が26億円、復旧・復興

事業予算を合わせて50億円を超える事業量があり

ますが、最優先に取り組んでまいります。 

また、野村の肱川の河川改修、野村ダム改修事

業が間もなくスタートいたします。確実に安心な

生活を取り戻すために、西予市国土強靱化地域計

画の推進方針に基づき事業を推進します。 

第２は、人づくりです。 

西予市に誇りを持ち、住みたい人を育むため、

安心して結婚・出産・子育てができる支援体制の

充実強化と地域リーダー養成塾を開成いたしま

す。 

第３は、仕事づくりです。 

稼ぐ力を増強するために、市内外で地場産品を

消費してもらうための取り組みを強化し、循環型

経済に取り組みます。 

令和元年度のふるさと納税は2億5000万円に達

し、多くの西予市産返礼品が市外に届けられ、リ

ピーターも増えています。ふるさと納税のさらな

る推進による地場産品の育成と農林水産業の後継

者支援と新規就労者の支援強化に取り組みます。 

第４は、ふるさと西予の元気なまちづくりで

す。 

旧小学校単位で地域を見詰め直し、目標を持っ

て地域づくりを開始しましょう。 

これから深刻な人口減少社会を迎える昨今にお

いて、今のままでよいのか、変革を求めるのか、

共助と公助、そして自助の力を結集するため、小

規模多機能自治活動を推進します。 

第５は、生活の安心、医療・福祉の充実です。 

幼児から高齢者まで、誰もが安心して生活でき

る地域づくりの推進のため、ワンストップ地域包

括ケアシステムを構築します。 

令和４年度を目標に医療スタッフの確保に努め

ながら、土日・祝日・夜間の二次救急を西予市民

病院に集約することを目指します。西予市民病院

と野村病院を存続させ、必要な地域医療を確保す

るために病院改革プランを実行します。 

第６は、西予市のさらなる発展のための市役所

改革です。 

市政経営に当たっては、物事に壁をつくらな

い、従来の考え方や手法を見直し、創意と工夫を

尽くし、物事にチャレンジし、かつスピード感を

持って黒字財政を堅持しながら輝く西予まちづく

りに挑戦をします。 

以上、市政運営につきまして、所信の一端を述

べさせていただきましたが、これからの４年間、

常に多くの人と語り合い、皆さんの知恵を生か

し、市政を動かしていきたいと考えておりますの

で、議員各位、市民の皆様のご理解とご協力を心

よりお願い申し上げます。 

それでは、今回の補正予算案でございますが、

本年４月１日付の人事異動等に伴う職員給与費及

び会計年度任用職員給与費等の調整のほか、事業

費の財源となる国・県支出金の内示額変更に伴う

財源調整や事業費の増額、国の新型コロナウイル

ス感染症緊急経済対策に対応した事業費などを計

上するものであります。 

その主な内容でありますが、林業振興対策とし

て、大径原木を有効活用して付加価値の高い木材

製品に転換するための加工施設整備への支援に要

する経費を計上し、教育振興及び教育施設整備対

策として、小・中学校の児童生徒１人に１台のパ

ソコン等端末の整備、三瓶文化会館のトイレを洋

式化する経費を計上し、災害復旧対策として、残

土処理場造成に要する経費を計上いたしておりま

す。 

これらの経費の財源につきまして、それぞれの

歳出に見合う国・県支出金、地方債等の特定財源

を計上し、不足する財源につきましては、財政調

整基金等を繰り入れし、収支の均衡を図るもので

あります。 

これによりまして、歳入歳出の補正は、既決い

ただいております歳入歳出予算に5億174万9000円

を増額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ347億

5116万7000円と定めるものであります。 

また、地方債の補正といたしまして、過疎対策

事業債、学校教育施設等整備事業債等の限度額を

変更するものであります。 

以上が今回の補正予算の概要でありまして、詳
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細な点につきましては、担当課長から補足説明を

させますので、よろしくご審議を賜り、ご決定く

ださいますようお願い申し上げます。 

○議長 

宇都宮財政課長。 

○宇都宮財政課長 

それでは、予算書に沿って歳出から補足説明を

申し上げます。 

まず、職員人件費の補正について説明させてい

ただきます。 

当初予算では、予算編成時の職員数及び組織体

制を基本に、退職者と新規採用者数を見込み、所

要額を計上いたしております。 

今回、４月の人事異動等による各課の職員数及

び年齢構成等の変動に伴い、関係する予算科目の

目の給与等の計上額に過不足が生じたことから職

員給与費を調整するものであります。総額で

8050万2000円を減額調整いたしております。 

それでは、予算書の26ページをお開き願いま

す。 

4款衛生費、1項1目保健衛生総務費、新型コロ

ナウイルス感染症対策事業1212万円であります

が、大雨など自然災害に備えて避難所が開設され

たときの感染症対策として、アルコール消毒液、

避難所の間仕切り、簡易テントなどの導入に要す

る経費のほか、庁舎会議室での感染症対策機器の

購入に要する経費を計上するものであります。 

29ページをお開き願います。 

3項1目病院費1575万1000円でありますが、新型

コロナウイルス感染症に係る医療提供体制の強化

に要する経費として、西予市民病院、野村病院に

繰り出しを行うものであります。 

31ページをお開き願います。 

6款農林水産業費、2項2目林業振興費、高性能

林業機械導入事業1億4723万1000円であります

が、新型コロナウイルス感染症により、中国国内

の移動制限や経済活動の停滞によって、中国向け

丸太輸出が停滞したことにより在庫過剰となった

大径原木を有効活用し、付加価値の高い木材製品

に転換するための加工施設の整備支援に要する経

費を計上するものであります。 

33ページをお開き願います。 

7款商工費、1項7目産業振興事業費、第三セク

ター等経営管理事業1億240万円でありますが、令

和元年度一般会計補正予算（第９号）において、

令和２年度から令和６年度までの期間で、限度額

4億円の債務負担行為の議決をいただきました民

間譲渡等施設修繕等負担金の令和２年分として

1億円を、また、株式会社野村町地域振興センタ

ーの解散に伴う関連経費として240万円を計上す

るものであります。 

34ページをお開き願います。 

8款土木費、2項3目道路新設改良費、市道二及

10号線改良事業2700万円でありますが、令和５年

度から予定されています旧二木生小学校解体工事

に伴い、早期の改良工事が必要となりましたの

で、測量設計委託料を計上するものであります。

令和４年度の完成を予定しております。財源とし

て過疎対策事業債を充てております。 

35ページをお開き願います。 

9款消防費、1項1目常備消防費、消防通信施設

維持管理事業103万5000円でありますが、宇和島

地区広域事務組合と当市との消防の広域化及び消

防の連携・協力モデル構築事業実施計画調査業務

に係る協定書に基づきます通信指令共同運用調査

経費についての負担金を計上するものでありま

す。 

38ページをお開き願います。 

10款教育費、2項2目教育振興費、小学校情報教

育振興事業8988万3000円。 

39ページをお開き願います。 

同じ教育費、3項2目教育振興費、中学校情報教

育振興事業5753万2000円でありますが、国の児童

生徒１人１台の情報端末及び高速大容量の通信ネ

ットワークを一体的に整備するＧＩＧＡスクール

構想に基づいた市内小中学校のＩＣＴ環境整備に

要する経費を計上するものであります。財源とし

て、公立学校情報機器整備費、情報通信ネットワ

ーク環境施設整備費国庫補助金、地方債として、

学校教育施設等整備事業債を充てています。 

41ページをお開き願います。 

6項3目文化施設運営管理費、三瓶文化会館管理

運営事業2237万4000円でありますが、平成30年度

に策定いたしました三瓶文化会館長寿命化事業計

画に沿って、利用者の利便性を図るため、１階、

２階のトイレの洋式化と温水洗浄便座化に要する

経費を計上するものであります。 

43ページをお開き願います。 
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11款災害復旧費、6項1目道路橋梁河川災害復旧

費4500万円でありますが、災害復旧関連事業の早

期完成のために、野村町阿下地区に残土処理場を

造成する経費を計上するものであります。 

次に、主な歳入につきましてご説明申し上げま

す。 

11ページをお開き願います。 

14款県支出金、2項4目2節林業費県補助金であ

りますが、林道開設事業及び舗装事業の内示額通

知によります調整のほか、大径原木加工設備整備

緊急対策事業費補助金として1億4723万1000円を

計上するものであります。 

17款繰入金、2項基金繰入金1億4534万2000円で

ありますが、今回の補正財源として、国・県支出

金、地方債等の特定財源を充てても、なお不足し

ます財源に対して財政調整基金などを繰り入れし

収支の均衡を図るものであります。 

12ページをお開き願います。 

市債総額で6930万円の増額でありますが、国

庫・県支出金の内示のほか、新規事業の実施によ

る追加及び増額、減額調整を行っております。 

以上、補足説明とさせていただきます。 

○議長 

藤井生活福祉部長。 

○藤井生活福祉部長 

議案第88号「令和２年度西予市国民健康保険特

別会計補正予算（第２号）」について、提案理由

のご説明を申し上げます。 

まず、事業勘定予算からご説明申し上げます。 

今回の補正は、人事異動に伴う職員給与費の調

整を行うものであります。 

これによりまして、既決いただいております歳

入歳出予算の総額からそれぞれ684万6000円を減

額し、事業勘定予算の歳入歳出予算の総額をそれ

ぞれ52億484万3000円と定めるものであります。 

次に、診療施設勘定予算の補正の主な内容につ

きましては、会計年度任用職員の確定に伴う報酬

等の増額によるものであります。 

これによりまして、既決いただいております歳

入歳出予算の総額にそれぞれ310万円を増額し、

診療施設勘定の歳入歳出予算の総額をそれぞれ

1億5195万5000円と定めるものであります。 

続きまして、議案第89号「令和２年度西予市介

護保険特別会計補正予算（第１号）」について、

提案理由のご説明を申し上げます。 

今回の補正の主な内容といたしましては、人事

異動に伴う職員給与費の調整及び会計年度任用職

員について、任用職員確定に伴う減額調整等を行

うとともに、所得の少ない者に対する保険料の軽

減強化に伴い、一般会計繰入金を増額するもので

あります。 

これによりまして、既決いただいております歳

入歳出予算にそれぞれ288万2000円を増額し、歳

入歳出予算の総額を61億5248万7000円と定めるも

のであります。 

以上２議案、よろしくご審議の上、ご決定くだ

さいますようお願い申し上げます。 

○議長 

清水建設部長。 

○清水建設部長 

議案第90号「令和２年度西予市農業集落排水事

業特別会計補正予算（第１号）」について、提案

理由のご説明を申し上げます。 

今回の補正は、会計年度任用職員確定に伴う人

件費の調整を行うものであります。 

これによりまして、既決いただいております歳

入歳出予算をそれぞれ54万7000円増額し、歳入歳

出予算の総額を3億7012万7000円と定めるもので

あります。 

よろしくご審議の上、ご決定くださいますよう

お願い申し上げます。 

○議長 

山岡医療介護部長。 

○山岡医療介護部長 

議案第91号「令和２年度西予市病院事業会計補

正予算（第２号）」について、提案理由のご説明

を申し上げます。 

今回の補正の主なものは、新型コロナウイルス

感染症対応に伴う補助金及び経費の増額を行うも

のでございます。 

予算書の１ページをお開きください。 

第２条の業務の予定量の補正では、主な建設改

良事業の増額を行うものでございます。 

第３条の収益的収入及び支出につきましては、

感染症対策に係る補助金として、医業外収益

1287万6000円を増額し、総額を40億9926万6000円

といたしております。支出につきましては、医業

費用を334万7000円の増額をし、総額を46億
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2620万円といたしております。 

第４条の収益的収入及び支出につきましては、

資本的収入額を287万5000円増額し、総額を7億

2460万3000円とし、資本的支出額では41万円を増

額し、総額を8億5831万4000円といたしておりま

す。 

２ページをお開きください。 

第５条では、一般会計から受ける補助金の額を

表のとおり改めております。 

よろしくご審議の上、ご決定くださいますよう

お願い申し上げます。 

○議長 

理事者の説明は終わりました。 

 （日程４） 

○議長 

次に、日程第４、報告第１号「令和元年度西予

市一般会計継続費繰越計算書の報告について」か

ら、報告第６号「令和元年度西予市病院事業会計

継続費繰越計算書の報告について」までの６件を

一括議題といたします。 

理事者の説明を求めます。 

宇都宮財政課長。 

○宇都宮財政課長 

報告第１号「令和元年度西予市一般会計継続費

繰越計算書の報告について」、報告第２号「令和

元年度西予市一般会計繰越明許費繰越計算書の報

告について」、報告第３号「令和元年度西予市一

般会計事故繰越し繰越計算書の報告について」、

報告第４号「令和元年度西予市公共下水道事業特

別会計繰越明許費繰越計算書の報告について」、

報告第５号「令和元年度西予市水道事業会計予算

繰越計算書の報告について」、報告第６号「令和

元年度西予市病院事業会計継続費繰越計算書の報

告について」一括して提案理由のご説明を申し上

げます。 

令和元年度西予市一般会計、公共下水道事業特

別会計、水道事業会計及び病院事業会計における

各事業のうち、令和元年度から令和２年度への継

続費、繰越明許費及び事故繰越しにつきまして、

地方自治法施行令第145条第１項、第146条第２項

及び第150条第３項において準用する第146条第２

項の規定並びに地方公営企業法第26条第３項及び

地方公営企業法施行令第18条の２第１項の規定に

より、それぞれ繰越計算書を添えてご報告申し上

げるものであります。 

以上報告６件、よろしくお願い申し上げます。 

○議長 

理事者の説明は終わりました。 

これより本案６件に対する一括質疑を行いま

す。 

質疑はありませんか。 

 （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 

以上で質疑を終結といたします。 

お諮りいたします。 

報告第１号「令和元年度西予市一般会計継続費

繰越計算書の報告について」から、報告第６号

「令和元年度西予市病院事業会計継続費繰越計算

書の報告について」までの６件については、これ

を承認することにご異議ありませんか。 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 

異議なしと認め、そのように決定いたしまし

た。 

 （日程５） 

○議長 

次に、日程第５、報告第７号「専決処分事項の

報告について」を議題といたします。 

理事者の報告を求めます。 

山住総務部長。 

○山住総務部長 

報告第７号「専決処分事項の報告について」提

案理由のご説明を申し上げます。 

この専決処分の報告につきましては、地方自治

法第180条第１項の規定に基づき、議会の議決に

より指定された市の義務に属する損害賠償の額の

決定及び和解について、別紙のとおり７件の専決

処分をいたしましたので、同条第２項の規定によ

りご報告申し上げるものでございます。 

以上、よろしくお願い申し上げます。 

○議長 

理事者の報告は終わりました。 

暫時休憩いたします。（休憩 午前11時09分） 

○議長 

再開いたします。（再開 午前11時10分） 

お諮りいたします。 

ただいま市長から提出されました議案第92号

「西予市消防団消防ポンプ自動車の取得につい
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て」を本日の日程に追加し、追加日程として議題

にいたしたいと思います。これにご異議ありませ

んか。 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 

異議なしと認めます。よって、本件を本日の日

程に追加し、追加日程とすることに決定いたしま

した。 

 （追加） 

○議長 

追加日程第１、議案第92号「西予市消防団消防

ポンプ自動車の取得について」を議題といたしま

す。 

理事者の説明を求めます。 

佐藤消防長。 

○佐藤消防本部消防長 

議案第92号「西予市消防団消防ポンプ自動車の

取得について」提案理由のご説明を申し上げま

す。 

現在、西予市消防団明浜方面隊俵津分団第２部

に配備しております消防ポンプ自動車は、平成

10年に導入したもので、以来22年が経過してお

り、更新計画に基づいた検討を行ってきたところ

でございます。 

このたび購入いたします消防ポンプ自動車は、

迅速な消火活動を可能にするため、放水性能にす

ぐれた高機能ポンプを搭載するとともに、最新の

照明器具を装備することにより、夜間消防団員が

安全に活動できる仕様としております。 

今回の購入に当たりましては、去る６月２日に

指名競争入札を行い、株式会社ＪＡ東宇和サービ

ス 代表取締役岡野博充氏が2530万円で落札と決

定し、備品購入仮契約を締結しましたので、議会

の議決を求めるものであります。 

なお、消防ポンプ自動車の詳細な性能及び主要

装備については、別紙参考資料をご参照くださ

い。 

よろしくご審議の上、ご決定くださいますよう

お願い申し上げます。 

○議長 

理事者の説明は終わりました。 

これより本案に対する質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

 （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 

以上で質疑を終結といたします。 

お諮りいたします。 

議案第92号は、会議規則第37条第３項の規定に

より委員会付託を省略したいと思います。これに

ご異議ありませんか。 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 

異議なしと認め、そのように決定いたしまし

た。 

討論はありませんか。 

 （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 

討論なしと認めます。 

これより採決を行います。 

お諮りいたします。 

議案第92号「西予市消防団消防ポンプ自動車の

取得について」は、原案のとおり決定することに

賛成の議員の起立を求めます。 

 （賛成者起立） 

○議長 

ご着席ください。 

起立全員であります。よって、議案第92号は原

案のとおり決定いたしました。 

以上をもって本日の日程は全て終了いたしまし

た。 

６月15日は午前９時より一般質問を行います。 

本日はこれにて散会いたします。 

 

 

 散会 午前11時14分 
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  開会 午前９時00分 

○議長 

おはようございます。 

本日は傍聴にお越しいただきまことにありがと

うございます。 

ただいまの出席議員は18名であります。これよ

り本日の会議を開きます。 

本日の議事日程は、お手元のタブレットに配信

のとおりであります。 

 （日程１） 

○議長 

日程第１、一般質問を行います。 

質問者は通告内容及び申し合わせに従い発言し

てください。 

それでは通告順に発言を許可いたします。 

まず、15番二宮一朗君。 

二宮一朗君。 

○15番二宮一朗君 

おはようございます。 

ただいま中村議長より一般質問の許可をいただ

きました。 

今回は改選後初めての議会であり一般質問にな

ります。トップバッターとして質問をさせていた

だきます。 

その前に、今回の新型コロナウイルス感染症拡

大に関しまして、市民の皆様には大変ご不便をお

かけしていることと思います。 

また今回の我々市議会議員の選挙におきまして

は、外出自粛の中選挙にご協力をいただきました

こと大変にありがとうございます。 

また良識ある生活で感染拡大の防止へのご協力

をしていただいていることに感謝をしたいと思っ

ております。１日も早いふだんの生活が取り戻せ

るように私自身も祈念をしているところでござい

ます。 

それでは通告に従いまして質問をさせていただ

きます。 

まず最初に管家市長の公約について質問をさせ

ていただきます。 

管家市長は今回無投票当選の栄を受けられまし

て、その公約の中で６つ示されておるわけでござ

いますけれども、その中のいの一番ではないかと

思いますが、小規模多機能自治、名称的には地域

づくり活動センターについて、まず１点目お伺い

をしたいと思います。 

この地域づくり活動センターについては、この

ような冊子がありまして、市民検討委員会をつく

られているということでございますけれども、こ

の市民検討委員会のどういう意味があるのかとい

うことを１点目の質問とさせていただきます。 

○議長 

管家市長。 

○管家市長 

皆さんおはようございます。 

本日は一般質問に当たりまして、早朝より傍聴

においでいただきまして心から感謝申し上げま

す。きょう、あす、あさっての３日間に渡りまし

て９名の議員の皆様から一般質問をお受けするこ

とになっております。それぞれの質問に対しまし

ては真摯に回答させていただきたいと考えており

ますのでどうぞよろしくお願いをいたします。 

市政運営の根幹にかかわる質問には、私が回答

することといたしまして、それ以外の専門的分野

等の質問に対しましては、各部長を中心として回

答させていただきたいと考えますのでご理解をい

ただきますようよろしくお願いを申し上げます。 

まず、先ほど二宮議員から、市民検討委員会の

概要についてというご質問がありましたので、そ

のことについて回答申し上げたいと思います。 

市民検討委員会は、小規模多機能自治活動によ

る自主自立の地域社会づくりを図る拠点施設のあ

り方や方向性について検討し提案いただくことを

目的といたしております。現在、委員数は34人で

構成されており、本年１月に設置し協議をスター

トさせたところです。 

検討委員会には、市議会議員をはじめ、各代表

区長や公民館長、地域づくり団体の長や教育委

員、社会教育委員など幅広い分野でのご活躍をさ

れている方々にご参加をいただき、多様なご意見

を反映できる組織としています。また、市民の公

募枠から４名の方にもご参加をいただいておりま

す。 

これまで２回の検討委員会を開催しております

けれども、新型コロナウイルス感染症拡大の影響
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を受け、３月以降、３回目の検討委員会を開催す

ることができず、ようやく６月21日に開催する準

備を進めているところです。 

今後も定期的に検討委員会を開催し、地域づく

り活動センターの機能や人員配置について検討を

進め、令和３年４月に答申をいただく計画として

おります。 

地域づくり活動センターの運用開始時期は、当

初令和４年４月を予定しておりました。しかしな

がら、新型コロナウイルス感染症の影響により、

十分な協議の時間が確保できない状況となってお

ります。また、新型コロナウイルス感染の収束時

期も見通せない状況であります。 

これを踏まえて、地域づくり活動センターの運

用開始時期を令和５年４月に延期することとし、

その間十分な準備、検討の機会としたいと考えて

いるところでございます。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 

二宮一朗君。 

○15番二宮一朗君 

ありがとうございました。 

今市長から説明ありましたように34名の方で構

成されているということでございますけれども、

またスケジュール等も示されており１年延期とい

うふうなことを今お伺いいたしました。 

この市民検討委員会で時期ごとにそれぞれやる

ことは決まっているんでしょうけども、特に、こ

の市民検討委員会委員の皆さんに検討していただ

きたい主なテーマは何か質問させていただきま

す。 

○議長 

管家市長。 

○管家市長 

主な検討項目でございますが、今後の各会議で

のテーマとして掲げているものがございます。 

１つは、地域づくり活動センターに備えるべき

機能、センターへの人材配置について、公民館が

ない地域への地域づくり活動センターの設置につ

いて、地域づくり活動センターに設置の箇所につ

いて、指定管理者制度の導入について、それと分

館制度の取り扱いについて、この６つの点を協議

のテーマとして考えているところでございます。 

○議長 

二宮一朗君。 

○15番二宮一朗君 

ありがとうございました。 

テーマ６つということだったんですけれども、

この中で分館機能については、分科会ということ

で今できているように思っておりますが、私はこ

の34人という人数とスケジュールを見させていた

だいたときに、約１年間答申まで期間があるとい

うことなんですけれども、今この６つのテーマを

１年間でこの34人で議論をすると、８回予定して

ありますよね、８回のうち２回は終わっておるわ

けですから、いうたら６回です。１回に一つのテ

ーマずつこなしたとしても、その１回だけで議論

は終結になるかどうかはわかりませんけども、単

純に言えばそういうことになるわけですよね。い

つも市民検討委員会とかそういうので思うのは、

人数はたくさんいても議論がなかなか出てこない

と、行政主導で進んでいって、そのまま何しゃべ

って終わったんかなと、委員の立場からしたらで

すよ、そういうことが多いわけですよ。ですか

ら、34人もいらっしゃるし、それぞれのスペシャ

リストもおられると思いますので、例えば議会に

おいても18人が３つの委員会に分かれてそれぞれ

調査研究をするように、市民検討委員会の皆様に

もそれぞれ分かれていただいて、テーマを議論し

ていただく、それを持ち寄ってまた次の議論に進

むというふうなことがいいのではないかと思うん

ですけれどもその点はいかがでしょうか。 

○議長 

管家市長。 

○管家市長 

委員会の持ち方についてご提案をいただきあり

がとうございます。 

先ほど申しました６つのテーマにつきまして

は、場合によっては２つを一遍に考える、そうい

う場もございますし、議員が言われましたよう

に、会議の中で役割分担をするという方法もある

と思いますので、今後検討をさせていただきたい

なと思っております。 

最後に言いました分館制度の取り扱いについて
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は、議員が言われるように、特別な分科会をこの

分館、特に三瓶地区の分館問題でございまして、

三瓶地区の方、そしてそれ以外の方を含めて、特

別な会をもって、その会ごとにこの会議をすると

いうような方法で今検討しておりまして、中身を

詰めていきたいというふうに考えているところで

ございます。 

そういういろんな方法をとりながら、この検討

委員会で、実のある内容のご提案をいただける環

境を、事務局持っております担当課にも指示をし

まして会を進めていきたいと思います。ありがと

うございました。 

○議長 

二宮一朗君。 

○15番二宮一朗君 

ありがとうございました。 

ぜひ委員の皆様が積極的な発言の中で議論が進

むような運営をお願いしたいなと思います。 

この小規模多機能については、将来の人口減少

ということで、それぞれの集落の維持が難しくな

っていくということが多分前提で進んでいくんだ

ろうというふうに思っているわけですけれども、

今27の組織というか地域があります。それをメイ

ンに西予市のまちづくりをつくっていこうという

ことですけれども、私前回の３月定例会でも代表

質問で言いましたように、人口減少はもうわかっ

てるわけですよね、20年先にはこのぐらい、40年

先にはこのぐらいということで、それを踏まえて

多分されてるとは思うんですけれども、この27組

織の中で急激にやっぱり減るところもあると思う

んですよ、割合早目にね。だからそういうところ

をしっかり考えた、人口減少をどのように考慮し

た上で進めておられるのか質問させていただきま

す。 

○議長 

管家市長。 

○管家市長 

人口減少に伴う地域づくりセンターのことにつ

いて、また、それに伴って今考えている27の地域

というものの考え方を柔軟的に考えなければいけ

ないのではなかろうかというようなご提案であっ

たと思いますが、第２次西予市総合計画によりま

すと、20年後、2040年において、西予市の人口

は、中位推計で2万4726人となっております。現

在より約1万2000人少ない人口になるという推計

を立てているところでございます。 

西予市合併からこれまでの人口減少の推移を見

てみますと、平均して毎年630人程度の人口が減

少していることがわかります。 

地域づくり活動センターには、人口減少を受け

ながらも地域課題を発見し、地域活動を通して課

題解決への取り組みを行うことが求められます。

これらの活動を続けることで人口減少のスピード

というものを緩めることにつながると思います。 

やはり各地域によってそれぞれ人口の問題も違

いますし抱えている課題も違います。そういうも

のをすることによりまして、小規模多機能自治の

推進により、私は人口減少対策を具体的に取り組

もうとしている現時点で、センターの統合は今の

ところ想定はしておりません。今の中で、委員会

の中で、こういう規模で拠点をつくったらという

答申を受けて、その中で決定をしていきたい、そ

のように思っているところでございます。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 

二宮一朗君。 

○15番二宮一朗君 

ありがとうございます。 

今回の地域づくりの拠点においては、行政から

も人材を派遣していくということでございますの

で、実際にスタートするのが令和５年ということ

は３年先になるわけですよね、その時点でも多分

ある程度今よりは減ってる地域というのは絶対見

えてくると思いますんで、そこのところはやっぱ

り柔軟に、27にこだわらずにやっていただきたい

なと思うのと、組織が、例えば27が24ぐらいにな

ったら３人だけでも職員の配置は少なくて済むわ

けですよね。そういうことも踏まえて、５年先

で、７年先で考えないかんのやったらもう今しと

こうと、そういうふうな柔軟な対応をぜひお願い

したいなと思います。 

そして、今回の地域づくり、私も今回の選挙の

中で改めて西予市内を回らせていただいて、海か

ら山までいろんな地域があって、西予市の広さを
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改めて実感したわけですけれども、やっぱり今そ

の地域の状況が違うということは、必要な施策が

やっぱり変わってくるという、そういうことで市

長が小規模多機能自治に多分取り組んでおられる

んだろうというのは思いますし、私も必要なこと

と思っております。 

そこで、その話の中で、営利的なこともできる

んですよというふうな話もご説明がありました、

地域づくりの拠点がね。そうすると、この組織の

形態はどうなのかなと。例えば、いろんな事業し

たいときにお金借りないかんというふうな事態も

出てくるんじゃないかと、そこの地域によったら

ね。そういうときには、例えば法人化をせないか

んのかとか、そういうふうなこともあると思うん

ですけども、そういうところの考え方はどのよう

に思っておられるのかお聞きしたいと思います。 

○議長 

管家市長。 

○管家市長 

まず地域づくり活動センターの組織について、

今私どもが考えておりますことについて述べさせ

ていただきたいと思います。 

市長部局に位置づけることを検討しておりま

す。センター長を１名、行政業務の事務を担当す

る職員を２名、そして地域づくり業務を行う地域

任用職員を１名程度配置する計画でございます。 

地域づくり活動センターにおいては、地域課題

に応じたさまざまな取り組みが可能になるように

検討を進めておりまして、先ほど議員から言われ

ました営利活動も一つの活動であると思っており

ます。営利活動を進める上で地域づくり組織によ

る法人化というものも必要になるかと思われま

す。法人化が必要な地域づくり組織につきまして

は、法人化に向けた手続等に対しまして、必要な

支援を行政としても行いたい、そのように今考え

ておりますし、先進的な活動の中では、こういう

活動を推進しているところもございますので、そ

ういうところを参考にしながら、行政の支援の方

法等も十分考えていくところでございます。 

以上です。 

○議長 

二宮一朗君。 

○15番二宮一朗君 

ありがとうございました。 

次に、この全体的なスケジュールの概要という

中に、先ほど市長のテーマの中にはなかったんで

すけども、このスケジュールが変わる前ですけど

も令和３年度に条例整備というのが入っておりま

した。この条例整備というのはどういう条例のこ

とを想定されておるんでしょうか。 

○議長 

管家市長。 

○管家市長 

地域づくり活動センターに関する条例の整備制

定について申し上げたいと思います。 

今、市が描いております地域づくり活動センタ

ーは、行政と地域住民協働で運営するものであ

り、その理念は、いわゆる自治基本条例の考え方

と合致するものです。 

しかしながら、西予市では最上位計画として、

第２次西予市総合計画を策定し、総合的かつ計画

的な市政の運営を図るとともに、市民との協働に

よるまちづくりを推進しており、小規模多機能自

治はこの計画をもとに推進をさせていただいてお

ります。 

したがいまして、西予市においては、地域づく

り活動センターに関する条例を単独で整備する計

画であります。市民検討委員会の答申も踏まえ

て、令和４年度中に制定していけるよう検討して

いるところであります。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 

二宮一朗君。 

○15番二宮一朗君 

今、市長言われました自治基本条例ですけど

も、これまでも平成26年には当時の松島議員がつ

くったらどうかという質問をされましたし、私も

平成29年に市民との協働の中で自治基本条例をつ

くるべきではないかというふうなことを質問させ

ていただきました。 

そのときにも今言われましたような総合計画と

いうのがあって、当市としては必要であるかどう

かも含めて研究させていただきたいと、同じよう

な答弁だったわけですけれども、やっぱり今こう
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いう小規模多機能を進めておられるところについ

ては、自治基本条例またはまちづくり基本条例と

か、そういうふうな名称は違いますけども、そう

いう条例をつくっておられます。住民自治と団体

自治の理念と原則を定め、行政運営、議会運営及

び地域社会の公共について、基本的考え方と仕組

みを定めるものであり、最高規範性を持つ条例と

いうふうな認識をされておりますので、ぜひ取り

組んでいただきたいなと思っております。 

次に、市長の公約の中の市役所改革について質

問させていただきますが、イメージ的に市役所改

革というのはどのようなイメージを持たれておる

のでしょうか。 

○議長 

山住総務部長。 

○山住総務部長 

ただいまの市役所改革に関するご質問について

お答えをさせていただきます。 

暮らしてあんしんが体感できるまちづくりを実

現するためには、豪雨災害からの復旧・復興を最

優先に取り組みながら、社会変化や市民ニーズを

的確にとらえ、行政サービスの質の向上を図るこ

とが一層重要になってまいります。 

一方、今後の社会情勢に目を向けますと、厳し

い財政状況が見込まれる中で、職員数の削減は避

けては通れない課題であり、これを解決するため

には、現状の組織体制や人員配置、働き方も大き

く見直す必要があろうかと考えております。 

新型コロナウイルス感染症対策の中で、新しい

生活様式、働き方の新しいスタイルがうたわれて

おり、そのためのＩＣＴインフラの整備、活用が

さらに進んでいくものと思われます。 

当市では、こうした動きと連動しまして、さら

に先の展開も見据えた中で、市民サービスの向上

に資するＩＣＴを活用した業務改善、オフィス改

革に取り組もうと考えております。 

また、こうしたＩＣＴインフラの整備による新

しい職場環境、業務の新しい進め方に対応し、公

務の能率性、効率性を向上できるよう職員の意識

改革にも取り組んでまいりたいと考えておりま

す。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 

管家市長。 

○管家市長 

ただいまの総務部長の答弁に補足をさせていた

だきたいと思います。 

今後のＩＣＴインフラの整備でございますが、

国の２次補正による地方創生臨時交付金の追加分

を活用し推進したいと考えております。 

具体的な取り組みといたしましては、出生や転

入転出などの各種申請手続、あるいは相談などの

基本的な住民サービスをオンライン化し、市民の

皆様に、より的確、スピーディーに、また、より

身近な場所で提供できる窓口業務の抜本的な改

善、そして、市が主催する各種会議や講演会など

を開催場所以外の最寄りの支所や公民館などで視

聴し、また、参加を可能とする仕組みでありま

す。市民生活において利便性の向上が図られ、さ

まざまな場面での活用を視野に入れて整備を進め

ていきたいと考えております。 

また、この取り組みは、地域づくり活動センタ

ーにおいてさらにその効果を発揮すると期待され

ております。既存の価値観や前例、そして自治体

間の横並び意識といったものに縛られず、改革・

チャレンジ精神をもって、西予市の特性を生かし

た独創的で質の高い政策に果敢に取り組んでまい

りたいと考えておりますのでご理解とご協力をお

願いいたします。 

○議長 

二宮一朗君。 

○15番二宮一朗君 

すいません、１問項目飛んでおりましたが、後

でもう１回質問しますんで、先に市役所改革を進

めさせていただきます。 

今、市長からも、総務部長からもご答弁いただ

きまして、ちょっと楽しみなオフィス改革かなと

いうふうには思っております。 

ただ市役所改革、市長が、当選のときの記者会

見だったですかね、言われた「できないことより

もできることを考えるようにしたい」というふう

なことで、私もぜひそれをやっていただきたいと

思うんですけど、今言われたオフィス改革、ＩＣ

Ｔも含めてですけども、それはそれでもちろん必
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要なことだと思うんですが、一番はやっぱり市民

から見た市役所改革はマインドの改革じゃないの

かなと。今ほど言いましたような、市長が、でき

ないことよりもできること、本当にそれを職員全

員の人が共有してもらえるようなマインド改革が

できるのが一番じゃないかなと。それを市民の人

が望んでいるのではないかと私自身は思っており

ますんでぜひお願いしたいのと、今全国いろいろ

なそういう公務員改革とか、市役所改革また公立

病院改革等の中で、外部人材を登用されていろい

ろ改革が成功しているような自治体等もあるよう

に思いますけども、そういう外部人材を登用する

ようなことは考えておられますか。 

○議長 

山住総務部長。 

○山住総務部長 

外部人材の登用に当たりましては、民間視点や

経営感覚の導入、また、職員の意識改革、組織活

性化などが期待されるところでございます。 

このことから、西予市では平成26年度から市政

の高度な政策的事項や専門的事項の推進を図るた

めに、専門的な見地から助言や提言をいただく政

策アドバイザー制度を導入いたしております。さ

らには、国や県からの人材支援、また人事交流、

会計年度任用職員、職員ＯＢ、そういったさまざ

まな視点や能力と経験を有する人材を活用し変革

に取り組んでまいりたい、意識改革もあわせて行

いたいというふうに考えております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 

二宮一朗君。 

○15番二宮一朗君 

よろしくお願いします。 

ちょっと一つ前に戻りまして、人材育成につい

て質問させていただきます。 

どのような人材育成の方法というか、イメージ

をされているのかお聞きをいたします。 

○議長 

山住政策企画部長。 

○山住政策企画部長 

今ほどの人材育成の質問についてお答えさせて

いただきます。 

現在検討中の地域づくり活動センターには、地

域課題の発見や地域課題を解決に導く役割を担う

地域任用職員を配置する計画がございます。この

地域任用職員につきましては、多様な地域課題を

解決するために地域とのコーディネート役を担う

などの地域づくりに関する専門的なスキルが求め

られております。 

市長も掲げられる目標の中に人材育成がありま

すけれども、今回の地域づくり活動におきまして

は、そうした地元の地域づくり活動を推進する人

材育成を行うために、地域リーダー養成塾を開講

することといたしております。 

具体的には、令和３年度から定員20名程度の養

成塾を開講する予定でございます。公募によりま

して塾生を募集し、対象は高校生以上の市民とい

うことで幅広い年齢層からの参加を想定いたして

おります。年間を通じた講義、また、地域づくり

の現場実習のほかに先進地研修なども行うこと

で、地域づくり活動の原動力となる人材の育成を

図ってまいります。 

以上でございます。 

○議長 

二宮一朗君。 

○15番二宮一朗君 

今、定員20名というご説明でしたけれども、

27の地域づくり組織があって、次の世代、次の世

代の人材もつくっていかないかんということを考

えたときには、ちょっと20名少ないんじゃないか

なと。また、公募ということですけども、希望が

多かったら増やすのか。また、１期終わってまた

次やるのか、そういうところの制度はいかがでし

ょうか。 

○議長 

山住政策企画部長。 

○山住政策企画部長 

ただいまのご質問にお答えをさせていただきま

す。 

この地域リーダー養成塾につきましては、これ

から具体的な制度設計を始めるところでございま

す。先ほど申し上げました20名という定員につき

ましても、今後の情勢等々を考えますと定員につ

いては当然増減もあろうかと思いますし、今後の
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塾の進め方につきましても、単年度にするのかも

しくは複数年度に渡っていろんなことを研究、改

善していくのかといったことにつきましてはま

た、今後さらに詰めてまいりたいというふうに考

えております。 

以上でございます。 

○議長 

二宮一朗君。 

○15番二宮一朗君 

よろしくお願いいたします。 

この一番最初に質問させていただきました地域

づくり活動センターについては、令和５年４月ス

タートということですけども、このスタートした

ときに、市民の人がどれだけこの組織に向いてい

ただいているかということが一番大切なわけでご

ざいまして、この３年という期間を少しでも、巻

き込んでいくといったら言葉ちょっと違うかもし

れませんけども、興味を持っていただいたり、参

画していただいたり、知恵を拝借したり、そうい

うふうなことで、やっぱり本当の意味の協働とい

うことが、この令和５年４月からスタートできる

ような検討委員会であっていただきたいし、行政

の、市長の手腕をぜひ期待したいなというふうに

思っておりますのでよろしくお願いいたします。 

それでは次に、大きな２番目の市民サービスに

ついて質問をさせていただきます。 

ここは、私が今まで３期12年の中で、一般質問

とか委員会等でそれぞれ市民の皆様の声を聞いた

り、我々公明党の議員の取り組みの中から質問さ

せていただいたようなことを、進んできたことで

はあるんですけれども、今回また改めて、一歩前

に進めたいという思いで質問をさせていただきた

いと思います。 

まず１番目の中学生までの通院医療費の無料化

でございます。この取り組みについては本当に、

今2,000円以上が無料化ということで大変喜んで

おられると思うんですけれども、この制度が始ま

るときに、もう2,000円やったら完全無料化にし

たらいかがですかというふうな質問をしたとき

に、宇和島市が3,000円なので2,000円でやらして

くださいというふうな答弁をされまして、仕方が

ないかということで私も納得をしてスタートした

というふうに記憶をしております。 

県内を見ておりますと、松山市がやっとことし

の１月からスタートしましたけども、松山市は完

全無料化ということで今スタートをしておりま

す。そして先ほど言った宇和島市も来年からは完

全無料化でやるというふうに言われておりまし

て、私も公明党の議員団の中で、他市の状況を聞

きましたら、八幡浜や大洲も宇和島がするんやっ

たら、うちらもせないけんかなというふうに言っ

てるというふうには聞いております。西予が一番

遅れたらやっぱり市民の皆さんにも申しわけない

ので、ここは完全無料化を思い切ってやっていた

だいたらいいんじゃないかと思うんですけれども

お考えをお伺いいたします。 

○議長 

管家市長。 

○管家市長 

中学生までの完全医療費の無償化についてお答

えをしたいと思います。 

この問題については二宮議員、この議会の中で

何度もご質問いただきましたし、その他多くの議

員の皆様から質問等をいただきました。そしてそ

の都度少しずつではありますが、改善をして現在

に至っているところでございます。 

私個人としましては、本来児童医療の無償化と

いうものは、幼児教育・保育の無償化と同様に、

国が補助制度などを整備して対策を講じる必要が

あるということを考えております。 

しかしながら、市民の皆様の声、そして、県内

自治体の動向を鑑み、令和３年度に向け小学生・

中学生の通院医療費の完全無償化の実施につい

て、その財源の確保を前提として準備してまいり

たいと考えております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 

二宮一朗君。 

○15番二宮一朗君 

ありがとうございました。 

力強い答弁だと、前向きな答弁だというふうに

理解をしておきます。できればやると言って欲し

かったのですが、気持ちはやるというふうに受け

とめておりますのでぜひよろしくお願いいたしま
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す。 

次２番目ですけども、ふれあい収集事業につい

て質問させていただきます。 

まず利用状況はどうなのか教えていただきたい

と思います。 

○議長 

藤井生活福祉部長。 

○藤井生活福祉部長 

西予市ふれあい収集事業の利用状況についてお

答えをいたします。 

この事業は平成29年度から開始し、令和２年４

月末現在において、入院等による休止を含め市内

で79世帯が利用されており、内訳といたしまして

は、明浜地区10世帯、宇和地区24世帯、野村地区

17世帯、城川地区14世帯、三瓶地区14世帯となっ

ております。平成29年度末時点の利用世帯の合計

は41世帯でございましたので、年々増加しており

制度の浸透が図られてきたものと考えておりま

す。 

次に利用回数ですが、令和元年度の実績で最も

多い世帯で年間52回、少ない世帯で年間６回の利

用となっており、全体の平均では、１世帯当たり

月２回から３回程度利用されている状況となって

おります。 

なお、この事業に係る収集運搬委託料は、令和

元年度実績で年間353万5000円となっておりま

す。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 

二宮一朗君。 

○15番二宮一朗君 

ありがとうございました。 

当初の41世帯から79世帯の方がご利用されてる

ということで、広まっていることに対しては本当

にありがたく思っております。 

国もこの地方のこういう状況を今察知してくれ

まして、この間総務省のホームページを見ており

ましたら、ふれあい収集事業、名前は違うかもし

れませんけど、高齢者のこういうごみを集めに行

くという、こういう事業をしている自治体に対し

て、その事業費の半分を交付税措置しますよとい

うふうなことがホームページに載っておりまし

た。 

ここで今部長の答弁によると350万円余りです

から約半分の170万円ぐらいが交付税として返っ

てくるというふうな計算になるわけですけれど

も、今から高齢化も進んできて、ニーズも段々と

多くなると思いますので、国がそういうふうに手

を入れてきてくれるということは、西予市はもう

一歩進んで負担ゼロとかというふうな考えがない

のかちょっとお伺いをしたいと思います。 

○議長 

藤井生活福祉部長。 

○藤井生活福祉部長 

ふれあい収集事業の利用料についてお答えをい

たします。 

利用料につきましては、西予市廃棄物の処理及

び清掃に関する条例の第13条に規定しており、１

回につき100円となります。利用料の請求方法に

つきましては、４月から９月分を上期、10月から

３月分を下期として、年に２回利用実績に応じて

請求させていただいております。 

なお、令和元年度の利用実績額は年額で１世帯

当たり600円から5,200円、月額では50円から

430円となり、利用者からご負担いただいた年間

の利用料の総額は21万4800円でございます。 

この事業に年間約350万円の収集運搬委託料を

必要としており、利用料は受益者負担の観点から

ご負担いただいております。１回100円という低

額の料金に設定しており、利用者１世帯当たりの

平均利用額が月約260円でございますので、現時

点では無料にすることは考えておりません。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 

二宮一朗君。 

○15番二宮一朗君 

この事業は、当初隣におられます酒井部長が担

当のときにしていただいた事業ですけれども、そ

の金額もそのときお聞きしまして、年間5,000円

弱ぐらいだったら仕方がないかなということでス

タートしたわけでございますけれども、国が、先

ほど市長が言われた、全部持ってくれたら本当は

一番いいんですけどね、そこのところは、僕も将

来を期待するということで、国がこういうふうに
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進めてくれるのももちろんですけれども、高齢化

は進んでいくわけですから、行政としてはもっと

もっと普及をしていただくというか、利用者を増

やしていただけるような啓蒙をぜひお願いしたい

なと思いますのでよろしくお願いいたします。 

それでは次に３番目ですけども、高齢者の路線

バス利用助成事業について質問させていただきま

す。 

宇和島自動車を利用されているところへの

260円以上の無料化ということになると思うんで

すけれども、この利用状況についてお聞きをいた

します。 

○議長 

藤井福祉事務所長。 

○藤井福祉事務所長 

高齢者路線バス利用助成事業の利用状況につい

てお答えをいたします。 

高齢者路線バス利用助成事業は、高齢者の負担

軽減を図り、福祉の増進に寄与することを目的

に、平成26年度から通院及び買い物等の交通手段

の一つとして、公共路線バスを利用される場合に

運賃の助成を行っております。西予市の住民基本

台帳に登録がある満70歳以上で、利用を希望する

方が対象となります。助成額は、対象路線のうち

西予市区域内で乗車１回につき運賃の額が250円

を超える場合に運賃の２分の１を助成するもので

ございます。 

利用状況でございますが、令和元年度の実績で

は、申請者が796人で、延べ1万7541回の利用とな

っております。また、助成金額は469万8210円で

ございますが、利用者及び助成金額ともに年々減

少しております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 

二宮一朗君。 

○15番二宮一朗君 

ありがとうございました。 

西予市は、以前より生活交通バスということ

で、市内の公共交通体制を整備していただいてお

るんですけども、そこも昔は野村、城川が100円

やった時代もあったんですが、今は距離によって

運賃がかかっておりまして、今言われた路線利用

助成事業以外の要するに西予市の生活交通バスで

乗ると、これ以上の負担をされてる方がおるとい

うふうなこともちょっとお聞きしております。そ

うすると整合性がどうなのかなというふうに思う

んですけれども、同じような、足きりやないです

けども、260円以上というふうな考え方はできな

いものかちょっとお伺いをいたします。 

○議長 

藤井福祉事務所長。 

○藤井福祉事務所長 

生活交通バスとの整合性についてお答えをいた

します。 

生活交通バスは、民間路線バスが運行していな

い地域において、通院や買い物など日常的な移動

に不便を起こさぬよう生活交通手段の確保を図る

ことを目的に運行しております。料金は低廉で、

持続的な公共交通サービスを提供していくために

必要な料金体系を基本としまして、10キロメート

ル未満の区間は150円、10キロメートル以上20キ

ロメートル未満の区間は300円、20キロメートル

以上30キロメートル未満を400円としておりま

す。 

生活交通バスとの整合性でございますが、例え

ば、生活交通バスの料金は、西予市役所から游の

里温浴施設までの場合、距離が15.7キロメートル

ありますので300円となります。この区間の宇和

島バスの料金は650円であり、高齢者路線バス利

用助成事業に置きかえますと330円となります。

城川町の伏越地区から野村病院までは、生活交通

バスの料金は、距離が20.9キロメートルあります

ので400円となりますが、宇和島バスの料金では

830円となりますので、高齢者路線バス利用助成

事業では420円となります。以上のことから、生

活交通バスと高齢者路線バス利用助成事業は同程

度の負担となっております。 

今後とも、生活交通バスとの整合性を図りなが

ら、交通弱者を中心とする市民の日常生活に即し

た公共輸送手段の確保に取り組んでまいります。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 

二宮一朗君。 

○15番二宮一朗君 
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わかりました。料金もそうですけども、やっぱ

りきめの細かい公共交通というのが、段々とこう

変化をしていかなければならないというふうに求

められていると思いますので、そこのところも、

値段に見合ったサービスをぜひよろしくお願いし

たいと思います。 

次に４番目ですけれども、投票率についてお伺

いをいたします。 

今回西予市議会議員選挙、また市長選挙があり

まして、投票率は65％を少し割り込んだというふ

うな状況でございました。今回の場合は新型コロ

ナウイルスの感染拡大で、外出自粛の中での選挙

ということもありまして、低くなるのは予想され

ておったわけですけども、合併前を考えますと約

90％近くあったような各町の投票率が今65％、全

国都会見たら、市長選挙でももう４割切ってると

ころがたくさんあるような状況から比べるといい

のかなと思うんですけれども、やはり４年に一度

市民の皆様が市政に直接参加できるのが投票でご

ざいます。 

その投票率をやっぱり上げていくということも

市の使命ではないのかなと思うわけですけども、

何度か委員会やここでも投票率、投票所の工夫と

かいうことも質問させていただきましたが、今全

国見ておりますと、こういう過疎地域等に投票所

を持っていって投票してもらうという移動投票所

というのを導入されているところがあるんですけ

ども、以前には移動手段として、例えば学校再編

でたくさん導入したスクールバスを利用して、投

票所への移動をしたらどうかとかいう質問をした

ことあるんですけども、何らかの手段、行政とし

て投票率を上げる手段はないのかなと思うわけで

すけれども、移動投票所も含めて質問させていた

だきます。 

○議長 

一井選挙管理委員会書記長。 

○一井選挙管理委員会書記長 

初めに、以前二宮議員からご質問いただきまし

た期日前投票宣誓書の改善につきましては、昨年

７月執行の参議院議員通常選挙から入場券はがき

の裏面に宣誓書を印刷させていただいておりま

す。 

これによりまして、自宅等での事前の記入が可

能となり、投票所での受付時間が短縮されるな

ど、期日前投票の利便性が図られ、投票行動、投

票率の向上につながっていることにまず感謝を申

し上げます。 

それでは、移動投票所の導入についてお答えを

いたします。 

車を利用いたしました移動期日前投票所でござ

いますけれども、全国的には選挙人人数が減少す

る小規模集落において、投票所の統廃合が行われ

たことにより、代替策の要望や投票率の低下の懸

念を背景に選挙人の投票機会を確保する対策とし

て実施されている事例が見受けられます。 

西予市では、平成30年11月の愛媛県知事選挙に

おいて、増設投票所の板ケ谷公会堂が豪雨災害で

被災したため、その代替策として10人乗りワゴン

車の車内で投票する取り組みを行いました。 

集会所が復旧するまでの試験的な取り組みでは

ございましたが、有権者32人のうち15人の方に投

票していただきました。しかしながら、狭い車内

での投票や乗り降りに高齢者の方がご苦労されて

いたことや待合時における車外での防寒対策、悪

天候時の対応等の課題も多く、本格的な実施には

至ってございません。 

西予市においては、６カ所の期日前投票所に加

えて９カ所の増設期日前投票所を設置し、投票機

会の確保対策を講じていることから、現状での導

入は見送ることといたしておりますので、ご理解

いただきますようお願い申し上げます。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 

二宮一朗君。 

○15番二宮一朗君 

ありがとうございました。 

移動投票所というのは一つの提案でありまし

て、要は投票率を上げるために何かの手を打って

ほしいということでございますので、今後また検

討をぜひお願いしたいなと思います。 

それでは５番目ですけれども、市営住宅につい

て質問させていただきます。 

市営住宅について、入居のときに保証人が２名

いるということで、私も以前委員会等でも何とか
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１名にならんのかというふうな質問もしたことが

あるんですけれども、先日ですかね、新居浜市が

何か市営住宅の保証人なしというふうなことを決

めたということを見て、いろいろ調べてみたら、

幾つかの自治体でそういうところが今増えてると

いうふうなのを確認しましたんで、西予市もでき

ないかということで今回改めて質問をさせていた

だきました。いかがでしょうか。 

○議長 

清水建設部長。 

○清水建設部長 

市営住宅の入居手続に必要な保証人についてお

答えいたします。 

現在、市営住宅の入居におきましては、西予市

営住宅管理条例に基づき、使用契約書に連帯保証

人２名の連署を求めているところでございます。 

この保証人につきましては、以前より保証人の確

保が難しいなどのご相談を承っているところでは

ございますが、本年４月からの民法改正により、

保証人の債務につきましては、その極度額を設定

することとなり、負担の軽減が図られているとこ

ろでもあります。 

このように、保証人の取り扱いにつきまして

は、それぞれ検討がなされている中、愛媛県や県

内自治体におきましても、保証人の人数を減らし

たり、他の条件等を踏まえ保証人を不要とする自

治体もございます。そのような状況でありますの

で、本市におきましても保証人に関して、入居希

望者の負担を軽減できるよう見直しを行い、災害

公営住宅への入居にあわせて条例改正をするよう

取り組んでまいります。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 

二宮一朗君。 

○15番二宮一朗君 

ありがとうございました。 

ぜひ実現をしていただきたいと思っておりま

す。 

ちょっと時間がなくなりまして、あと大きな２

問あるんですけれども、ちょっと足らないと思い

ますので、医療部長申しわけないんですけども、

次回にさせていただきたい、また委員会で質問さ

せていただきたいと思います。 

最後になります。 

教育のＩＣＴについて、もう簡単に１点だけ質

問させていただきたいんですけども、今回ＧＩＧ

Ａスクールということで補正されておりますけれ

ども、今文科省が進めようとしているＧＩＧＡス

クール構想について、今回の補正でどのぐらい進

捗して、西予市は将来どのようなＧＩＧＡスクー

ル構想というか、リモート授業ができるような体

制になるのか概要だけちょっと部長に答弁をお願

いしたいなと思います。 

○議長 

宇都宮教育部長。 

○宇都宮教育部長 

ただいまのご質問にお答えいたします。 

ＧＩＧＡスクール構想の進捗状況はということ

でございました。国の児童生徒１人１台の端末及

び高速大容量の通信ネットワークを一体的に整備

する構想であるＧＩＧＡスクール構想に基づきま

して、西予市では、児童生徒用のパソコン１人１

台の整備として2,430台のノートパソコンの導

入、また、それにかかります無線ＬＡＮ等、学校

内通信ネットワークの整備を行うよう計画をして

いるところであります。 

これらにつきましては、本議会の補正予算に上

程をさせていただいておりまして、これから整備

を始めるという状況であります。学校内の導入整

備につきましては、本年度、令和２年度中に行う

予定でございます。 

これらのことにつきまして、今後ですけれど

も、実際にリモート授業、いわゆる遠隔授業です

けれども、これが実際に行えるのかというところ

でありますけれども、これにつきましては、今回

整備をする児童生徒用のノートパソコンを家庭の

インターネットへ接続をして行うことを想定して

おります。可能な限り早い時期にできるよう進め

ていきたいと考えておりますが、ノートパソコン

の導入が本年度末となりますため、令和３年度を

予定しているというところでございます。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 

二宮一朗君。 
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○15番二宮一朗君 

ありがとうございました。 

今回補正で出ておりますのでぜひ委員会でも説

明してあげていただきたいなと思いますんでよろ

しくお願いします。 

時間がホント足りなくなって申しわけないなと

思います。 

以上で一般質問とさせていただきます。ありが

とうございました。 

○議長 

暫時休憩いたします。（休憩 午前10時01分） 

○議長 

再開いたします。（再開 午前10時15分） 

山住部長。 

○山住政策企画部長 

先ほど二宮議員の質問に対しまして市長が答弁

いたしました市民検討委員会の第３回の日付、６

月21日と答弁いたしましたけれども、これにつき

まして事務方の連絡調整ミスがございまして、６

月22日が正しい日付でございます。おわびして訂

正をさせていただきます。 

○議長 

次に、２番宇都宮久見子君。 

宇都宮久見子君。 

○宇都宮久見子議員 

改めましておはようございます。宇都宮久見子

です。 

議長より一般質問の許可をされましたので、通

告に従いまして質問いたします。改選後初めての

定例会ということで身の引き締まる思いでありま

す。 

本定例会では、議員、理事者ともにシルク博物

館でつくられたシトラスリボンを左襟につけてい

ます。当たり前と思っていた普段の暮らしを揺さ

ぶっている新型コロナウイルスですが、感染者や

回復した人、濃厚接触者、医療従事者やその家族

の方などに対し心ない言動や不当な扱いがあると

の報道を目にすることがあります。新型コロナウ

イルス感染症に関する差別や偏見があってはいけ

ません。今やいつでも誰でも感染のリスクはゼロ

ではない中で、コロナ化のその後も視野に入れ

て、暮らしやすい地域を目指していきたいという

思いでシトラスリボンをつけ、コロナウイルスに

対する質問をさせていただきます。 

医療現場の最前線で新型コロナウイルス感染症

の対応に当たられている医療従事者、医療機関の

皆様には心から敬意を表し感謝申し上げます。 

まず初めに、西予市民病院、野村病院につい

て、新型コロナウイルスに対しどのような対策を

行っているのかお尋ねいたします。 

○議長 

山岡医療介護部長。 

○山岡医療介護部長 

お答えいたします。 

両市立病院では発熱外来を設置しまして、受

診・検査される方、付き添いの方においては、体

温測定をしていただき外来診療を継続してまいり

ました。３月からの学校休業の対応といたしまし

て、病院業務に支障が出ないよう医療従事者確保

の観点から、臨時的な措置といたしまして、西予

市民病院ではスマイル保育園を、また、野村病院

では医師住宅を利用しまして、看護師等の医療従

事者の子どもの預かり保育を実施してまいりまし

た。また、病院内の感染対策のため、外来待合ロ

ビーでの患者間の距離（ソーシャルディスタン

ス）をとるよう座る位置への配慮や定期的な換気

を行い３密回避に心がけているところでございま

す。 

２月中旬からは、面会者に対しまして、体温測

定や人数の制限を行いながら対策を行ってきたと

ころですが、現在は、入院患者等との面会を禁止

させていただいておりますので、市民の皆様には

ご迷惑をおかけしておりますが、感染対策のため

ご理解をいただければと思っております。 

職員個人による感染防止につきましても、体調

管理や手指消毒等の徹底や感染リスクが高い地域

への移動の自粛を行うことなどによりまして、病

院内にウイルスを持ち込まない対策の徹底に努め

ているところでございます。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 

宇都宮久見子君。 

○２番宇都宮久見子君 

スマイル保育園や医師住宅を利用して預かり保
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育をされたということでしたが実績を伺います。 

○議長 

山岡医療介護部長。 

○山岡医療介護部長 

西予市民病院が３月９日から５月22日の間の必

要な日に実施しまして、延べ利用実績が49人、野

村病院では３月５日から６日の間実施しまして、

延べ利用実績は４人というふうになってございま

す。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 

宇都宮久見子君。 

○２番宇都宮久見子君 

今回の経験を生かし、今後不測の事態が起こっ

た場合も速やかな対応ができるようよろしくお願

いいたします。 

先ほどの答弁では、院内感染等の対応をご説明

いただきましたが、一般の患者さん、外来や定期

的に通院されている方々への影響も懸念されます

が現状と対策をお尋ねします。 

○議長 

山岡医療介護部長。 

○山岡医療介護部長 

両病院への外来患者の皆様には、状況による変

更も随時行っているところではございますが、玄

関前での全員検温を実施し、37度5分以上の方に

つきましては、看護師を呼び対応することで院内

へのウイルスの持ち込みに対し細心の注意を払い

ながら一般外来の方の診療を行ってまいりまし

た。感染状況や国や県の指針や対応も参考にしな

がら、受付での飛沫飛散防止シートの設置、手指

消毒、マスク着用依頼など、待合室などで３密に

ならない工夫など、感染防止に努めているところ

でございます。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 

宇都宮久見子君。 

○２番宇都宮久見子君 

いろいろと対応をされているようですけれど

も、通院や病院に行くこと自体が、コロナ感染リ

スクから不安な方もいらっしゃるかと思います

が、外来患者数の減少などはなかったのかお尋ね

いたします。 

○議長 

山岡医療介護部長。 

○山岡医療介護部長 

両病院とも外来患者数は減少しているところで

す。４月から５月末までの状況でございますが、

おおよそ15％程度、両病院ともそれぞれ平均で１

日当たり30名程度減少しているところでございま

す。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 

宇都宮久見子君。 

○２番宇都宮久見子君 

今後の見通しについてお尋ねいたします。 

○議長 

山岡医療介護部長。 

○山岡医療介護部長 

今後の見通しにつきましては、収束が見通せず

長期化する感染対策のため、医療従事者への負担

は大きくなってくるというふうに考えておりま

す。医療崩壊を起こさないためにも、国・県や医

療機関との連携した対応をとりまして体制を強化

してまいりたいと思います。また、広報紙やＣＡ

ＴＶ等を活用しながら、引き続き市民の皆様に市

立病院における対応状況をお知らせし、ご理解と

ご協力をいただきながら、あわせて感染予防対策

の周知、啓発を行ってまいります。 

国・県でも段々と自粛要請が解除されつつあり

ますが、新型コロナウイルス感染症の感染対策

は、ワクチンが開発されるまで今後しばらくは続

くと予想されております。一気に警戒が緩まない

よう注意するとともに、感染拡大回避行動である

「うつらないよう自己防衛」、「うつさないよう

周りに配慮」、「県外の外出注意と３密回避」を

実践、定着いただくことにより、最前線で働く医

療従事者負担軽減をお願いしたいと思っておりま

す。 

また、過酷な現場で治療に当たる医療従事者へ

の理解、配慮もいただきながら、引き続き１日も

早い新型コロナウイルス感染症の収束にご協力を

いただきますようお願いいたしたいと思います。 

以上、答弁といたします。 
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○議長 

宇都宮久見子君。 

○２番宇都宮久見子君 

引き続き感染予防の周知、啓発をお願いしたい

と思います。 

次に、市内にある社会福祉施設の対応がどのよ

うになっているのか伺います。 

○議長 

藤井福祉事務所長。 

○藤井福祉事務所長 

市内の社会福祉施設における現場の対応につい

てお答えをいたします。 

市内社会福祉施設における各法人、事業所にお

きましては、国の指針や県及び市の取り組み事例

などに習い、マスクの着用や消毒作業の徹底、職

員の健康管理や行動に関する取り決めを行い、感

染予防とリスク分散に努めていただいておりま

す。 

市といたしましても、クラウドサービスを活用

した情報発信や注意喚起、また、各法人との意見

交換をするなどして、感染症対策を含めた共通理

解を深めるよう努めております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 

宇都宮久見子君。 

○２番宇都宮久見子君 

では、今後の見通しについてお尋ねいたしま

す。 

○議長 

藤井福祉事務所長。 

○藤井福祉事務所長 

市内社会福祉施設における今後の見通しについ

てお答えをいたします。 

高齢者、子ども、障がい者など、何らかの支援

を必要とする方が利用する社会福祉施設には、感

染症も含め、災害時等においてもそれぞれに必要

な支援を途切れさせることなく継続して提供する

ことが求められます。 

しかしながら、県内の事例でもありましたよう

に、社会福祉施設の中でも、特に入所系施設にお

いて感染者が発生した場合、サービスの提供を維

持するためさまざまな課題が浮き彫りになりまし

た。特に、サービス継続のための職員の確保は困

難である上、スピード感を持って対応しなければ

クラスターへ発展するリスクを含んでおります。 

このことに鑑みて、みずからの施設だけでは対

応できない場合の共助として、先般、市内５つの

社会福祉法人及び西予市福祉事務所並びに西予市

野村介護老人保健施設つくし苑との相互応援協定

を締結いたしました。 

今後は、この協定に基づき応援活動が適切かつ

円滑に展開できるよう協定の実効性を高めてまい

ります。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 

宇都宮久見子君。 

○２番宇都宮久見子君 

今いただきました答弁の中で、相互応援協定を

締結したとのことですが、協定内容をもう少し詳

しくご説明願います。 

○議長 

藤井福祉事務所長。 

○藤井福祉事務所長 

相互応援協定の内容についてお答えをいたしま

す。 

協定では、応援に必要な人材の派遣や資機材及

び物資の提供、食料や飲料水、生活必需品の提供

など、サービスを維持するための応援に必要な事

項を定めております。また、円滑に応援、受援の

体制がとれるよう、要請に必要な書類や連絡方法

などの手順も定めております。全国の事例を見ま

しても、福祉施設はクラスターが発生しやすい環

境にあると言えます。日ごろからの感染予防、リ

スク分散の取り組みに加えて、支援体制のさらな

る整備に努めてまいります。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 

宇都宮久見子君。 

○２番宇都宮久見子君 

医療機関、福祉施設等は感染リスクやクラスタ

ー発生が大変心配です。さらなる整備に努めてい

きたいと答弁いただきましたが、従事者の方々へ

の精神的、肉体的な配慮も十分に踏まえていただ

きたいと思います。 
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次に、児童、生徒、保護者の方々からさまざま

な不安や心配等が出ておりますが、小学校、中学

校のコロナ対策についてお尋ねいたします。 

○議長 

宇都宮教育部長。 

○宇都宮教育部長 

学校の対応と現状というようなことであろうと

思いますが、市内小中学校では、国の緊急事態宣

言を受けまして、４月20日から５月24日まで臨時

休業といたしました。その間、５月12日から５月

21日までＡ・Ｂの２つのグループに分け、分散登

校により児童生徒は４日ずつ登校する段階的再開

を行ってきました。５月25日から完全再開といた

しまして、同時に中学校においては部活動も再開

をしております。部活動は、３密環境を伴う活動

や練習試合等は当面見合わせるということといた

しまして、段階的に活動制限を緩和していくとい

うこととしております。 

現在、学校では３密を回避することを徹底する

とともに、マスクを着用するだけでなく、スクリ

ーンやフェイスシールドなどを活用して、児童、

生徒、教職員が感染することがないように配慮し

ながら教育活動を行っているところでございま

す。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 

宇都宮久見子君。 

○２番宇都宮久見子君 

休業中はどのような対応をとられていたのかお

伺いいたします。 

○議長 

宇都宮教育部長。 

○宇都宮教育部長 

臨時休業中の対応でございますけれども、この

対応につきましては、定期的に家庭訪問や電話連

絡等を行いまして、健康状態を確かめるととも

に、学習のプリント等により振り返り学習や予習

等により学習の保障を行ってきたところでありま

す。また、５月12日から21日までの分散登校時に

は給食を提供いたしました。そして、分散登校日

は、臨時休業中の登校日扱いといたしまして、授

業日数には含めず、登校しない場合においては欠

席扱いとしない対応としてまいったところであり

ます。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 

宇都宮久見子君。 

○２番宇都宮久見子君 

先日夏休みの短縮も発表されましたが、学力面

について、部活動や総体、各種大会等が相次いで

中止となっており、体力、精神面のケアについ

て、今後の学校行事のあり方も含めてどのような

対応をされるのか今後の見通しをお尋ねいたしま

す。 

○議長 

宇都宮教育部長。 

○宇都宮教育部長 

今後の見通しに関しましてでありますが、長期

の臨時休業ということでございましたので、その

間の学習のおくれを補い、学習内容の定着を図る

など、児童生徒の学習を保障するために７月21日

から７月31日までの７日間と８月24日から８月

31日までの６日間の合計13日を授業日といたしま

して、夏季休業を短縮することとしたところであ

ります。 

また、中学校の市総合体育大会は、生徒にとっ

て十分な練習期間や練習内容が確保できないこ

と、また、健康・安全が十分に確保できないこと

が懸念をされますので本年度は中止といたしまし

た。 

今後、部活動の練習内容は段階的に緩和するこ

ととなりますので、中学３年生の締めくくりとし

て、校長の許可と生徒・保護者の了解を得て、感

染症対策や熱中症対策を行った上で、６月22日以

降に３年生中心の交流試合を行ってもよいことと

して計画をしております。 

このほか、１学期で行う予定でした学校行事に

つきましては、修学旅行、運動会、集団宿泊訓練

など、時期の変更が可能なものは２学期に移して

実施の方向で調整をしているところでございま

す。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 

宇都宮久見子君。 



 

 

 

- 33 - 

 

 

 

○２番宇都宮久見子君 

各方面において対応はとられているようです

が、児童生徒、保護者の方の気持ちが十分反映さ

れるよう対応をお願いしたいと思います。 

次の質問に移ります。 

この新型コロナウイルス感染の影響により、景

気は急速に悪化しており、極めて厳しい現状にあ

るとの政府の判断が出ております。市内でも同じ

ような状況となっています。毎日、国の方針がい

ろいろと変わっていく中で、各自治体も独自の施

策をとられているのが報道されています。 

そこで、まず市内業者への影響の実情調査をど

のように行っているのかお尋ねいたします。 

○議長 

酒井産業部長。 

○酒井産業部長 

西予市では、３月11日に新型コロナウイルス感

染症による市内経済への影響についての意見交換

会を開催し、西予市商工会及び東宇和農協の役員

にお集まりをいただきました。その中で、市内の

商工業及び農林漁業者への新型コロナウイルス感

染拡大に伴う影響について意見聴取を行いまし

た。 

また、３月10日からは、新型コロナウイルス感

染症対策経営相談窓口の設置を西予市商工会へ委

託し、市内中小企業者等の経営相談や各種申請事

務のサポートを開始していただきました。商工会

と市をあわせて５月29日現在、延べ563件の相談

を受けております。 

アンケートなどの実情調査は行っておりません

が、個別相談の内容を分析し実情の把握に努めて

まいりました。 

以上、答弁といたします。 

○議長 

宇都宮久見子君。 

○２番宇都宮久見子君 

563件と相談件数も多いようですが、どのよう

な相談内容が多かったのかお尋ねいたします。 

○議長 

酒井産業部長。 

○酒井産業部長 

相談内容の90％以上が資金、それから補助金、

申請のやり方、そういう相談でございました。 

以上、答弁といたします。 

○議長 

宇都宮久見子君。 

○２番宇都宮久見子君 

コロナウイルスの影響により経営できなくなっ

た事業所、失業者の把握はしておられるのかお尋

ねいたします。 

○議長 

酒井産業部長。 

○酒井産業部長 

西予市ではご質問のデータを把握しておりませ

んので、西予市商工会に依頼をし、いただいた資

料によりますと、今年３月から５月の３カ月間に

おいて離職手続をされた方は50社、107人、ま

た、６社が廃業となっております。そのうち１

社、１名が受注減少の理由で廃業と聞いておりま

すので、新型コロナウイルスの影響によるものと

推測されます。 

しかしながら、残り５社及び106名の離職者に

つきましては、新型コロナウイルスの感染拡大の

影響で廃業、失業された可能性もあるとは思われ

ますが、健康上の問題や年齢、後継者問題なども

考えられることから、主たる原因とは考えにくい

状況でございました。 

以上、答弁といたします。 

○議長 

宇都宮久見子君。 

○２番宇都宮久見子君 

何とか耐えてきた事業も急激な景気の回復は期

待できず、これからの見通しが立たない中で、体

力的にも厳しくなってくるかと思われますが、市

独自の貸し付けや支援策が必要となってくると考

えます。 

現在行っている独自の支援策はどのようなもの

があり、今後どのような施策を考えておられるの

かお尋ねいたします。 

○議長 

管家市長。 

○管家市長 

ただいま宇都宮久見子議員から今後の見通し、

また、市の独自の取り組みはというご質問にお答
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えをさせていただきます。 

まず、県下的なことから触れさせていただきた

いと思いますけれども、愛媛県では６月18日まで

を縮小期に向けた移行期間、そして、先週の知事

の会見で６月19日から感染縮小期と位置づけられ

ております。それに従って西予市もその取り組み

をしているわけでございますが、今自粛要請等を

緩和することが段階的に行われております。 

しかしながら、現在も警戒期であることを念頭

に、感染拡大回避行動や３密回避に心がけ、徐々

にではありますけれども経済活動を回復していき

たいと考えております。 

市独自の施策として、まず取り組みましたの

が、事業継続が困難となっている中小企業者に対

しまして、経営安定を図り、市内経済の活性化の

ために日本政策金融公庫の新型コロナウイルス感

染症特別貸付で融資を受けた事業者に対して、融

資額の３分の１以内、上限50万円を補助する中小

企業者等経営安定補助金を準備させていただきま

した。３月議会に20件分の1000万円の補正予算、

さらに債務負担行為を設定させていただき、４月

に入り専決予算といたしまして180件分の9000万

円の予算措置を行いました。６月10日現在、申請

が147件、7249万5000円、そのうち補助金振込の

実績は100件、4962万9000円となっておりまし

て、多くの市内事業者様の支援につながっている

ものと考えております。 

また、新型コロナウイルス感染症予防対策に伴

う店舗リニューアル補助金、つながる西予！飲食

応援前売り券として、商業振興商品券への助成な

どの支援、また、県と市の連携によるセーフティ

ネット保証４号、５号の認定、コロナウイルス感

染症対策資金における利子補給、国の雇用調整補

助金の上乗せなどを行います。 

今後につきましては、国には持続化給付金制度

があります。これは、新型コロナウイルス感染症

の影響により、ひと月の売り上げが前年同月比で

50％以上減少している事業者への給付金を給付さ

れるものです。西予市内におきましては、売り上

げの基準となります2019年の売り上げが平成30年

７月豪雨災害により減少している事業者の方も多

数おられることから、国の基準を下回る20％以上

50％未満減少している事業者への給付金、原則一

律20万円の中小企業等経営安定給付金制度を考え

ております。 

また、市内経済を回復させるため、せいよ買い

物応援制度の２事業を創設したいと考えておりま

して、それにかかわる予算を今回の９月議会で補

正予算の追加として上程させていただきたいと考

えているところでございます。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 

宇都宮久見子君。 

○２番宇都宮久見子君 

令和２年第１回定例会において、中小企業者等

経営安定補助金が素早く実施され、市内外から高

く評価をされたところであります。 

しかしながら、コロナの影響が広がりを見せ、

予想を上回る長期にわたって経済的に打撃を受け

ております。これからもさまざまな対策を素早く

とっていただきたいと思います。 

今ほど市長から説明いただきました飲食応援前

売り券の登録店舗数と発行状況をお尋ねいたしま

す。 

○議長 

管家市長。 

○管家市長 

先ほど私の答弁の中で一部間違いがございまし

たので訂正をさせていただきたいと思います。 

先ほど２事業の創設にかかわる予算を今回の９

月議会と間違って言いましたが、６月議会で補正

予算を追加上程させていただくという間違いでご

ざいましたので訂正をさせていただきます。申し

わけございませんでした。 

○議長 

酒井産業部長。 

○酒井産業部長 

宇都宮久見子議員の再質問の飲食応援前売り券

の状況について回答させていただきます。 

６月９日現在のデータでございますが、登録店

舗数が85店舗となっております。各店舗の販売に

つきましては、上限50万円の事業者が34事業者、

20万円から30万円の事業者も同じく34事業者、

10万円の事業者が17件となっております。 
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現在、上限50万円の34件のうち、数件でもう既

に売り切れの状態になっているような状況でござ

います。議員の皆様におかれましてもたくさん協

力をいただきまして、この応援券を使っていただ

いたらと思います。どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

○議長 

宇都宮久見子君。 

○２番宇都宮久見子君 

６月１日からの販売でありましたが、既に売り

切れの店舗もあるようでタイムリーな対策であっ

たのだろうと感じます。 

では次に、せいよ買い物応援事業をもう少し詳

しく説明願います。 

○議長 

酒井産業部長。 

○酒井産業部長 

このせいよ買い物応援事業、名前はせいよＧｏ

Ｔｏ買い物キャンペーンと題して展開をしてまい

りたいと考えております。 

事業内容につきましては、市内事業者から参加

事業者を募り、市内に住所を有する世帯が参加事

業者で買い物などを行った場合に、買い物額に応

じた応援金を支給、キャッシュバックを行うもの

でございます。支給される応援金につきまして

は、買い物などの証明書の合計が1万円以上5万円

までとし、その合計額に応じて25％以内の額を給

付するもので、１世帯の上限は1万2500円となり

ます。買い物の対象期間は７月１日から８月15日

までとし、応援金の申請期間は７月１日から９月

30日までで、市役所本庁及び支所で受け付けを行

います。 

予算につきましては、1万8000世帯、上限1万

2500円として、応援金は2億2500万円、そのほか

人件費、印刷製本費等2億4000万円の予算措置を

考えております。 

市内事業者の経営に大きな影響を来しているこ

とから、市民の買い物などの支援を通して市内経

済の回復につなげていきたいと考えております。 

以上です。 

○議長 

宇都宮久見子君。 

○２番宇都宮久見子君 

参加事業者数をどのくらい見込まれておられま

すか。 

○議長 

酒井産業部長。 

○酒井産業部長 

当初200件を見込んでおりましたが、きょう現

在で293件の事業者が登録をいただいておりま

す。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 

宇都宮久見子君。 

○２番宇都宮久見子君 

見込みより多いということで大変楽しみな事業

でありますけれども、せいよＧｏＴｏ買い物キャ

ンペーンの対象が７月１日から８月15日までと少

し短いように思います。 

その理由と市内には飲食店や商店以外にもたく

さんの業種がありますが、そこへの支援策はどの

ように考えておられるのか伺います。 

○議長 

酒井産業部長。 

○酒井産業部長 

今回の施策につきましては、国から給付されて

おります１人当たり10万円の給付がもう既に西予

市では90％以上が給付されている現状でございま

して、このお金を素早く西予市の小売業者等に使

っていただきたいというようなことも含めて７月

１日から８月15日という短い期間としておりま

す。ぜひ早く市内で買い物をしていただきたいと

思っております。 

それから、この券を使える事業者についてです

けど、どのような事業所にも使っていただきたい

ということで、使えない事業者のほうが少ないよ

うに我々は考えております。そこの中で、使える

事業者にはのぼり旗を立てますので、店の玄関先

でそれを見てここは使えるなという判断をしてい

ただくのが一番説明するのに簡単かなと思ってお

りますのでよろしくお願いをいたします。 

そうした中で久見子議員が心配される、例えば

旅行業の方は、８月15日までにこのコロナで旅行

なんかできらせんぞというようなことがあるかと
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思いますが、そういう旅行社の方につきまして

は、旅行券を発行していただきまして、コロナが

落ちついた後の秋口に旅行を行っていただくとい

うようなことで領収書の提示をしていただくので

ＯＫとしておりますので、そこら辺の説明もさせ

ていただきます。 

また、１カ月半で5万円分も酒は飲めんぞとい

うような人もおられるかもしれませんけど、先に

5万円分買っていただきまして、毎月１ケースず

つ家へ配達してくれということもＯＫにしており

ますので、いろんな使い方があろうかと思います

ので、ちょっと不安を感じられたら経済振興課へ

電話をいただいたら、それは使えます、使えませ

んという回答させていただきますのでどうぞよろ

しくお願いをいたします。 

以上、答弁といたします。 

○議長 

宇都宮久見子君。 

○２番宇都宮久見子君 

ありがとうございます。 

さまざまな消費が対象となっているようですの

で、たくさんの業種の参加を募り、広く告知して

利用者の利便向上に向けた対応をお願いいたしま

す。 

次に、西予市でも大きな産業である第一次産業

についてお尋ねいたします。 

市内第一次産業の方々への影響の実情調査をど

のように行っているかお尋ねいたします。 

○議長 

酒井産業部長。 

○酒井産業部長 

新型コロナウイルス感染症対策による影響は、

経済活動の落ち込みや長期化に伴い、西予市内の

第一次産業にも広がりを見せているところでござ

います。 

第一次産業への影響調査につきましては、農

業・畜産ではＪＡや直売所への確認や生産者等へ

の聞き取りにより状況確認を行っております。ま

た、水産業におきましては漁協に現況調査を行う

とともに、市内の養殖業者への聞き取りにより状

況確認を行っております。林業では、素材生産業

者や木材市場、製材所等に確認をしております。 

現状につきましては、野菜・柑橘では、大半の

出荷が終わっていたこともあり、大きな影響は出

ていませんが、花きにつきましては、消費の落ち

込みやイベント中止などにより単価が下がってお

ります。畜産業でも牛肉の販売単価が全国的に下

落している状況でございます。水産業では消費の

落ち込みにより出荷量が下がっております。ま

た、林業でも流通の停滞により材価に影響が出て

いる状況でございます。 

今後も状況の変化を見落とさないよう関係機関

との連携により、現状把握と支援策の推進を行っ

ていきたいと考えております。 

以上、答弁といたします。 

○議長 

宇都宮久見子君。 

○２番宇都宮久見子君 

５月20日の臨時会において木材価格の補助が決

定しました。山の多い西予市では非常にありがた

い補助です。 

しかしながら、第一次産業の中でも、今回かな

りの影響を受けている中に水産業があります。西

予市においても明浜町、三瓶町では主要産業の一

つであります。聞き取りされたと答弁いただきま

したが、コロナの影響を受け、需要の減少や魚価

の下落が著しく、八幡浜漁協三瓶支所によります

と昨年養殖のタイ１キロ900円が、本年３月から

５月は500円、まき網でのタイの活魚、昨年キロ

2,300円、本年は500円、絞めて昨年が1,200円、

本年は150円、同じく底引き網漁、イサギやサザ

エ、ウニなども半値となっています。 

このような状況を鑑みても、水産業者への支援

も必要と考えますが理事者の考えを伺います。 

○議長 

酒井産業部長。 

○酒井産業部長 

漁業関係者への現況確認でも価格が低迷してい

ることを把握しております。特に、ヒラメ、タイ

などの高級魚やサザエ、ウニなどの水産物が下落

している状況です。 

支援といたしましては、市の西予市中小企業等

経営安定補助金や国の持続化給付金、漁業近代化

資金の活用をご検討いただければと考えておりま
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す。 

なお、水産業におきましては、近隣市町でも同

じ状況で補助制度が少なく、農業関係のような手

厚い支援となっていないのが現状でございます。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 

宇都宮久見子君。 

○２番宇都宮久見子君 

残念ながら水産業に対する手厚い支援となって

いないという答弁をいただきました。 

やはり大切な産業であります水産業を守るた

め、さらなる発展を進めていくためには、西予市

としても国や県へ要望をしていっていただきたい

と思います。 

最後に、今後の見通しと支援策について伺いま

す。 

○議長 

酒井産業部長。 

○酒井産業部長 

緊急事態宣言の解除により、徐々に経済活動も

回復へと動き始めることが期待されますが、新し

い生活様式の定着や外出自粛、イベント自粛など

も段階的に緩和することから一次産業への影響も

先が見えない状況でございます。 

また、国・県の支援策においては、次々と新た

な事業が打ち出されている状況でございます。影

響が出ている農林水産業の方には、市の西予市中

小企業者等経営安定補助金、西予市木材価格緊急

対策事業補助金や国の持続化給付金、高収益作物

次期作支援交付金をはじめ、各融資制度等を利用

いただくよう考えております。 

現在、一次産業への支援は始まったばかりでご

ざいますが、生産者の方が十分に活用できている

か利用状況を把握していくことが必要と考えてお

ります。 

今後も県やＪＡ、漁協との情報共有や連携強化

により、支援策の周知に努め、経営の安定と事業

継続につながるよう進めていきたいと考えており

ます。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 

宇都宮久見子君。 

○２番宇都宮久見子君 

しつこいようでありますが、国・県への要望と

ともに、市独自の施策を打ってでも手厚い支援と

なり経営安定と事業継続が図れるような環境とな

ることを期待しています。 

最後に、５月25日に全都道府県で緊急事態宣言

が解除され、活動再開に向けて動き出すことにな

りました。しかし、早くも第２波、第３波の流行

に対する懸念が高まっています。現在は局所的で

はありますが、愛媛県や西予市でもいずれ第２

波、第３波は訪れると考えておかなければなりま

せん。 

第１波の経験を踏まえた備えと迅速な対応が求

められますが、第２波へ向けてどのような準備を

しておられるのかお尋ねいたします。 

○議長 

藤井生活福祉部長。 

○藤井生活福祉部長 

第２波、第３波への問題点と対応についてお答

えをいたします。 

まず愛媛県の状況を述べさせていただきます

が、愛媛県では５月14日に緊急事態宣言の対象区

域から条件つきで解除されましたが、県下の医療

機関におけるクラスター事例の発生等を踏まえ、

感染第２波への対処戦略に基づく警戒期に当たる

と判断し、５月31日まで特別措置法に基づく行動

自粛や休業要請等を継続してまいりました。 

しかしながら、５月25日の全国的な緊急事態宣

言解除後の影響は不透明であり、北九州市等では

新たなクラスターが発生するなど、感染第２波の

懸念も払拭できないことから、県では６月１日以

降も引き続き警戒期を継続し、県民生活や経済活

動とのバランスを考慮し、国の示した段階的緩和

を踏まえ、６月18日までの約３週間を縮小期に向

けた移行期間と位置づけておりましたが、先ほど

市長が申しましたように、先週末に県内の感染発

生状況を踏まえ、６月19日からは感染縮小期に移

行するとの発表がございました。 

しかしご質問のとおり、今後第２波、第３波が

心配され、その備えと迅速な対応が必要となって

まいります。 

問題の本質は、まず感染症を防ぐことにありま
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す。そのためには、毎回申し上げておりますが、

家庭や職場、学校などでマスク着用を含む咳エチ

ケット、うがいや正しい手洗いの励行、３密回避

など、今や皆さんが実践されております予防策を

しっかりと継続することが重要でございます。 

その上で、第２波、第３波への市の対応とし

て、医療面では衛生資機材の確保と県や県内医療

機関との連携、福祉面では、市内５法人との相互

応援協定の締結、経済産業面では、国・県事業を

補完する市の中小企業者等経営安定支援事業の継

続、教育面では、ＧＩＧＡスクールで整備いたし

ます１人１台のノートパソコンを用いた遠隔授業

などが今後に向けた有効な取り組みにつながるも

のと考えております。また、危機管理面では、マ

スクや消毒液等の備蓄を継続的に行い、災害時の

避難所での感染症対策、業務継続計画の策定な

ど、自然災害に加えて感染症対応への計画も整え

たところです。 

先般、国の新型コロナウイルス感染症専門会議

は、これからの新しい生活様式を提言し、対策を

日常に定着させ持続することの大切さを説いてお

ります。感染症対策は行政だけで行うものではご

ざいません。感染症予防のために、市民の皆様一

人ひとりが行動変容を起こしみずからがかかわ

る、その協力なくして収束はなし得ないものでご

ざいます。 

市といたしましても、今後も市民の皆様の生命

及び健康の安全確保に万全を期し、感染症対策に

取り組んでまいりますので、ご理解、ご協力をお

願いいたします。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 

宇都宮久見子君。 

○２番宇都宮久見子君 

各方面でさまざまな準備をとられているものと

理解いたしました。 

行政ができること、市民一人ひとりができるこ

と、それぞれに対応があるかと思います。一丸と

なってコロナに打ち勝ち、さらなる住みたいま

ち、住みやすいまちを目指していけるよう期待し

て質問を終わります。 

○議長 

暫時休憩いたします。（休憩 午前11時06分） 

○議長 

再開いたします。（再開 午前 11 時 20 分） 

次に、11 番小玉忠重君。 

小玉忠重君。 

○11 番小玉忠重君 

議席番号 11 番小玉忠重です。 

議長より発言の許可をいただきましたので、通

告書、議員規則及び申し合わせ事項に従い一般質

問いたします。 

まず最初に、管家市長の２期目の施政方針につ

いてお伺いいたします。 

無投票当選だったし、新型コロナウイルスで街

頭演説もされなかったので、施政方針演説につい

て再度ここで伺いたいと思います。 

○議長 

管家市長。 

○管家市長 

ただいま小玉議員から私の２期目の施政方針に

ついてのお尋ねがございました。 

４月 19日告示の西予市長選挙において無投票再

選いたしました。その責任の重さを強く感じてい

るところでございます。 

開会のときにも一般会計補正予算のところで少

し述べさせていただきました。重複するところも

多いと思いますけれども、２期目の施政方針につ

いて、私の考えを述べさせていただきたいと思い

ます。 

これから始まる２期目というのは、「暮らして

あんしんが体感できるまちづくり」を基本理念に、

１期目に残した課題の解決を図るとともに、災害

からの復旧・復興、小規模多機能自治の推進など、

第２次西予市総合計画に基づき６つの変革に挑戦

をいたします。 

第１に、平成 30年７月豪雨災害からの復旧・復

興と南海トラフ地震などの災害から命を守る防

災・減災に取り組みます。 

令和元年を復興元年として、市民の皆様や議会

の皆様のご協力をいただくとともに、国・県など

関係機関の支援を受けながら、ソフト、ハード両

面で復興・復旧に取り組んでまいりましたが、ま

だ道半ばです。とうとい命を失いましたあの水害
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を二度と起こさないため、河川の安全対策やダム

の機能強化事業を進めるとともに、災害情報伝達

についても強化するなど、安心な生活を確実に取

り戻すために、西予市強靱化事業を推進していき

ます。 

第２に「人づくり」に取り組みます。 

地域の担い手を確保するためには、移住・定住

の促進や関係人口・交流人口の創出を促進するだ

けではなく、地域内の人材を育成することも重要

となります。西予市に誇りを持ち、住みたい人を

育む地域リーダー養成塾を開設します。 

第３に「仕事づくり」に取り組みます。 

西予市は、広大な土地に多彩な自然を持ち合わ

せており、豊富な地域資源を生かした地域産業の

展開や産品開発などにより、令和元年度ふるさと

納税は 2億 5000 万円に達しました。地域の稼ぐ力

をさらに増強するため、西予市の特性を生かした

産業の支援を強化し、所得の向上や新たな雇用創

出を図り、地域経済の好循環を推進します。 

第４に「ふるさと西予の元気なまちづくり」に

取り組みます。 

これから深刻な人口減少社会を迎える西予市に

おきましては、持続可能な地域基盤と行政サービ

スを自分たちの手でつくり上げていく必要がある

ため、地域特性を生かした小規模多機能自治活動

を強力に推進してまいります。 

第５に「医療・福祉の充実を図り、安心できる

生活環境づくり」に取り組みます。 

幼児から高齢者まで、ワンストップの地域包括

ケアシステムを構築いたします。医療スタッフの

確保に努めながら、令和４年度を目標に土日や祝

日、夜間の二次救急を西予市民病院に集約するこ

とを目指します。西予市民病院、野村病院を存続

させ、必要な地域医療を確保するために病院改革

プランを実行します。 

第６に、西予市のさらなる発展のため「市役所

改革」に取り組みます。 

まず市役所の業務を見直し、適正な職員数を検

討する内部改革を行うとともに、健全な財政運営

を推進するため、第三セクターや指定管理者施設

の民営化や公共施設機能の集約化を図り、輝く西

予まちづくりに挑戦をいたします。 

これらの６つの変革に挑戦するため、市民や議

会の皆様と語り合い、知恵をお借りしながら、私

は市政を運営してまいりたいと考えております。

どうかよろしくお願いをいたします。 

○議長 

小玉忠重君。 

○11 番小玉忠重君 

ぜひ有言実行でお願いしたいと思います。 

次に、平成 30年７月豪雨災害の復旧・復興につ

いてお尋ねいたします。 

早いもので足かけ３年がたちました。市民は１

日も早く以前の生活を取り戻したいと思っており

ます。 

まず最初に、避難指示が出されている場所はど

こなのかお尋ねいたします。 

○議長 

山住総務部長。 

○山住総務部長 

現在の避難指示区域の状況について答弁させて

いただきます。 

平成 30年７月豪雨災害におきましては市内各地

で土砂災害が発生しまして、二次災害発生の恐れ

のある宇和町明間岡山・中組地区、明間四道地区、

岩木地区、野村町河西地区と栗木地区に避難指示

を発令いたしました。 

そのうち避難指示解除の判断といたしておりま

した治山事業の完了によりまして、一定の安全性

を確保できたことから、令和元年 12月９日に明間

岡山・中組、令和２年４月３日に岩木地区の避難

指示を解除したところでございます。 

以上でございます。 

○議長 

小玉忠重君。 

○11 番小玉忠重君 

いまだ解除されてない場所についての解除の見

込みがあればお答えください。 

○議長 

山住総務部長。 

○山住総務部長 

避難指示が残る３カ所でございますけれども、

明間四道地区につきましては治山事業として、崩

壊箇所頂上部を法枠工により安定化を図り、崩壊
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した斜面は合計９基の土留工を施工し、不安定な

土砂が移動しないようにして斜面の勾配を緩くす

る計画で愛媛県において工事が施工されておりま

す。現在頂上部の法枠工が完成し、土留工につき

ましても、上部３基が完成し４基目を着工してい

るところでございます。 

避難指示解除の見込みでございますが、県では、

本年 11月末を目標に上部６基の完成を目指してい

るということですので、市におきましては、完成

した時点で県及び施工業者から説明を受けまして、

災害対策本部において判断する予定といたしてお

ります。 

野村町河西地区につきましては、市道河西線災

害復旧工事の入札が不調となり、現在工法の見直

しにより、国に対しまして変更承認の申請を行い、

その結果を待っている状況でございます。今後再

入札を実施しまして、工事着工ができれば、仮設

防護柵が設置できた段階で避難指示を解除する予

定といたしております。 

野村町栗木地区につきましては、地すべり災害

としての認定申請を行うための国との事前協議を

実施しておりますけれども、ご案内のとおり新型

コロナウイルス感染拡大の影響を受けまして協議

が進捗していない状況にあります。今後協議を再

開いたしまして、災害査定を受検し、入札等所定

の手続を経まして、工事着手に向けて取り組んで

まいりたいと考えております。 

現在、避難指示対象世帯の方々におかれまして

は、市外に転出をされているということで地区内

に住民がいない点を考慮しまして、今後解除に向

けての対応について検討を行う予定といたしてお

ります。 

いずれにいたしましても、住民の皆様には長期

間にわたり大変ご不便、ご迷惑をおかけいたして

おります。引き続き関係各課、愛媛県、施工業者

の連携を密にいたしまして、早期解除に向けて取

り組んでまいりたいと考えております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 

小玉忠重君。 

○11 番小玉忠重君 

１日も早い避難指示解除を望みます。 

次に、ダムについてお尋ねいたします。 

肱川ダムは、１つの河川の中に２つのダムがあ

り、全国的にも有名なダムであります。そこで、

前の災害の教訓として、野村・鹿野川ダムを統合

管理する肱川ダム統合管理事務所が立ち上がりま

した。 

当事務所設定に伴い、災害時における市の対応

に変化が生じたのかどうかお尋ねいたします。 

○議長 

山住総務部長。 

○山住総務部長 

肱川ダム統合管理事務所は、これまで肱川水系

の野村ダムを野村ダム管理所で、また、鹿野川ダ

ムを山鳥坂ダム工事事務所でそれぞれ管理してお

りましたが、その運用を一元化し防災機能の強化

を図るため、本年４月にこれまでの野村ダム管理

所の場所に設置をされたものでございます。 

これを受けた市の対応でございますけれども、

平成 30年７月豪雨災害以降、野村ダム管理所との

連携強化は取り組んできておるところでございま

して、このたびの肱川水系を一体的に管理できる

統合管理事務所の設置は大変意義深く心強く感じ

ているところでございます。 

今後におきましても、新しくできました統合管

理事務所との連携を一層強化してまいりたいとい

うふうに考えております。 

以上でございます。 

○議長 

小玉忠重君。 

○11 番小玉忠重君 

次に、野村ダム操作基準の改正に伴う市の防災

計画の変更についてお尋ねいたします。 

野村ダムは、平成７年の豪雨で東大洲地区が浸

水したのを受けて、事前の 500 トンから 300 トン

に変更され、今度の災害を受けて 300 トンから

600 トンに放流を変更されたと聞いております。 

そういう操作基準の変更に伴って、西予市の防

災計画は変更を行ったのかどうかお尋ねいたしま

す。 

○議長 

山住総務部長。 

○山住総務部長 
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西予市地域防災計画の変更点について主なもの

を答弁させていただきます。 

野村ダム操作規則の変更並びに平成 30年におけ

ます野村ダム・鹿野川ダムの操作にかかわる情報

提供等に関する検証の場におきまして、その取り

まとめ報告書のうち、西予市が対応すべき事項を

令和元年の出水期に備えまして、まずは地域防災

計画に反映させるため、平成 31 年３月 27 日に一

次改訂を行っております。 

その際の主な内容といたしましては、まず野村

ダム放流情報を考慮した避難情報発令基準の見直

し。２番目といたしまして、防災行政無線による

緊急放送内容の見直し。３つ目に、避難情報発令

基準等に基づくタイムラインの作成となっており

ます。 

また、本年３月 26日に開催いたしました西予市

防災会議におきまして、地域防災計画の全面改訂

を行っておりますことを申し添えます。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 

小玉忠重君。 

○11 番小玉忠重君 

野村ダム操作基準の変更により市への伝達方法

は変更が生じたのかお尋ねいたします。 

それから、市民への通知方法に変更が生じたの

かどうか重ねてお尋ねいたします。 

○議長 

山住総務部長。 

○山住総務部長 

それでは情報伝達の変更につきまして答弁させ

ていただきます。 

野村ダムの洪水調節開始に伴う市への情報伝達

につきましては、ダム流下量が毎秒 300 立方メー

トルを超え、洪水調節が開始された場合に連絡員

（リエゾン）として職員を市の災対本部に派遣い

ただくこととなっております。また、異常洪水時

防災操作開始が予想されます３時間前及び１時間

前をめどに管理所から通知をいただくことといた

しておりますが、あわせまして、事務所長から市

長へホットラインで直接連絡をいただくよう改善

をいたしました。 

また、市民の皆様への避難情報の発令基準につ

きましては、ダムからの流下量が毎秒 300 立方メ

ートルに達し、なお流下量が増加すると判断した

場合に避難勧告を、異常洪水時防災操作開始が予

想される３時間前の通知を受けたときに避難指示

を発令することといたしておりましたが、一定量

操作から定率操作への新たな操作ルールの考え方

に基づきまして、段階的に流下量が増加すること

を考慮し、避難指示の判断基準につきまして、異

常洪水時防災操作開始が予想される３時間前をめ

どに、ダムからの流下量が毎秒 500 立方メートル

に達し、さらに増加しているとき、また、荒瀬の

水位観測所で５メートルに達しさらに増加をして

いるとき、この２点を避難指示の判断基準に追加

をいたしまして、より具体的な数字を活用したわ

かりやすい表現といたしました。 

あわせまして、情報伝達手段であります防災行

政無線による緊急放送につきましては、７月豪雨

の際に避難の呼びかけに切迫感がなかったなどの

ご意見等を受けまして、より切迫感のある避難放

送とするために、避難勧告、避難指示の発令の際

には、冒頭に「緊急放送」と言ってからアナウン

スを開始するとともに、防災サイレンの音量を強

制的に最大音量で吹鳴するということといたしま

した。さらに、異常洪水時防災操作開始が予想さ

れる１時間前をめどに、再度緊急放送を行うこと

といたしました。この避難指示の放送の後でござ

いますが、さらに市長みずからが避難の呼びかけ

を行うということといたしております。 

その他、緊急速報メールの活用など、これ以外

にも多様な手段での情報発信に努めて、市民の皆

様の安全・安心につなげてまいりたいというふう

に考えております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 

小玉忠重君。 

○11 番小玉忠重君 

豪雨災害を受けて市長が野村ダムの機能強化を

国に要望したと聞いておりますが、その内容と進

捗状況をお伺いいたします。 

○議長 

管家市長。 

○管家市長 
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野村ダムの機能強化についてでございますが、

ご質問のとおり、野村ダム下流域の洪水対策につ

きましては、愛媛県に対して河川整備による流下

能力の確保を要望するとともに、国に対しまして

も、今後における集中豪雨に対して、ダムの容量

を最大限に活用するに当たり、事前放流能力の機

能拡大を図ることが有効であることから、ダムの

機能向上を市議会議長との連名により平成 31年１

月に要望をいたしました。 

国におかれましても令和２年度予算に調査費を

計上いただき、前向きにご検討をいただいている

ところでございます。市としましても、引き続き

早期実現に向けて要望してまいりたいと考えてお

ります。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 

小玉忠重君。 

○11 番小玉忠重君 

野村ダムは水力発電のために高い部分に放流ゲ

ートがあります。それではある程度の水量がたま

らないと放流ができませんので、事前放流といっ

てもなかなか難しいので、下部のほうに放流のた

めのゲートをつくっていただけるというふうに聞

いておりますので、これができれば鹿野川ダムが

600 トンの洪水吐をつくったような、同じような

効果にはなるかどうかわかりませんが、そういう

効果ができるのではないかと期待しております。 

次に、河川についてお伺いいたします。 

豪雨災害後、河川管理者である県は、河床掘削

や川幅拡張を計画され、一部実施されております

が、この計画に対して市はどの程度関与されてい

るのかお尋ねいたします。 

○議長 

山住政策企画部長。 

○山住政策企画部長 

肱川水系河川整備計画に盛り込まれました野村

地区における改修計画の推進に西予市がどの程度

関与をしているかというご質問でございますが、

野村地区を流れております肱川は、愛媛県と四国

地方整備局が部分的にエリアを分担して管理運営

している河川でございます。したがいまして、西

予市は肱川水系河川整備計画そのものに対しまし

ては、直接的に関与できる立場にはありません。 

しかしながら、７月豪雨災害により多くの家屋

が浸水した現状、また、復興座談会でさまざまな

ご意見をいただく中で、河川を含む復興まちづく

りは、そこに住む地域住民の皆様の意見を反映さ

せながら進めていくべきだと判断をいたしており

ます。 

そのようなことから、住民組織として設置をさ

れました野村地区河川整備促進協議会と河川管理

者とのパイプ役として意見交換の場を準備するな

ど、市民の意見を取りまとめ、また、つなげてい

くことが本市の役割であるということを認識し、

そのように努めてまいりたいというふうに考えて

おります。 

以上でございます。 

○議長 

小玉忠重君。 

○11 番小玉忠重君 

次に、野村大橋付近の改修についてお尋ねいた

します。 

野村ダムのところは、袋とじのような地形にな

っておりますので、あそこの川幅を広げるととも

に、野村大橋をかけかえる計画がされております

が、これについて、市と事前協議を行ってどうい

うふうにしているのかお尋ねいたします。 

○議長 

山住政策企画部長。 

○山住政策企画部長 

野村大橋のかけかえについて市が事前協議を行

っているかというご質問でございますが、野村大

橋のかけかえだけではなく、河川整備計画を推進

する上では、県と市が連携を図り、また情報を共

有しながら進めていくことが重要ということでご

ざいます。 

計画におきましてはおおむね５年の整備期間に

おきまして河川改修する予定となっておりますけ

れども、その改修工事に並行して周辺の水辺空間

も西予市が整備する方針でございます。そのよう

なことから、必要に応じて野村大橋のかけかえに

ついては進捗状況など県等からの説明を受けなが

ら、一方では、野村復興まちづくりデザインワー

クショップの結果をまたこちらのほうから情報提
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供しながら進めてまいりたいと考えております。 

現在、県におきましては設計を進められておりま

して、国と最終的な協議を行っている状況と伺っ

ております。計画案ができ上がりましたら市民へ

の説明会が開催されるものと考えております。 

以上でございます。 

○議長 

小玉忠重君。 

○11 番小玉忠重君 

次に、通称荷刺、橋は権現橋と言うそうですが、

あそこと大和田橋の近くも浸水しました。ところ

があそこについて住民の人からよく言われるんで

すが、あそこはほったらかしかと、何もしないか

とよく責められますんで、これ国の管理河川です

ので、市は直接にはいろんなことは言えんと思い

ますが、一応協議をしていただきたいと思います。

予定はあるかどうかお伺いいたします。 

○議長 

清水建設部長。 

○清水建設部長 

権現橋及び大和田橋周辺の浸水被害の改善策に

ついて、管理者と協議する予定はないかとのお尋

ねにつきまして、現在市が国や県と情報を共有し

ている内容をお答えいたします。 

平成 30年７月豪雨により甚大な被害を受けた肱

川では、肱川緊急治水対策が緊急的対応を含めた

３段階で実施されます。 

当該地区に関連するものとして、まず緊急的対

応として、野村ダム下流での土砂堆積部の河道掘

削が優先順位の高い箇所から進められ、昨年５月

には、野村ダムの事前放流と鹿野川ダムの改造に

よる容量確保に伴い野村ダム・鹿野川ダムの操作

規則が変更されました。これにより、平成 30年７

月豪雨と同等の豪雨に対しての被害を大幅に軽減

することができます。 

次に、おおむね５年をめどに、肱川水系河川整

備計画に基づく野村地区中心部の河川改修、河道

掘削が進められ、河川の整備状況に合わせて、野

村ダム・鹿野川ダムの操作規則の変更を実施され、

平成 30年７月豪雨と同規模洪水では越水しない状

況を目指します。 

そして、おおむね 10年をめどに、さらなる河川

整備や山鳥坂ダムの完成により平成 30年７月豪雨

と同規模洪水の流量を安全に流下させることがで

きる計画となっており、権現橋及び大和田橋周辺

の浸水被害についても大幅に改善される見通しで

あるとのことでございます。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 

小玉忠重君。 

○11 番小玉忠重君 

次に、道路についてお尋ねいたします。 

県道宇和野村線の鎌田から坂石の間の全面通行

止めが続いておりまして、野村の人が大洲、松山

方面に行くのに城川回りをしなきゃいけないとい

う不便な生活を強いられております。 

これについて、改善の見込みについて、市には

どのような情報が入っているのか。 

今私が知ってるのは、仮設道路ですかね、進入

道が今つけかえられている状況を知っております

が、それから先の状況等についてご説明願います。 

○議長 

清水建設部長。 

○清水建設部長 

主要地方道宇和野村線の全面通行止め解除の見

込みについて、西予土木事務所と情報を共有して

いる内容をお答えいたします。 

まず現在の進捗状況ですが、地下水を排除する

ための排水ボーリング工事が完了し、現在工事用

道路の建設中でございます。今後の見通しは、本

年 10月上旬から地すべり上部の土砂の掘削運搬を

実施し、鉄筋挿入工やアンカー工を施工、地すべ

りの鎮静化が確認できた段階で県道の片側交互通

行が開始されます。 

昨年６月の時点では、令和３年３月末の通行止

め解除を計画されておりましたが、国の災害査定

を受けた後、上部の土砂搬出のための仮設道路の

設計・測量に不測の日数がかかったことで大幅に

おくれ、現在の予定では令和３年 12月末ごろに片

側交互通行になると伺っております。 

その後も引き続き鉄筋挿入工やアンカー工を下

の段まで施工し、本復旧工事の完成、通行止めの

全面解除は令和４年度中を予定されております。 

しかしながら、地すべりが鎮静化しないような
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場合は工程が大きく変わる場合もございますので

ご了承をいただいたらと思います。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 

小玉忠重君。 

○11 番小玉忠重君 

次に、市道についてお伺いいたします。 

市道阿下釜川線、通称下野の製材所のところが

片側通行になっております。あそこも測量は終わ

ったと聞いておりますがどういう状況かと、一緒

で構いませんが、市道栗木川平線は全面通行止め

になっております。ここも地すべり地帯というの

は聞いておりますが、全面通行止めがいつ解除に

なるのか見通しがあれば教えてください。 

以上です。 

○議長 

清水建設部長。 

○清水建設部長 

お尋ねのありました、現在通行規制をかけてお

ります野村町内の市道阿下釜川線、市道栗木川平

線につきましては、災害復旧事業への取り組みに

おいて関連がございますので一括して答弁させて

いただきます。 

当２路線は、平成 30年７月豪雨により被災し、

地すべりの兆候があることから、平成 30 年 10 月

から観測業務を継続して行っております。平成

31 年１月より観測結果を踏まえた検討資料をもと

に、愛媛県を通じて国土交通省水管理・国土保全

局防災課と協議を行ってまいりましたが、ご承知

のとおり新型コロナウイルスの影響で首都圏への

往来が制限され、防災課との協議が一時中断して

いる状況でございます。 

今後の予定といたしましては、国の防災課との

協議を再開し、地すべり対策としての災害査定を

受検後、速やかに事業に着手したいと考えており

ます。 

現在このような状況でありますので、いつ工事

に着手でき、完成により通行制限が解除できる時

期につきましては、当市の多くの災害復旧事業と

の兼ね合いもあり、いまだ見通しが立っていない

状況ではありますが、地域の皆様の安全・安心を

１日でも早く取り戻せるよう取り組んでまいりま

すのでご理解とご協力をお願いいたします。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 

小玉忠重君。 

○11 番小玉忠重君 

両方とも生活道路でありますので１日も早い全

面通行を願っております。 

以上、災害についてご質問いたしました。 

まだまだ災害も部分的には改善されましたが、

されてないところもいっぱいありますので、でき

るだけ早く通常の生活に戻れるよう努力をお願い

したらと思います。 

これで一般質問を終わります。 

○議長 

以上で、本日の一般質問を終結といたします。 

あす６月 16日は午前９時より引き続き一般質問

を行います。 

本日はこれにて散会いたします。 

 

 

 散会 午前11時57分 
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  開会 午前９時00分 

○議長 

おはようございます。 

本日はお忙しい中、傍聴にお越しいただきまこ

とにありがとうございます。 

ただいまの出席議員は18名であります。これよ

り本日の会議を開きます。 

本日の議事日程はお手元のタブレットに配信の

とおりであります。 

 （日程１） 

○議長 

日程第１、一般質問を行います。 

質問者は、通告内容及び申し合わせに従い発言

してください。 

それでは、通告順に発言を許可いたします。 

まず、13番井関陽一君。 

井関陽一君。 

○13番井関陽一君 

おはようございます。議席番号13番井関陽一で

ございます。 

本日も傍聴にお越しいただきまことにありがと

うございます。 

ただいま議長より許可をいただきましたので、

通告書に基づいて一般質問させていただきます。 

まず初めに、医療対策についてお伺いをいたし

ます。 

医師、看護師不足が問題視されている中、地域

医療を守る取り組みについて、まずは現状を把握

するために、現在必要な診療科目について、不足

している科目とその数についてお伺いをいたしま

す。 

○議長 

山岡医療介護部長。 

○山岡医療介護部長 

現在の市内の医療機関についてお答えをいたし

ます。 

市内には、公立病院、国保診療所、ほかに民間

の病院・診療所を含めまして、明浜地区に４カ

所、宇和地区に19カ所、野村地区に４カ所、城川

地区に１カ所、三瓶地区に休診を含め８カ所の合

計36カ所の病院・診療所がございます。36カ所の

うち、20床以上の病床を保有しておりますのが、

医療法で病院となっておりますが、３院ございま

して、両市立病院と三瓶病院には、常設科で内

科・外科・整形外科・泌尿器科などのほか、非常

設科で皮膚科・眼科・心療内科・耳鼻咽喉科・脳

神経外科などがございますが、これを除きますと

22件が内科の標榜を含む診療所であり、そのほか

には整形外科及び眼科がそれぞれ２件、耳鼻咽喉

科・皮膚科・精神科・脳神経外科・泌尿器科・小

児科・婦人科がそれぞれ１件ずつとなっておりま

す。 

市内で全ての診療科が充足しているわけではご

ざいませんが、今後市内の人口減少を少しでも緩

やかにするためにも、市内で子育てしやすい環境

整備は重要だと考えておりますので、産科のゼ

ロ、小児科が１カ所というのは少ないのではない

かと考えておるところでございます。 

○議長 

井関陽一君。 

○13番井関陽一君 

市内36カ所の病院があり、その中である程度は

充実しているのではないかという答弁であったと

思いますが、その中で、産科・小児科が、産科は

ゼロ、小児科は１カ所という答弁でございまし

た。 

これは非常に西予市にとっても少ない数じゃな

いかなと思うんですが、西予市以外の近隣の地域

においては、この産科・小児科についてどのよう

な状況になっているかお伺いをいたします。 

○議長 

山岡医療介護部長。 

○山岡医療介護部長 

近隣の産科・小児科の状況でございますが、産

科につきましては宇和島市に４カ所、大洲市に２

カ所となってございます。小児科につきまして

は、市内に１カ所、宇和島市に４カ所、大洲市に

は５カ所、八幡浜市に５カ所、内子町に１カ所と

なってございます。 

○議長 

井関陽一君。 

○13番井関陽一君 

今の答弁をお聞きしますと、西予市以外はある

程度充実しているのかなということがうかがえる
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わけなんですが、西予市においても、今後この産

科・小児科というものが非常に大事になってくる

んじゃないかな、先ほど部長も申されましたが、

子育てがしやすいまちとなっていくためには、産

科・小児科がどうしても必要じゃないかなと考え

ております。 

そこで、少しこれに対して提言をさせていただ

いたらと思うんですが、昨年４月に稚内市におき

まして開業医誘致制度について研修をさせていた

だきました。ここでは平成18年４月に開業医誘致

条例が制定され、その内容としましては、３割の

助成で限度額3000万円の土地、建物取得費助成金

を初め、固定資産税に対する助成、設置費助成金

と言いますが、開設から３年間、500万円を上限

にして助成。土地、建物の賃借に対する半額助成

として上限月40万円を、賃借した土地、建物に対

する改修費助成金として３割助成で限度額を

1000万円、このような助成金が設定されておりま

す。 

また、貸付金としましては、開業資金貸付とし

まして2000万円を、経営資金貸付として2000万円

などが用意されていました。 

これらの誘致制度によりまして、平成29年度ま

でに５件の開業医を誘致されております。 

ここでは、一次医療は開業医が受け持ち、二次

医療を市民病院で行うという考えで、身近なかか

りつけ医、開業医を増やすことで、適切な医療を

提供することを目的とされています。助成の対象

者としましては、地域医療に関心を持ち、積極的

に医療活動を行おうとする者で、10年以上開業す

る見込みがあり、市長が認める診療科名の診療を

行う者となっています。 

そこでお伺いします。 

これらのことを踏まえ、西予市においても開業

医を誘致することにより、医師不足、看護師不足

の解決の糸口になるのではないかと考えますが、

理事者のお考えをお聞かせください。 

○議長 

管家市長。 

○管家市長 

おはようございます。 

先ほど井関議員から開業医誘致条例の制定につ

いてのご質問がございましてご提案があったわけ

ですが、市内の地域医療を守るためには、両市立

病院だけではなく、民間の診療所等の医師との連

携が重要であると考えております。両市立病院の

診療科だけでは市内の医療ニーズには対応できま

せんし、今も市と西予市医師会が契約を締結いた

しまして、在宅当番医制度運営事業として、休日

昼間の一次救急の受入態勢を構築しております。 

先ほど山岡部長の答弁にもありましたように、

現在市内で特に不足しております産科及び小児科

の診療所を市内に新規開業する方を対象に、出産

体制の確保及び安心して子育てができる環境整備

を図るため、市単独の補助事業の早急の創設を検

討してまいりたいと考えているところでございま

す。 

井関議員からのご提案を参考にさせていただき

ながら、県内にもこのような条例を制定されてい

る自治体もございますし、全国的なものも参考に

し、先ほど申しましたように創設について前向き

に検討をしていきたいと思います。 

医師会や愛媛大学医学部にもご協力をいただ

き、新しく開業される医師の掘り起こし等を積極

的に進めながら地域医療の確保に努めてまいりた

いと考えております。 

ご提案まことにありがとうございます。 

○議長 

井関陽一君。 

○13番井関陽一君 

大変ありがとうございます。 

今市長の答弁をお聞きしますと、産科・小児科

の開業補助事業を立ち上げたいという内容であっ

たんじゃないかなと思いますが、ちょっと私もび

っくりしておりますが、タイムリーにお答えいた

だきまして本当にありがとうございます。 

先ほどから申しておりましたように、市民病院

で対応するというのはなかなか大変なところもあ

るんじゃないかなと思いますので、この開業医に

よってそこをカバーすることができるのであれ

ば、それが一番いいのではないかなと考えており

ますので、ぜひともこの内容を進めていっていた

だけるようにお願いをしたらと思います。 

またもう１点このことについてお願いをしてみ
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たらと思うんですが、現在診察室はあいていない

と思いますが、将来野村あるいは市民病院におき

まして、診察室に空きができた場合、この診察室

を一般開業医に貸し出すようなことができない

か、これについてお伺いしたいと思います。 

○議長 

山岡医療介護部長。 

○山岡医療介護部長 

議員おっしゃったように、現在は空きスペース

はない状況でございます。仮にあったと想定した

場合ですけども、空きスペース等を利用しての貸

し出し、診療となりますと、市立病院とは別の診

療所としての届け出をしての利用となります。全

国でも非常に珍しい事例というか少ないんじゃな

いかというふうに思ってるんですけど、余りない

んじゃないかと思ってるんですけど、受付、会計

業務、それからまた診療報酬請求等の利用などさ

まざまな検討課題がございます。そこの中には電

子カルテシステムも当然別となってまいります。

そういったことですので、まずは市立病院として

必要とされる診療科の医師の各種招聘活動、ある

いは大学への協力依頼による設置などで、有効利

用を進めることにまずは集中し、必要がありまし

たら今後、新しい取り組みについても検討してま

いりたいというふうに考えているところでござい

ます。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 

井関陽一君。 

○13番井関陽一君 

思いつきで話しているのでなかなかこれがすぐ

に実現するということではないということは重々

承知しているわけなんですけども、今後、私のイ

メージとしましては大きなデパートなんかで中に

専門店が入るというような形で経営されているデ

パート等があると思うんですが、そういう形で病

院の中に病院があってもいいんじゃないかなとい

う発想のもとお伺いしたわけなんですが、これら

についても、なかなか新しい建物を建てて開業す

るというのは難しいかもしれませんが、そこの一

室を借りるということで考えると開業もしやすく

なるんじゃないかな、またその煩わしい病院会計

の会計処理なんかを一緒に共同でやっていくこと

ができるのであれば、ますますやりやすくなるん

じゃないかなということがございますので、いろ

いろな諸問題はあるとは思いますが、そこの辺を

一つひとつクリアしていきながら、こういうこと

についても考えていっていただきたいと考えてお

ります。よろしくお願いしたらと思います。 

次に、病院と市民、それをつなぐ健康のまちづ

くり応援団についてお伺いしたいと思います。 

市民と病院、行政の責務を明確化し、地域ぐる

みで地域医療を考える取り組みが稚内市では行わ

れていました。 

市民の責務としましては、１つ、医師に対する

感謝と信頼、２つ、健診の積極的受診、３つ、日

ごろからの健康管理、４つ、かかりつけ医・かか

りつけ薬局を持つ。 

病院としましては、１つ、医療の担い手の確保

と良好な勤務環境、２つ、患者の立場の理解と信

頼の構築、３つ、医療機関相互の連携。 

行政としましては、１つ、地域医療を守る施策

の推進、２つ、健康長寿を推進する施策の推進と

なっています。 

これらを掲げて行われているんですが、その中

で、感謝の思いを医師に伝えるということなどを

行う病院応援団、健康講座や特定健診を初めとす

る各種検診を推進する健康応援団、医師や看護師

を目指す子どもたちにキャリア教育を応援する未

来応援団、開業医や市民病院の医師を確保する努

力を応援する医師誘致応援団、これらをつくり、

地域ぐるみで地域医療を支える努力がなされてお

ります。 

そこでお伺いしますが、西予市としても、医療

体制や医師についてもっと市民に理解をしていた

だき、応援していただけるような取り組みが必要

と考えますがいかがでしょうか。 

○議長 

山岡医療介護部長。 

○山岡医療介護部長 

井関議員におかれましては市内地域医療体制維

持のための議員活動として、稚内市のような取り

組みについて研修をされ、先ほどご提言いただい

ておりますことに感謝を申し上げたいと思いま
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す。 

説明いただきましたように、市立病院や市内の

医療機関の良さを再発見し、感謝と応援の声を広

げて、あわせて隣近所身近なところから健康づく

りの声を広げていく、まちぐるみの運動を進めら

れている、まさに理想的な取り組みのご紹介だと

理解しております。 

当市では、平成29年に西予市地域医療対策検討

委員会を設置し、市民の代表者、医療関係者、福

祉・介護関係者や関係機関従事者等を委員に委嘱

しまして、地域医療対策プランや市立病院改革プ

ランを策定し、ご意見をいただきながら地域医療

の確保等を推進しているところでございます。 

この地域医療対策プランの中では、救急医療体

制の維持・確保、在宅医療の充実、災害医療対策

の３つを柱として、安定した経営による医療の確

保を進めているところでございます。また、両市

立病院では、ＣＡＴＶや出前講座等を利用しまし

て、医師・看護師等の従事者不足や苛酷な医療現

場の状況、救急の受診方法など市民の皆様にご理

解いただけるよう啓発等を行っております。 

現時点では、地域医療対策委員会や専門委員会

である病院改革推進委員会等を開催しまして、必

要に応じて市民説明会やアンケートの実施、その

ほかにも関係の広報活動を行っております。市民

の皆様のご理解、ご協力を得て進めているところ

でございます。 

今後進めていく中では、状況によっては、議員

がご提案いただきました進め方につきましても参

考に検討させていただきながら、市民の皆様にご

理解とご協力をいただき、共同で進められる地域

医療環境の整備と維持に努めてまいりたいと考え

ております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 

井関陽一君。 

○13番井関陽一君 

地域医療対策プラン等をつくられて進めていっ

ておられるということは十分理解をいたしました

が、まだまだ市民の方が病院のことを理解されて

いないんじゃないかなと。もう本当に、今はコロ

ナの対策で病院に気軽には行けない状態もありま

して数も減っているんだと思いますが、以前二宮

一朗議員が質問されたようなコンビニ受診とか、

そういうのがまだ続いていたりとか、そういうこ

ともまだ理解不足のところからそういった現象が

起こるんじゃないかなと思いますので、十分に市

民の皆様にも理解をしていただき、病院を育てて

いくということが大事になってくると思いますの

で、今の内容をますます充実させていただきまし

て、稚内市のような内容ができれば、また西予市

にとってもよいことではないかなと思いますので

よろしくお願いしたらと思います。 

それでは次に、政策についてお伺いしたいと思

います。 

西予市では、今回の新型コロナウイルス感染症

では、庁舎内で感染はなく、ましてやクラスター

感染などもございませんでした。 

庁舎内での感染や南海トラフ地震などの場合

に、本庁集中方式ではリスク回避が難しいのでは

ないかと考えます。本庁舎内でクラスター感染が

起きた場合、住民サービスに大きな支障が生じる

のではないでしょうか。地震における庁舎被災に

おいても同じことが言えるのではないでしょう

か。また、支所におきましても、初めから人数が

少ない上、支所にてクラスター感染や被災を受け

た場合にも、部を支所に分散していれば、支所機

能の手伝いをすることができますし、また、支所

の活性化も含めて有意義ではないかと考えます。 

ＩＣＴの活用につきましても、市長は、働き方

改革を考えるということを所信表明の中で言われ

ております。支所に部を分散したとしましてもテ

レビ会議等にて十分対応できるのではないかと考

えます。リスク回避の一助となるのではないかと

思う部の支所分散化について理事者の考えをお伺

いしたいと思います。 

○議長 

宗副市長。 

○宗副市長 

ただいま井関議員のご質問の感染症あるいは災

害等が発生した場合の集中方式から分散方式に市

役所の組織を変えたらいいんじゃないかというご

質問をいただきました。それにつきまして答弁を

させていただきます。 



 

 

 

- 52 - 

 

 

 

行政の組織機構につきましては、市の財政状況

でありましたり、職員定数の適正化等を踏まえ、

また、社会情勢の変化や多様化する市民ニーズに

対応するため、随時これまで見直しを行い、中長

期的な観点で再編、そして統合を実施してきたと

ころでございます。 

本庁に業務が集中することとなる、いわゆる本

庁支所方式は、平成23年度の新庁舎の完成に合わ

せて実施をしてきたものでございますけれども、

今後につきましても、基本的には現在の本庁支所

方式を維持していく考えでございます。 

しかしながら、現在小規模多機能自治制度の実

現でありましたり、地域づくり活動センターの設

置に向け、本庁支所間との機能の分散、あるいは

その整理統合等について検討を進めなければいけ

ないという状況になってございまして、近い将来

には組織の見直しも必要になってくるというふう

に考えております。 

ご提案の感染症対策や災害の対応策としての機

能分散でございますけれども、災害につきまして

は、現状の組織体制の中で、西予市業務継続計

画、いわゆるＢＣＰと言われるものでございます

が、これに基づきまして、発災直後の初期対応や

職員の配備、非常時優先業務を初めとする業務運

用を定めておりまして、そのマニュアルに沿って

対応をしていきたいというふうに考えておりま

す。 

また、今回の新型コロナウイルス感染症の対応

としまして、今後ＩＣＴ環境及び勤務環境の改

善、拡充を図りまして、県内や近隣の市町及び市

内の感染状況等十分に把握した上で、一時的に本

庁職員を支所、または公民館等で勤務をさせるサ

テライト勤務、また、自宅で勤務を行いますテレ

ワークなど、現状に応じた新しい生活様式、働き

方の新しいスタイルによる対応をとっていきたい

というふうに考えているところでございます。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 

井関陽一君。 

○13番井関陽一君 

ありがとうございます。 

ＩＣＴを使って、サテライト、あるいはテレワ

ークという環境の中で対応もできるんじゃないか

なという答弁であったかと思いますが、一つは支

所周辺の活性化という意味もありますので、支所

にある程度の人数を割くということによって、そ

の地域全体が活気ができるんじゃないかなという

ところもございますので、国のほうで考えます

と、どこかの省庁をどこかの市に、あるいはどこ

かの町にというようなことが昔から叫ばれており

ますが、なかなか実現に至っていないのが現状で

ありますので、小さな町からそういうことを一つ

ひとつやっていけば、またそれが国あるいは県に

つながっていくんではないかなという考えも持っ

ておりますので、ひとつこの辺も十分に検討をい

ただいたらと思っております。よろしくお願いい

たします。 

それでは最後の質問になりますが、新型コロナ

ウイルスの影響についてお伺いをいたしたいと思

います。 

まずは、経済の対策についてですが、①の経済

に対する影響の把握と④の飲食店への対応につい

てにつきましては、宇都宮久見子議員の一般質問

で回答いただいておりますので、今回は２番と３

番について質問したいと思います。 

学校給食中止による牛乳消費減少に対しまし

て、職員の方々に協力いただき、牛乳、コーヒ

ー、ヨーグルトをあわせて9,000本を超えるご協

力をいただきました。本当にありがとうございま

す。酪農家になりかわりましてお礼申し上げたい

と思います。 

消費協力をいただいたことは存じております

が、このほか何か対応をされたことがありました

らお聞きしたいと思います。 

○議長 

宇都宮教育部長。 

○宇都宮教育部長 

今ほどの議員のご質問、給食中止による牛乳消

費減少に対する対応ということでありますけれど

も、新型コロナウイルス感染症の影響による学校

給食の停止につきましては、３月４日から春休み

に入ります24日までの期間及び新年度に入り４月

20日から５月24日までの休業期間において、給食

で使用されなかった牛乳は200ミリリットルパッ
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クで6万4212本となります。 

このたび、学校給食用牛乳等の加工業者の損失

を対象としまして、国では学校臨時休業対策補助

金、また、新型コロナウイルス感染症対応地方創

生臨時交付金等の制度が創設をされましたので、

現在その要綱に基づき事業対応を進めているとい

うところでございます。 

このほか、５月12日から５月21日まで行いまし

た小中学校の分散登校の際におきましては、小学

校、中学校とも給食後の下校といたしました。ま

た、長期休業による学習のおくれを補い、学習内

容の定着を図るなど、児童生徒の学習を保障する

ため、今年度におきましては夏季休業を短縮とい

たしますけれども、この期間につきましても毎日

給食を提供することとしておりまして、牛乳だけ

でなく給食に関係する事業者様全般にできるだけ

影響の少ない対応をとりたいと考えております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 

井関陽一君。 

○13番井関陽一君 

ありがとうございます。 

加工業者に対しましても、国から出た事業を通

じて対応していただくということで本当にありが

とうございます。 

また、５月の分散登校におきましても給食を行

う、あるいは夏休みの短縮による給食についても

対応するという答弁をいただきましたので本当に

感謝申し上げたいと思っております。ありがとう

ございます。よろしくお願いいたします。 

続きまして、外食自粛によりまして、牛肉の価

格が下落していることにつきましては、昨日の久

見子議員の質問に対して把握しているとの答弁が

ありました。 

下落に対する対応は何かなされているのか、あ

るいは今後する予定があるのか。愛媛県のマルキ

ン発動の状況も含めてご回答願ったらと思いま

す。 

また、これに関連して、和牛子牛の価格も同様

に下落しております。これらに対する対応もござ

いましたら一緒にお願いいたします。 

○議長 

酒井産業部長。 

○酒井産業部長 

新型コロナウイルス感染症の流行により２月ご

ろから牛肉価格が下落しております。また、肉用

子牛価格も下がっており、以前は税抜で１頭当た

り平均70万円であったものが、現在は50万円を下

回るような価格になっております。 

価格の下落に対応するため、国では、肉用牛肥

育経営安定特別対策事業や優良肉用子牛生産推進

緊急対策事業、持続化給付金などにより支援を始

めたところでございます。 

また、価格の回復には牛肉の消費拡大が重要で

あることから、現在県において、国庫補助による

学校給食への活用計画が進められているところで

ございます。市におきましても、関係機関や教育

部局との連携により、西予市産牛肉の消費拡大に

つなげるよう事業を推進してまいりたいと考えて

おります。 

以上、答弁といたします。 

○議長 

井関陽一君。 

○13番井関陽一君 

ありがとうございます。 

国の持続化給付金等々によって対応をしている

ということでございますが、今ほど学校給食での

対応を県あるいは西予市でも考えているという答

弁でありますが、少し詳しくそのところを教えて

いただいてよろしいですか。 

○議長 

宇都宮教育部長。 

○宇都宮教育部長 

国の施策の中で、和牛と国産牛肉を活用した学

校給食提供の対応ということで国が進められてい

る状況がございます。この中で、西予市について

も対応ができるのではなかろうかということで希

望を出させていただいているというところであり

ます。一応金額等の関係もございますのでこれか

らということになりますけれども、今年度におき

まして３回程度お願いができるのではなかろうか

というふうに考えているところであります。詳細

は今後になりますので、この範囲の答弁とさせて

いただいたらと思います。 



 

 

 

- 54 - 

 

 

 

○議長 

井関陽一君。 

○13番井関陽一君 

国の対応で学校給食等で和牛の肉を消費すると

いうような対応がされるということで、西予市も

それに希望を出しているという答弁をいただきま

した。本当にありがとうございます。 

３回程度考えているということでございますの

で、子どもたちが和牛のいい肉を食することがで

きるという、こういう対応ができるということは

コロナのおかげかもしれませんが、そういったこ

と不謹慎になりますが、そういう対応をしていた

だけるということで今後ともよろしくお願いした

らと思います。 

それでは次に、健康維持についてお伺いしたい

と思います。 

このコロナの影響によりまして市の施設使用が

中止されました。各体操教室などの活動が中止に

なり、健康寿命維持のために努力されていた方々

にとりましては大変大きなダメージであったと推

察しております。 

自粛生活の中、フレイルの進行を予防するため

に何か対応をされたのかお伺いをいたします。 

○議長 

藤井生活福祉部長。 

○藤井生活福祉部長 

体育施設使用禁止による健康維持への対応につ

いてお答えをいたします。 

今般の新型コロナウイルス感染症拡大防止のた

め、不要不急の外出自粛など、市民の日常生活に

もさまざまなところで影響があらわれているとこ

ろでございます。中でも社会体育施設や保健セン

ター、公民館等の使用禁止により利用者の方々に

大変ご不便をおかけいたしました。この間、運動

不足からくるストレスなど心身ともに健康面の心

配をされていることと思います。 

また、新型コロナウイルス感染症は、高齢者や

基礎疾患がある方が感染した場合、重篤化につな

がることがあり心配をされている市民も大勢いら

っしゃることと思います。特に、今回の感染症に

おいては、外出自粛から歩くことや運動をする機

会が少なくなり、筋力が弱まることにより要介護

状態となってフレイルを引き起こす懸念がござい

ます。ご承知のとおり、フレイルとは加齢によっ

て心身が弱る状態のことですが、今回の新型コロ

ナウイルス禍では、フレイル予防に大切な、歩

く、会話する、食べるなどの日常生活に不可欠な

行為に対して影響が及ぶこととなりました。 

このような環境の中、本市では、高齢者の健康

維持の面からのフレイル予防対策として、４月

27日から５月29日までの期間45回にわたり元気

だ！せいよ体操を西予ケーブルテレビで放映する

とともに、行政情報番組において、５月15日から

５月29日までの期間34回にわたり短くまとめた体

操と感染症情報をあわせて放映し、フレイル予防

の喚起を行ったところでございます。 

また、５月下旬には、本市ホームページにおい

て、自宅でできる簡単で効果的なフレイル予防運

動の紹介、今月発刊の広報せいよ７月号において

もさらに詳しく紹介することにしております。 

現在施設の使用制限を段階的に緩和しておりま

す。今後は、感染症の状況を把握しながら、ま

た、利用者の代表者の方には、利用者の体調の見

きわめを初め、３密を回避するなどの感染予防対

策をしっかりと講じていただき、施設をご利用い

ただきたいと存じます。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 

井関陽一君。 

○13番井関陽一君 

フレイル対策予防として、45回にわたり元気

だ！せいよ体操等をＣＡＴＶ等で放映されたとい

うことでございました。そしてまた、情報番組と

しましても、短くまとめた体操の情報を放映した

という答弁でございましたが、一つ提案なんです

けれども、私個人に、おうちでレッツチャレンジ

と銘打ったひとつのカレンダーのようなものをい

ただきました。ある体操教室からいただいたんで

すが、これにはスクワットとかストレッチとかウ

ォーキング、そういった項目がありまして、これ

ができたらマルできなかったらバツというような

形で、毎日チェックするような方策がとられてお

りました。これを毎日つけることによって、自分

が運動できた、できなかったということを把握で
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きますので、こういったものを一つつくって、高

齢者の方にお配りするのも一つの手ではないかな

と思いますので、一つそういうことも今後考えて

もらったらと思います。よろしくお願いいたしま

す。 

最終質問です。 

遠隔授業についてですが、昨日の二宮一朗議員

の質問に対しまして、ＧＩＧＡスクールにて１人

１台のノートパソコンを準備し、無線ＬＡＮの環

境を整え、令和３年には、家庭のインターネット

環境にて遠隔授業にも取り組むといった回答では

なかったかなと思いますが、私が思っていた取り

組みがもう既になされておりまして非常に感謝を

申し上げるところではございますが、その中で２

点お伺いしたいと思います。 

ノートパソコンの導入ということでございまし

たが、現在の子どもたち、タブレットのほうが持

ち運びもしやすく、操作についてもなれているの

ではないかなと思いますが、ノートパソコンでは

なくタブレットに変更したほうがよいのではない

かなと考えますが、そこのことについてお伺いし

たいと思います。 

また、小学校におきましては、英語の授業が取

り組まれることになっております。先進地におき

ましては、タブレットを利用した授業が行われて

いるようですが、小学校の英語の授業に対しての

取り組みの対応についても一緒にお願いしたらと

思います。 

○議長 

宇都宮教育部長。 

○宇都宮教育部長 

今ほどの議員のご質問にありましたまずタブレ

ットがどうかということであったと思います。 

これは今回のＧＩＧＡスクールの国の要綱の関

係上、キーボードが必須ということになっており

ます。タブレットでは着脱式のキーボードを別途

購入しなければいけないということになってまい

ります。今回におきましては、２イン１と言いま

して、ノートとタブレットが両方利用できるよう

なそういう形の機器を導入したいというふうに考

えているところであります。 

また、２点目のご質問につきましてですけれど

も、今回遠隔授業をする場合の効果、ここもちょ

っと含めながらご説明をさせていただいたらと思

いますが、整備をしますと従来の紙の資料が電子

化をされまして、オンラインで配信、また共有が

できるということになってまいります。宿題や課

題の配布、提出状況の確認、採点、返却などをオ

ンラインで簡単にできるようになるため、これま

で以上に児童生徒の理解度に応じた指導ができる

ようになってまいります。 

また、学年、学級、部活などでグループを作成

し情報共有ができるようになることから、授業中

や部活中に質問ができなかった、そういうような

ところを、またしづらかったところを文字として

発信でき、教員は児童生徒一人ひとりの声をリア

ルタイムで確認できるようになるという利点がご

ざいます。 

議員おっしゃいました英語の授業の関係でござ

いますけれども、学校とＡＬＴ、外国語指導助手

がおりますが、こちらを遠隔授業でつなぐこと

で、ＡＬＴによる英語の授業を複数校同時に開催

し、授業の回数を増やしたり、時間を確保したり

できるなど効率的な授業が可能となるというふう

にも考えております。 

このほか、日本と時差の少ない外国の方とを結

んだ遠隔授業の実施など、よりネイティブな体験

も技術的には可能となりますけれども、相手方の

授業の準備に時間がかかるようなことや費用の発

生などの課題もございますので、当面はＡＬＴを

活用した英語の授業を進めてまいりたいと考えて

おります。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 

井関陽一君。 

○13番井関陽一君 

ありがとうございました。 

本当にいろいろ考えていただいているようでご

ざいますし、何かこう話を聞いていますと、本当

に学校の授業内容が非常に楽しいものになってく

るんじゃないかなと、わくわくするような思いで

いっぱいでございます。 

タブレットに関しましてはキーボードがないと

いけないということで、今回なかなかタブレット



 

 

 

- 56 - 

 

 

 

に変えるということは難しいという話でございま

したが、２イン１ですか、よくわかりませんけど

も、そういったノート型とタブレットを兼ね合わ

せたような内容となっているということでござい

ましたので、その辺も今回はそれでいいのではな

いかなと思いました。 

今回いろいろ質問させていただきましたが、こ

の内容が少しでも西予市のためになればと思って

おります。 

本当にきょうはありがとうございました。 

これにて一般質問を終わります。 

○議長 

暫時休憩いたします。（休憩 午前９時44分） 

○議長 

再開いたします。（再開 午前10時00分） 

次に、４番宇都宮俊文君。 

宇都宮俊文君。 

○４番宇都宮俊文君 

改めましておはようございます。議席番号４番

宇都宮俊文です。 

議長より発言の許可をいただきましたのでよろ

しくお願いします。 

まずは早朝より傍聴に来ていただきましてまこ

とにありがとうございます。背中を向けておりま

すが御礼申し上げます。 

この新型コロナに対する質問ですが、聞いてお

りましたらきのうの宇都宮久見子議員、そして先

ほどの井関陽一議員の質問とほとんど重複します

ので、この件に関しては、もう私のほうからは質

問は控えさせていただきたいと思います。また、

酒井産業部長の丁寧で非常にわかりやすい答弁が

ございましたので、それとほとんど理解できまし

たので割愛させていただきます。 

西予市の新型コロナウイルス感染症対策総合相

談窓口、これは本当に早い対応をしていただいた

なと思っております。それから、西予市独自の中

小企業者等経営安定補助金、これにつきまして

も、県内でも早々につくられてよかったなと議員

全員で感じております。それからまたそのあとで

きましたせいよ買い物応援事業、これにつきまし

ても、これも本当いいなと思います。これを使う

ことによって、少しでも多くの人が買い物行った

り、食事に行ったりしてもらうんでいいかなと。

私もきのう早速10冊ほど買わせていただきまし

て、酒を飲まないものが言うのはおかしいんです

が、どんどんこれから飲み食いをしてもらわない

といけないと思っております。当然議会でも市役

所でもそうですが、送別会、歓迎会、いろいろな

会議、飲み会止めて、それで市内の業者の方かな

り困っておると思います。東京の新宿のほうとは

違いますんで、できる限り懇親会をするべきでは

ないかなと思っております。私も家族連れて毎週

食事には行こうかなと。それが自分らにできる一

つではないかなと思っております。 

それから、支援策、融資はやっぱりこれ借金で

すから、それぞれの事業者、融資を受けれる方は

まだいいと思いますが、ただ本当に一生懸命事業

やられている方、ただでさえ一生懸命なのに、こ

れでまた融資を受けて、例えば60歳の人がこれか

ら事業をやってお金を返していけるのか、なかな

か大変なことではないかなと思います。 

私もミカンつくりやっておるんですが、かんき

つの場合今の時期はそんなに影響はなかったんで

すが、これから先なかなか読めません。やはり消

費が低迷しているし、単価がどうなるのか、売れ

るのか、そういう心配ありますんで事業をやられ

てる方大変だろうと思います。 

ちょっと息苦しいんでちょっとだけマスク外さ

せていただきたいと思います。 

こういうぐあいで、特に今明浜私の知り合いで

も、一つが真珠業者、春先ご貝がへい死したりし

て、その人が言うには、かえって春先死んでくれ

たからよかったという意見も言ってました。これ

がいつもどおりご貝を買って養殖していたら、全

くこのごろ売れないと、２、３年ずっと在庫を抱

えているということで、抱えながらだんだんだん

だん単価が下がっていくという今状況だそうで

す。真珠も大変で特に景気が悪くなると売れな

い。 

それから養殖、特にタイなんかは、大体１キロ

から１キロ500グラムが売れ筋で、それを超える

と商品価値がなくなるということで、ただえさは

やらなくてはいけない、しかし大きくなったら売

れない。こういう本当大変なところがあろうかと
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思います。それからヒラメとか高級魚に関しても

そうですが、どうしても消費の落ち込み、それか

ら先ほど井関議員も言われておりました酪農関

係、畜産、養豚、これらもなかなかこれからが本

当どういう策があるのか大変だろうと思います。 

市としてできること、国のどういう支援策があ

るのか、細かくその人たちに伝えてもらうのが市

の務めではないかなと思います。だから市として

できることはかなりやってもらってるかなという

感じがします。少しでも早い解決を願いたいと思

います。 

それから先ほど思いついたんですが、特に今ち

ょっと私マスク外させてもらってるんですが、し

ゃべるだけでも息苦しくていけないと。私も朝こ

こまで上がるのに、前は無理して歩いて上がって

たんですが、今マスクやって６階まではよう上が

りません。 

今子どもたちが朝保育所、学校行くのに全てマ

スクやって行きます。本当にこのマスクをやるこ

とによって口の中が乾燥せずに脱水状態になるの

も気がつかない。これはもう当たり前のことです

ので、ここで言ってもしょうがないことですが、

これが本当に正しいのか。例えば愛媛県の小中学

校、保育所でマスクをやらして、それによって熱

中症のリスクはかなりあると思われます。これの

判断は専門家によっていろいろ違うと思うんです

が、それでも愛媛県で強制的にマスクをやってい

いのかなという心配を今持っております。特に今

から夏暑いときに、子どもたちはマスクしないと

いけないからやっているが、果たして正しいの

か。例えば保育所だったら、市の管轄なんでマス

ク指導してくださいと言って、現場の職員がどう

いう対応されるのか。そこら辺もやっぱり柔軟に

愛媛県に合った、この地区に合った対応をしてい

かないと、東京と同じ対応しても問題があるかな

と思います。 

これに対して質問をすると通告外になりますの

で、この後信宮議員のほうに似たような関連質問

があるということですので、そちらで私の今の考

えを含めて答弁していただいたらと思います。 

それではこれから本題に入りたいと思います。 

２番目ですが、過疎地域における問題点につい

て。 

まず過疎になると何が不便になるのかというこ

とで考えてみました。一つが毎日の買い物、ごみ

出し、また救急医療、それから介護、教育、自治

活動などなどさまざまな問題があると思います。 

その中で今回は、買い物困難者、ごみ収集事

業、いわゆるごみ出しの問題、そして救急医療、

この３つについて質問したいと思います。 

まず、買い物困難地区についての質問ですが、

過疎地域においては店舗が次々と閉店し、自家用

車のない家庭においては、毎日の食料品などの買

い物がとても困難になっております。 

明浜町においては、農協マーケットが過去５店

舗あったのですが、全て農協が撤退いたしまし

た。これによって、地区によっては地元の人が本

当半分ボランティアの感覚でお年寄りのためにと

いうことでやってもらっております。４店舗は今

動いてるんじゃないかなと、ちょっとはっきりし

た情報ではないんですが、そういう状態です。 

それからガソリンスタンドもだんだん少なくな

って本当に困っております。というのも、車があ

る方は、車で宇和町とか行けるんですが、例えば

冬場の灯油が要る時期、ストーブに入れる灯油買

うのにお年寄りが灯油を買いに行く場所がない。

これ本当に現実問題ことしありました。宮之浦地

区のほうで、スタンドが毎日あいてないというと

ころで、どうやって灯油買いに行くのかなと、こ

れ本当に死活問題です。 

こういう問題が非常にあります。特に明浜にお

いてはコンビニもありませんし、当然飲食店もあ

りません。そんな中でお年寄りが困っているとい

うところでございます。 

まず明浜町における店舗の数、それから状態を

お尋ねしたいと思います。 

○議長 

山住政策企画部長。 

○山住政策企画部長 

それではまず明浜町の現状についてお答えをさ

せていただきます。 

宇都宮議員のご指摘のとおり明浜町におきまし

ては、東宇和農協が運営されておりました５店舗

のうち、４店舗が地域の方によりましてその店舗



 

 

 

- 58 - 

 

 

 

を引き継いで営業を続けていただいております。 

そのほかにおきましては、明浜町内では７店舗

ほどの商店が営業されているということで認識を

させていただいております。 

以上です。 

○議長 

宇都宮俊文君。 

○４番宇都宮俊文君 

ありがとうございます。 

これに対してどのような支援策というか方法が

あるのかその点をお尋ねしたいと思います。 

○議長 

山住政策企画部長。 

○山住政策企画部長 

ただいまのご質問でございますけども、店舗そ

のものを直接的に、経営自体を支援する制度その

ものはございません。 

市としての対応についてでございますけれど

も、先ほどもご説明ございましたが現在全国の過

疎化が進む地方におきましては、買い物難民問

題、まさに直面をしておる大きな課題であるとい

うことであろうかと思います。本市におきまして

も例外ではなく、経営難によります廃業また事業

の撤退によりまして、そういった商店をやめてし

まうといった方々が後を絶たないといった状況に

ございます。 

このような地域課題に対しまして、全国におき

ましては、地域住民が出資して株式会社を設立し

て商店の経営に取り組む。また、自治センター内

に店舗を構えて運営を行う。高齢者を中心とした

送迎サービス、買い物支援、そういったものを含

めてでしょうけども、そういったサービスの提

供。このように地域住民が主体的に課題解決に取

り組むといった事例がございます。 

当市におきましても、地域発「せいよ地域づく

り」事業によりまして、地域住民の皆様が地域課

題を共有し、主体性を持った問題解決に向けた取

り組みが数多く見られるところでございます。こ

の取り組みはことしで10年目を迎えております。

徐々にではありますけれども地域の組織力、また

実践力は成熟しつつあるのではないかというふう

に感じております。 

これから、その活動をより支援する体制整備と

いたしまして、地域づくり活動センターの設置に

ついて鋭意取り組んでいるところでございます。

この地域づくり活動センターにおきましては、買

い物難民問題を初めとするそういった地域の課題

解決に主体的に取り組んでいただきたいと考えて

おります。当然全ての地域課題を地域住民だけで

解決できるといったものではございません。地域

にできること、また、行政がやるべきこと、地域

と行政が協働してやること、そういったことを見

きわめながら、これからの人口減少に立ち向かう

ことができるまちづくり、また地域課題の解決に

向けて取り組んでまいりたいというふうに考えて

おります。 

以上でございます。 

○議長 

宇都宮俊文君。 

○４番宇都宮俊文君 

すみません。１年ぶりの質問でルールを忘れて

おりました。失礼しました。 

本当に大変で深刻な問題になろうかと思ってお

ります。ただ、私の地域狩江地区はまだ多少若い

人がおって、個人名出すんですが、原田さんとい

う方が、もう赤字覚悟でやるというところでマー

ケットにもともといたパートさんをそのまま雇っ

て今までと同じ体制でやってます。そういう姿を

見て地域の人が少しでもマーケットで買い物しよ

うという今流れになってますんで、何とかいいか

なと思うんですが、ただやはりだんだんそれでも

人が少なくなって、売れるものが少なければ利益

もないというところで、せめて５年ぐらいでも続

けてやってもらえればいいし、できれば10年やっ

ていただきたいというところでございます。 

これは明浜だけに限ることはないと思います。

野村、城川の山間部のほうでも一緒だろうと思い

ますが、いろいろな策を練ってもらって、特に今

から自治センター化されますので研究していただ

きたいと思います。 

この後のごみの問題のところに関してもまた一

緒の答弁になろうかと思いますがやりたいと思い

ます。 

続きまして、家庭ごみの収集事業についての質
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問でございます。 

まず西予市が合併して人口は減少しておりま

す。この間の家庭ごみの量とそれから処分に係る

経費の内訳を問いたいと思います。 

○議長 

藤井生活福祉部長。 

○藤井生活福祉部長 

西予市家庭ごみの現状についてお答えをいたし

ます。 

令和元年度の事業系ごみを除く家庭ごみの総排

出量は8,631トンで、内訳といたしまして、燃や

すごみ5,942トン、資源ごみ2,443トン、埋立ごみ

246トンとなっております。また、事業系ごみを

除いたリサイクル率は28.3％でございます。 

人口減少などの影響により、平成29年度までは

ごみ排出量が減少傾向にありましたが、平成30年

度と令和元年度は微増に転じており、これにつき

ましては、平成30年７月豪雨の影響により粗大ご

みを中心とした排出量が増えたものであると考え

ております。 

次に、家庭ごみの処理経費ですが、令和元年度

の支出では、燃やすごみの焼却委託費用が約2億

円、ごみ収集運搬委託料が約2億1000万円など、

総額で約4億7000万円となっており、一方、歳入

は、指定燃やすごみ袋の販売手数料約4600万円、

資源ごみの売却収入約1100万円を初めとして、総

額で約8200万円であり、差し引きの結果として、

実質約3億9000万円の費用が必要となっておりま

す。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 

宇都宮俊文君。 

○４番宇都宮俊文君 

それでは各旧町別に分けて、家庭ごみの排出状

況はどのようになっているのかもう一度お尋ねし

ます。 

○議長 

藤井生活福祉部長。 

○藤井生活福祉部長 

旧町別の家庭ごみの排出状況についてお答えを

いたします。 

令和元年度における家庭から収集している燃や

すごみの旧町別の年間排出量につきましては、明

浜地区が560トン、宇和地区が2,554トン、野村地

区が1,210トン、城川地区が368トン、三瓶地区が

1,250トンとなっており、合計5,942トンでござい

ます。 

この数値を市民１人当たりの排出量に換算しま

すと、排出量が最も多い地区は三瓶地区で、１人

当たり年間188キログラム、最も少ない地区が城

川地区で、１人当たり年間114キログラムとな

り、その差は74キログラムとなっており、明浜地

区・三瓶地区の海岸部に比べ、野村地区・城川地

区の山間部のほうが少ない傾向にございます。 

市では、この要因を探るため、宇和・城川・三

瓶地区を対象に、燃えるごみの実態調査を実施い

たしました。その結果、燃えるごみに含まれる生

ごみの割合が、三瓶地区が最も高く46.3％、続い

て、宇和地区が44.9％、城川地区は最も低く

42.8％となり、この生ごみの割合が排出量の差に

反映されていることがわかりました。この背景に

は、山間部における田畑等への生ごみ堆肥化によ

る減量効果が大きいと考えており、これらのご努

力が焼却費用の削減につながりますので、市とし

ましても大変感謝をしております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 

宇都宮俊文君。 

○４番宇都宮俊文君 

旧町別で統計出していただきました。海岸部、

三瓶・明浜では生ごみが多い、山のほうでは少な

いということでございます。 

これデータをとったわけではありません、私の

想像ですが、海の近くでは魚１匹丸ごと使いま

す。例えば、小魚以外タイであったり、アジでも

大きいの、ハマチであったり、これを刺身にして

食べたら残ったかすが生ごみになります。多分宇

和とか町なかの人はパックに入って切り身になっ

たのを食べるんで、山のほうの方は、多分魚の消

費が少ない、生ごみは畑へ入れられるというとこ

ろだろうと、私の想像です。 

ただこれはいつも議員がこんなことを言うちゃ

いけんとよく言われるんですが、海の魚というの

は、食べて、昨年も言われたことなんですが、頭
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を海へ返すという行為は、これは絶対違法ではな

いと思います。これ国にかみついてもいけないん

ですが、これによって海に栄養ができて有機物に

なるわけで、今これをしない、何もかも処分場で

塩素まぜて浄化して海へ流す。これによって海が

やせている状態が今本当に顕著に出てます。例え

ば広島県だったり、カキの養殖されるのに、今有

機物が少ないんでカキが育たないと。それで、今

完全に浄化しないものを流してやろうかというよ

うな試験までされているところが本当にありま

す。 

だからこの辺、例えば西予市で条例をつくっ

て、魚だけは海へ返すとか、そういう検討も私は

できるんではないかなと。行政だから捨ててはい

けない、そうじゃなしに、正しいものは海へ捨て

るんではなしに返すことが、私はこれ胸を張って

言うべきではないかなと。これによってごみ減り

ますし、前回も言いましたが、やっぱり生ごみは

本当に西予市においては養豚、畜産場あるんで、

これと牛糞とかまぜれば堆肥になって、多少面倒

くさいし経費はかかるかもしれませんが、そうい

う市をつくれる状態が、西予市はそろってるん

で、こういうところは日本中探してもそんなにな

いと思います。それに少々金がかかってもそうい

う取り組みをして、少しでも化石燃料を使わずに

元気な市にしていく、そういう雰囲気をつくれ

ば、当然市民の皆さんも変わってくると思いま

す。堆肥つくって、それを田んぼとか畑に入れて

もらう。そこでできた野菜を学校給食とかに使っ

てもらう、そういう全体の仕組み、前回も言いま

したが、そういうところをやっている自治体も実

際あります。そこら辺職員の皆さんも優秀な方お

られますんで、また、一緒に検討していただいた

らと思います。 

原稿に書いてないことなんで、ちょっとあれな

んですが。それでは本題に戻ります。 

先日、野村町渓筋のほうを回りました。あの地

区は結構坂道が多くてごみ出しが本当に遠くて困

っとるんよということで話聞きました。私も実際

現場行って見たら大体一番遠いところで600メー

ターごみステーションまでありました。急な坂道

で、ちょうど92歳のお年寄りの人と話したんです

が、ちょうど道路端に缶々があって、これごみ焼

かれてるんやなと思って感じたんですが、当然生

ごみは畑入れられておるというところでほとんど

出してないんじゃないかなと思いました。どうさ

れよりますかという話したら、私は車乗れんので

ごみ出しはもうあっこまでよう降りませんと、本

当に困っておるということでいろいろ話たんです

が、松山におる娘が帰ってきたときにビールの空

き缶は持って帰ってくれると、松山まで持って帰

ってくれるんよということまで言われましたん

で、やはりこういう地域、特に野村・城川山間部

行ったらかなりあろうかと思います。 

ただ一概に数字だけ見て、野村・城川はごみス

テーションの数が多いです。遠回りしたら経費が

かかりますではなしに、もう少し現場に合ったや

り方、もう少し親切なやり方、予算がいれば別の

ところ、例えばまちづくりのほうから出すなり、

そういうふうな考え方も今からしていただかない

とお年寄りが住めないまちになりよるんではない

かなと思っております。 

明浜のほうでも「ごみ捨て場が遠くていけん」

とたまに言う方おります。そこで私言うんです

が、野村・城川の人らやったら、坂道を遠いとこ

まで持っていきよるんやけん明浜は我慢してくれ

よということまで言っております。やはりそうい

う状態で、数、人口割ではない。同じこと申しま

すが、１軒、２軒のところであっても遠ければ何

とかしてあげる。 

きのうの二宮議員の質問にもありましたが、ふ

れあい収集、これはいいとは思うんですが、やは

りごみを出すのにお金がかかるというのはちょっ

とどうかなと思います。ほかの例えば、買い物の

代行をしてあげて、それのついでにごみを集めて

もらうとか、そういう取り組みも一緒に考えても

らったらと思います。 

この件に関して、再質問でございますが、何か

意見があれば、案があればお願いしたいと思いま

す。 

○議長 

藤井生活福祉部長。 

○藤井生活福祉部長 

山間部におけるごみステーションの対応につい
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てお答えをさせていただきます。 

まず市内におけるごみステーションの状況でご

ざいますが、西予市は、合併以前の旧町別のごみ

ステーションをそのまま引き継いでおりまして、

現時点においては、明浜地区43カ所、宇和地区

212カ所、野村地区301カ所、城川地区127カ所、

三瓶地区77カ所、市内合計で760カ所となってお

り、各自治会において管理をいただいておるとこ

ろでございます。 

次に、ごみステーション１カ所当たりの対象世

帯数につきましては、各地区の世帯数を箇所数で

割った単純な計算ではございますが、明浜地区、

宇和地区、三瓶地区は35世帯から43世帯に１カ所

に対して、野村地区と城川地区では12世帯に１カ

所となり、野村・城川地区は面積が広い中で集落

が点在していることから、他の地区よりもごみス

テーションの配置割合を高くして対応をしている

ところでございます。 

しかしながら、実際にごみステーションまで距

離がある世帯は、山間部はもちろん市内各地にお

いて存在するのは事実であり、これらの要望が自

治会から寄せられた場合には、個別に確認しなが

ら対処させていただいているところではございま

すが、約2億円の経費が必要なごみ収集運搬委託

費において、収集距離及び時間の増加はさらなる

費用を伴うことから、ごみステーションの新設に

ついては慎重に検討せざるをえないのが現状でご

ざいます。 

なお、高齢者が歩行で困難な方や障がいを持た

れている方などがごみステーションまでの距離が

遠く苦慮されている場合の要望には、先ほど議員

がおっしゃったように、ごみステーションの増設

ではなく、直接玄関先まで出向いて個別収集を行

うふれあい収集事業を紹介して対応をさせていた

だいております。 

地域のごみステーションに対する要望につきま

しては、今後もその要因を確認させていただきな

がら、よりよい方法について検討をさせていただ

きます。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 

宇都宮俊文君。 

○４番宇都宮俊文君 

ありがとうございます。 

今野村地区の数聞いて本当びっくりするぐらい

あるんですが、それでも大変なところがあろうか

なと思われますので、今回私これを言ったことに

ついて、部長初め現場まで行ってもらったという

ことを聞いております。ありがとうございます。

できる限りの対応をしていただきたいと思いま

す。 

それと先ほど言いましたまちづくり、あるいは

自治センターになった場合に、例えばでございま

すが、便利屋さんみたいな、家の電球が切れたか

ら変えてくださいとか、ちょっとしたこと、こう

いうことが自治センターの職員ができるような体

制も一緒にしてもらったらいいんではないかなと

思います。例えば日を決めて週に１回買い物に連

れていくようなことができればいいし、そのつい

でにごみを持って帰ってくれるというやり方、こ

れ市長頭かかえるような問題になるかもしれませ

んが、これをやっぱりやることによって、どうし

て今公民館を自治センター化にするのか。こうい

ういいところを出していかないと、多分住民は面

倒くさいばっかりで役員になる人もおるかいとい

うのが今現状でございます。 

うちの地区においても、役員、今頭の人は決ま

ってますが、次誰がやるのかといったら皆逃げ腰

になります。もっともっとお年寄りばっかりの地

区に関しては、この制度をやってもなり手がない

という状況が必ず出てくると思いますんで、先進

地を見られて勉強するのも大事ですが、よその地

区がやってないこと、全国でやってないことを最

初に西予市が打ち出してやる。そうすることによ

って全国から視察に来てもらって、モデルになる

ような地区をつくってもらう。そうすることによ

って補助金も、うまくやれば国から引っ張ってこ

れるのではないかなと思いますんで、ぜひそうい

う前向きな考え方でやっていただきたいと思いま

す。 

今のことを交えましてまちづくりのほうから、

現時点での対応策があればお願いしたいと思いま

す。 

○議長 
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山住政策企画部長。 

○山住政策企画部長 

今ほど宇都宮議員の地域課題の解決のための小

規模多機能自治、地域づくり活動センターの役割

といいますか、そういったことについてのご質問

かと思いますが、これにご答弁させていただきま

す。 

まずごみ問題でございますけれども、これにつ

きましては、市が地域づくり活動センターにその

地区内の個人宅からその集積場所までの運搬を委

託するという形であれば、地域限定の収集という

ことで、これはボランティアという形になろうか

と思いますけども、そういったことで地域の方が

協力していただくような仕組みがつくれようかと

考えております。 

当市におけます地域課題というのはそれぞれの

地域でまさしく多種多様であるといえます。今ほ

どのごみ問題もこれから将来的には直面をしてい

くであろう課題ですし、また、買い物難民の問

題、ガソリンスタンドの撤退による石油難民、そ

ういった問題がさまざま出てくるかと思います。 

それらの問題解決のためには、地域課題に取り

組まれている先進地事例の共通するところといた

しまして、地域住民が主体に取り組んでいるこ

と、その活動が自治センターを拠点としているこ

と、当市におきましては地域づくり活動センター

という名称になろうかと思いますけれども、そう

いったことによりまして、それぞれの地域課題は

さまざまであろうかと思いますけども、どの課題

をまず優先的に取り組むのか、またその解決の仕

方もそれぞれの地域に合ったやり方があろうかと

思います。そういったことも地域で考えていただ

きたいと、またそれは市でも支援をしていきたい

と思います。 

活動拠点としての地域づくり活動センターを今

後整備してまいりたいというふうに考えておりま

すし、地域住民が地域課題を共有し、またそれを

解決に導く実践の場となるように、この取り組み

をさらに推進していきたいと考えております。 

以上でございます。 

○議長 

宇都宮俊文君。 

○４番宇都宮俊文君 

ありがとうございます。ぜひよろしくお願いし

たらと思います。 

それでは大体いい時間になりましたんで、最

後、救急医療体制についてお尋ねしたいと思いま

す。 

１つ目、山間部または辺地における現状につい

てお尋ねします。 

西予市には、山間部や辺地が多く点在し、救急

搬送にはかなりの時間を要していると思います。

明浜町、城川町においては、救急出張所を24時間

体制にしていただき本当に住民安心しておりま

す。それでも遠いところでは救急車が来るまでに

20分以上かかって、病院まで行くのに小１時間か

かるという状況があります。また野村の惣川、大

野ヶ原についてもご存じのように遠いところでご

ざいます。 

このようなところの救急車の到着時間、それか

ら搬送時間、そのところどうなっているのかお尋

ねします。 

○議長 

佐藤消防長。 

○佐藤消防本部消防長 

それでは山間部などの周辺地域における救急の

現状について、マスクをしたままでお答えさせて

いただきます。 

当市の令和元年の救急統計では、救急出動から

現場到着までの全体の平均所要時間というのは９

分50秒でございまして、全国平均では８分42秒と

なっておりますので、比較をしますと１分強長い

状況にございます。各町においては宇和町が７分

13秒、野村町が10分34秒、明浜町は13分44秒、城

川町が10分30秒、三瓶町７分10秒となっておりま

す。 

そのうち20分以上を要した事案といいますの

は、全救急件数2,224件中164件ございまして、そ

の内訳は、明浜町が58件、宇和町11件、野村町

70件、城川町20件、三瓶町が５件となっておりま

す。明浜町と城川町の救急出張所が24時間体制と

なったことで、以前よりは大きく改善をしたとこ

ろでございますけれども、野村町や明浜町におい

ては時間を要する事案が多いといった状況にござ
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います。 

また、野村町の惣川地区、明浜町の田之浜地区

におきましては、患者を救急車に搬送して、最寄

りの二次救急病院までの搬送時間が、平均で60分

以上かかる状況にあります。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 

宇都宮俊文君。 

○４番宇都宮俊文君 

続きまして、明浜町田之浜においても、何度か

ドクターヘリが来てもらったというところがあり

ます。20分で松山から来られて、すぐ搬送すると

いうところで海岸部でもそうですし、山の奥のほ

うでも同じ時間で搬送できるということで、本当

にこれありがたいもんだと思うんですが、この今

の出動状況、それから活用方法など細かくちょっ

とお尋ねしたいと思います。 

○議長 

佐藤消防長。 

○佐藤消防本部消防長 

ドクターヘリの現状についてお答えをいたしま

す。 

ドクターヘリの要請基準と申しますのは、遠隔

地であること、それから生命の危険が切迫してい

ること、またはその可能性が疑われている患者、

もしくは医師による早期治療開始が必要と判断さ

れる場合というふうにされております。 

私どもでは119番通報の時点で、空振り覚悟で

判断をするようにしておりまして、積極的にドク

ターヘリの要請をすることというふうにしており

ます。 

平成29年２月にドクターヘリの運航が開始され

てから現在までに、市内で92件の要請をしており

まして、うち70件の出動がありました。内訳は、

明浜町４件、宇和町18件、野村町32件、城川町

14件、三瓶町が２件でございます。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 

宇都宮俊文君。 

○４番宇都宮俊文君 

70件出動しているということで便利なものがで

きたなと思っております。ただこのヘリはどこで

も降りれるわけではございませんし、今臨時で降

りれるランデブーポイントというんですか、でき

ております。それで、例えば明浜町でも豪雨のと

きに田之浜地区が孤立してしまいました。この間

救急搬送はほとんどなかったということでおった

んですが、仮にこのときに救急搬送すれば、田之

浜から俵津を通って宇和には行けないという、本

当にそういう時期が１カ月近く続きましたので、

日常の救急だけではなく、災害時の対応として

も、このヘリが降りれる場所、常時ヘリポートと

して整備できればいいですが、それができないと

ころは、緊急時でもさっと降りれる、例えば今で

あったら小学校のグラウンドに水をまいて臨時に

降りたりしてるんですが、その場合でも、ヘリが

上空で回って散水が終わってそれから降りれると

いうところがあったり、また、それをやることに

よって近隣の家に迷惑をかけたりするというとこ

ろが聞いてみればよくあるというところでござい

ます。 

やっぱりそういうことも解決の一つではないか

と思いますが、それに関してどう思われるでしょ

うか。再質問お願いします。 

○議長 

佐藤消防長。 

○佐藤消防本部消防長 

それでは市内のヘリポートの現状についてお答

えをさせていただきます。 

まずドクターヘリが着陸して、それから救急車

から患者を移しかえる合流点のことをランデブー

ポイントというふうに呼んでおります。この場所

は、約35メートル四方の水平な土地が必要であっ

て、周囲に高い建物とか電線とかがない、障害物

がないということが条件でございまして、現在市

内に24カ所登録をしているところでございます。 

このランデブーポイントがグラウンドなどの土

の場合には、ヘリの風圧で周囲に影響を与えない

ように事前に水をまいておく必要がございます。

ヘリは松山空港を出発して約20分で西予市に到着

しますので、消防隊が散水完了までに20分以上を

要するという場合は、ヘリは上空で待機するとい

うことになりまして無駄な時間が生じてしまうと

いうことになります。 
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このような事態を防ぐために、特に現場到着ま

でに時間を要する地域は、このランデブーポイン

トをヘリポート化することが有効でございます。

このヘリポート化といいますのは、その場所を舗

装してＨマークを入れて、それから立入禁止とす

るなどヘリの離着陸専用とするものでございまし

て、散水なしでもヘリが着陸できることとなりま

すので、時間短縮が望めるということにつながり

ます。 

現在ヘリポート化しているものは、野村町惣川

地区に１カ所、それから県所有のもので、愛媛県

歴史文化博物館の山側に１カ所の２カ所、それか

ら今年度大野ヶ原地区にも１カ所設置する予定と

しております。そのほか散水の必要がないものと

いたしましては、芝生やアスファルトの駐車場な

どをランデブーポイントと登録しているところで

ございまして、城川町に４カ所、そのほかの町に

はそれぞれ１カ所ずつ合計８カ所あるといったよ

うなところでございます。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 

宇都宮俊文君。 

○４番宇都宮俊文君 

ありがとうございます。 

結構ヘリがおりる場所多いんだなという感覚を

覚えました。まだそれでもここにあったらいいん

ではないかなという場所もありますので、またそ

のうち適地があれば１カ所か２カ所でもそういう

対応をお願いしたらと思います。 

取りとめのない質問になりましたが、ちょうど

いい時間になりましたので、以上で質問を終わら

せていただきます。ありがとうございました。 

○議長 

暫時休憩いたします。（休憩 午前10時49分） 

○議長 

再開いたします。（再開 午前 11 時 05 分） 

次に、３番信宮徹也君。 

信宮徹也君。 

○３番信宮徹也君 

議席番号３番信宮徹也です。 

議長より発言の許可をいただきましたので、通

告書、会議規則、申し合わせ事項に基づきまして

一般質問をいたします。 

本日は大きく分けて３点、コロナウイルス感染

症による市内産業への影響対策について、コロナ

ウイルス感染症による小中学校への影響について、

市内の公立高校について、以上の３点ですが、一

般質問２日目の３人目ということで、だんだん言

うことがなくなってきまして、既に質問や回答が

あった点は省略しつつ、重要な部分については、

確認の意味も込めてお聞きしたいと思います。 

それでは、コロナウイルス感染症の影響で、市

内では飲食店を中心に、多産業に渡り休業に追い

込まれ、収入がなくなったり、収入が落ち込んだ

りするなど影響を受け、経営継続に支障を来して

いる個人や事業者が多数出てきています。 

西予市では、いち早く３月定例議会中に、中小

企業者等経営安定補助金制度をつくり、市内の個

人や事業者には非常にありがたい制度となってお

ります。 

昨日の質問で、この制度の補助金申請者は現在

146 件、申請額は 7199 万 5000 円であるとの回答

がありましたが、それでは、この制度を利用した

業種別数と借入総額はどのくらいなのかお伺いを

いたします。 

○議長 

酒井産業部長。 

○酒井産業部長 

昨日の宇都宮久見子議員の答弁から最新の数字

が入ってますので、最新の情報をまずお知らせし

たいと思います。 

６月 10 日現在で申請が 147 件、昨日より１件増

えておりまして 7249 万 5000 円、補助金振り込み

の実績は昨日と一緒の 100 件で 4962 万 9000 円と

なっております。 

信宮議員お尋ねの業種別という部分が非常に数

字の拾いづらい部分がありまして、一次産業、二

次産業、三次産業というような形で答えさせてい

ただいたらと思います。 

第一次産業が８件、第二次産業が 21件、第三次

産業が 118 件となっております。借り入れの総額

は 10 億 3319 万円となってございます。 

以上、答弁といたします。 

○議長 
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信宮徹也君。 

○３番信宮徹也君 

借り入れの総額が 10 億 3319 万円ということで、

やはりこれは市内の産業に大きく影響を落として、

それだけ市内の方が借り入れをしなきゃいけない

状況なんだなと改めて思っております。 

この制度は、前年同月の売り上げから今年度の

売り上げが５％以上少なくなった個人や事業者が、

国の新型コロナウイルス感染症特別貸付制度及び

特別利子補給制度による融資等の決定を受けた者

という点が補助対象者の要件の一つとなっており

ます。 

日本政策金融公庫は、今から 12 年前の 2008 年

に国民生活金融公庫、農林漁業金融公庫、中小企

業金融公庫が統合され発足したものでありますが、

基本的には前身の業務をそれぞれが引き継いでお

りまして、その公庫の融資制度としては、国民生

活事業、中小企業事業、農林水産事業と３つに分

かれている状態です。国民生活事業と中小企業事

業で借り入れをした場合は、市の中小企業者等経

営安定補助金の対象となりますが、農林水産事業

は、新型コロナウイルス感染症特別貸付制度等に

よる融資の対象事業となっておらない状況です。 

農林水産事業者が借り入れをして、この制度を

利用する場合には、どのような方法をとればいい

のかお伺いをいたします。 

○議長 

酒井産業部長。 

○酒井産業部長 

日本政策金融公庫の新型コロナウイルス感染症

特別貸付は、国民生活事業のその他の融資制度で、

東日本大震災復興特別貸付や平成 30年７月豪雨特

別貸付などと同様に低利であり、かつ、今回の新

型コロナウイルス感染症の影響により売り上げが

減少している場合は、無担保で全ての業種におい

て日本政策金融公庫宇和島支店で融資が受けられ

ます。 

これまでに漁業、養殖業の方は、融資を受けら

れ補助決定をした実績がありますので、農業の方

も新型コロナウイルス感染症特別貸付の融資を受

けられれば西予市の補助の対象となります。 

なかなか説明が難しいところではございますが

一番簡単に申し上げますと、信宮議員等が借りら

れとるというか、その窓口とされている農業関係

者は、松山市の日本政策金融公庫で、セーフティ

ネットという部分の一番申請しても借りやすくて

低利なものがありますが、これではなくてという

説明が一番いいのかなと思います。 

そういう中では、宇和島の日本政策金融公庫で

借りるメニューの貸付を利用してくださいという

説明が一番理解していただきやすいのかなと思い

ますし、まず漁業関係の方でもセーフティネット

で先に松山市のほうで借りられて対象にならない

というようなことで持ち帰られまして、その部分

の金額が 150 万円分だけもう１回宇和島で借り替

えていただきませんかというようなことで対象と

した事業者もありますので、もし松山市のセーフ

ティネットで借りられておる方がございましたら、

そういうふうにお伝えをいただきますと、宇和島

で借り替えをしていただきまして、私どもの 50万

円の補助金を取っていただくという形ができるか

と思います。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長 

信宮徹也君。 

○３番信宮徹也君 

私たち農林水産事業者が、仮に借り入れをする

場合は、いつも松山の政策金融公庫に行くわけな

んですけども、そこではなくて、宇和島のほうの

国民生活事業か中小企業事業で借り入れをすれば

対象になるというふうな説明でございました。 

公庫から借り入れをした場合に３年間は実質無

利子でありますが、国民生活事業で借り入れをし

た場合は、３年以降は 1.36％、中小企業事業で借

り入れた場合は 1.11％の金利が発生してきます。 

先ほどの答弁にもありましたように、今回、  

現在市民が借り入れている額は 10 億 3319 万円と

いうことで、このコロナウイルス感染症の影響は

いつ終わるのかわからない、来年もまた同じ状況

に陥るかもしれない。そういった中で、多額の借

り入れを行った場合、1.36％ですと年間 2400万円、

1.11％ですと年間 2130万円、これが３年以降、市

民の金利負担としてかかってくるわけですけれど

も、その辺の対策は考えていらっしゃいますでし
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ょうかお伺いをいたします。 

○議長 

酒井産業部長。 

○酒井産業部長 

３年間の実質無利子後の利子補給制度は、現在

西予市では考えておりません。 

利子補給を含めた経営安定補助金という考えで、

今回の補助金を創出しております。しかしながら、

３年後にコロナウイルスが終息しておるとは限り

ませんし、またそのときには、また新たな補助制

度というか、西予市ならではの事業といいますか、

補助制度を、また考えさせていただくようなこと

になるのではないかなと考えております。 

以上です。 

○議長 

信宮徹也君。 

○３番信宮徹也君 

50 万円の補助金と、さらに利子補給となるとな

かなか難しかろうと思いますが、本当に困ってる

方がいらっしゃると思いますので、また、制度等

考えていただければと思います。 

それでは次の質問で、前年同月比で売り上げが

50％を切る月があると、国の持続化給付金の制度

という対象になりまして、個人で最大 100 万円、

法人で最大 200 万円の給付対象となりますが、市

内において、５割の減少とはいかないものの３割

や４割の売り上げ減少者が多数いると思うが、そ

の方たちへの救済策はあるのかという質問をする

予定でしたが、これまでの答弁のとおり、昨日の

回答で、中小企業者等経営安定給付金を準備中と

の回答でありました。 

国の制度に届かない方たちを救済する大変よい

制度であると思いますので、周知をする意味も含

めまして、いま一度事業のあらましを教えていた

だきたいと思います。 

○議長 

酒井産業部長。 

○酒井産業部長 

昨日の市長の答弁と重なりますが、宣伝という

意味、市民に皆さんにさらに知っていただくとい

うようなことで、同じ回答となるんですけど回答

させていただきます。 

国の持続化給付金は、新型コロナウイルス感染

症の影響により、ひと月の売り上げが前年同月比

で 50％以上減少している事業者への給付金です。

西予市におきましては、売り上げの基準となる

2019 年の売り上げが、平成 30 年７月豪雨災害に

より減少している事業者も多数おられることから、

国の基準を下回る 20％以上から 50％未満減少して

いる事業者への給付金、原則一律 20万円の中小企

業者等経営安定給付金制度を考えております。 

制度の創設に要する経費を今回の６月議会で補

正予算の追加をさせていただきたいと考えており

ますのでどうぞよろしくお願いいたします。 

以上、答弁といたします。 

○議長 

信宮徹也君。 

○３番信宮徹也君 

今回の経営安定給付金制度、３月に出ました補

助金制度等、市の対策は本当にフットワークが軽

くてスピード感があるものを構えてもらっている

と思います。本当に市民は助かっていると思いま

す。これからもまたいろんな影響は出てくるかも

しれませんけどその都度、ぜひとも対策を講じて

いただきたいと思います。 

それでは、次の質問で、小中学校における影響

について問いたいと思います。 

コロナウイルス感染症の影響で、学校は長期間

休みとなり、授業が行えていない期間が長かった

が、どれくらいの授業のおくれがあるのかという

ことを聞きたかったんですけれども、昨日の回答

で、７月 21 日から７月 31日、８月 24 日から８月

31日に授業を行い、13日間夏休みを短縮し、これ

までのおくれを取り戻すという回答でありました。 

そこで一つお伺いしたいんですけども、この時

期、毎年大変暑いということで、現在のエアコン

の設置状況についてお伺いしたいと思います。 

○議長 

宇都宮教育部長。 

○宇都宮教育部長 

エアコンの設置状況ということでありますけれ

ども、エアコンの整備につきましては、気候的に

涼しい環境にあります大野ヶ原小学校を除きます

市内全ての小中学校に既に整備済みとなっており
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ます。そのエアコンの運用につきましてでありま

すけれども、このたび、文部科学省から学校の新

しい生活様式として、学校における新型コロナウ

イルス感染症に関する衛生管理マニュアルが出さ

れたところであります。 

この中では、換気でありますとか、先ほどもご

意見がございましたマスクの着用等についても示

されているというところでございます。 

換気につきましては、気候上可能な限り常時、

困難な場合は小まめに、また、２方向の窓を同時

にあけて行うようにすること。また、エアコンを

使用している部屋についても、エアコンは部屋の

空気を循環しているのみで、室内の空気と外気の

入れかえを行っていないことから、エアコン使用

時においても換気は必要というふうに記載をされ

ております。 

これを基本におきまして、実際の学校現場では、

気候、また天候や教室の配置などにより環境が異

なりますため、状況に応じエアコンの操作と窓の

開閉のタイミング、また、組み合わせ等を工夫い

たしまして適切に換気することとしております。 

また、マスクの着用に関しましてですけれども、

衛生管理マニュアルの中で、マスクの着用につい

て記載がございます。学校教育活動においては、

近距離での会話や発声等が必要な場面も生じうる

ことから、飛沫を飛ばさないよう児童生徒と教職

員は、基本的には常時マスクを着用することが望

ましい。ただし、気候の状況等により、熱中症な

どの健康被害が発生する可能性が高いと判断した

場合はマスクを外す。その際は、換気や児童生徒

等の間に十分な距離を保つなどの配慮が必要であ

るというようなこと。また、体育の授業における

マスクの着用は必要としない。また、これにつき

ましても、生徒間、児童間の距離等に配慮した対

応が必要であるというようなことになっておりま

す。 

先ほどのエアコン、またこのマスクとどちらに

つきましてもですけれども、基本的には、今ほど

ご説明をさせていただきました国の衛生管理マニ

ュアルを基本にいたしまして、各学校においては、

気候、また天候、部屋の状況に応じて適宜、学校

その状況ごとに対応させていただいたらと考えて

おります。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 

信宮徹也君。 

○３番信宮徹也君 

マスクについては、再質問でと思っておりまし

たけれども、先に、エアコンとマスクについて答

弁がありましたので、やはり通り一辺倒ではなく

てそれぞれ西予市内いろいろ気候が違いますので、

臨機応変な対応をお願いして、生徒の健康管理に

努めていただきたいと思います。 

それでは、休校となっていた期間、全国的に見

ると、学校によっては、児童生徒に対する授業の

取り組み方が違ってきたと思います。そう言いま

すのも、資金的に余力のある私立学校や都市部で

既にＩＣ機器がそろっている学校は、遠隔で授業

が行われているところもあると聞いておりました。

市内の学校、特に、中学受験をする子もいますし、

それらの小学校６年生や高校受験を控えた中学３

年生の年代に、授業のおくれからくる受験への影

響はないのか、またその対策についてお伺いした

いと思います。 

○議長 

宇都宮教育部長。 

○宇都宮教育部長 

授業のおくれに対応する内容の質問であったと

思いますけれども、市内小中学校におきましては、

先ほどご理解いただいております通り、夏季休業

を短縮いたしまして 13日間授業を行うということ

としております。小学校は午前中４時間、中学校

は６時間授業を行うことといたしました。それに

より、中学校においては、９月までに学習のおく

れをほぼ取り戻せる見込みでありまして、市外の

学校と比較しても受験に直接影響はないものと考

えております。小学校におきましては、夏季休業

中の短縮だけでは、学習のおくれを取り戻すこと

が難しいため、児童や教職員の負担を考慮しなが

ら、今年度末までに計画的に学習のおくれを取り

戻していきたいと考えております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 

信宮徹也君。 
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○３番信宮徹也君 

休校となっていた期間授業を行えなかったけれ

ども、受験に対する影響は多分なかろうというこ

とでございます。親御さんたちも安心されている

ことと思います。 

次の質問で、今後再びコロナウイルス感染症の

影響を受けて、再び休校に追い込まれることも考

えられますが、遠隔授業を行える施設や機器を整

備する予定はという質問を考えておりましたが、

これもこれまでの質問や回答で、ＧＩＧＡスクー

ル構想で１人１台、市内で 2,430 台のパソコンを

整備する予定であるとの回答でした。 

そこで一つ聞きたいのは、令和３年度にはイン

ターネット環境を整えてリモート授業を行える環

境を整えたいということだったんですけれども、

当然これリモート授業というのは、お子さんたち

は家庭でパソコンで授業を受けるということで、

インターネット環境がなければなかなか難しかろ

うと思いますけれども、家庭によってインターネ

ット環境はさまざまですが、その対応はどうする

予定なのかお伺いをいたします。 

○議長 

宇都宮教育部長。 

○宇都宮教育部長 

家庭でのインターネット環境の状況ということ

でありますけれども、このたび実施をいたしまし

た学校の一斉メール配信に登録をされております

小中学校保護者を対象といたしました家庭へのア

ンケート調査の結果におきましては、常時、児童

生徒がインターネットを利用できない家庭もござ

いまして、ノートパソコンの整備後すぐに、全て

の児童生徒が自宅で遠隔授業を受けられる環境に

はありません。 

今後、状況の詳細調査を行いまして、児童生徒

が持ち帰ることのできる通信機器の導入設置であ

りますとか、また、自宅で対応できない場合に、

公民館を利用した遠隔授業の方法等、早急に整理、

検討をしたいと考えているところであります。 

また、学校の現場において、一斉学習をそのま

ま遠隔授業で行う場合、この場合には、人数が多

い学級では、誰が挙手し、誰が発言をしているの

かわかりづらいというような状況が発生したり、

児童生徒の授業態度やノート指導、話し合い活動

の様子などの観察が難しかったりと、これまでに

は問題とならなかった部分についての新たな課題

も出てまいります。 

このようなことから、どのような進め方で遠隔

授業を行うのか、学校側の指導方法の検討も必要

になって参ると思います。これらに対応するため

には、授業の概要や教材を事前にオンラインで児

童生徒と共有し、習熟度に応じた少人数グループ

で取り組むことの検討でありますとか、これまで

紙で作成していた教材や課題をデータで作成し直

す、このような作業も必要であり、どのように児

童生徒にわかりやすく伝えるかという点で、技術

的な部分での効果を高く問われるため、遠隔授業

導入時期においては、専門家による指導や研修等

で習得できるよう進めたいと考えているところで

ございます。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 

信宮徹也君。 

○３番信宮徹也君 

ＧＩＧＡスクール構想はやはりこれからの事業

ですので、進めるに当たってさまざまな問題が多

分出てくるんだと思います。その場面に対しまし

て、適切な対応をとっていただきましてスムーズ

に、このＧＩＧＡスクール構想の事業が進みます

ように願いまして、次の質問に移りたいと思いま

す。 

次は公立高校についてですけれども、高校魅力

化事業で、三瓶分校で今公営塾が始まろうとして

います。コロナウイルス感染症の影響で開始に当

たりまして、予定どおりに進まない点もあろうか

と思いますが、現在の状況についてどうなってい

るのかお伺いをいたします。 

○議長 

山住政策企画部長。 

○山住政策企画部長 

公営塾の開始に向けた現状についてお答えをさ

せていただきます。 

まずこの事業の目的でございますが、西予市内

の高等学校に在学する生徒に対し、市内高等学校

と連携し、地域資源を活用しながら、一般学力の
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向上とともに、学習指導要領の定める学力の３要

素等を備えた人材を育成することで、市内高等学

校の魅力化につなげるとともに、人口流出の抑制、

また、移住定住促進を図ることといたしておりま

す。 

その概要でございますが、地域おこし協力隊制

度を利用しまして講師を雇用、そして基本的には

自学自習としておりますが、受講生の質問に対す

る個別指導を行うということで計画をいたしてお

ります。一般入試のほか、各種入試制度の支援、

また、基礎学力の定着、向上の支援に対応できる

ものと考えております。また公営塾におきまして

は、学習支援だけではなく、地元地域における課

題を素材に課題解決の方策を考える力、表現する

力につなげる支援を行い、地域と協働した活動に

よる地域活性化も図る予定でございます。 

本年度におきましては三瓶分校から開始をする

予定でございます。講師３名を募集する予定でご

ざいますが、コロナ感染拡大の影響も受けまして

面接のほうがちょっと時期的におくれも生じてお

ります。現在１人の方については正式に採用が決

定をいたしておりまして、現在、運用開始に向け

て準備をしておるところでございます。公営塾の

会場につきましては先ほども申し上げました三瓶

分校に協力いただきまして、空き教室を学習の場

として使用させていただくことといたしておりま

す。エアコンの設置、また、快適な環境整備をし、

授業に必要な教材等についても準備をいたしてお

ります。 

今後のスケジュールでございますけれども、６

月中におきましては準備期間とさせていただきま

して、７月初旬にプレオープン、８月初旬には正

式オープンを目指しているところでございます。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 

信宮徹也君。 

○３番信宮徹也君 

やはりコロナの影響で結構おくれていると思い

ますが、個人的には私この公営塾、大変期待して

おるところでございまして、三瓶分校からまた宇

和高校、野村高校、それに介していただき、生徒

の学習能力を高めていっていただきたい、そう思

っております。 

それでは、私がことし４月の市内３校への入学

者数を見てかなりのショックを受けたところです。

宇和高校本校の普通科が定員 80人に対して入学者

数が 43 人、生物工学科が定員 40 人に対して入学

者数が 22 人、三瓶分校は定員 60 人に対して入学

者数が６人、野村高校普通科が定員 80人に対して

入学者数が 38 人、畜産科が定員 40 人に対して入

学者数が 19 人、西予市全体での定員が 300 人なの

に対しまして、西予市内の高校に入学した生徒は

ことし 128 人です。市内の中学校の卒業者数が

300 人弱だということを考えると、市内の高校へ

進学する生徒は非常に少ないということに驚かさ

れます。 

このように市内高校への入学者数が年々減少し

ていて、このままでは西予市からいずれ高校がな

くなるのではないかという危惧するところですが、

３校の魅力化について、全体での方向性の検討は

進んでいるのかお伺いをいたします。 

○議長 

山住政策企画部長。 

○山住政策企画部長 

３校魅力化の今後の全体的な方向性ということ

でございますけれども、三瓶分校の今年度の入学

者数は先ほど議員が申されましたとおり６名とい

うことでございまして、令和３年度の入学希望者

が愛媛県の再編整備基準に満たなかった場合にお

きましては募集停止となり、事実上廃校というこ

とになろうかと思います。 

高校教育がなくなりますと、人口減少に拍車が

かかり、Ｕターン率も低くなる傾向があるとされ

ております。地域の高等学校が存続することで、

人口減少が穏やかになるということは、ほかの地

域においても示されているところでございまして、

本事業を実施することで３校の存続を目指してま

いりたいというふうに考えております。 

市内高等学校３校におきましては、平成 29年度

から３校合同プロジェクトといたしまして、西予

市との連携・協働を図り、市内の各地域の協力及

び支援を仰ぎつつ、３校コラボ活動と３校オリジ

ナル活動の２本柱で、地域活性化と各校の魅力化

を目的としたプロジェクトを実施されておるとこ
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ろでございます。各地域におきましては、高等学

校が根ざしているということで、各校とも特色を

生かした活動をされております。勉学、部活動の

ほか、ジオパークをテーマとした地域活性化に取

り組んでおられます。 

先ほど質問にもございましたが、今年度から三

瓶分校におきましては、公営塾を開始し、順次、

各校へ設置をする予定といたしております。西予

市といたしましては、現在の３校を存続させて、

地域になくてはならない高校としてさらなる魅力

化の向上を図りたいというふうに考えております。 

公営塾の運営開始に伴いまして、各地域、関係

機関、また各校との協議をする場を設けまして、

公営塾の運営やまた今後の方向性について検討も

してまいりたいというふうに考えております。 

以上でございます。 

○議長 

信宮徹也君。 

○３番信宮徹也君 

３校の魅力化については、各事業を通しまして、

十分に活動されているという答弁であったと思い

ますけれども、本来高校は市の教育部局とは関係

なくて県の教育委員会ですけれども、この高校魅

力化事業や市内３校における今後のあり方や方向

性は、今山住政策企画部長が答弁されましたよう

に、まちづくり推進課が担当しておりますが、教

育部局が余りかかわってこないのはなぜかという

ことなんですけど、ちょっと不思議なところがあ

るのでお答えを願います。 

○議長 

松川教育長。 

○松川教育長 

今ほどのご質問につきましては、私からご答弁

を申し上げます。 

市内の高校における魅力化事業などに関して、

なぜ教育委員会部局がかかわらないのかというこ

とでございますが、当教育委員会部局におきまし

ても、３校合同プロジェクト報告会などには意見

交換等をさせていただいているところでございま

す。 

高校魅力化事業は、今ほど政策企画部長がご答

弁申し上げましたとおりでありますが、市内３校

の存続を図り、少しでも多くの生徒を誘い、入学

していただくために、地域的特色を活用した創意

工夫によって、高校の魅力づくりを行い、地域の

行政機関である市役所がその一翼を担うことによ

り、高校の価値と存在意義を地域の活性化そのも

のに結びつけようとする取り組みでございます。 

一方、教育は、教育基本法にありますように、

人格の完成を目指すことを目的としておりまして、

この目的を実現するために、学問の自由を尊重し

行うものであります。高校進学を目指す中学生に

とっては、進学先の高校を選択するということは、

義務教育を終えた子どもたちが、人生で初めて行

う主体的な進路選択でございます。そして、高校

は義務教育を終えた中で、みずからの個性、適性、

指向性を見つめ、将来なりたい自分に向かって、

夢をかなえる第一歩となる学びの場でもございま

す。できるだけ多様な選択肢の中から、自分の夢

に向かって積極的に学んでいくという進路選択の

環境を整えることが、教育委員会としての重要な

役割でございます。 

当教育委員会では、西予市教育振興基本計画の

中で、ふるさとの未来へつなぐ人づくりを基本理

念としまして、その重点目標の一つに、生きる力

を育む学校教育の推進を掲げております。その施

策の中に、郷土愛を育むふるさと教育の推進があ

りまして、地域の財産である四国西予ジオパーク

や歴史、文化などを生かした教育活動を展開し、

郷土愛の醸成を図っているところでございます。 

また、昨年度から取り組んでいます学校運営協

議会制度、いわゆる、コミュニティ・スクールの

導入によりまして、地域との連携を深め、開かれ

た特色ある学校づくりを進めることによって、さ

らにふるさとを愛し、ふるさとの未来を担う子ど

もたちの育成を図っていきたいと考えているとこ

ろでございます。 

市長部局、教育委員会部局、それぞれの立場で

の取り組みが、高校３校の魅力化と相まって、中

学生やその家族が市内の高校を選択し、将来は市

内に、そして、ふるさとに住みたい、住み続けた

いと思える状況をつくっていくことにつなげてい

きたいと考えております。 

○議長 
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信宮徹也君。 

○３番信宮徹也君 

ただいまの答弁の中に、高校を選択することは、

義務教育を終えた子どもたちが人生で初めて行う

主体的な進路選択であり、ある特定の進路へ誘導

する言動、あるいはそのような意図がなかったと

しても、生徒や保護者にそのような印象を与える

言動は慎むべきである、そういう教育委員会の考

えはよくわかります。 

でも西予市の高校はどういった高校が魅力的な

のかというのは、やはり中学生の生の声を聞きた

いと思っております。今いる中学生がどういう高

校が西予市内にあったらいいのか、そういうとこ

ろは、市の教育委員会でも協力をできるところで

はないかと思いますので、そういうことも、これ

からの高校の魅力化事業に反映させていってもら

いたいと思います。 

それでは次に、現在では西予市から大洲や八幡

浜、宇和島はもとより、松山まで通学が可能な時

代であり、そういう時代になってきたからこそ、

市内に高校を存続させ、市内で魅力的な高校をつ

くるために、現在の３高校を大学のような宇和キ

ャンパス、野村キャンパス、三瓶キャンパスとし

た総合高校への移行をする方法、またこれは現在

では退職された高校の先生からいただいた案なの

ですが、ここの宇和川の向こうに宇和町体育館  

がありますけれども、宇和町体育館周辺に３つの

高校を一本化した新設校を開設する案を聞かせて

もらったことがあります。最初は、本当にこれ奇

抜なアイデアだなと考えていましたが、西予市か

らどこへでも通学しやすい地の利にあるというこ

とは、逆に考えますと、どこからも西予市に通学

しやすいということで、このように思い切ったこ

とをよく検討されて、愛媛県に提案してみてはど

うかなと思うんですけれども、その点についてお

伺いをいたします。 

○議長 

管家市長。 

○管家市長 

ただいま信宮議員から市内にあります３つの高

校を１つのキャンパスにした総合高校、それぞれ

市内の高校には特色がございますので、それを活

用した生かし方という提案と、南予のへそという

か、中心の場所でありますんで、その地の利を生

かして新設の学校というご提案いただきましてあ

りがとうございました。 

先ほどから山住部長、そして教育長からも話が

ありましたように、高校魅力化事業に今西予市は

取り組んでおります。 

これは地域から高等学校がなくなるという状況

を回避するためのものであると私はとらえており

まして、市内に暮らす子どもたちが行きたい、そ

して学びたいと思える特色のある高校を、今の３

つの高校の中で目指して事業を推進しつつ、新し

い高校という先ほどご提案いただきましたあり方

についてもやはり研究をする必要性があると考え

ております。 

新設校等の取り組みにつきましては、現状の把

握と分析、また、将来的な対象年齢層の人口推移

を見据えながら、各高校、そして地域の意見を尊

重し、慎重に判断すべき重要な課題であると思っ

ております。 

少なくとも現時点においては、市のほうから県

に提案すべき時期には至ってないのではなかろう

かなと私は認識しております。 

今後ともこの問題については、各高校の魅力化

事業を推進しながら、総合的に検討を進めてまい

りたいと思います。ご提案まことにありがとうご

ざいました。 

○議長 

信宮徹也君。 

○３番信宮徹也君 

今からちょうど３年ぐらい前になりますけれど

も、総務常任委員会で、島根県の隠岐島前高校が

高校魅力化事業を行っておりまして、それを視察

に行ったことがありました。 

隠岐島前高校は平成 10 年の入学者数が 77 人で

したが、10 年後の平成 20 年には入学者数が 28 名

と半減いたしまして、これでは島に高校がなくな

ってしまうということで、一番最初に立ち上がっ

たのが住民でした。それから、住民、高校、行政

が一丸となって、ピンチは変革と飛躍へのチャン

スととらえまして、平成 20年の島前高校全校生徒

が 89人だったんですけども、私どもが視察に行き
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ました平成 29 年の前年、平成 28 年には 180 名、

８年間で２倍になっております。 

このように、これは全国的に見ても大変成功し

た例ではございますが、やり方によってはこうい

うふうに成功ができるということで、私は宇和高

校卒業ですけれども、やはり市内高校本当にこれ

からのことを心配しておりますので、いろいろご

検討を期待しまして一般質問を終了させていただ

きます。 

○議長 

以上で本日の一般質問を終結といたします。 

あす６月 17日は午前９時より引き続き一般質問

及び質疑を行います。 

本日はこれにて散会いたします。 

 

 

 散会 午前11時50分 

 



 

 

 

 

第 ４ 日 

 

６月 17 日（水曜日） 
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に関する条例の一部を改正

する条例制定について 

   議案第７３号 西予市税条例の一部を改正

する条例制定について 

   議案第７４号 西予市後期高齢者医療に関
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  開会 午前９時00分 

○議長 

おはようございます。 

本日はお忙しい中、傍聴にお越しいただきまこ

とにありがとうございます。 

ただいまの出席議員は18名であります。これよ

り本日の会議を開きます。 

本日の議事日程は、お手元のタブレットに配信

のとおりであります。 

 （日程１） 

○議長 

日程第１、一般質問を行います。 

質問者は、通告内容及び申し合わせ事項に従い

発言してください。 

それでは通告順に発言を許可いたします。 

まず、８番佐藤恒夫君。 

佐藤恒夫君。 

○８番佐藤恒夫君 

おはようございます。議席番号８番佐藤恒夫で

す。 

議長より発言の許可をいただきましたので、質

問通告書、申し合わせ事項に従い一般質問をいた

します。 

今回２つの質問をいたしたいと思います。 

市役所業務についてと消防広域化に伴う通信指

令センターの共同運用についての質問をいたしま

す。 

まず初めに、市役所業務について、各部署の人

員配備は、業務量に応じた適切な人員配備がされ

ているかについての質問をいたします。 

少子高齢化が進み人口減少が深刻化している中

で、どのように行政サービスを維持していくの

か。安定した行政サービスを提供するために、人

員確保や配置について、どのように考えているの

か。 

５年後、2025年には、75歳以上の後期高齢者の

方が2200万人になり、４人に１人が後期高齢者と

なります。また、20年後の2040年には、65歳以上

の高齢者が4000万人になり、高齢者の人口が最大

となります。このようなときに市はどのような対

策をされているのかを伺います。 

○議長 

山住総務部長。 

○山住総務部長 

それではただいまの業務量に応じた適切な人員

配置がされているかというご質問に答弁させてい

ただきます。 

市民の皆様に納得いただける行政サービスを提

供していくためには、職員一人ひとりが果たすべ

き役割、求められる能力を認識し、それらを最大

限に発揮させることが最重要課題となっておりま

す。 

このことから、毎年の人事異動に際しまして

は、事前に各部署における事務量や課題、また住

民ニーズ等に関するヒアリングを実施いたしまし

て、現状を把握した上で、職員の能力、特性を踏

まえ、適切に人員配置を行っていると判断をいた

しております。 

また、平成30年７月豪雨災害でありますとか、

今回の新型コロナウイルス感染症対策など、突発

的で大量の事務が発生した場合におきましては、

一時的に他部署の職員に対しましても兼務、また

は併務といった発令を行いまして、全庁的な協力

体制をしいて対応に当たることもございます。 

議員ご指摘のように、今後さらに少子高齢化、

人口減少が進んでまいります。そうした将来的な

社会構造の変化を見通しながら、多様化・高度化

する地域課題に適切かつ柔軟に対応できる組織体

制、人員配置に努めてまいりたいと考えておりま

す。 

以上でございます。 

○議長 

佐藤恒夫君。 

○８番佐藤恒夫君 

市役所の業務というのは、複雑多岐にわたって

おりますし、過度の負担をなくすことが重要であ

ります。生産性の向上を考えた人員配備というの

は、市民サービスの向上にもつながりますので、

適切な人員配備をお願いいたします。 

次に、時間外勤務の現状について伺います。 

長時間労働の是正や柔軟な働き方の実現を目的

に国が働き方改革関連法を定めております。 

その内容は、時間外労働の上限規則の導入、月

45時間、年360時間を原則とし、臨時的な特別な

事情がある場合でも、年720時間、単月100時間未

満、休日労働を含んでおります、複数月平均でも

80時間を限度とされております。 

そこで、西予市における職員の時間外勤務の現
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状をお聞きいたします。 

部署にもよりますが、課の中でも違いはあると

思います。また、先ほど言われておりましたよう

に、時期的に忙しくなる部署もありますし、職員

平均がどのくらいの時間外勤務をしているのか。

直近の３年間くらい、平成29年、平成30年、令和

元年度、１人当たりの平均時間をお伺いいたしま

す。 

○議長 

山住総務部長。 

○山住総務部長 

直近３カ年度の平均の時間外勤務時間でござい

ますけれども、病院やつくし苑など医療介護部職

員、また、消防職員を除いた一般職の時間外の数

ということになりますけども、直近３カ年度でい

きますと、平成29年度が108.3時間、平成30年度

が235.5時間、令和元年度が154.1時間となってお

ります。この平成30年度の235.5時間でございま

すけども、こちらにつきましては豪雨災害の影響

もあり大幅に増えたものでございます。前年度、

令和元年度におきましても引き続いての災害復

旧・復興対策業務、また、制度改正等々多くあり

ましたので、その対応のため例年よりは多い状況

となっておりました。 

以上でございます。 

○議長 

佐藤恒夫君。 

○８番佐藤恒夫君 

令和元年度で154.1時間と言われたように思い

ます。１カ月では、大体12時間くらいですので、

大体こんなものかなと思います。 

次に、職員の中での最大値と最小値はどのぐら

いなのかをお伺いいたします。 

○議長 

山住総務部長。 

○山住総務部長 

令和元年度の災害後の復旧・復興業務を含めた

数値となっておりますが、これは先ほど議員もお

っしゃられましたが、部署によって大きく異なっ

ておりますが、最大値におきましては年間で

692時間、最小値は、時間外勤務が全くないゼロ

時間という状況となっております。 

以上でございます。 

○議長 

佐藤恒夫君。 

○８番佐藤恒夫君 

最大値が692時間と言われたように思います。

臨時的な特別な事情がある場合の年720時間には

達してはおりませんが、ほぼ同じぐらいではない

かと思います。692時間だと月大体57時間ぐらい

になりますでしょうかね。少し多いのではないか

と思います。 

そこで、働き方改革関連法の示す限度、月45時

間、年360時間を超過する職員は何人ぐらいいる

のかをお伺いいたします。 

○議長 

山住総務部長。 

○山住総務部長 

月45時間を超える職員数につきましては、延べ

人数となりまして、職員数かなり重複をいたしま

すので、ちょっとカウントが難しいということで

ご了承いただきたいと思いますが、年間360時間

を超える職員につきましては、令和元年度におき

ましては34人となっております。 

以上でございます。 

○議長 

佐藤恒夫君。 

○８番佐藤恒夫君 

年間360時間を超える職員というのが34人とい

うことでございました。今職員の数が840人ぐら

いでしょうかね、職員全体から見るとさほどでは

ないと思いますが、日常的な時間外勤務というの

は、働く者の心身の健康に本当に悪影響を与えか

ねないと思います。最終的には、生産性を落とす

原因になるのではないかと思います。しっかりと

管理をしていただきたいと思います。 

次に、この時間外勤務の多い部署というのはど

こなのかというのをお伺いいたします。 

○議長 

山住総務部長。 

○山住総務部長 

令和元年度で時間外勤務の多い部署でございま

すが、これは年度年度で当然取り扱う業務が変わ

る場合もございますので必ずしもということでは

ございますけれども、前年度におきましては総務

部、政策企画部、産業部におきまして時間外勤務

が多い状況となっております。 

なお先ほども申し上げましたが、災害の復旧・
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復興、また今回のコロナ対策等におきましては、

全庁的な協力体制をしきまして、所管業務の負担

軽減を図るということも実際としての実績として

上がっております。今後におきましても必要に応

じまして、そういった体制も考えてまいりたいと

いうふうに考えております。 

以上でございます。 

○議長 

佐藤恒夫君。 

○８番佐藤恒夫君 

時間外勤務の多い部署というのは、前年度、総

務部、政策企画部、これ山住部長のところの担当

が何か多いような気がいたします。それと産業部

ということでございました。 

先ほど、業務量に応じた適切な人員配備をして

いますよというふうなことの答弁があったように

思います。 

この時間外勤務の多い部署というのは、本年度

４月に人事異動があったと思いますが、人員を増

やされたのでしょうか。そのあたりをお伺いいた

します。 

○議長 

山住総務部長。 

○山住総務部長 

業務に応じた人員配置が今年度できているかと

いうご質問かと思いますけれども、人事部局とい

たしましては、そのあたりの業務量また、職員の

適性ということを踏まえまして、その増減といい

ますか必要な人員は配置しているものという認識

をいたしております。 

以上でございます。 

○議長 

佐藤恒夫君。 

○８番佐藤恒夫君 

次に、時間外勤務をするに当たり、時間外勤務

の管理と申請方法はどのようにしているのか。管

理は誰が行っているのか。申請方法が、例えば、

自己申告制であれば、どのような方法で申告をす

るのかというところをお伺いいたします。 

○議長 

山住総務部長。 

○山住総務部長 

時間外勤務の申請におきましては、一部の部署

を除きまして内部情報システムを使った電子申請

で行うことといたしております。職員みずからが

時間外勤務の予定時間を事前に所属長に上げまし

て、所属長が決裁をするということといたしてお

ります。この所属長というのは、時間に応じて課

長もしくは、部長というような扱いとなっており

ます。この時間外勤務の管理につきましては、各

所属長が管理をしておりまして、また、総務課に

おきましても労働時間の適正管理のため、時間外

勤務の確認を行っておりまして、必要に応じて何

らかの指導、指示をする場合もございます。 

以上でございます。 

○議長 

佐藤恒夫君。 

○８番佐藤恒夫君 

時間外勤務の申請というのは、事前に予定時間

を所属長へ申請をして決裁し、適正に管理をして

いるということでございましたが、時間外勤務を

削減する取り組みというのはなされているのかと

いうところをお伺いいたします。 

○議長 

山住総務部長。 

○山住総務部長 

当市におきましては、平成29年にイクボス宣言

を行っております。これによりまして働き方改革

に取り組んでいるということでございますけど

も、この働き方改革を通しまして、時間外の縮減

に向けた取り組みを各課でいろいろ考えていただ

きまして、それぞれ取り組みをいただいておると

ころです。 

ただし、平成30年７月豪雨以降どうしても業務

の量が増大したということもありまして、この間

その取り組みにつきましては若干思うような進捗

ができてないところでございましたけれども、こ

としの来月７月からは改めましてこのイクボス宣

言の中に掲げておりましたノー残業デー、そうい

ったものを改めて実施をしてまいりたいと、そう

いったことで時間外の縮減、職場の労働安全衛生

上の徹底を図ってまいりたいというふうに考えて

おります。 

以上でございます。 

○議長 

佐藤恒夫君。 

○８番佐藤恒夫君 

イクボス宣言とか、ノー残業デーを設けて削減
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に当たりたいというふうなことだったと思いま

す。時間外勤務手当のない、例えば、課長・部長

級、管理職の時間外勤務の管理というのは、どの

ようにされているのかをお伺いいたします。 

○議長 

山住総務部長。 

○山住総務部長 

管理職の時間外勤務につきましては、職の性質

上、管理はいたしてはおりませんが、実態として

は相当の時間外勤務を行っていることは承知をい

たしております。 

先ほど申し上げましたイクボス宣言の中では、

率先して取り組む上司、いわゆる所属長、管理職

が率先して取り組むということをうたっておりま

す。改めまして、イクボス宣言の意義を再認識し

て、市全体で時間外勤務を少なくできるように取

り組んでまいりたいと思います。 

議員のご指摘のとおり私の所管部署、非常に時

間外勤務が多いという現状にありますので、まず

は隗より始めよということで、当部から率先して

取り組みを行っていきたいというふうに考えてお

ります。 

以上でございます。 

○議長 

佐藤恒夫君。 

○８番佐藤恒夫君 

管理職の方が率先をして取り組むというふうな

ことをお聞きいたしました。私も時間外勤務を減

らす一つの手段として、大体上司である部課長が

早く帰ったら、必然的に残業は減ってくるのでは

ないかと思います。部下というのは上司がいると

なかなか帰れませんよね。課長、部長、管理職の

時間外勤務を減らすことというのは本当に重要な

ことだと思います。 

先ほど部長言われました時間外勤務の多い部

署、山住部長も先ほど言われておりましたが、部

長から、みずからが減らす努力をしていただいた

らなと思っております。 

次に、業務の現状についてお伺いをいたしま

す。 

議員とかいろいろ選挙のときなんかでも回っ

て、市民の方からいろいろと耳にすることがある

中で、市役所に対しての不満とか、職員に対して

の不満ということを聞くことがございます。その

批判の中にはごく一部の面を強調したり、感情的

なもの、それから主観的なものも本当によくあり

ますが、そこでよく言われることというのが、

「言っても無理やから」とか、「お役所仕事やか

ら仕方がないんよ」というふうなことをよく言わ

れております。 

市民の皆様が、公務員の姿とか仕事をよく理解

できていないというのも一つだと思ってはおりま

すが、市役所の仕事は、窓口業務から裏方的な仕

事まで、市民の日常生活全般に広くかかわるもの

で市役所の働きいかんによっては市民に大きな影

響を与えております。政策によっては、地域の発

展とか衰退に直接つながっていく責任重大な仕事

であると思っております。これからの西予市をつ

くっていくためには、行政と市民がお互いを理解

し合い知恵を出し合っていくことが大事ではない

かと思います。 

まずは、市役所と市民の距離を縮めることが大

切ではないかと思いますが、その距離を縮めるこ

とが窓口対応とかというふうなことで対策という

のはなされているのかというところをお伺いいた

します。 

○議長 

山住総務部長。 

○山住総務部長 

来庁されます市民の方々が、市の対応、窓口等

の対応につきまして不快な思いをされたり不満を

持たれるといったことにつきましては真摯に受け

とめまして、改善に努めてまいりたいと思います

けれども、市民の皆様からは行政サービスの質的

向上が先ほども言いましたが、求められておると

ころでございます。 

業務多忙でありましても、１人の職員の不注意

でありますとか、不適切な対応ということで市役

所全体の信頼を損ねるということにもなりかねま

せん。職員一人ひとりが、市民の皆様から信頼を

され親しまれるよう努力しなければならず、その

ためには行政サービスの根幹である接遇能力の向

上が必要となるかと思います。 

各部署の窓口におきましてはさまざまな要件や

相談に大勢の方々が見えられます。事務的にスピ

ーディーに処理すべきものもあれば、親身になっ

てお話を聞くところから始まるものもございま

す。来庁される方に寄り添う市民目線の応対が求
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められるところであります。 

常に市職員としての自覚を持ち、誠意ある対応

と親切で丁寧な説明を心がけるよう職員に徹底を

してまいりたいと思います。特に窓口業務におき

ましては、市民と市役所の重要な接点でもあると

いうふうに考えております。窓口、さまざまな方

が利用されますので、先ほど言いましたように、

相手の話、来庁された方々のお話をよく聞きまし

て、来庁された目的を的確に把握して、スムーズ

な案内、業務の遂行に努めてまいりたいというふ

うに考えております。 

窓口業務を円滑にしまして住民サービスの向上

を図るため、窓口におきましては相手の立場にな

って明るく丁寧でわかりやすい市民に寄り添った

きめ細やかな対応を心がけてまいりたいと思いま

す。 

以上でございます。 

○議長 

佐藤恒夫君。 

○８番佐藤恒夫君 

私も市役所の第一印象をよくするためには、接

客というのを変えることだと思います。それに

は、市民の方が市役所を訪れたときの第一印象だ

と思います。人間関係の印象というのは初対面の

本当の数秒間で決まります。窓口対応した方で市

役所のイメージが決まるわけです。よい印象を与

えた場合というのは、その先ずっと市役所という

のはよいイメージを持ってくれます。しかし、そ

こで悪いイメージを与えた場合というのは、その

後にどんなよいサービスをしても満足度は多分上

がらないと思います。よく民間企業あたりにも行

きますと、大抵はいらっしゃいませというふうな

ことで迎えてくれます。快く迎えられると本当に

気持ちがよいものです。その企業に対しても好印

象を持ちますし、そこで、市役所でも、おはよう

ございますとか、こんにちはとかの挨拶の徹底と

いうのをしっかりとしていけたらいいんではない

かと思います。市役所全体で挨拶を行う雰囲気が

できれば、それだけで市民との距離が私は縮まる

ように思います。市民の方に不快感を感じさせな

いこと、そこから満足感を提供できるようにして

いただきたいものだと思っております。 

次に、通信指令センター共同運用についての質

問をいたします。 

平成30年第４回の定例会で、通信指令センター

共同運用についての一般質問を行いました。 

その後、西予市で開催されました南予正副議長

会にも、通信指令センター共同運用の要望をいた

しました。その内容は、愛媛県に消防広域化推進

計画の策定を早急に進めていただくことと、南予

地域における消防指令センターの共同運用、消防

広域化の推進について協議の場をつくるなどリー

ダーシップを発揮していただきたいというもので

ございました。 

複数の消防本部が共同で指令センターを整備す

ることは、設備整備費や維持管理費などの経費が

削減できること、また、災害発生時の情報が共有

をされ、応援要請を待つまでもなく素早い応援体

制がとれること、通信指令センター共同運用は、

非常に大きな役割を果たすことを提言いたしまし

た。 

そこで、通信指令センター共同運用について、

これまでの協議の進捗状況をお伺いいたします。 

○議長 

佐藤消防長。 

○佐藤消防本部消防長 

それでは通信指令センターの共同運用の進捗状

況についてお答えをいたします。 

平成31年３月に開催されました南予地区消防長

会におきまして、この通信指令センターの共同運

用を検討することについてご審議をいただき、そ

の結果、南予地区５人の消防長を委員として、南

予地区消防連携・協力検討委員会を立ち上げるこ

ととなりました。これには県の協力や指導を仰ぎ

ながら検討するということとなりました。 

これまでに委員会及び作業部会を合計７回開催

しまして、その結果として、宇和島地区広域事務

組合消防本部と当消防本部の２本部が、通信指令

の共同運用について基本的な部分に合意をすると

いうことに達しました。さらに実施に向けては、

専門業者による技術的な調査が必要であるため、

宇和島地区消防と共同で調査を実施するよう調整

を図っているというところでございます。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 

佐藤恒夫君。 

○８番佐藤恒夫君 

５名の消防長が委員となり、南予地区消防連
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携・協力検討委員会を立ち上げ、これまでに７回

の委員会を開催したとのことでございました。 

結果として、宇和島地区広域事務組合と西予市

消防本部が基本的な部分で合意をしたとの説明で

ありました。 

南予での枠組みということであれば、大洲、八

幡浜、愛南町はなぜ参加できなかったのかをお伺

いいたします。 

○議長 

佐藤消防長。 

○佐藤消防本部消防長 

各南予地区の消防本部では、通信指令台の整備

に当たっては、国庫補助や起債などを活用してお

りますので、この通信指令台の更新をする時期、

そして共同運用の開始のタイミングが重要な判断

材料ということになってきます。 

また、センターの位置とそれぞれの消防本部の

距離については、職員の通勤負担であるとか、ラ

ンニングコスト、初期投資などに大きな影響を与

えますので、これも重要な判断材料になると考え

られます。 

このようなことから、見送ると判断した３消防

本部では、同一のスタートラインには立てない

と、そういう判断がなされたと考えております。 

しかし全国の状況を見てみますと、後年度参

加、つまり更新時期が来たときに改めて参加をす

るといったような対応も見られることから、今後

も情報共有を図りながら柔軟に対応してまいりた

いというふうに考えております。 

今回、宇和島地区消防と当消防本部は、指令台

の更新時期や庁舎建てかえの計画のタイミングが

一致をしているということで、条件的に障害がな

いことから、２消防本部でまずは継続して調査検

討を進めようということになったものでございま

す。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 

佐藤恒夫君。 

○８番佐藤恒夫君 

更新時期のタイミングが合わなかったというふ

うなことの説明ではございましたが、今回、指令

台の更新時期のタイミングが一致をした、条件的

に障害がないことから２つの消防、宇和島と西予

市でまずは先行して調査検討になったとの説明だ

ったと思います。 

調査費用が補正予算に上がっておりますが、通

信指令センターの共同運用はいつごろ、どこに設

置を予定されているのかというところをお伺いい

たします。 

○議長 

佐藤消防長。 

○佐藤消防本部消防長 

通信指令センターの整備には指令台を設置する

通信指令室や職員の仮眠室、無線設備の設置など

ハード整備が必要となりますので、消防本部庁舎

の建てかえにあわせて整備をすることが合理的だ

というふうに考えております。 

宇和島地区消防でも、当消防でも、令和６年前

後をめどに庁舎の建てかえが必要となりますの

で、これにあわせてセンターを設置することを想

定しております。 

センターの位置につきましては、協議の中でど

ちらかの消防に併設することがよいとの判断をし

ていますが、どちらの消防になるのかというの

は、今後実施する調査の結果や調整によるという

ことと考えております。 

以上でございます。 

○議長 

佐藤恒夫君。 

○８番佐藤恒夫君 

令和６年ごろ予定をしている。どちらかの消防

に設置をしたいというふうなお考えのようでござ

いました。 

そこで、今回、宇和島消防と通信指令センター

の共同運用が始まることになった場合なんです

が、今まで何度も協議をしておりました三瓶町の

第３分署の問題というのは、どういうふうにする

のかというところをお伺いいたします。 

○議長 

佐藤消防長。 

○佐藤消防本部消防長 

宇和島地区消防と共同運用を始めることとなっ

た場合には、管轄の問題を明確にしておく必要が

ございます。 

通信指令センターの役割は、単に119番を受信

するということのみではなくて、消防団への出動

指示であったり、災害対策本部との連携で各首長

からの命令や指示を伝達するというような重要な
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任務を負うことになります。 

これらのことから、複雑な命令系統で混乱が起

きないように整理をしていくことが必要であると

考えておりますので、この問題についても同時進

行で解決を図りたいというふうに考えておりま

す。 

以上でございます。 

○議長 

佐藤恒夫君。 

○８番佐藤恒夫君 

私も、もう西予市というのは合併をしてから

16年も経過したわけですから、災害が発生した場

合というのは、全ての西予市民が管家市長からの

指示、命令を受けることが重要だと思います。 

西予はひとつとよく言われます。複雑な命令系

統で混乱が起きないようにしていただきたい。議

会からもこれは切に要望をいたします。 

次、通信指令センターの共同運用で問題点とい

うのはないのかというふうなところをお伺いいた

します。 

よく市民の方に、通信指令センターの共同運用

の話をすると、センターの場所が、例えば宇和島

になった場合、通報のおくれとか、救急車や消防

車の出動のおくれがでるのではないかなどの意見

を時々耳にいたします。また、指令センターを統

合することによって費用負担が増えるのではない

かと不安を抱かれてる方もいらっしゃいます。 

共同運用に当たり、メリットとかデメリット的

なものをお伺いいたします。 

○議長 

佐藤消防長。 

○佐藤消防本部消防長 

最も重要なことは、住民の安心安全の確保であ

るというふうに考えております。 

これまでの検討結果においては、センターの位

置によって通報がおくれたり、出動がおくれたり

といったようなことは生じないと判断をしており

ます。 

全国では、これまでに延べ192の消防本部が参

加をして、47の地域で共同運用の実績がございま

す。このようなデメリットの報告はございませ

ん。 

また、両消防本部の管轄内で起きた事案が一元

化をされるということで、迅速な応援体制がとれ

るということは、住民の安心・安全の向上につな

がるものというふうに判断をしているところでご

ざいます。 

次に財政上の効果というところでございます

が、通信指令台の購入や庁舎の整備については、

参加した消防本部の中で費用を案分できるという

ことから負担が下がるということがあるととも

に、国の財政支援が受けられることも大きなメリ

ットになります。 

しかし、統合することによって負担が増える部

分も想定がございます。消防の無線や行政の防災

行政無線などの統合には特殊な技術が必要であり

まして、その費用については、不透明な部分が多

く存在しております。また、バックアップの方法

であるとか、ランニングコストなどについても専

門的な知識を要する調査が必要でございます。 

したがいまして、国の援助を受けて、専門的調

査を実施することとして、今回の補正予算に必要

な経費を計上させていただきました。なお、当該

事業の実施主体は宇和島地区消防にお願いをして

おりまして、必要経費について案分するという計

画としております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 

佐藤恒夫君。 

○８番佐藤恒夫君 

メリットとデメリットのことについてお伺いを

いたしましたが、メリットのほうが多いような気

がいたします。 

１つ私が心配なところというのは、共同運用を

行うことになった場合の災害対策本部との連携に

ついてお伺いをいたします。 

大規模災害が発生したときというのは、各市町

に災害対策本部が設置をされると思います。 

その際の指令センターと各市町の対策本部との

連携というのはどのような形でなされるのかをお

伺いいたします。 

○議長 

佐藤消防長。 

○佐藤消防本部消防長 

平成30年７月豪雨においては、両消防本部の管

轄境界付近で起きた災害の119番通報が錯綜した

という事案がございました。 

今回、共同運用することとなった場合には、こ
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れらの問題は解消するということになります。 

また、２市２町の４カ所の災害対策本部と情報

共有を図るということになりますが、他市町の災

害発生状況やその対応状況が一元化されるという

ことで、先手先手の対策がとれることにもつなが

るというふうに判断をしております。 

迅速な情報共有を確立するためには、ＩＣＴ技

術などが必要不可欠でございますが、この手段も

今回の調査業務に含めております。俗に言うリモ

ート技術というのは、今般のコロナ対応において

もキーワードとなっておりまして、今後飛躍的な

技術の発展を期待しているというところでござい

ます。 

以上でございます。 

○議長 

佐藤恒夫君。 

○８番佐藤恒夫君 

ありがとうございます。 

続いて、一番大事なところであります今後の取

り組み、方向性というところをお聞きしたいと思

います。 

今回、共同運用の調査を行い、調査結果により

どのような方向性を示すのか。実施の方向性が確

定した場合の計画、実施できない場合の対処につ

いてお伺いをいたします。 

○議長 

管家市長。 

○管家市長 

まずは両消防本部の思いが一致して、共同運用

に向けて一歩進めることができ、そして、宇和島

地区消防が主体となって調査を進めていただくこ

とにつきまして、組合長の岡原宇和島市長を初

め、関係各位に感謝を申し上げる次第でございま

す。 

将来的には、先ほども佐藤消防長の話にありま

したように、令和６年前後に両消防本部庁舎が建

てかえられる予定となっております。その際に、

どちらかの庁舎に指令センターが併設され、そし

て、新庁舎供用開始と同時に共同運用が開始され

ることが、私は理想であると思っているところで

ございます。 

宇和島市及び鬼北町とは、本市の明浜、宇和、

野村、城川町と広範囲に渡って接触している上

に、高速道路を使用すれば両本部間は約20分余り

で行き来することができる状況でございます。非

常にこの状態というのは近い存在であるというこ

とを考えておりますし、いろんな意味で交流の広

がりの可能性というものを感じているところでご

ざいます。 

しかし、今回調査をするわけですが、いろんな

懸念材料もございまして調査をするわけでござい

ますが、調査結果により大きな問題が生じ、解決

することが困難となれば、これは単独での整備を

進めていくしかありません。いかなる場合であっ

ても、市民の皆さんの安心、そして安全を守るた

めに最善の努力をもって臨んでまいる所存でござ

います。 

まずは、冒頭にも申しましたように、両消防本

部の思いが一致して前進をするということが、南

予５つの消防本部でこういう体制をとることが、

今回は一致することはできなかったんですけれど

も、その先駆けになればと思っているところでご

ざいます。 

そして、できれば後からでも入っていただい

て、１つになるということが理想ではなかろうか

なと思っておるところでございます。 

このことに関しては、県の当局にもご協力をい

ただきながら進めていきたいと考えております。 

以上でございます。 

○議長 

佐藤恒夫君。 

○８番佐藤恒夫君 

市長から力強い答弁、回答をいただきました。 

本当に近年というのは、大規模災害や激甚災害

が起こる頻度というのは本当に高くなっておりま

す。 

消防の果たす役割というのは、大変重要になっ

てきておりますので、その中で、今回、宇和島地

区広域事務組合と西予市消防本部が基本的な部分

で合意をし、実施に向けて専門業者による技術的

な調査が開始されることになったのは、本当にす

ばらしいことだと思います。 

将来の広域化に向けての一歩前進したと私自身

も確信をしております。 

６月９日に愛媛新聞にも取り上げていただきま

したように、愛媛県でも初めての共同運用事業で

ございます。消防の広域再編が進み、そのモデル

ケースとなることを願わずにはいられません。 
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これから先、宇和島地区広域事務組合と西予市

消防本部が、地域に応じた消防力を持って、効果

的、かつ、効率的な活動ができることを願い質問

を終わります。 

ありがとうございました。 

○議長 

暫時休憩いたします。（休憩 午前９時49分） 

○議長 

再開いたします。（再開 午前10時05分） 

次に、18番酒井宇之吉君。 

酒井宇之吉君。 

○18番酒井宇之吉君 

18番酒井宇之吉です。 

通告いたしておりました高齢者社会の対応につ

いて、地区要望について、２点につきまして一般

質問を行います。 

私どもこれから４年間、選良されまして４年間

の議員活動を送るわけでございますけれども、先

般３月28日に伯方塩業の工場が閉鎖されまして、

そこに坂村真民先生の寄稿された本物という石碑

がございまして、それを移設した建立の除幕式に

市長ともども出席させていただきましたが、その

ときに感じたときに、これから選挙戦に入るのに

議員の本物って何だろうなということを感じた、

選挙戦の前に思いました。 

今回で９回目の選挙になりますけれども、いま

だかって私もわかりません。ただ、一歩一歩上を

目指して生きていく、そういう努力をしていくこ

とが大事であろうと思っておりますので、この４

年間もこうして一般質問をしながら、みずからを

高めていく努力をしたいと思っております。 

３月定例会で、新型コロナウイルスの危機管理

について一般質問をいたしました。 

非常に理事者側はスピーディーな対応で、これ

まで西予市のいろんな市民の不安払拭をしていた

だきまして、ありがたく御礼を、感謝を申し上げ

る次第でございます。 

なお、専決につきましても、早く早くやってい

ただきまして、まことにありがとうございます。

３月定例会の一般質問のお礼というわけではござ

いませんけれども、本当に素早い対応でございま

した。 

これから新型コロナウイルスは、共存の時代に

入っていくだろうと思いますけれども、生活様式

の変化、また、これからはどのようにして働き方

をつくり上げていくのか、社会が変わっていくよ

うな予兆のような気がいたします。 

しかしながら、いまだもって不明な点が多ござ

いますので、第２波、第３波の対応をしながら、

しっかりとした社会づくりをしていただきたいと

思います。 

そのためには、これから50％に近くなるであろ

う高齢者社会がどのようにして対応していって、

生きがいを見つけていくか。そして、現状はどう

であるのかということにつきまして質問をさせて

いただきます。 

通告いたしましておりますように、平成28年、

４年前に、この件につきましても一般質問といた

しまして、現産業部長の酒井部長が答弁をしてい

ただいておりますが、それからどのように変わっ

たのかなというようなところも含めまして質問を

させていただきます。 

人口減が進む中、今回の選挙戦の中でも、また

また高齢化が進んだなという気がいたしておりま

すが、このあたりの中から、人口減の進む中、旧

町ごとの高齢化の変化等々につきまして説明をし

ていただきましたらと思います。 

○議長 

藤井福祉事務所長。 

○藤井福祉事務所長 

人口構成率、また年齢定義についてお答えをさ

せていただいたらと思います。 

前回平成28年にも年齢定義についてお答えをさ

せていただいておりますが、高齢者の年齢定義に

つきましては、老人福祉法では、老人の福祉に関

する原理を明らかにするとともに、老人に対し、

その心身の健康の保持及び生活の安定のために必

要な措置を講じ、もって老人の福祉を図ることと

されています。 

その措置の対象者といたしまして、法のあらゆ

る条文において、65歳以上の者と規定されている

ことから、現在も同様に、高齢者とは65歳以上の

方を指していると考えております。 

次に、人口構成率でございますが、令和２年５

月末の西予市の総人口は3万6876人となってお

り、前回の答弁では3万9733人で2,857人減少して

おります。その構成は、ゼロ歳から14歳までの幼

少年期は3,676人、前回の答弁では4,150人で
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474人減少し、構成率は10％で0.4％減少しており

ます。15歳から24歳までの青年期は2,396人、前

回の答弁では2,774人で378人減少し、構成率は

6.5％、0.5％減少しております。25歳から44歳ま

での壮年期は5,968人、前回の答弁では6,699人で

731人減少し、構成率は16.2％、0.7％減少してお

ります。45歳から64歳までの中年期は8,987人、

前回の答弁では9,836人で849人減少し、構成率は

24.4％、0.4％減少しております。高齢者と定義

される65歳以上の高年期は1万5849人、前回の答

弁では1万6274人で、構成率、いわゆる高齢化率

は、前回の答弁より２％増加して43％でございま

すが、65歳以上の人口は425人減少しておりま

す。 

旧町ごとの65歳以上の高齢化率の変化につきま

しては、平成16年４月１日現在と令和２年４月１

日現在で比較しますと、明浜町は、平成16年４月

１日では39.3％、令和２年４月１日では53.1％、

16年間で13.8％増加しております。宇和町は、平

成16年４月１日では28.2％、令和２年４月１日で

は35.7％で7.5％増加しております。野村町は、

平成16年４月１日では34.6％、令和２年４月１日

では45.5％で10.9％増加しております。城川町

は、平成16年４月１日では40.6％、令和２年４月

１日では53.3％で12.7％増加しております。三瓶

町は、平成16年４月１日では32.6％、令和２年４

月１日では48.3％で15.7％増加しております。ま

た、西予市全体では、平成16年４月１日では

32.8％、令和２年４月１日では42.9％で10.1％増

加しており、65歳以上の割合は、平成28年から

40％を超え、70歳以上の割合は、平成27年から

30％を超えております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 

酒井宇之吉君。 

○18番酒井宇之吉君 

今までの答弁を聞きますと要するに人口も減っ

ておりますし、その中で労働者人口というのは

年々どんどん減って、経済活動するにしても労働

者人口がないんですよ。そういうような社会現象

が始まってるということなんです。 

そしてまた、45歳以上が、現在67.3％あるんで

す、２つ足しましたら。ですから、働き方人口が

これほど少なくなって、やれ経済だどうだこうだ

働く手がないんです。 

そこで国の方策とかそういうことで、働き方改

革ということを名指しにして、60歳以上を働かそ

うと、最終的には70歳にして社会保障とか、国民

保険とか、そういうものも延長して、年金もおそ

くしてしまえというようなことに社会がなりつつ

あるんです。そこにお座りの御二方も60歳を超え

てからでも部長をやらんといかんというような状

態になってるわけです。 

実際このような社会情勢の中で、老人の働き方

改革、先ほどもいろんな一般質問がありますけ

ど、働き方改革に、老人社会における国による改

革推進で変わったことはどういう現象があるかお

聞きをいたします。 

○議長 

藤井福祉事務所長。 

○藤井福祉事務所長 

働き方改革によって変化があるかというご質問

にお答えをいたします。 

現在国においては、65歳以上の継続雇用年齢の

引き上げに向けた環境整備が進められておりま

す。働き方改革による変化につきましては、前回

も就業者数でお答えいたしましたので、今回も平

成27年と平成22年の国勢調査結果でお答えをさせ

ていただきます。 

平成27年国勢調査の西予市の人口は3万8919人

で、前回の答弁では、平成22年国勢調査の結果と

して4万2080人でございましたので、3,161人国勢

調査上では減少をしております。そのうち65歳以

上の人口は1万5867人で、前回の答弁では1万

5536人、331人増加しており、高齢化率は40.8％

で3.9％増加しております。 

その中で、年齢別の就業者数を抽出してみたと

ころ、65歳以上の就業者数は3,881人で、前回の

答弁では3,220人、661人増加しております。高齢

者のうちの24.5％が就業しており3.8％増加して

いる結果となっております。 

職 業別で見ますと、農林業が一番多く

2,037人、前回の答弁では1,975人で62人増加して

おり、次いで卸売・小売業が401人、前回の答弁

では376人で25人増加、建設・製造業が424人、前

回の答弁では273人で151人の増加となっておりま

す。また、70歳以上の就業者数は2,089人となっ

ております。 
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現在国では、少子高齢化に伴う生産年齢人口の

減少や働くスタイルの多様化などの課題、変化に

対応していくため、長時間労働の解消、非正規と

正職員の格差是正、高齢者の就労促進などの働き

方改革を進めており、民間企業での取り組みにあ

わせ、地方自治体でもこの改革への取り組みは急

務となっております。 

これらのデータを見ますと、本市には元気で就

労意欲にあふれ、豊かな経験と知識をお持ちの高

齢者がたくさんおられることがわかります。 

今後は、少子高齢化が進む中、労働力人口減少

の対応として、高齢者の就業機会の拡大や意欲、

能力を存分に発揮できる環境整備が必要であると

考えます。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 

酒井宇之吉君。 

○18番酒井宇之吉君 

答弁の最後に、働けるような環境整備が必要で

あるという答弁でございました。 

続きましてお聞きしますが、前回の高齢者のと

こで国連がどうだとかいろんなことがありました

けど、高齢者は65歳、老人というのは、いろんな

範囲があるということで解釈させていただいて質

問させていただきますが、高齢者は1万5849人の

方がおられるわけですけど、現在ですよ。先ほど

の答弁は、国勢調査の平成27年の国勢調査なんで

すよ。前回質問したのは平成22年の国勢調査の結

果なんです。今回も1万5849人の中ではありませ

んから、平成27年の高齢者の生活様式はどのよう

になってるか、介護及び生産活動してる人、そし

てその他わからない人、そこんところの説明をお

願いします。 

○議長 

藤井福祉事務所長。 

○藤井福祉事務所長 

高齢者の生活様式についてお答えをさせていた

だきます。 

市では介護が必要になっても高齢者が地域で安

心して暮らしていけることを目指しておりますの

で、先ほど酒井市議が申されましたように、高齢

者の生活様式につきましては、介護認定の状況で

ご説明をさせていただきます。その比較につきま

しては、平成28年度の答弁と最新の数字で比較を

させていただいたらと思います。 

介護認定を受けている高齢者は、令和２年３月

末のデータで3,326人、前回の答弁では3,350人で

24人減少をしております。そのうち38人が40歳か

ら64歳までの第２号被保険者で、前回の答弁では

54人で16人減少しております。 

介護度別で見ますと、要支援１から要介護１の

比較的軽度な介護度の方は1,481人で、前回の答

弁では1,464人で17人増加をしております。ま

た、要介護２以上の方は1,845人、前回の答弁で

は1,886人で41人減少しております。 

この結果から、健康で元気な人が増えていると

は言えませんが、住みなれた地域で安心して暮ら

し続けられるように、今後も介護予防事業等の充

実を図ってまいります。就業につきましては、施

設入所者はもちろんのこと、在宅サービスを利用

しながら生活している方においても就業困難な高

齢者が多いと考えられます。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 

酒井宇之吉君。 

○18番酒井宇之吉君 

年度と分母とそれが違うんで、そんなに比較に

はならないと思いますけども、現状概略平成28年

に質問したときと一緒で、65歳以上の人で働いて

る方が25％、介護の認定を受けてる人が25％、あ

との50％は国勢調査とか現在の調査でもわからな

いという形とそんなに変わってない。ただ、聞い

てみますと、元気なご老人、高齢者が多くなって

るなという実態はわかります。 

そこで、次の質問をしたいと思いますが、情報

化インフラ、生活する中でこれは前回質問した中

にないんですが、今回のコロナウイルスの形で生

活様式が変わっております。その中で、次にも質

問出しておるんですが、地区要望、生活要望の中

で、今までの中では、橋とか川だとかいろんなも

のがありました、ありましたけど、高齢者にスマ

ホだとか、パソコンだとか、そういうものがない

もんだから不自由な生活してるんです、このコロ

ナの世界の中でも。 

そのあたりのものを様式を変えて指導していっ

たり、そして公的な形に普及したりするお考えは

ございませんか。 

○議長 
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藤井福祉事務所長。 

○藤井福祉事務所長 

高齢者の情報化のインフラ整備についてお答え

をさせていただきます。 

近年ＩＣＴ社会の進展によりまして、パソコン

やスマートフォンを使ってインターネットを積極

的に利用する高齢者も増え、家族や友人、知人と

の連絡ツールだけでなく、情報収集の道具として

日々活用するなど、ＩＣＴ機器の活用は、私たち

の生活にとって大変身近なものとなっておりま

す。 

高齢者にとっても、ＩＣＴ利活用によりコミュ

ニケーションやアクティビティーの増加、楽しみ

や喜び、刺激を得られることで、脳の活性化や健

康維持増進が期待されております。 

新型コロナウイルスの影響により、離れていて

直接会うことができない家族と高齢者がパソコン

やスマートフォンを利用し、子どもや孫と会話を

するなど、家族等のコミュニケーションの増加と

円滑化が図られ、お互いの安心感にもつながって

おります。 

しかしながら、現状では、若年層に比べると高

齢者のＩＣＴ利活用が進んでいるとは言えない状

況であり、多数の高齢者がインターネット利用に

伴うネットトラブルや購入場所や使い方がわから

ないなど利用に際して不安を感じているのではな

いかと思われます。 

パソコンを学びインターネットを利用すること

は、新しい人間関係や交流を生み出し、高齢者の

居場所や役割が形成されるなど、高齢者の心を豊

かにし、暮らしに刺激や張りを与えてくれるもの

になり得ると考えられます。 

また、高齢者のＳＮＳの活用等により、これま

で蓄積した知識、経験を生かして、若い世代との

交流を促進し、地域づくり等の社会参加を進めて

いくことも考えられます。 

市としましても、今後多くの高齢者が安心して

機器を活用できるよう、老人クラブ活動での研修

実施や教育委員会と連携しての講座開設など、高

齢者に対するＩＣＴ利活用の支援の取り組みを検

討してまいりたいと考えております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 

酒井宇之吉君。 

○18番酒井宇之吉君 

そこで今までの質問は現状とかそういう形で質

問させていただきましたけれども、結局情報化社

会においても、いろんな後の65歳以上の50％の方

が何をしてるのか、何を生きがい持っていってい

るのか、そのあたりがわからない部分が非常に多

いわけです、前回もそうでした。 

そこで、老人クラブの実態と経緯について説明

を求めたいと思いますけれども、時間もございま

せんので、前回も説明しましたが、合併時に1万

500人ぐらいいたのが、だんだん減りまして、今

1万5000人強の老人、高齢者の中で、実際は、入

ってる人が5,000人になってる、４年前に聞いた

ときは6000幾らあった、どうしてこういうように

なるんですか。それで言ってまた行政は老人クラ

ブを頼りにするような発言も先ほどありました

が、このあたりの充実、現状について少し説明し

ていただいたらと思います。 

○議長 

藤井福祉事務所長。 

○藤井福祉事務所長 

老人クラブのただいまの現状についてお答えを

させていただいたらと思います。 

令和２年４月１日現在における西予市老人クラ

ブ連合会の会員数は5,358人となっておりまし

て、酒井市議の申されますように、前回の答弁と

比較しますと1,130人減少をしております。平成

16年の合併時のときの老人クラブの会員数も1万

398人いらっしゃいましたので、今は約半数ぐら

いに減っているのが現状でございます。 

これは組織のリーダーの不足とか、就労年齢の

高齢化に加え、生活環境の変化から会員数が減少

傾向にあるのではないかというふうに私どもはと

らえております。全国的にも会員の減少が問題と

なっておりまして、西予市老人クラブ連合会にお

きましても、各クラブに会員増強運動の展開を呼

びかけ、ともに活動する新たな仲間づくりに努め

ていただいているところでございます。 

市では、この老人クラブ連合会に対しまして、

会員１人当たり300円の助成をさせていただいて

おります。これも酒井市議のご提案をいただい

て、令和元年度に200円から300円に上げさせてい

ただいてるところでございます。 

進展する高齢社会の中で、地域を基盤として仲
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間づくりやさまざまな地域貢献活動に取り組んで

いただいております老人クラブの活動は、地域社

会の人間関係の希薄化が進行している今日におき

ましても重要性を増しております。また、介護予

防にもつながると私どもは非常に期待をさせてい

ただいております。 

今後は、若手リーダーの育成や魅力ある老人ク

ラブ活動を展開していくことが会員の増強にもつ

ながってくると考えておりますので、愛媛県老人

クラブ連合会に設置されている若手委員会などへ

の積極的な参加や女性会員の力を活用した活動の

創出など、高齢者の元気づくりや生きがいづくり

を今後も支援していかなければならないと考えて

いるところでございます。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 

酒井宇之吉君。 

○18番酒井宇之吉君 

老人クラブの活性化に若手リーダーの育成なん

て言いますけど、65歳以上、これは70歳のところ

もあるわけです、60歳からの老人クラブもあるん

です。もちろん老人クラブとは自主団体でござい

ますので、これはいたし方ないところかもしれま

せん。ただし高齢者という形になって、そして、

今300円１人当たり出してます。老人クラブ団体

に対しては1万2500円出して、会員１人当たり

300円出す。実を言いましたらこれ老人クラブか

ら200円を400円にしてくれというところを、市長

が少しずつ老人クラブの努力を見てからというよ

うなことで300円になったように私は記憶をいた

しておりますが、これにつきましても、だんだん

6,000人が5,000人に減っていく、そして休止の団

体等々が増えていく。 

このあたりの問題も含めて、老人クラブの活性

化のためにどういうふうにしたらいいのか一生懸

命考えておりますけれども、今言った答弁で、４

年前も同じような答弁に近かったんですけども、

４年間あってもまだだんだんだんだん減ってい

く。若手のリーダー育成って言いますけれども、

そこら辺の関与そのあたりをどのようにするか。 

そして私がしゃべり過ぎると時間もなくなりま

すので、これは、老人クラブは自助なんです。自

分たちが自分たちのことを助けて自分たちでやっ

ていく団体なんです。自助、共助ということでお

互いいいクラブにしていくというところが目的に

なっておりますので、もう当てにならないものは

自助、共助の中で当てにせず、まず自分自身のこ

とは自分自身でやる。しっかりと体調管理、健康

管理、生活管理をしっかりして、新型コロナウイ

ルスらに負けないように、家族や向こう三軒両隣

の人たちと共助して、そしてそれでどうしてもい

けないときは、公的な公助で助けていただくとい

うのが一つの理念だと思うんです。 

その中で公助がだんだん減っていく中だから、

公助の手助けはどういうことがあるのかというこ

とのお尋ねをしたいわけですよ。その中で、私

は、リーダーがいない、そのリーダーになる人が

一生懸命努力してる、活性化してる老人クラブも

あるわけです。市として、そういうような団体に

関しては、激励するために、励みにさすために、

一つ老人クラブ活性化大賞なんかを出すという案

はいかがでしょうか。 

○議長 

藤井福祉事務所長。 

○藤井福祉事務所長 

頑張っている老人クラブに対して、老人クラブ

大賞のような市からの表彰はできないかというご

質問をいただきました。 

西予市では、西予市表彰条例を制定しておりま

すので、表彰の基準に該当される団体、個人の方

がおられましたら、老人クラブを通してお知らせ

いただければと考えております。また、西予市老

人クラブ連合会においても、長年活動され功労の

あった方等に対して表彰も行っておりますが、老

人クラブ大賞のような表彰をご検討いただけない

か、私どもからもお話をさせていただきたいと思

っております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 

酒井宇之吉君。 

○18番酒井宇之吉君 

西予市の人口の43％、地区によっては、私の地

区は55％、高山地区になるとまた高いです。そう

いうところが過疎化にだんだんなるところほど老

人クラブとか活動がなくなって、そして生きがい

を求めていく、この西予市に住んでよかったな、

これから本当に安心な町に住んで、ついの終わり

をする、そういうような完成されたような社会づ
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くりをしっかりしていくのは、次の質問に移りま

すが、自助、共助、公助でございますけども、自

助、共助の理念につきましては私言いましたけ

ど、みずからがみずからをやっぱり助けていく。

愛媛新聞に出てましたけれども、えらい政治家の

方が、そういう社会を目指すということが書いて

ありました。 

実際どうしてもいけないときには公助、今もう

私老人の生きていく形の中にはどうしてもいけな

いような生きがいをようもてれない50％の人たち

がいるんじゃないかと思っておりますので、この

生きがいについても一つお尋ねしますが、市のか

かわりは先ほど答弁をいただきましたので、これ

から西予市が準備している小規模多機能自治設立

での高齢者の役割、老人クラブに相談したり、そ

のような形を、これから活動センターの中で、ど

のような関与の仕方をしていくのか、そのあたり

をしっかりとそして相談して、65歳以上が入らな

かったら、活性化センターの活動って活性化する

いうたていかんのですよ。そのあたりのかかわり

方をお尋ねいたします。 

○議長 

管家市長。 

○管家市長 

ただいま酒井議員から小規模多機能自治の活動

を設立した場合、その中で高齢者の皆さんの役

割、そして、地域によっては、高齢化率というも

のがもう50％を超えていると。そういう中で、ど

ういう考えを持っているのかというご質問に対し

ましてお答えをさせていただきたいと思います。 

高齢者の皆さんにとっての生きがいというもの

はさまざまであると思いますが、その中の一つと

して、やはり人や地域に必要とされるということ

が重要であると思っております。 

西予市における小規模多機能自治の原点は、自

分たちの地域は自分たちの手でという考えがあり

まして、高齢者が今まで培われております豊かな

知識や経験、そういうものが地域づくりの即戦力

になると思っております。 

現在各地の地域づくり組織では、既に多くの高

齢者の方が活躍されております。65歳ということ

を一つの高齢者という定義をしますと、その前後

からある程度のお年を召された方まで、地域の中

ではいろんなことで活躍をいただいております。

元気な高齢者は重要な地域の担い手であり、さま

ざまな分野において、地域を支える力を発揮して

いただいております。高齢者が地域の担い手とし

て活躍していただくためにはやはり健康で元気で

あること、人財に光が当たる活躍の場が必要であ

るということを思います。 

地域づくり活動センターでは、高齢者の皆さん

が参加しやすい環境を整備し、そして、高齢者を

含めた地域住民の参画を促す地域リーダーの養成

に取り組んでまいります。その中でも、高齢者ご

自身の経験というものが十分に生かされる、そう

いう仕組みをつくっていき、活動を盛り上げてい

きたいと思っているところでございます。 

そのような答弁とさせていただきます。以上で

す。 

○議長 

酒井宇之吉君。 

○18番酒井宇之吉君 

一つだけお尋ねします。 

自治センターができたときに、老人クラブの事

務局を自治センターの地域から雇った職員ができ

るのかできないのかお答え願います。 

○議長 

山住政策企画部長。 

○山住政策企画部長 

老人クラブの事務局を地域づくり活動センター

で地域任用職員が事務局を持てないかというご質

問かと思います。 

それにつきましては、各地域においてご判断を

いただいた上で、そういった地域任用職員が事務

局を持つことについては、特に問題はないという

ふうに理解いたしております。 

以上でございます。 

○議長 

酒井宇之吉君。 

○18番酒井宇之吉君 

だんだん減っていく老人クラブの会員、そうい

うものに対して、しっかりした事務局がありまし

たら、これからますます人も増えていくだろう

し、そういうふうに私は考えておりますので、こ

の自治センターがしっかりしたものにできますよ

うに、またお願いをよろしくお願いします。 

続きまして、新型コロナウイルスにおける高齢

者の意識、行動はということでございますけれど
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も、これは、もう老人の人たち、正直言って避病

舎っていうのを知ってる人たちが何人今いますか

ね。私らの小さいときには何かをすると避病舎に

つれていくぞって言われました。非常にこれがね

閉鎖的なことだったと思うんですけれども。これ

は明治43年に愛媛県においても感染者のずっと歴

史がございまして、愛媛県では明治43年に避病舎

ができたときに、町村が299あったときに避病舎

の数が548あるんです。そういう時代があって、

どこにでも赤痢、腸チフス、ジフテリア、コレ

ラ、そして最後のほうは、スペイン風邪、大正に

入ってからは。そういうところをやって、今はも

うなくなってしまいましたけれども、これが私の

頭の中に、反省しなきゃだめなんですけれども、

差別の頭がちょっとよぎるんです。そして今回、

前田先生や市長がテレビに出られましたけど、シ

トラスリボン運動が、改めてすばらしいことをや

ってるなと思っておりますので、今度の家から出

ない新型コロナウイルスにおける高齢者の中での

フレイル予備対策について少しお聞きをいたしま

す。 

○議長 

藤井福祉事務所長。 

○藤井生活福祉部長 

新型コロナウイルス感染拡大予防に注意をしな

がら、健康増進活動や介護予防活動をどのように

展開していくかは、現在も苦慮しているところで

ございます。 

これまでの取り組みの方針といたしましては、

みずからの健康を確認する定期的な検診の受診、

バランスのとれた食事摂取のあり方を学ぶ調理実

習を含めた学習、筋力アップや有酸素運動など運

動の実技、人との交流をし会話を楽しむ集いの場

の推進でございました。 

これらの全ての活動が、コロナウイルス禍の中

での自粛の対象となり、実施方法を再検討する必

要に迫られております。 

厚生労働省の指針の中にも、感染拡大状況の中

では、通いの場の開催の中止、地域の交流拠点等

の閉鎖が発出されております。健診も密になる状

態を避けながら最大限の注意を払って、実施、あ

るいは延期、中止することになっております。 

このような中、ことし３月上旬からコロナウイ

ルス禍の中、地域の通いの場のリーダーの方々の

電話相談を受け付け、手洗いや換気、密を回避す

る手法についてパンフレットの提供を行い、広報

せいよや西予ケーブルテレビの放映を通じて、情

報を広く市民に周知してまいりました。また、不

安の拡大に対しては、土曜日、日曜日、祝日にお

いても電話相談を開設しより丁寧な説明に努めて

まいりました。希望により感染に注意しながら訪

問活動も実施しております。 

今後は、活動実施上のマニュアルを作成し、健

康増進活動に必要な情報の提供や事業を実施して

まいりたいと考えております。加えて、新型コロ

ナウイルスの第２波、第３波の感染拡大の動きを

注視し、状況に応じて、家から出ないときに注意

すべきことやれること、家を出る際の注意事項等

をさまざまな手段を通じて、市民の皆様へ情報の

提供を行ってまいります。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 

今の答弁は福祉事務所長としてではなく、生活

福祉部長としての答弁でございました。訂正をさ

せていただきます。 

酒井宇之吉君。 

○18番酒井宇之吉君 

これからますます増えていくであろう、そして

ここに座っておられる方は議員も半数は65歳以上

なんです。ですから、この問題については、皆さ

ん我が行く道としてとらえていただいて真剣にこ

この議場におられる方、皆さん真剣に考えていた

だきたい。人生やっぱり３分の１残りの人生が有

意義であれば、健康であれば、すばらしい人生で

あったと言えるんだろうと思いますのでよろしく

ご協力を、認識をお願いいたします。 

続きまして、シルバー人材センターにつきまし

ては、働き方改革でほかの人たち働いたりいろい

ろしておりますが、これにつきまして実情につき

まして、簡単にでございますが説明をお願いしま

す。 

○議長 

藤井福祉事務所長。 

○藤井福祉事務所長 

西予市シルバー人材センターの会員と事業状況

についてお答えをいたします。 

令和２年４月１日現在の会員数は162人で、旧

町別の会員数につきましては、明浜地区８人、宇
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和地区88人、野村地区21人、城川地区はゼロでご

ざいますが、三瓶地区45人となっております。事

業状況につきましては、個人からの受託事業は

年々増加しておりますが、団体等への派遣事業に

つきましては減少しているのが現状でございま

す。 

また、市におきましては、当センターの育成支

援を図るため、現在230万円の補助金を交付して

おり、国からも市補助金と同額の高齢者就業機会

確保事業費等補助金の交付を受けております。 

当センターにおきましては、今後も高齢者の皆

様に、地域の日常生活に密着した多様な就業機会

を提供し、生きがいづくり、働く喜びの継続、健

康維持の重要な役割として、さらなる地域社会へ

の貢献が期待されているところでございます。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 

酒井宇之吉君。 

○18番酒井宇之吉君 

城川町がゼロというところもありまして、西予

市からも国からもお金が出てるということなん

で、西予市満遍なくこういう活動ができるよう

に、ひとつ行政も手助けをお願いしたいと思う次

第でございます。 

続きまして、地区要望についてお尋ねをいたし

ます。 

地区要望の方法等につきまして、いろいろござ

いますが、要望の方法、受付窓口、どのような案

件が多いのか、そして地区要望を実施する判断は

どうであるのか、整備の財源は、一括で質問をい

たします。 

この地区要望につきましては、国の制度の要望

のところもあれば県の要望もありますし、このあ

たりを５年、６年かけて、行政と地区要望の完成

に議員努力をしたことがございます。 

そのようなものも含めまして、現状、生活イン

フラ等々につきましても、生活様式が変わった中

で、大変だろうと思いますけども一括で質問をい

たしまして、時間もございませんので、時間内で

答弁をお願いします。 

○議長 

山住総務部長。 

○山住総務部長 

それでは地区要望に関しまして、ただいま酒井

議員からありました４つの点になるかと思います

が、一括でご答弁させていただきたいと思いま

す。 

まず要望の方法、受付の窓口がどうなっている

のかというところでございますけれども、自治会

や各種団体等から要望書の提出があった場合の対

応につきましては、平成24年に陳情・要望の取扱

い要領というものを内部で策定いたしまして、こ

れに基づいて対応をさせていただいております。 

要望の方法につきましては、まず書面によるも

のであること、また、提出者が自治会または各種

団体の代表者によるものであるとそういったこと

を一定のルールを設けまして、そのルールの中で

ご提出をいただくようお願いをしております。こ

れにつきましては旧町ごとに方法が異なるといっ

たものではございません。 

それでは次に受付窓口でございますけれども、

こちらにつきましてはこの陳情要望、地区の大き

な要望については、本庁、または各支所の総務課

で対応をさせていただいております。各支所の総

務課に提出があった場合でございますが、支所に

おいて形式審査したものを本庁総務課で正式に受

け付けをし、要望内容によりまして関係各課に回

答を求めるといった流れで、そのあと取りまとめ

をしたものを総務課に報告していただくといった

流れで進めさせていただいております。 

一方で、いわゆる行政連絡協議会、各区で取り

まとめていただいて提出いただく区長要望でござ

いますけれども、こちらにつきましては毎年７月

に開催をしております協議会の代表者会において

区長要望の提出の案内をさせていただいておると

ころです。基本的には毎年９月末から10月上旬ま

でをめどに、総務課まで区長要望を提出いただく

ことといたしております。提出があったものにつ

きましては、また再度総務課で取りまとめをいた

しまして、各関係部署に回答を依頼いたしており

まして、年末には回答できるものについては全て

回答するといったことで取り扱わさせていただい

ております。 

なお個人からのご意見でありますとかご提言も

ございますけれども、こういったもの電話やその

他文書、また市のホームページに市民の声という

コーナーがありまして、そちらに寄せられたもの

につきましては個別に可能な限りお答えをさせて
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いただくといったことで対応をいたしておりま

す。 

それで次に具体的な地区要望の内容でございま

すけれども、この過去３カ年の状況としまして

は、平成29年度で25件、平成30年度に16件、令和

元年度で24件、この３カ年度で65件の要望をいた

だいております。 

内容としましては市道の拡幅、施設・設備の整

備、また、給食費の補助でありますとか土地購入

の依頼等々多岐にわたった内容となっておりま

す。 

個人の方から、先ほど言いました市のホームペ

ージに寄せられた、市民の声に寄せられたものに

つきましては、直接担当課で回答をさせていただ

いております。 

次に地区要望に対する判断でございますけれど

も、先ほども申し上げましたが、その要望の内容

は多岐にわたっております。それぞれの担当課に

おきまして、その要望内容の緊急性、また、計画

性、財源の確保、そういったさまざまな要素を検

討いたしまして、内容によりましては、市の所管

ではなく、国・県、他の機関へのつなぎをすると

いったことの場合もあろうかと思います。その重

要な要望につきましては、その都度理事者との協

議を踏まえて回答をさせていただいておるところ

でございます。 

最後に、地区要望等に係るその財源でございま

すけども、市の事業として実施をする場合につき

ましては、現年予算で対応できるものについては

速やかに対応をさせていただいております。ただ

し、その事業の規模等が高額なものにつきまして

は補正予算、あるいは、翌年度以降の当初予算

等々で対応といったことにしております。なおそ

の際には、当然、国・県の補助事業に該当するか

どうか、また起債の対象となるか、そういったと

ころにつきましても調査研究を行いまして、財政

運営上有利な条件で実施できるように努めている

ところでございます。どうしてもそういった国の

補助、または、起債等の対象にならない場合は、

一部基金の取り崩しでありますとか一般財源での

対応ということになろうかと思います。そういっ

た際には、慎重な判断をしながらまた関係機関、

地元の方とも協議をさせていただきながら対応し

てまいりたいというふうに考えております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 

酒井宇之吉君。 

○18番酒井宇之吉君 

地区要望は多岐にわたってると思うんですよ。

本当に今言った制度の中に入り込んでいくだけの

ものであれば、それは正直言って議員いらないん

ですよ。窓口受け付けしていくわけですから、議

員はそしたら地区要望のかかわりがどれだけのも

のがあるのか。このソフトの分がやはり大きくか

かわってるんで、だからそこの杓子定規の形で地

区要望を処理してもらっても、私は地区地区で全

部違うと思うんです。 

これ私整理してたんですけども、地区要望の平

成14年の分です。明浜町区長連絡協議会で、全部

の報告書が来てたんです。西予市になってからこ

ういうことをしてたらなかなか事務処理ができな

いんでやってないんだろうと思います。要望があ

った分の処理、そして工事少しでも、何万円でも

やった工事報告書も全部議員のところへ来てたん

です。そういう細かいところまではやってないん

ですよ、今西予市は。 

だから、そういう地区要望がどういうふうに処

理されたか、どうしてなったのかいうことも、き

め細かく、今のように受け付けたものはちゃんと

処理しますよと言いますけど、私が地区要望につ

いては、いろんな要望があったときに、これも先

ほど申し上げた自助、共助、公助、自分たちで自

分がやらなきゃだめなやつを市民や区民は地区要

望で結構出してくるんですよ。そのあたりを皆さ

んはよう言わないないかもしれないけど我々は言

わなきゃだめなんだから。そして共助にしたら、

その件は、向こう三軒両隣が助け合ってやってく

ださいやと言わなきゃいけないんです。そしてど

うしても財源がいって、予算がいって、お互いが

出し合ってやれないようなものについては、ちゃ

んと区長会を通したり、代表者を通してお願いに

行くと。 

私合併したときに一般質問で、公営住宅のベラ

ンダが傷んどるから直してくれって一般質問やっ

た議員がおられましたよ。一般質問で地区要望や

ったら、結果すぐ直ってたんですから。地区要望

的なことを一般質問の中に挙げてよ、それで細か

いこと言うようなことじゃないでしょう。だから
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やはり議員がかかわり合うというようなところ

も、重きを持って地区要望的なことを処理してい

ただく。そして時間をかけて、必要なことは、行

政と支所及び担当課と国・県に、先ほど国・県の

話も出ましたけど、しっかりと国・県を通してや

っていただきたい。 

そして、逆に言えば、私は一番合併したときに

非常に地区要望の仕方が賢いなって思ったのは、

野村地区の議員たちはほとんど地区要望を文章で

出してくる。明浜の人たちは、ざっとしとるかど

うか知りませんけど、口頭だけで区長と頼みい

く。いろんな形があるわけです。現在でも今残っ

てると思いますよ。そのあたりも、やはり通り一

遍の地区要望の処理の仕方ではなしに、しっかり

した形で、これからも地区民の市民の要望、これ

は絶対必要だと、これはあなた方がやるべき、そ

のあたりをしっかりと官僚としても、そのあたり

は伝えていただいて、しかられますけどね、しか

られますけど、そのあたりはめり張りをつけて、

地区要望の処理をしていただきますことを皆さん

に、お願いするわけじゃないから、職務として全

うしていただきたいと思います。 

これで一般質問を終わります。 

○議長 

暫時休憩いたします。（休憩 午前11時00分） 

○議長 

再開いたします。（再開 午前11時15分） 

次に、１番和気数男君。 

和気数男君。 

○１番和気数男君 

議席番号１番、日本共産党和気数男です。 

初めての質問ですが、議長の許可をいただきま

したので質問を行わせていただきます。 

まず最初に新型コロナウイルス問題でございま

すが、いろいろな方がもうご質問されております

ので、私は身近な問題、感染者になったらどのよ

うなことが起きるのかのことについて質問させて

いただきたいと思います。 

まず、感染が市内で起きたときの対応をお伺い

いたします。 

感染が疑われるとき市民はどのようにしたらい

いのでしょうか。指針はあるのでしょうか。愛媛

県主導と思われるのですが、市と県との医療機関

との関係など、全て医師の指示と思いますが、ま

ず、入院先はどこなのか、検査など、その後の退

院までの流れや家族など濃厚接触者はどのような

措置を受けるのか。受ける検査は、退院になる条

件などをお聞かせください。 

それで、風評被害についてでございます。 

感染者にとっては、大変重要な問題であるよう

です。地域に帰ってから、職場に復帰してから、

本当に物すごい圧力がかかってくるというふうに

聞いております。このような対策についてお伺い

いたします。 

次に経済対策ですが、このコロナ関連の経済対

策ほどスピードを求められていることはないと思

います。 

しかし、西予市では、いち早く中小企業者等経

営安定補助金制度など、そのほかのきめの細かい

対策がとられております。国・県が行っている経

済対策も含めて、市民あるいは事業者がその内容

についてまだよく知っておられないのではないか

というふうに思っております。 

先週新聞でのチラシの折り込みもありました

が、また、さらに定時放送などでの案内なども考

えられたらどうでしょうか。国のほうは、このス

ピード感において大変もたもたしておられるよう

ですが、西予市を見習ったらいいのではないかと

いうふうに思っております。 

次に、雇用調整基金、余り申請が少ないという

ふうに聞いておりますが、やはり手続が難しいと

いうふうに聞いております。よその市では、この

手続の事務、いわゆる社労士などへの書類作成費

用への助成やそれからひとり親家庭への支援を市

独自で行っておるというふうに聞いております。

西予市でも行う考えはありませんかお伺いをいた

します。 

西予市では、財政調整基金を初め、各種基金が

100億円を超えてあります。このようなパンデミ

ックの今、思い切った対策をとっていただき、コ

ロナ関連での失業や倒産は極力出さないのもとに

徹底して取り組みを図られたい。 

以上、１番目の質問を行います。 

○議長 

藤井生活福祉部長。 

○藤井生活福祉部長 

まず初めに、感染拡大が西予市で起きたときの

市の対応力や検査力についてお答えをいたしま
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す。 

新型コロナウイルス感染症対策につきまして

は、検査や感染者確認後の対応は、県保健所が主

体的に行いますので、本市の役割としては、予防

対策の周知及び正しい情報の提供により、市民の

安心を確保することでございます。したがって、

お尋ねの検査力については、県の取り組みである

ことをあらかじめご承知ください。 

それでは検査の手順についてご説明申し上げま

す。 

陽性・陰性を判断する目安となるＰＣＲ検査か

ら入院までの流れでございますが、愛媛県では、

新型コロナウイルスの感染が疑われる方を適切に

医療に結びつけるため、帰国者・接触者相談セン

ターを設置しています。 

相談、受診の目安は、感染拡大初期と比べ緩和

されており、息苦しさ、強いだるさ、高熱等の強

い症状のいずれかがある場合や高齢者や基礎疾患

があるなど重症化しやすい方で、発熱やせきなど

の比較的軽い風邪症状がある場合、これ以外で

も、発熱やせきなどの風邪症状が続いた場合とな

っております。特に、症状が４日以上続くときに

は必ずご相談をしてください。妊婦やお子さんを

お持ちの方も同様でございます。 

相談センターでは、24時間体制で電話相談を受

け付け、感染が疑われる場合、帰国者・接触者外

来で診断や検体採取を行い、検体を松山市の県立

衛生環境研究所に持ち込みＰＣＲ検査を実施しま

す。その結果、陽性が確認されましたら、感染症

指定医療機関に入院し治療に当たります。 

愛媛県のＰＣＲ検査は県立衛生環境研究所のみ

で対応しておりますが、第２波に備え、６月から

検査装置を２台増設し４台に、検査人員も愛媛大

学や松山市から応援を得て、検査体制の強化が図

られております。今後、県衛生環境研究所のほ

か、県立中央病院を初め、中核医療機関に全自動

ＰＣＲ検査装置等を導入し、各圏域検査体制の拡

充を図り、新たな検査手法として抗原検査をモデ

ル的に導入し、効果的方法を検証するなど、さま

ざまな取り組みを計画しております。 

なお、感染者の濃厚接触者は、保健所の判断に

より決定されますが、現時点では感染者との状況

を把握し、ＰＣＲ検査を行った後、陰性であれば

自宅で健康観察を行うこととなります。 

県では、感染第２波に備えて、重症者治療のた

めの集中治療室15床を含め、重症化の可能性があ

る病床43床、中等症・軽症者向け180床、軽症者

や無症状者のための宿泊療養施設67室に加え、

50室程度を確保でき、感染者の状態に合わせて約

340人の受け入れが可能としております。 

西予市においては、新型コロナウイルス感染症

対策本部を設置し、国や愛媛県の指針をもとに、

対策本部を通して西予市の方針を決定し、感染拡

大防止に努めております。また、対策本部の結果

につきましては、西予市ホームページや広報せい

よ等で市民にお知らせをしているところでござい

ます。 

続きまして、感染時に市民はどうすればよいの

か、指針はあるのかについてお答えをいたしま

す。 

西予市の対策は、新型インフルエンザ等対策行

動計画に基づき進めており、市内で陽性者が確認

された場合は、八幡浜保健所が本人への聞き取

り、家族や濃厚接触者への健康調査を実施し、保

健所の指示に従って、個人や事業主による自宅、

事業所の消毒作業を行います。 

先ほど申し上げたとおり、感染された患者は、

感染症指定医療機関に入院し治療に当たります。

退院については、５月末に国の基準が緩和され、

原則患者の退院時のＰＣＲ検査は不要となりまし

たが、愛媛県では退院時にＰＣＲ検査を行い、陰

性であれば退院となり、陽性だった場合は宿泊療

養施設で１週間程度滞在する措置をとっておりま

す。感染確認後、愛媛県は、感染症法第16条第１

項の規定に基づき、感染症予防のため情報の公表

を行いますが、同条第２項により個人情報の保護

に留意する必要があります。 

しかしながら、国内においては、プライバシー

の保護が確保できず、感染者等が誹謗中傷や風評

被害を受ける事例が数多く発生をしております。

地域や個人の特定が患者本人への不当な差別につ

ながることはもとより、このことにより、疑陽性

者が検査をちゅうちょし、ひいては医療崩壊につ

ながることも考えられることから、私たちは患者

となった方々の人権を守り抜くことが地域社会の

安心安全につながること、正しい情報に基づいた

冷静な判断、行動をすることを市民の皆様に改め

てお願いをいたします。 



 

- 95 - 

 

また、本議会では、議会開会の挨拶で市長が申

しましたように、議会の皆様と理事者側でこのシ

トラスリボンを左襟につけさせていただいて、差

別や誹謗中傷、そういったものがないように運動

を広げていきたいと考えております。４月に創設

されました人権啓発課では、人権啓発につきまし

てＣＡＴＶ等でも放映をしたり、また近くには、

リーフレットを作成し、このリボンの作り方につ

いて各戸配布をする予定にしておりますので、ぜ

ひ市民の皆様もこの運動にご協力いただければと

思っているところでございます。 

新型コロナウイルスは飛沫感染であることか

ら、感染拡大防止の方策としては、必要以上に怖

がることなく、一般の感染症と同様にマスク着用

を含むせきエチケット、正しい手洗いの励行など

日常の基本的な予防策を進めることが大切です。

加えて、一人ひとりの体調管理、換気が悪く人が

密に集まる空間や密接した近距離での会話、不特

定多数が集まる場所を避けるなどの３密回避と、

今後は、感染拡大を予防する新しい生活様式の定

着が重要となってまいります。 

続きまして、第２波、第３波に備えるための検

査体制についてお答えをいたします。 

検査の一つである抗原検査につきましては、５

月13日付けの厚生労働省新型コロナウイルス感染

症対策本部ガイドラインによりますと、抗原検査

については、キットの供給が十分になるまでは、

患者発生数の多い都道府県における帰国者・接触

者外来及び全国の特定機能病院から供給を開始

し、生産量の拡大状況を確認しつつ、対象地域及

びＰＣＲ検査を実施できる医療機関を中心に供給

対象を拡大していく方針を示しています。また、

抗体検査は、抗原が体内に入った際、抗体がつく

られる血液内の抗体の有無を調べ感染歴がわかる

検査でございます。 

先ほど申し上げましたが、愛媛県は第２波に備

え、６月から検査装置の増設や検査人員を増員し

ＰＣＲ検査体制の強化を図っております。また、

県衛生環境研究所のほか、県立中央病院を初め、

中核医療機関に全自動ＰＣＲ検査装置等を導入

し、各圏域検査体制の拡充を図ること、新たな検

査手法として抗原検査をモデル的に導入し、効果

的方法を検証するなど、愛媛県では第２波、第３

波に備えた取り組みを計画しております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 

酒井産業部長。 

○酒井産業部長 

国・県・市が行っている施策をわかりやすく徹

底すべきではないかというご質問についてでござ

いますが、国や県の経済支援策が、日々更新さ

れ、また、それらの支援策を西予市の事業規模と

照らし合わせ、市独自の経営安定補助金、店舗環

境を改善する店舗リニューアル補助金、飲食店応

援事業、利子補給などの支援策を講じておりま

す。 

しかし、３密を回避するために、それら支援策

の説明会などを開催することができなかったこと

もあり、ホームページや商工会の協力を得た会報

等を通じて周知をいたしましたが、さらに事業者

の方々への周知や説明についてきめ細やかなサポ

ートをするように努めてまいりたいと考えており

ます。 

次に、国の雇用調整助成金の申請に係る社会保

険労務士依頼費用の補助につきましては、県内

20市町のうち、事業者が多い７市１町で取り組み

をされておりまして、また、補助上限は20万円と

確認をしております。当市におきましては、国の

雇用調整助成金を申請する事業者が多くないこ

と、依頼費用についての要望がないこと、成功報

酬も発生することから補助することを考えており

ません。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 

藤井生活福祉部長。 

○藤井福祉事務所長 

市単独で、ひとり親世帯に対する支援について

市として行わないのかというご質問をいただきま

したので、福祉事務所長としてお答えをさせてい

ただきます。 

市といたしましては、国の第２次補正予算で盛

り込まれておりますひとり親世帯臨時特別給付金

の給付をできる限り早急に実施していきたいと考

えておりますので、市単独での支援は今のところ

考えておりません。 

ただ今後、新型コロナウイルス感染症の状況に

応じて、ひとり親家庭の子どもたちの健やかな成

長のための支援を検討したいと考えております。 
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以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 

和気数男君。 

○１番和気数男君 

ひとり親世帯への支援考えておられるというこ

とでございますので、ぜひ実状もご調査の上、実

現させてもらったらと思います。 

これから感染拡大が進んで、いわゆる八幡浜圏

内で主体的に行うとか、そういったようなこと

は、まだ、実現の可能性はまだ遠いということで

すか。 

○議長 

暫時休憩いたします。（休憩 午前11時33分） 

○議長 

再開いたします。（再開 午前11時34分） 

和気数男君。 

○１番和気数男君 

感染拡大が広がって、県だけで対応ができなく

なるという可能性もあろうかと思います。 

そういったときに、例えば、大洲、宇和島、西

予、八幡浜いうようなことで、いわゆる八幡浜管

内で対応するというふうな事態は考えておられま

せんでしょうか。 

○議長 

藤井生活福祉部長。 

○藤井生活福祉部長 

ただいまのご質問は、検査をまたこの管内で、

県が大変になったらやれないかということでよろ

しいでしょうか。 

 （和気数男君「はい」と呼ぶ） 

○藤井生活福祉部長 

今のところは、県が感染に関しましては、十分

な対応をとっておりまして、検査体制もさらなる

拡充を図っておりますので、今のところはそうい

う想定はしておりません。 

以上でございます。 

○議長 

和気数男君。 

○１番和気数男君 

ありがとうございました。 

それでは次の質問に移らせていただきます。 

市立病院改革プランに伴う二次救急の市民病院

への集約についてでございますが、このことにつ

いて、当然市から住民の皆さんに説明会がなされ

たと思います。 

しかし、知らなかったとか初めて聞いたと言わ

れる方がかなりおられます。そして同じ人が心配

をして何度も電話をかけてきたり、また、今まで

「私の持病は夜間に悪化することが多い」と「何

度も野村病院で助けてもらった」などと話された

ことをまずお伝えして質問に入らせていただきま

す。 

まず野村病院からなぜ夜間休日救急患者の診療

をなくすのかということでございます。 

救急患者の受け入れ状況は、野村病院のほうが

市民病院と比べて多いというふうに出ておりま

す。非常に素朴な質問で、素朴な疑問でありま

す。それから、高齢化率も市東部のほうが高いの

ではないか、高齢者の皆さんにとっては非常に心

細い施策になろうかと思っております。また、い

ろいろなことが人口の多い市中心部へ集約をされ

るという方向になっているのではないかというこ

とを危惧しております。この体制維持、今の体制

をなかなか維持することが困難だという説明でご

ざいますが、今までの体制維持についてどのよう

に努力をされたのかお伺いいたします。 

医療環境から見ても、宇和は民間の病院や医院

が野村よりはるかに多い、東部より多いですね、

近隣の宇和島や大洲などの医療機関にも近いし、

また医療機関も多い、だからこそ市民病院より野

村病院のほうが患者数が多いというふうに理解し

ております。市東部に夜間休日に救急で頼れる病

院がなくなる。その一方で、宇和には医師が多

い。医師会に協力を求めて、夜間休日の緊急救急

体制維持に協力を求められないのか。例えば、西

条市では国道11号線沿いに、民間医師の協力を得

て休日夜間救急医療センターなどを開設し、公立

病院の負担軽減に努められております。ぜひ再考

をお願いしたいと思います。東部では、市立病院

に行くまで１時間半以上もかかることが、これだ

けの時間をかけて救急医療と言えるのかという声

もあります。 

それから奨学金制度でございますが、この制度

はどこの自治体も実施をしております。ぜひ西予

市ならではの取り組みを行い、奨学金月額5万円

というのは少ないのではないか、ぜひ医療従事者

の多い町に努力をされたい。さまざまな制約はあ

ろうかと思いますが、小中学生のころからふるさ
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と西予で医療従事者として働こうなどと、直に例

えば市長が呼びかけたり、学校や父兄に具体的に

西予市ではこのような人材が不足しているなど、

ふるさと貢献の協力を求めるようなことなどをし

てはいかがでしょうか。 

それから、コロナ禍の今、医療体制の縮小では

なく、ぜひ充実をお願いしたいというふうに思っ

ております。 

よろしくお願いします。 

○議長 

管家市長。 

○管家市長 

和気議員からの市内の二次救急体制のことにつ

きましてお答えをさせていただきたいと思いま

す。 

もう議員もご承知のとおりと思いますけれど

も、平成29年３月に公立病院の果たすべき役割を

認識し、将来に向けて安定的な経営ができること

を目指して、新公立病院改革プランを作成させて

いただいております。 

このプランは、目指す姿として2025年度に向け

て、公立病院の体制を確立するために、二次救急

の集約、両病院の機能分担、経営の効率化、医療

情報の連携等について令和２年度を目標として、

まず計画が策定されました。 

しかしながら、一昨年の豪雨災害や働き方改革

等の環境変化によりまして、目標を令和４年４月

へ２年間延期するようプランを見直しているとこ

ろでございます。 

二次救急の集約につきましては、現在２つの市

立病院が隔日交代で二次救急を受け入れておりま

すが、両病院とも医療従事者はぎりぎりの人数で

二次救急を維持しております。この二次救急に

は、医師２名、放射線技師１名、臨床検査技師１

名、そして、看護師が日中であれば２名、夜間で

あれば１名という体制をしく状況となっておりま

す。 

こういう状態の中で、両病院においてはぎりぎ

りの医療関係者の人数の中で頑張っていただいて

おります。またあわせて、2024年４月から医師の

働き方改革というものを推進されることになって

おりまして、時間外労働の上限規制や当直明けの

休暇取得、そして、医師の労働時間短縮の対応を

求められます。このことにより、今以上に多くの

医師確保が必要なことなどから、市内２カ所での

実施を維持することは困難となるため、野村病院

で受け入れをする平日・日中の二次救急患者を除

いて、適正規模で市内の中核的な医療を担う西予

市民病院に休日・夜間の二次救急を集約し、両病

院で協力して受け入れ体制を維持することがで

き、そして適切で実現可能な方策とするように考

えているところでございます。 

また、その中で、特に医療機関が少ない、先ほ

ど和気議員も言われました、市内東部の野村・城

川地域においては、これまで野村病院の地域医療

の取り組みを推進していただいております。医師

会や関係機関、福祉施設事業所とも連携をして、

在宅医療福祉のモデル地域として継続・充実する

よう努めていきたいと考えているところでござい

ます。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 

山岡医療介護部長。 

○山岡医療介護部長 

私からは、まずこれまでの市内の二次救急体制

の維持の取り組みと今後の対策等についてお答え

をしたいと思います。 

市立病院での医師・看護師等の医療従事者の確

保について、市及び関係者も最大限の努力をし、

その中で、特に医師を初めとする医療スタッフの

理解と努力並びに市民のご理解とご協力により、

２つの病院が隔日交代で市内二次救急を継続して

きたところですが、先ほど市長からもありました

ように、働き方改革の対応等も加わりまして、必

要数の確保は極めて困難な状況にございます。 

このような状況において、医療資源を集約し、

両病院が協働して市内の救急医療を守るために病

院改革プランを策定し、その見直しも行い、本年

２月17日から27日にかけて市内６カ所で説明側に

は、市長初め両病院院長や看護部長、消防長も加

わってもらいまして、334名の参加を得るなど、

市民の皆様に理解を求めて進めているところでご

ざいます。和気議員も参加をいただいたところで

す。 

集約後は24時間365日、両病院が協力して、西

予市民病院で二次救急患者を受け入れすることと

しまして、東部、野村・城川地域の皆様の不安解

消のために、野村病院では、平日昼間の二次救急
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患者や休日当番にあたる休日昼間は一次救急患者

も受け入れを予定しているところでございます。 

このほか、両市立病院では、電子カルテ等によ

る情報連携を進めまして、患者の同意のもと診療

情報を共有することができる地域医療連携システ

ムを本年度中に導入する予定で、宇和島市立病院

などの三次救急病院とも連携することが可能にな

ったり、このシステムに西予市医師会にもご協力

と参加をいただきまして、病院間の診療連携や紹

介を行ったりするなど、容体が安定した患者は、

近くの病院及び医療機関に転院、通院できる体制

づくりについてもさらなる構築を進めてまいりま

す。 

これらにつきましては、今後市内で二次救急を

継続するため、及び安心な地域医療体制づくりに

は必要な対策ですのでご理解とご協力をお願いい

たします。 

また、医療従事者を育てるため、西予市では平

成28年度に看護師等への奨学金制度を制定し、従

事者の確保に取り組んでまいりました。この奨学

金制度につきましては、昨年度におきまして、返

還債務の免除要件の見直しを行い、より使いやす

い制度になるよう取り組みを進めているところで

ございます。 

またこれとは別に、県と関係市町が連携した奨

学金では、将来、県内の医療機関で一定期間医師

の業務に従事いただければ返還免除となる制度も

ございます。昨年度より、市内の中学、高校へも

出向きまして、学生へも奨学資金制度の周知を行

い、医療従事者の確保、育成に取り組んでいると

ころでございます。 

議員の皆様におかれましても、制度の周知や活

用につきましてご協力いただくようお願いをいた

します。 

続いて、現時点で改革プランの見直しの考えは

ないのかとのお尋ねについてお答えいたします。 

全国的な看護師不足、都市部集中等による医師

不足により、地方の地域医療は危機的な状況を迎

えております。当市の市立病院の医療従事者につ

いても、同様にその確保について大変苦慮してい

るところでございます。 

そのような中、新型コロナウイルスの第２波、

第３波も予想され、医療従事者の負担はさらなる

増大が見込まれております。であるからこそ、両

病院の医師や看護師並びに多職種が連携しまして

改革プランを推進し、あらゆる施策を検討・実施

し、大学等からの支援も一層お願いして、医療従

事者の確保や負担軽減に努めてまいりたいと考え

ておりますので、議員各位、市民の皆様にもご協

力を賜りますようお願いを申し上げます。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 

和気数男君。 

○１番和気数男君 

これからはそのプランに向かって進んでいくの

みというふうに理解をしてよろしいですか。もう

努力は続けないと、存続する努力は続けないとい

うことでしょうか。 

○議長 

山岡医療介護部長。 

○山岡医療介護部長 

説明いたしましたように、説明会では現場職員

の生の声もありまして、救急医療体制や医療従事

者へのご理解をいただき、プランに対する一定の

理解も得たところであります。一方で心配される

声もありまして、そういったこと、例えば先ほど

言われました搬送時間のことの心配などもござい

ました。 

今後につきましては、丁寧な説明を行いまし

て、その不安をできるだけ少なくするよう関係者

で協議して、実施に向けて進めていくよう、ま

た、市民が安心して暮らしていただけるために、

しっかりと丁寧に進めてまいりたいと思っており

ます。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 

和気数男君。 

○１番和気数男君 

説明はよくわかりましたが、やはりこのように

して地域とか過疎地がだんだんと拍車をかけると

いう構図であろうかと思います。できるだけ可能

性を残してやっていただきたいなというふうに思

っております。 

時間もあれですので次の質問に移らせていただ

きます。議長よろしいですか。 

○議長 

はい。 

○１番和気数男君 
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2018年のダム災害の問題でございますが、皆さ

ん方ほとんどの方ご存じと思います。５名のとう

とい人命と市民の財産を奪った野村ダムの緊急放

流災害から２年目の出水期を前にして、被災住民

は本当にうっくつした毎日を送っております。 

私たちは災害直後、200世帯以上の被災住民ア

ンケートを行っております。その回答では、大き

く３つのことが述べられております。 

この大災害の原因として、１つに野村ダムの急

激で大量の緊急放流、その次に、西予市の避難指

示のおくれ、そして、みずからの危険を顧みず献

身的に避難救助活動を行っていただき、多くの命

を救っていただいた地元消防団員さんへの感謝の

言葉が多く述べられております。また、多くの西

予市民からも感謝の気持ちが寄せられておりま

す。 

ダムの緊急放流によって死者が出たのは野村ダ

ムが初めてでございます。私がきょう聞きたいの

は、避難指示はなぜおくれたのか。住民の命の砦

としての自治体からの避難指示のおくれは、検証

の結果を聞かしていただきたいと思います。 

マスコミなどからの報道をいろいろ見ておりま

すと、国交省、西予市ともに「まさかこれほどと

は」、「洪水にはならないだろう」など、いわゆ

るよく言われております正常性バイアスにとらわ

れていたんではないか。例えば国交省の職員が、

災害直後緊迫感を持って行政に届けられなかった

のではないかという恐れがあるというようなこと

を報道しております。また西予市も、それほどの

切迫感を持って受けとめられなかったということ

が報道されております。 

正常性バイアス、本当に怖いと思います。ダム

はあるレベルまでは安全でございます。しかし、

そのレベルを超えると一気に危険な状況にあるこ

とを私たちは今回知りました。下流の川は大変狭

く、操作規則が変わったときに河道を広げるとい

う約束をしておったにもかかわらず、岩盤がかた

いからとか、そのような理由で引き延ばしてきた

と。このようなことが、だんだんと正常性バイア

スを培ってきた一因ではなかろうかというふうに

思っております。 

その水位が一気に上がることを例えばダムから

伝われたとき、ダムが放流をする、越流するおそ

れがあると言われたとき、その瞬間に一刻も早く

逃げる必要を住民に知らせて行動する。そのこと

がやはり一番大きな分かれ道ではなかったのでは

ないかと思っております。いろんな理由があって

おくれたということが報道されておりますが、放

流すると言われた時点、やっぱり一目散に川の近

くから逃げる行動を起こす。そのことが必要では

なかったのかというふうに思っております。 

生きることに理解がある市役所であればできた

はずではありますが、正常性バイアスにとらわれ

てしまっておくれたことは、余りにも代償が大き

過ぎます。ダムがあるから下流の改修に取り組ま

なくても大丈夫だろうというふうな行政的な構造

国・県・市ともにあったと思います。それらにつ

いての検証の結果はまだどこにも聞いておりませ

ん。しかしながらそれらに甘んじても、かつ、今

回の災害がここまで大きくなったというのは納得

はできません。 

７月７日野村ダムの最大流入量1,942トン、最

大放流量が1,797トン、300トンを放流しながら、

一気に1,800トンに近い放流を行ったと。この流

入量と放流量から見てもわずか150トンしか洪水

調節がなされていない。このようなレベルでは、

やっぱりダムの洪水調節というものがなかったと

しか言いようがないと思います。いろいろな理由

を言われておりますが、この代償は余りにも大き

かったと。緊急河道対策などで、幾分かの改修は

行われて参りましたが、やっぱり川は可能な限り

広いほうがよいということがうかがわれておりま

す。 

教訓として、この災害から何を学んだのか。再

発防止策について伺いたいと思います。 

それから次、操作規則が変わったわけでござい

ます。平成８年の操作規則以前にかえってきて、

洪水調節開始要領を300トンから500トン、300ト

ンから徐々に引き上げていくということで、計算

上では、2018年の放流量でも何とか耐えていける

んじゃないかというふうなことを言われておりま

す。避難訓練とかいろいろ私も書いておるんでご

ざいますが、やっぱり今一番思うことは、

1,000トンあそこに流したらどうなるのかと、そ

のことを、今かなり水がたまっております。

500トン流したらどこまで水が来るのか、そうい

ったことをぜひやっていただくことが、一番の避

難訓練ではなかろうかというふうに思っておりま
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す。 

それから住民への周知、このことも非常に大変

だろうと思います。なかなか言うことを聞いてい

ただけない、逃げていただけない、そういったと

きにどうするかということでございますが、やは

りこれは日常、住民と行政との関係いろいろあろ

うかと思います。一つひとつ積み上げていく以外

ないかと思っております。市民との対話を大切に

し、市民に寄り添った支援、これなかなか言葉と

しては非常にいいんですけどね、それが結果どの

ように残っていったのか、本当にそういうことが

できるのかなという点も疑問に思っております。 

それから、住民の方は川のこと非常によくご存

じです。平成何年のときにはここまで来た、だか

らここ500トンだとか400トンだとかと言われてお

ります。それでいろんなことを教えてもらいま

す。しかし、一人ひとりよく聞いておるとやっぱ

り微妙に違ってくるんですね。そういったような

ことをよく話を聞いて、誰かがこう積み上げてい

ってもらったらなというふうに思っております

が、やっぱり要はどれだけ流れるか、どれだけ流

したらどこまで水位が上がるかということでござ

いますので、まずこれを西予市長は国交省に話し

ていただけたらなというふうに思っております。 

関連質問もあわせていいですか。野村ダム改造

事業、恐らくコンジットゲートをもう一つつくる

という要望だろうと思うんですけども、どれだけ

の…。 

○議長 

和気議員、通告にない質問は、ここでは時間の

都合もありますので。手短にお願いします。 

○１番和気数男君 

わかりました。 

以上、今までの回答をお願いします。 

 （「（３）が抜けている」と呼ぶ者あり） 

○議長 

和気議員、通告書に出されていることは全て今

言われましたか。 

 （「休憩」と呼ぶ者あり） 

○議長 

暫時休憩いたします。（休憩 午後０時04分） 

○議長 

再開をいたします。（再開 午後０時05分） 

和気数男君。 

○１番和気数男君 

次に私いつも思うんですが、国の説明とか、県

の説明、被害住民がほとんど入ってないんです

ね、検証に。そのことを常に私は要求してきたわ

けでございますが実現しておりません。なぜ被災

住民は選ばれないのか。 

それから３番、最後、市長は犠牲者が出たこと

についてどう思っておられるのかお伺いをいたし

たいと思います。 

○議長 

山住総務部長。 

○山住総務部長 

それでは私からまず避難指示のおくれについて

の検証結果について答弁させていただきます。 

これは既に住民説明会等々でも説明させていた

だいていることでございますが、当時は夜間で雨

も強まる中、暗闇で道路や水路、河川が見えない

状況で避難することは、過去の豪雨災害での人的

被害の教訓からかえって危険であること。また、

防災行政無線が聞こえなかった場合であるとか、

地域住民の皆様に事の重大さと緊急性を伝えるた

めには、消防団による戸別訪問による避難の呼び

かけ、避難誘導が最も円滑かつ安全に避難するこ

とができる方法ということを考えまして、消防団

の参集に要する時間、消防団の各戸への呼びか

け、また、要支援者の搬送に必要な時間等を鑑み

まして避難指示発令時間を５時10分に決定したも

のでございます。 

このように当時考えられる最善の策をとったと

ころではございますが、ご指摘のとおり、「発令

が遅かった」、「防災行政無線が聞こえなかっ

た」、「緊迫感がなかった」など多数のご意見を

いただいたところです。 

これらのご意見を参考にさせていただきまし

て、国・県、関係機関とも連携し、タイムライン

の策定、県の水位周知河川の指定に伴うハザード

マップの作成・配布、ダムの操作規則見直しに伴

う情報伝達手段の見直しなどを行ってまいりまし

た。 

また、市におきましては、今回の災害対応に係

る資料、職員の記憶等を包括的に記録し、過去の

災害における知見や教訓等を踏まえ、その評価を

行い、今後の防災対策のあり方と改善の方向につ

いて整理し報告書としてまとめております。 
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この報告書をもとに、昨年度末には地域防災計

画を全面改訂いたしまして、受援計画の策定も行

ったところです。 

今年度におきましては各対応業務のマニュアル

策定を行い、きめ細やかな対応を考え、対応を講

じていきたいという予定といたしております。 

７月豪雨災害の教訓を無にすることのないよう

対応を振り返り、教訓を後世につなぎ、今後の豪

雨災害のみならず南海トラフ巨大地震のような大

規模災害への取り組みに生かしてまいりたいと考

えております。 

次に、教訓としてどのようなものを導き出した

かという問いでございますけれども、野村ダム下

流域に関しましては、これまで策定されていませ

んでした最大雨量の大雨に対する洪水想定区域が

示されましてハザードマップを作成いたしまし

た。あわせて、防災関係機関が連携を密にしたタ

イムラインの策定、そういったことを通じまして

連携強化に取り組んでいるところでございます。 

あわせまして、内部的には実効性のある災対本

部運営のための機能の強化、職員の災害対応力の

向上、各種機器等の整備、ＢＣＰの見直しなど、

市内部の体制の見直しも図っているところでござ

います。また、市民の皆様への避難情報等の的確

かつ多様な方法での伝達手段につきましても、そ

の確保、また人員的には消防、防災士の育成強化

なども図るとともに、地域の防災力の向上等を行

動指針としてまとめております。 

これらの対策につきましては当然時間も要する

ものもございますけれども、大規模災害に備える

ため、まずは人命を守ることを第一に防災・減災

対策を推進してまいりたいと考えております。 

その上での再発防止策でございますが、これに

つきましては、小玉議員の答弁におきましても、

避難情報発信の変更点については答弁させていた

だいておるところです。人命を失うことがない災

害対応を行うことが、まずは当然でございます

が、多様な形で発生する災害に対応するために、

市内部体制の強化はもちろんのこと、関係機関と

の連携強化、また、行政だけの防災対応の限界と

いうのも当然あろうかと思います。そういったも

のを認識した上で、地域防災力の向上にも地域の

皆様とともに一層取り組んでまいりたいというふ

うに考えております。 

ダムの新操作規則の対応等でございますけれど

も、野村ダム下流域の防災体制につきましては、

野村ダムの操作規則の見直しに伴い、関係機関の

防災行動を定めたタイムラインの作成、また県の

水位周知河川指定に伴うハザードマップの作成・

配布、そういう対応をしてまいりましたけれど

も、避難訓練につきましては、災害後実施できて

いない状況となっておりました。 

今年度、この出水期までに何とか実施をしたい

ということで調整をしておりましたが、新型コロ

ナウイルス感染症拡大の影響もございまして、実

施時期の判断が難しい状況でございました。今般

感染症の警戒期から縮小期への移行という状況を

鑑みまして、来月７月12日日曜日になりますが、

野村地区を対象とした避難訓練を実施することで

計画をいたしております。現在関係機関とその調

整を進めているところでございます。 

今後野村地区各組長の皆様、消防団員の皆様、

そういった方々への説明を経まして、６月中の広

報に住民周知をしてまいりたいと思います。 

また訓練に際しましては、今回の訓練の検証を

行うとともに、農友地区で取り組んでおられます

いのちのカードなど、これまで地域で実施をして

いただいております優良事例の紹介、これを全体

への波及、そういったことも含めまして住民の皆

様への啓発も一層推進してまいりたいというふう

に考えております。 

次に、市民との対話を大切にして、対話を重ね

ながら対策検証を行ってきたかという問いでござ

いますけれども、西予市におきましては、復旧・

復興を進めていく上での指針となる復興まちづく

り計画の基本理念の一つに「寄り添い支え合う」

ということを掲げております。この理念のもと

で、市民とともにその対話を大切にしつつ復興ま

ちづくりを進めてきたところでございます。 

平成30年度におきましては復興座談会を市内で

13回、いただいたご意見等は復興まちづくり計画

に幅広く取り入れさせていただいております。令

和元年度におきましては市政懇談会、市内24カ所

において開催をしまして、復旧・復興事業の進捗

状況等を報告いたしております。また、発災後時

間の経過とともにでてきた新たな問題や困り事な

ども聞く機会を設けたところでございます。 

一方、野村地区、被害が一番大きかったところ
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につきましては、のむら復興まちづくりデザイン

ワークショップを計画いたしまして、地域の方々

等さまざまな分野からご参集、ご参加いただきま

して、野村地区における災害復旧、今後のまちづ

くりについて現在協議、検討をいただいていると

ころでございます。 

このワークショップは参加自由でございまし

て、さまざまな方がそのときそのときのテーマに

応じていろんな意見交換をしております。そうい

った意見を十分今後の復興まちづくりに取り入れ

ていきたいというふうには考えております。 

また、河川整備に関しましては、野村地区河川

整備促進協議会と意見交換の場を持ちまして、こ

れも地域住民としての考えや経験などのご意見等

も賜りまして、それを県・国へつなぎをし、その

早期完成に向けて協力しつつ取り組んでいるとこ

ろでございます。 

この災害は市内全域で発生をしておりまして、

行政としてはどの地域の復旧・復興も大切でござ

います。幅広く意見をいただきたいということで

考えております。 

最後、復興まちづくり計画策定のメンバー構成

ということですけども、この復興まちづくり計画

策定委員会につきましては先ほども申し上げまし

たが、市域全体の災害復旧・復興を検討また協議

をする場として設けております。 

そういうことで市内の農林業者、教育機関、消

防団等と各業種からそれぞれの代表の方々等のご

意見をいただきまして、広く市域全体に係るご意

見等を反映するために公募したものでございま

す。 

そういったことで、また、この中につきまして

は一般公募ということで、どなたでも参加する枠

も設けておりましたが実際のところ、一般公募枠

は１名の方のみという状況でございます。 

私からは以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 

暫時休憩いたします。（休憩 午後０時15分） 

○議長 

再開いたします。（再開 午後０時16分） 

管家市長。 

○管家市長 

市長は犠牲者が出たことに対してどう思ってい

るのかということに対しましてご答弁をさせてい

ただきます。 

今回の災害により市内で６名のとうとい命が失

われたことには大変重く受けとめております。 

今回の教訓を風化させることなく、二度とあの

ような災害が起こらないよう関係機関と連携し、

また、地域住民の皆様方のご理解、ご協力のもと

対策を進めていきたい、そのように思っておりま

す。 

あわせて、風水害、巨大地震と多様な災害も想

定をいたしまして、市の防災対応力の強化はもち

ろんのこと、関係機関との連携強化、あわせて自

主防災組織の機能強化、地域防災リーダーとして

の防災士の養成、スキルアップ、市民の皆様への

防災意識の向上を行い、自助・共助・公助が一体

となった防災対応を推進してまいります。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 

和気数男君。 

○１番和気数男君 

驚くべき回答でございました。 

避難指示がおくれていない、危険性があります

よと言われた時点で住民の命を守る行動を起こす

のが当然じゃないですか。同じ時刻宇和では、救

急車、消防車がサイレンを鳴らして町の中を走っ

て回った、こういうことですよ。即行動を起こす

べきであったと。暗いからとか、避難所が開設で

きなかったというようなことは命を救うことには

関係ありません。この行動がとれなかったことが

大きな災害を起こしたということでございます。

適正な避難指示であったということは到底受け入

れることはできません。 

○議長 

和気数男君に申し上げます。 

ただいま一般質問の制限時間を超過いたしまし

たので、申し合わせによりまして一般質問の終了

を宣告いたします。 

○１番和気数男君 

終わります。 

○議長 

以上で本日の一般質問を終結といたします。 

暫時休憩いたします。（休憩 午後０時20分） 

○議長 

再開いたします。（再開 午後１時30分） 

ただいまから議案順に質疑を行います。 
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 （日程２） 

○議長 

日程第２、議案第71号「西予市職員の給与に関

する条例の一部を改正する条例制定について」か

ら議案第86号「株式会社野村町地域振興センター

への出資金払戻請求権の放棄について」までの

16件を一括議題といたします。 

これより本案16件に対する一括質疑を行いま

す。 

質疑の通告がありますので発言を許可いたしま

す。 

５番加藤美香君。 

○５番加藤美香君 

議案第77号「西予市家庭的保育事業等の設備及

び運営に関する基準を定める条例の一部を改正す

る条例制定について」お伺いいたします。 

この条例で規定する家庭的保育事業所等とはど

のような事業所であるのか。西予市に該当する施

設はあるのか。また、今回の条例改正の具体的な

目的は何か、あわせて３点をお伺いいたします。 

○議長 

藤井部長。 

○藤井福祉事務所長 

加藤議員からご質問のありました家庭的保育事

業所等について、まずご答弁をさせていただきま

す。 

家庭的保育事業所等とは、地域における多様な

保育ニーズにきめ細かく対応するとともに、質が

確保された保育を提供することで、子どもの成長

を支援することを目的としており、認可は市町村

が行い、家庭的保育事業所、事業所内保育事業

所、小規模保育事業所、居宅訪問型保育事業所の

４つの類型がございます。 

市内で家庭的保育事業所等に該当する施設はあ

るのかのご質問でございますが、事業所内保育事

業所として、公立のスマイル保育園があり、こと

し７月に、西予市民病院近くの薬局跡地において

開所予定のあおなみが民間の小規模保育事業所と

して該当をいたします。 

今回の条例改正につきましては、家庭的保育事

業所等卒園後の満３歳以上の児童の受け入れ先確

保のため、家庭的保育事業者等に、連携施設の確

保が義務づけされていますが、さまざまな対応策

の活用により、引き続き教育・保育の提供を受け

ることができる場合には、連携施設の確保が不要

となりました。また、保護者の疾患や障がい等に

より養育を受けることが困難な乳幼児に対して、

居宅訪問型保育の実施が可能であることが明確化

されることになりました。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 

以上で質疑を終結といたします。 

ただいま議題となっております議案第71号から

議案第73号まで及び議案第80号から議案第84号ま

での８件は総務常任委員会へ、議案第74号から議

案第79号までの６件は厚生常任委員会へ、議案第

85号及び議案第86号の２件は産業建設常任委員会

へそれぞれ付託いたします。 

 （日程３） 

○議長 

次に、日程第３、議案第87号「令和２年度西予

市一般会計補正予算（第４号）」から議案第91号

「令和２年度西予市病院事業会計補正予算（第２

号）」までの５件を一括議題といたします。 

これより本案５件に対する一括質疑を行いま

す。 

質疑の通告がありますので、通告順に発言を許

可いたします。 

まず、15番二宮一朗君。 

二宮一朗君。 

○15番二宮一朗君 

それでは、議案第87号一般会計補正予算の農林

水産業費の林業費、また目は林業振興費ですけれ

ども、高性能林業機械導入事業1億4723万1000円

について、新型コロナウイルス感染拡大の影響に

より、国内に停滞する輸出向けの原木に付加価値

をつける加工施設の整備を緊急的に進めるためと

の説明がありました。 

しかし実施主体の概要等がわかりませんので質

問させていただきます。 

○議長 

酒井産業部長。 

○酒井産業部長 

ご質問のありました高性能林業機械導入事業

は、国の６次産業化市場規模拡大整備交付金の中

の大径原木加工施設整備緊急対策実施要綱に基づ

き取り組むものでございます。 

事業内容は、新型コロナウイルス感染症の世界
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的な拡大を踏まえ創設された国の補助事業であ

り、中国への丸太輸出の停滞により、国内に滞留

する輸出向けの原木を付加価値の高い木材性製品

に加工するため、加工施設の整備に要する経費の

一部を支援する事業でございます。 

新型コロナウイルス感染症に関する緊急対策と

して、県の事業要望取りまとめにおいて、宇和町

内の木材加工施設製材所１社から要望をされたも

のでございます。 

事業内容につきましては、大径材を製材する丸

太加工機のツインバンドソー、板材加工機のエッ

ジャー、木材裁断機のチッパーを導入し、製造ラ

インの整備をするものでございます。補助率は、

対象事業費の２分の１以内、国費のみとなってお

ります。 

以上、説明とさせていただきます。 

○議長 

二宮一朗君。 

○15番二宮一朗君 

ありがとうございました。 

今、１社というお話でございましたけれども、

県内の中でも西予市は林業に占める割合は高いと

いうか、一番県の予算においても林業予算は多い

わけでございますが、今言われたようないい事業

であれば、今後ほかのやられとる数社等に勧め

て、西予市の林業振興に図れるような見込みがあ

るのかどうか再質問させていただきます。 

○議長 

酒井産業部長。 

○酒井産業部長 

今後もこういう新たな補助制度が出たときに

は、手を挙げていただく業者もあろうかと思いま

すが、実はこの事業まだ内示が来ておりませんの

で確定した事業ではございません。 

国も緊急に出した予算でございまして、どのぐ

らいの要望があるかというのがはっきりつかめて

ないのが原因ではなかろうかなと思うんですけ

ど。先ほど聞いてみますと、もう数週間ぐらいで

内示が出るであろうという県からの連絡が入って

いるようです。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 

二宮一朗君。 

○15番二宮一朗君 

ありがとうございました。 

まずやってみていい事業であれば、ぜひ西予市

としても推進をしていただきたいと思います。 

以上です。 

○議長 

次に、14番中村敬治君。 

○14番中村敬治君 

議案第87号一般会計補正予算（第４号）につい

て、３点質疑をさせていただきます。 

まず最初に、予算書31ページですが、林業振興

費の高性能林業機械導入についてということで、

ただいま二宮議員から質疑がございましたが、今

の答弁の中について追加の質疑をさせていただい

たらと思うんですが、説明がありましたように、

補助率が２分の１ということでございましたが、

補助残が結局1億4700万円という大きな金額にな

ってくるわけですが、この１社の事業体が負担す

るのは非常に、補助率２分の１といえば高いよう

ですけれども、１社にとっては非常に大きい金額

になると思うんですが、この補助残について、何

か助成制度などがあるのかないのかまずお尋ねし

たいと思います。 

○議長 

通告を続けてください。 

○14番中村敬治君 

それでは２番目に、33ページでございますが、

産業振興事業費の第三セクター経営管理事業1億

240万円のうち、民間譲渡等施設修繕等負担金1億

円についてでございますが、宇都宮財政課長から

６月８日に説明がありましたように、ことし３月

議会で、令和２年から令和６年までの５年間で、

民間譲渡施設等の修繕負担金として4億円の債務

負担行為の補正が行われたわけですが、そのうち

の令和２年度として1億円との説明がありました

が、この1億円で何をどうするのか、もう少し概

要の説明を願ったらと思っております。 

また続けて、３番目に、43ページでございます

が、公共土木施設災害復旧事業の道路橋梁河川災

害復旧事業4500万円についてでございますが、こ

れについても同様に宇都宮財政課長から災害復旧

工事関連事業の早期完成をするため、野村町阿下

地区に残土処理場造成に係る工事請負費であると

いう説明がございました。これについても工事概

要についてもう少し詳しく説明いただいたらと思
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います。 

以上です。 

○議長 

酒井産業部長。 

○酒井産業部長 

１点目のお尋ねの高性能林業機械導入事業につ

きましてですが、これは国の２分の１の補助金以

外に市単独とか、県単とかいう追加はございませ

ん。事業者が半額は全て出されるつもりで手を挙

げてあると思います。 

続きまして、産業振興事業費、第三セクター等

経営管理事業1億240万円につきまして説明をさせ

ていただきます。 

令和元年度西予市一般会計補正予算（第９号）

で令和２年度から令和６年度までの５年間で4億

円の債務負担行為の設定について議会の承認をい

ただきました。 

株式会社ありがとうサービスとの負担金に関す

る契約書第２条により、提案事業の実施による西

予市の振興促進を図ることを目的として、施設の

管理、維持、保全に要する費用について、第９条

の限度額規定に基づき令和２年度分1億円を計上

しております。 

今年度の修繕等に係る事業計画につきまして

は、游の里健康センターで約3000万円、内訳は、

温浴施設内の修繕工事、配線工事、サウナ設備の

修繕工事、券売機等の備品の整備を予定しておら

れます。次に、野村農業公園（ほわいとファー

ム）で約2000万円、内訳は、アイスバンカー、冷

蔵陳列の修繕、建物・トイレの改修工事を予定さ

れております。次に、クアテルメ宝泉坊、宝泉坊

ロッジで約6500万円、内訳は、温浴施設内の修繕

工事、配線工事、サウナ設備の修繕工事、エアコ

ン設備の入れかえ、テレビ・冷蔵庫の備品整備を

予定されております。４施設合わせて修繕等、総

額1億1500万円を予定しておられるようです。 

負担金の支出につきましては、株式会社ありが

とうサービスとの負担金に関する契約書第11条に

基づき、当該年度の事業実績書、修繕に関する支

出を証する書面、負担金を充当した運営経費を証

明する書面などを提出していただき、年度末に精

算することとなっております。 

以上、答弁といたします。 

○議長 

清水建設部長。 

○清水建設部長 

残土処理場の工事請負費4500万円についてご説

明申し上げます。 

場所につきましては、野村町の阿下地区、野村

町の中心部から野村高校前を通って、阿下地区の

ライスセンターがありますけど、その谷間へ場所

を構えております。なおこの場所の選定に当たり

ましては、災害復旧後残土が出てくるということ

で、地元阿下地区の皆さんが建設委員会も立ち上

げていただいて、積極的にこの事業にかかわって

もらっております。地元の小玉議員もお力添えを

いただいております。 

土地を埋め立てて、処分量といたしましては、

計画で11万2000立方メートルほどの泥をここの場

所へ受け入れていくこととしております。今回の

災害の残土ももちろんですけど、これから始まり

ます野村地区の河川整備計画にかかわる県の工事

についても、県と調整しながらここへ受け入れ

て、事業の促進を図っていきたいと考えておりま

す。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 

中村敬治君。 

○14番中村敬治君 

それでは先に酒井部長から答弁いただいた件で

ございますが、債務負担行為で4億円、これが令

和２年から令和６年までの５カ年ということにな

っておりますが、ことし1億円ということでござ

いますが、あとの４年で年割額はどうなっている

んでしょうか。 

以上です。 

○議長 

酒井産業部長。 

○酒井産業部長 

５年間で4億円の債務負担行為をしております

が、後の来年度、再来年度、そういう金額的な計

画というか、提示はまだありがとうからはござい

ません。したがいまして、来年度は5000万円にし

といて、再来年度は1億5000万円になるかもしれ

ませんし、まだありがとうもどのように改修をし

て、どのような運営をするかというところが、な

かなかコロナの影響もありまして、まだ中へ入っ

ておられないような状況なので、次の年度の金額
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まではこちらも求めてはおりませんが、今年度中

には来年度はこのぐらいでというような話が出て

くるんではなかろうかなと考えております。 

以上です。 

○議長 

中村敬治君。 

○14番中村敬治君 

それでは清水建設部長の答弁に対して再質疑を

したいと思います。 

残土処理場のポケットの容量が11万5000立方メ

ートルと、これは想定でございましょうけれど

も、災害復旧工事の関連事業について、早期完成

を図るためということの説明が財政課長からあっ

たわけですけれども、この11万5000立方メートル

で災害関連で出てくる土砂が十分量的にこれで対

応できるのかどうか。その辺計算されているの

か。不足するということになれば、追加の土捨て

場ということもまた考えないかんし、いやいやそ

うじゃないと、十分あってまだ余るぐらいあるん

だということであれば、その辺がどうなのかな

と。残土量を推計されてこういう土捨て場を決め

られたのかどうかということが第１点目と。 

それから、ポケットに十分余裕があるのであれ

ば、県から残土を受け入れるというようなことに

なろうかと思うんですけれども、4500万円かけて

市がつくったところに無料で捨てさすということ

はちょっと考えにくいわけですけれども、その辺

今後の対応はどうされるのかお尋ねいたします。 

○議長 

清水建設部長。 

○清水建設部長 

お答えいたします。 

残土処理場の計画受入土量ですけど、11万

2000立方メートル、計画では約11万5000立方メー

トルではなしに、11万2000立方メートルを計画し

ております。 

この容量につきましては先ほど説明いたしまし

た谷間で残土処理場を構えますので、その設計上

で今受け入れられる容量を示しておりますので、

これから発生する残土量を計画した上での受け入

れの容量ではございません。 

しかしながらこの容量であればしばらくの間は

残土を受け入れることが可能かと見込んでおりま

す。 

次に使用料についてですけど、近隣で大洲市と

八幡浜市が市で残土処理場を構えられておりま

す。その中で市の条例で使用料も定められており

ますので、当市としましても完成後、そこら辺を

参考にしながら使用料をいただいていくような形

で条例等の整備を進めていきたいと考えておりま

す。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 

次に、17番森川一義君。 

森川一義君。 

○17番森川一義君 

41ページの三瓶文化会館トイレ改修工事につい

てお伺いいたします。 

家が建つほどトイレ改修にかかるようですが、

洋式便器１台15万円としても20台で300万円で

す。扉１枚2万円としても20枚で40万円です。ト

イレ工事に何人役みているのでしょうか。積算の

方法を教えてもらったらと思います。 

そこの川向こうの運動公園のトイレが2000万円

ぐらいだったと思います。俵津のトイレ、商店街

のトイレなど今まで行われてきましたが、どんぶ

り館のトイレの改修の工事費は幾らだったんでし

ょうかお伺いします。 

○議長 

森川議員、通告にない質疑は答弁できないと思

われます。どんぶり館の件についてです。 

○17番森川一義君 

参考までです。 

○議長 

清水建設部長。 

○清水建設部長 

それでは実務を担当します建設課が予算を計上

しておりますのでお答えします。 

三瓶文化会館には、１階から３階まで全体で、

現在和式が18、洋式が10のトイレがあり、それを

今回改修する予定とされております。 

主な工事の内容ですけど、トイレの洋式化と洗

浄機能付便座への改修でございますが、２階のト

イレにつきましては、ホールでのイベント開催時

において、既存の女子便器の個数が不足している

ことから、女子便器を１基増やすため、女子便所

のスペースも拡大するような計画としておりま

す。このため室内の間取りを行うような建築工事
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もこの工事とあわせて行うようにしております。

また、トイレの中が暗いとか、照明が弱いとかと

いうご意見もいただいておりますので、照明の更

新もあわせて行います。さらに男性用の小便器に

つきましては、感知式に切りかえるような取り組

みもさせております。これをもとに設計コンサル

が積算をして、今回の予算を計上しております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 

以上で質疑を終結といたします。 

ただいま議題となっております議案第87号につ

いては関係各常任委員会へ、議案第88号、議案第

89号及び議案第91号の３件は厚生常任委員会へ、

議案第90号は産業建設常任委員会へそれぞれ付託

いたします。 

 （日程４） 

○議長 

次に、日程第４、請願第１号「日本政府が、核

兵器禁止条約に署名・批准することを求める意見

書の提出について」を議題といたします。 

請願１件の詳細につきましては、お手元のタブ

レットに配信いたしております請願文書表をご参

照ください。 

本件につきましては総務常任委員会へ付託いた

します。 

 （日程５） 

○議長 

次に、日程第５、発議第２号「西予市消防体制

検討特別委員会の設置について」を議題といたし

ます。 

お諮りいたします。 

本案については、本市における今後の常備消防

の施設整備や広域化に対する調査研究と非常備消

防指揮系統の統一化問題や人口減少、過疎化に伴

う消防団員の確保等を調査研究し、消防体制の充

実化を検討することを目的とした７名の委員で構

成する西予市消防体制検討特別委員会を設置し、

これに付託して審査が終了するまで継続存置する

こととし、閉会中においても継続審査することに

したいと思いますがこれにご異議ありませんか。 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 

異議なしと認めます。よって本案については７

名の委員で構成する西予市消防体制検討特別委員

会を設置し、これに付託して審査が終了するまで

継続存置することとし、閉会中においても継続審

査することに決定いたしました。 

次に、選任第３号「西予市消防体制検討特別委

員会委員の選任について」を議題といたします。 

本案については、委員会条例第８条第１項の規

定により、西予市消防体制検討特別委員会委員

に、３番信宮徹也君、４番宇都宮俊文君、７番河

野清一君、８番佐藤恒夫君、10番竹﨑幸仁君、

11番小玉忠重君、14番中村敬治君を指名いたしま

す。 

ただいま選任されました特別委員会委員の諸君

は、直ちに委員会を開催の上、委員長、副委員長

を互選し議長へ報告願います。 

暫時休憩いたします。（休憩 午後１時57分） 

○議長 

再開いたします。（再開 午後２時05分） 

特別委員会の委員長、副委員長の互選結果につ

いて報告いたします。 

委員長佐藤恒夫君、副委員長信宮徹也君。 

以上のとおりであります。 

暫時休憩いたします。（休憩 午後２時05分） 

○議長 

再開いたします。（再開 午後２時05分） 

お諮りいたします。 

ただいま市長から提出されました議案第93号

「西予市乙亥の里条例の一部を改正する条例の一

部を改正する条例制定について」を本日の日程に

追加し、追加日程として議題にいたしたいと思い

ます。 

これにご異議ありませんか。 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 

異議なしと認めます。よって本件を本日の日程

に追加し、追加日程とすることに決定いたしまし

た。 

 （追加） 

○議長 

追加日程第１、議案第93号「西予市乙亥の里条

例の一部を改正する条例の一部を改正する条例制

定について」を議題といたします。 

理事者の説明を求めます。 

宇都宮教育部長。 

○宇都宮教育部長 
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議案第93号「西予市乙亥の里条例の一部を改正

する条例の一部を改正する条例制定について」提

案理由のご説明を申し上げます。 

西予市乙亥の里の災害伝承展示室は、平成30年

７月豪雨災害からの復旧・復興の指針として策定

した西予市復興まちづくり計画に基づき、災害の

記録と記憶の伝承及び学校教育、社会教育におけ

る防災教育の充実を図るための施設として、７月

５日の供用開始に向けて準備を進めてまいりまし

た。 

しかしながら、新型コロナウイルス感染症の影

響により、請負業者が業務の中断を迫られ、再開

後においても資材等の流通の停滞に伴い、展示室

内に整備する物品の納入がおくれるなど、業務の

進捗状況が不安定となっていることから、当施設

に係る供用開始日を改めるため、本条例の一部を

改正するものであります。 

よろしくご審議の上、ご決定くださいますよう

お願い申し上げます。 

○議長 

理事者の説明は終わりました。 

これより本案に対する質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

 （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 

以上で質疑を終結といたします。 

ただいま議題となっております議案第93号は総

務常任委員会へ付託いたします。 

各常任委員会においては、各議案、請願につい

て十分に審査を行い、最終日の本会議において、

委員会審査の経過と結果について、各委員長の報

告を求めることといたします。 

以上をもって本日の日程は全て終了いたしまし

た。 

６月26日は午後２時から会議を開きます。 

本日はこれにて散会いたします。 

 

 

 散会 午後２時09分 

 



 

 

 

 

第 ５ 日 

 

６月 26 日（金曜日） 
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令和２年第２回西予市議会定例会会議録（第５号） 

１．招 集 年 月 日 令和２年６月２６日 

１．招 集 の 場 所 西予市議会議場 

１．開     議 令和２年６月２６日 

          午後 ２時００分 

１．閉     会 令和２年６月２６日 

          午後 ３時４５分 

１．出 席 議 員        

    １番  和 気 数 男 

    ２番  宇都宮 久見子 

    ３番  信 宮 徹 也 

    ４番  宇都宮 俊 文 

    ５番  加 藤 美 香 

    ６番  中 村 一 雅 

    ７番  河 野 清 一 

    ８番  佐 藤 恒 夫 

    ９番  山 本 英 明 

   １０番  竹 﨑 幸 仁 

   １１番  小 玉 忠 重 

   １２番  源   正 樹 

   １３番  井 関 陽 一 

   １４番  中 村 敬 治 

   １５番  二 宮 一 朗 

   １６番  兵 頭   学 

   １７番  森 川 一 義 

   １８番  酒 井 宇之吉 

１．欠 席 議 員 

   な  し 

１．地方自治法第１２１条により 

説明のため出席した者の職氏名 

   市     長  管 家 一 夫 

   副  市  長  宗   正 弘 

   教  育  長  松 川 伸 二 

   総 務 部 長 兼 

   政策企画部長  山 住 哲 司 

   会 計 管 理 者  三 瀬   功 

   医療介護部長  山 岡 薫 彦 

   産 業 部 長 兼 

   生活福祉部産廃処理施設担当部長   酒 井 信 也 

   建 設 部 長  清 水 昭 広 

   生活福祉部長兼 

福祉事務所長  藤 井 兼 人 

   教 育 部 長  宇都宮   裕 

   明 浜 支 所 長  上 中 保 博 

   野 村 支 所 長  和 氣 岩 男 

   城 川 支 所 長  藤 川 忠 男 

   三 瓶 支 所 長  片 山 勇 一 

   消防本部消防長  佐 藤 克 也 

   総 務 課 長  一 井 健 二 

   財 政 課 長  宇都宮 明 彦 

   監 査 委 員  正 司 哲 浩 

１．本会議に職務のため出席した者の職氏名 

   事 務 局 長  冨 永   誠 

議 事 係 長  三 好 祐 介 

１．議 事 日 程  別紙のとおり 

１．会議に付した事件  別紙のとおり 

１．会 議 の 経 過  別紙のとおり 
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      議  事  日  程 

 １ 議案第７１号 西予市職員の給与に関する

条例の一部を改正する条例

制定について 

   議案第７２号 西予市職員の特殊勤務手当

に関する条例の一部を改正

する条例制定について 

   議案第７３号 西予市税条例の一部を改正

する条例制定について 

   議案第７４号 西予市後期高齢者医療に関

する条例の一部を改正する

条例制定について 

   議案第７５号 西予市放課後児童健全育成

事業の設備及び運営に関す

る基準を定める条例の一部

を改正する条例制定につい

て 

   議案第７６号 西予市特定教育・保育施設

及び特定地域型保育事業の

運営に関する基準を定める

条例の一部を改正する条例

制定について 

議案第７７号 西予市家庭的保育事業等の

設備及び運営に関する基準

を定める条例の一部を改正

する条例制定について 

   議案第７８号 西予市介護保険条例の一部

を改正する条例制定につい

て 

   議案第７９号 西予市病院事業職員の諸手

当に関する条例の一部を改

正する条例制定について 

   議案第８０号 西予市消防本部職員の特殊

勤務手当に関する条例の一

部を改正する条例制定につ

いて 

   議案第８１号 西予市城川町地域わがむら

は美しく運動基金条例を廃

止する条例制定について 

   議案第８２号 西予市過疎地域自立促進計

画の変更について 

   議案第８３号 辺地に係る公共的施設総合

整備計画の策定について 

   議案第８４号 辺地に係る公共的施設総合

整備計画の変更について 

   議案第８５号 公有水面埋立てに係る意見

の陳述について 

   議案第８６号 株式会社野村町地域振興セ

ンターへの出資金払戻請求

権の放棄について 

   議案第８７号 令和２年度西予市一般会計

補正予算(第４号) 

   議案第８８号 令和２年度西予市国民健康

保険特別会計補正予算(第

２号) 

   議案第８９号 令和２年度西予市介護保険

特別会計補正予算（第１

号） 

   議案第９０号 令和２年度西予市農業集落

排水事業特別会計補正予算

(第１号) 

議案第９１号 令和２年度西予市病院事業

会計補正予算(第２号) 

議案第９３号 西予市乙亥の里条例の一部

を改正する条例の一部を改

正する条例制定について 

  請願第 １号 日本政府が、「核兵器禁止

条約」に署名・批准するこ

とを求める意見書の提出に

ついて 

２  閉会中における各常任委員会の所管事務等

の調査について 

３  議員派遣の件について 

追加 議案第９４号 令和２年度西予市一般会計

補正予算(第５号) 

   議案第９５号 令和２年度西予市病院事業

会計補正予算（第３号） 

   議案第９６号 令和２年度西予市野村介護

老人保健施設事業会計補正

予算（第１号） 
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本日の会議に付した事件 

 １ 議案第７１号 西予市職員の給与に関する

条例の一部を改正する条例

制定について 

   議案第７２号 西予市職員の特殊勤務手当

に関する条例の一部を改正

する条例制定について 

   議案第７３号 西予市税条例の一部を改正

する条例制定について 

   議案第７４号 西予市後期高齢者医療に関

する条例の一部を改正する

条例制定について 

   議案第７５号 西予市放課後児童健全育成

事業の設備及び運営に関す

る基準を定める条例の一部

を改正する条例制定につい

て 

   議案第７６号 西予市特定教育・保育施設

及び特定地域型保育事業の

運営に関する基準を定める

条例の一部を改正する条例

制定について 

議案第７７号 西予市家庭的保育事業等の

設備及び運営に関する基準

を定める条例の一部を改正

する条例制定について 

   議案第７８号 西予市介護保険条例の一部

を改正する条例制定につい

て 

   議案第７９号 西予市病院事業職員の諸手

当に関する条例の一部を改

正する条例制定について 

   議案第８０号 西予市消防本部職員の特殊

勤務手当に関する条例の一

部を改正する条例制定につ

いて 

   議案第８１号 西予市城川町地域わがむら

は美しく運動基金条例を廃

止する条例制定について 

   議案第８２号 西予市過疎地域自立促進計

画の変更について 

   議案第８３号 辺地に係る公共的施設総合

整備計画の策定について 

   議案第８４号 辺地に係る公共的施設総合

整備計画の変更について 

   議案第８５号 公有水面埋立てに係る意見

の陳述について 

   議案第８６号 株式会社野村町地域振興セ

ンターへの出資金払戻請求

権の放棄について 

   議案第８７号 令和２年度西予市一般会計

補正予算(第４号) 

   議案第８８号 令和２年度西予市国民健康

保険特別会計補正予算(第

２号) 

   議案第８９号 令和２年度西予市介護保険

特別会計補正予算（第１

号） 

   議案第９０号 令和２年度西予市農業集落

排水事業特別会計補正予算

(第１号) 

議案第９１号 令和２年度西予市病院事業

会計補正予算(第２号) 

議案第９３号 西予市乙亥の里条例の一部

を改正する条例の一部を改

正する条例制定について 

  請願第 １号 日本政府が、「核兵器禁止

条約」に署名・批准するこ

とを求める意見書の提出に

ついて 

２  閉会中における各常任委員会の所管事務等

の調査について 

３  議員派遣の件について 

追加 議案第９４号 令和２年度西予市一般会計

補正予算(第５号) 

   議案第９５号 令和２年度西予市病院事業

会計補正予算（第３号） 

   議案第９６号 令和２年度西予市野村介護

老人保健施設事業会計補正

予算（第１号） 
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  開会 午後２時00分 

○議長 

ただいまの出席議員は18名であります。これよ

り本日の会議を開きます。 

本日の議事日程は、お手元に配信のとおりであ

ります。 

 （日程１） 

○議長 

日程第１、議案第71号「西予市職員の給与に関

する条例の一部を改正する条例制定について」か

ら議案第91号「令和２年度西予市病院事業会計補

正予算（第２号）」まで、及び議案第93号「西予

市乙亥の里条例の一部を改正する条例の一部を改

正する条例制定について」並びに請願第１号「日

本政府が、核兵器禁止条約に署名・批准すること

を求める意見書の提出について」の23件を一括議

題といたします。 

各委員会における審査の経過と結果について、

各委員長の報告を求めます。 

まず、総務常任委員会委員長兵頭学君の報告を

求めます。 

兵頭学君。 

○兵頭総務常任委員会委員長 

総務常任委員会の審査報告をいたします。 

去る６月17日において当委員会へ付託されまし

た議案10件及び請願１件につきましては、６月

19日に委員会を開催し審査を行いました。その経

過と結果についてご報告申し上げます。 

委員会結果はお手元に配信のとおりであり、議

案10件は原案のとおり可決、請願１件は不採択に

決定いたしました。 

これより議案審査の過程におきまして、各委員

より出されました質疑並びに部課長の答弁を抜粋

して報告いたします。 

議案第72号「西予市職員の特殊勤務手当に関す

る条例の一部を改正する条例制定について」委員

から、対象となる具体的な作業内容の質疑があ

り、新型コロナウイルス感染症の患者もしくはそ

の疑いのある者などに対し、特に保健師など職員

が、検温などで直接的に部屋に入室して作業する

従事者には、１日につき4,000円、病室において

物品のみを処理するなど、直接患者には接しない

作業従事者については、１日3,000円を想定して

いるとの答弁でした。 

議案第81号「西予市城川町地域わがむらは美し

く運動基金条例を廃止する条例制定について」で

は、条例廃止後、一般財源で対応するのに際し、

今まで行ってきた運動並みの支援はされるのかと

いう委員からの質疑に対し、市の財政状況等を踏

まえた上で予算検討し、限られた予算の中で、金

額や手間のかからないシバザクラなどの植え込み

を行うことを検討しているとの答弁でした。 

議案第87号「令和２年度西予市一般会計補正予

算（第４号）」のうち、財政課所管分では、委員

から、歳入の財政調整基金の今後の見通しについ

ての質疑に対し、現在の新型コロナウイルス感染

症対策において、当初は、財政調整基金を取り崩

して早期対応を行い、後に、国からの地方創生臨

時交付金で再度積み立てる予定ではあるが、国も

厳しい状況の中で補正を組んだため、令和２年度

特別交付税においてカバーするのは困難である。

そこで令和２年度に各課で事業中止となった不用

額を減額して財政調整基金へ積み立てる計画や中

長期財政計画に基づき、大型事業の有利な起債を

使ったり、令和元年度に発生した余剰金などで積

み立てたりするとの答弁でした。 

危機管理課所管分では、今回予算化されている

避難所内の間仕切りと屋内用簡易テントの個数に

ついて十分賄えるのかという質疑に対し、実際運

用しての避難者数にもよるが、市内指定避難所

109カ所をある程度充足できるような形で配備す

る予定であり、今後、その他の集会所などを避難

所として開設された場合には、引き続き予算化を

検討したいとの答弁でした。 

また、委員から、指定避難所の運営について、

職員だけでなく地域自主防災組織や市内防災士の

協力体制を強化するよう意見がありました。 

学校教育課所管分では、小中学生１人１台のパ

ソコン導入及びネットワーク整備費に関する学習

内容についての質疑があり、現在では、ソフトを

使っての学習のまとめや総合的な学習の時間での

研究のまとめ、プレゼンテーションソフトを使っ

ての発表や英語学習にも取り組み、パソコンに慣

れ親しむことに重点を置き学習している。今年度

からプログラミング学習も始まり、さらに学習の

幅を広げていく予定であるとの答弁でした。 

請願第１号「日本政府が、核兵器禁止条約に署

名・批准することを求める意見書の提出につい
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て」は、2020年原水爆禁止国民平和大行進四国コ

ース愛媛県実行委員会実行委員長から提出され、

紹介議員である和気数男議員からの趣旨説明を聞

きました。 

審査の中では、日本は核兵器禁止条約を目指す

廃絶という目標は共有されているものの、過去の

脅威にさらされている現状がある。その対応策と

して、日米同盟のもとで核兵器を有する米国の抑

止力を維持することが必要であり、安全保障が踏

まえられていない核兵器禁止条約を批准するべき

ではないとの理由から、全会一致で不採択とする

ことに決しました。 

以上、総務常任委員会審査報告といたします。 

令和２年６月26日、総務常任委員会委員長兵頭

学。 

○議長 

次に、厚生常任委員会委員長二宮一朗君の報告

を求めます。 

二宮一朗君。 

○二宮厚生常任委員会委員長 

厚生常任委員会の審査報告を申し上げます。 

去る６月17日の本会議において当委員会に付託

をされました議案10件について、６月18日に委員

会を開催し審査を行いましたので、その経過と結

果についてご報告を申し上げます。 

議案10件につきましては、お手元に配信のとお

り原案可決決定をいたしました。 

これより議案審査の過程において委員より出さ

れた質疑並びに部課長の答弁を抜粋してご報告申

し上げます。 

議案第75号「西予市放課後児童健全育成事業の

設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を

改正する条例制定について」では、指導員の充足

について質疑があり、４月１日現在、９つのクラ

ブで合計74名の方が業務に携わっている。今回の

新型コロナウイルス感染拡大防止により、学校が

休業になった際、朝から放課後児童クラブを開設

したため、指導員だけでは厳しく、教育委員会と

相談し生活支援員の協力をいただいたとの答弁で

ありました。 

議案第78号「西予市介護保険条例の一部を改正

する条例制定について」では、消費税及び地方消

費税の10％引き上げに伴う介護保険料の軽減完全

実施により、西予市全体でどのくらいの金額が軽

減をされる見込みかとの質疑があり、所得の段階

別で第１段階から第３段階の方の軽減保険料総額

9746万9000円程度を見込んでいるとの答弁であり

ました。 

議案第87号「令和２年度西予市一般会計補正予

算（第４号）」の健康づくり推進課所管分では、

保健推進員事業の廃止に伴う減額補正について、

推進員が担っていた役割を今後どのように進めて

いくのかとの質疑があり、保健推進員が行ってい

た健診申込書の配布等は郵送に切りかえ、Ｗｅｂ

予約でも対応をする。 

また、受診勧奨は保健師等で行い、保健福祉行

政の要望・問題点の発見や情報の提供について

は、西予市のホームページや広報、公民館報等地

域に密着したものを活用し、地区公民館で開催さ

れる団体連絡協議会等に担当保健師も参加をし

て、参加者から地域の健康課題や現状を聞き取る

などの対応策を進めていきたいとの答弁でありま

した。 

子育て支援課所管分では、新型コロナウイルス

感染症拡大防止策として、放課後児童クラブ等が

国の補助金を活用し購入予定の備品価格が、当初

の見積もりから約2.5倍に高騰したことにより増

額予算計上したとの説明がありました。委員か

ら、購入予定台数について質疑があり、放課後児

童クラブや私立保育園で購入をする空気清浄機

18台となる。放課後児童クラブなどは、密集等完

全に防止することができないため、特殊な機能が

ある特定の空気清浄機を希望されているが、需要

が多く価格が急激に上昇したことにより増額補正

したとの答弁でありました。 

議案第91号「令和２年度西予市病院事業会計補

正予算（第２号）」についてでは、西予市民病院

に、新型コロナウイルス感染症患者または感染が

疑われる患者が入院することになった場合に、感

染症病床で診療・看護等に従事する病院職員が、

感染した場合に重篤化する危険が高い高齢者や慢

性疾患のある家族がいるなどの理由で、自宅への

帰宅に不安を感じる場合に利用する職員のための

宿泊施設の借上料237万2000円を計上したと説明

がありました。委員から、宿泊施設について質疑

があり、市内の宿泊施設を予定しており、既に協

定を結んでいるとの答弁でありました。 

また、新型コロナウイルス感染症対応地方創生
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臨時交付金を活用し、介護施設からオンライン診

療ができる設備を整える考えはとの質疑があり、

診療の基本は対面診療で、患者の容体や症状を把

握し細かな医療を提供していきたいと考えてい

る。今回のコロナウイルス感染拡大により、医療

機関の受診が困難になることを鑑みて、時限的な

特例的な取り扱いとして、オンライン診療による

診断や医薬品の処方が可能となっている。施設か

ら要請があれば、オンライン診療に関するメリッ

ト、デメリットを検証した上で、前向きに検討し

たいとの答弁でありました。 

以上、委員会審査報告といたします。 

令和２年６月26日、厚生常任委員会委員長二宮

一朗。 

○議長 

次に、産業建設常任委員会委員長井関陽一君の

報告を求めます。 

井関陽一君。 

○井関産業建設常任委員会委員長 

産業建設常任委員会審査報告をいたします。 

去る６月17日本会議にて当委員会に付託されま

した議案第85号「公有水面埋立てに係る意見の陳

述について」、議案第86号「株式会社野村町地域

振興センターの出資金払戻請求権の放棄につい

て」、議案第87号「令和２年度西予市一般会計補

正予算（第４号）」産業建設常任委員会所管分、

議案第90号「令和２年度西予市農業集落排水事業

特別会計補正予算（第１号）」につきましては、

６月18日に審査し、お手元に配信のとおり全会一

致にて原案可決決定いたしました。 

これより審査経過及び意見等について、抜粋し

て報告をいたします。 

議案第85号「公有水面埋立てに係る意見の陳述

について」では、明浜町田之浜地区において、漁

船が安全に係留でき、漁業者が効率的な漁業活動

のできる物揚場、船揚場、野積場用地及び加工場

用地を確保することで、1,960.87平方メートルを

埋め立てるという内容で、異議のない旨の意見を

述べるために議会の議決を求めるとの説明があり

ました。 

議案第86号「株式会社野村町地域振興センター

への出資金払戻請求権の放棄について」では、株

式会社野村町地域振興センターは、平成２年４月

の設立により30年間にわたり地域特産品の開発や

販売、平成12年にオープンした野村農業公園（ほ

わいとファーム）や平成29年４月からは、獣肉処

理加工施設（ししの里せいよ）などの施設の管理

運営を引き継いで行っていましたが、令和２年３

月末日をもって解散することが、株主全員の同意

で承認されました。清算に当たり西予市、東宇和

農業協同組合、西予市商工会、西予市森林組合理

事、西予市商工会野村支部からの出資金に対する

払戻請求権をそれぞれ放棄する旨の要請を受けた

ため、本市における出資資本金3432万5000円の払

戻請求権を放棄する旨の説明を受けました。 

議案第87号「令和２年度西予市一般会計補正予

算（第４号）」については、林業課所管分では、

林道に対する県内示額の変更に伴う補正額の説明

を受け、県営林道田之筋渓筋線開設の工事予定に

ついて質疑があり、平成27年から令和11年の15カ

年計画であるとの答弁がありました。 

また、高性能林業機械導入事業に係る補正予算

については、補正額1億4723万1000円であり、導

入機械の内容についての質疑に対し、導入する機

械は、丸太加工機のツインバンドソーという２枚

の帯鋸にて２面を製材する機械と、板材加工機の

エッジャーという２枚の丸鋸によって設定した幅

に自動製材する機械と、チップをつくるチッパー

を導入するとの答弁がありました。 

森林環境譲与税についても質疑があり、リアラ

イズという会社に森林経営コンサルタントの委託

契約をしており、森林資源の解析を進め、主に環

境林整備と人材育成などに使用していきたい旨の

説明がありました。 

経済振興課所管分では、乙亥の里管理事業38万

4000円について質疑があり、屋外トイレ清掃に係

る業務委託料であるとの答弁がありました。 

建設課所管分については、市道二及10号線改良

事業2700万円について質疑があり、その内訳は、

測量設計委託料600万円、市道の両側に立ち並ぶ

家屋の事前調査委託料1600万円、水道本管の布設

替えに係る設計委託料500万円であり、市道改良

事業は令和３年と令和４年の２カ年を、そして、

令和５年に旧二木生小学校の解体工事に着手する

との答弁がありました。 

野村町阿下地区の残土処理場の造成工事費

4500万円については、立木補償について質疑があ

り、スギ・ヒノキについては補償する考えである
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が、用材の撤去については、所有者にお願いする

予定であるとの答弁がありました。 

公営住宅庶務事業では、関連質問として、戸

数、入居率、改修計画について質疑があり、戸数

は857戸で、入居率は95.8％の回答で、公営住宅

の改修については、長寿命化計画に基づいて行う

との答弁でありました。 

議案第90号「令和２年度西予市農業集落排水事

業特別会計補正予算（第１号）」につきまして

は、人件費のみの調整であり質疑はございません

でした。 

以上、産業建設常任委員会の審査報告といたし

ます。 

令和２年６月26日、産業建設常任委員会委員長

井関陽一。 

○議長 

以上で各委員長の報告は終わりました。 

これより各委員長報告に対する質疑を行いま

す。 

質疑はありませんか。 

 （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 

以上で質疑を終結といたします。 

討論の通告がありませんので、討論を終結とい

たします。 

これより議案順に採決を行います。 

まず、議案第71号から議案第80号までの10件を

一括して採決いたします。 

お諮りいたします。 

議案第71号「西予市職員の給与に関する条例の

一部を改正する条例制定について」から議案第

80号「西予市消防本部職員の特殊勤務手当に関す

る条例の一部を改正する条例制定について」まで

の10件は、原案のとおり決定することにご異議あ

りませんか。 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 

異議なしと認めます。よって、議案第71号から

議案第80号までの10件は原案のとおり決定いたし

ました。 

次に、議案第81号を採決いたします。 

お諮りいたします。 

議案第81号「西予市城川町地域わがむらは美し

く運動基金条例を廃止する条例制定について」

は、原案のとおり決定することに賛成の議員の起

立を求めます。 

 （賛成者起立） 

○議長 

ご着席ください。 

起立全員であります。よって、議案第81号は原

案のとおり決定いたしました。 

次に、議案第82号から議案第84号までの３件を

一括して採決いたします。 

お諮りいたします。 

議案第82号「西予市過疎地域自立促進計画の変

更について」から議案第84号「辺地に係る公共的

施設総合整備計画の変更について」までの３件

は、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 

異議なしと認めます。よって、議案第82号から

議案第84号までの３件は、原案のとおり決定いた

しました。 

次に、議案第85号を採決いたします。 

お諮りいたします。 

議案第85号「公有水面埋立てに係る意見の陳述

について」は、原案のとおり決定することに賛成

の議員の起立を求めます。 

 （賛成者起立） 

○議長 

ご着席ください。 

起立全員であります。よって、議案第85号は原

案のとおり決定いたしました。 

次に、議案第86号を採決いたします。 

お諮りいたします。 

議案第86号「株式会社野村町地域振興センター

への出資金払戻請求権の放棄について」は、原案

のとおり決定することに賛成の議員の起立を求め

ます。 

 （賛成者起立） 

○議長 

ご着席ください。 

起立全員であります。よって、議案第86号は原

案のとおり決定いたしました。 

次に、議案第87号を採決いたします。 

お諮りいたします。 

議案第87号「令和２年度西予市一般会計補正予
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算（第４号）」は原案のとおり決定することに賛

成の議員の起立を求めます。 

 （賛成者起立） 

○議長 

ご着席ください。 

起立全員であります。よって、議案第87号は原

案のとおり決定いたしました。 

次に、議案第88号から議案第91号までの４件を

一括して採決いたします。 

お諮りいたします。 

議案第88号「令和２年度西予市国民健康保険特

別会計補正予算（第２号）」から議案第91号「令

和２年度西予市病院事業会計補正予算（第２

号）」までの４件は、原案のとおり決定すること

に賛成の議員の起立を求めます。 

 （賛成者起立） 

○議長 

ご着席ください。 

起立全員であります。よって、議案第88号から

議案第91号までの４件は、原案のとおり決定いた

しました。 

次に、議案第93号を採決いたします。 

お諮りいたします。 

議案第93号「西予市乙亥の里条例の一部を改正

する条例の一部を改正する条例制定について」

は、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 

異議なしと認めます。よって、議案第93号は原

案のとおり決定いたしました。 

次に、請願第１号を採決いたします。 

本案に対する委員長報告は不採択であります。 

お諮りいたします。 

請願第１号「日本政府が、核兵器禁止条約に署

名・批准することを求める意見書の提出につい

て」については、原案のとおり採択とすることに

賛成の議員の起立を求めます。 

 （賛成者起立） 

○議長 

ご着席ください。 

起立少数であります。よって、請願第１号は不

採択とすることに決定いたしました。 

 （日程２） 

○議長 

次に、日程第２、閉会中における各常任委員会

の所管事務等の調査についてを議題といたしま

す。 

各常任委員会の所管事務等の調査につきまして

は、お手元に配信の所管事務等調査表のとおり、

令和３年３月末日までの期間、必要に応じ議会閉

会中も継続して行うことといたします。 

これにご異議ありませんか。 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 

異議なしと認め、そのように決定いたしまし

た。 

 （日程３） 

○議長 

次に、日程第３、議員派遣についてを議題とい

たします。 

お諮りいたします。 

お手元に配信いたしております本件を承認する

ことにご異議ありませんか。 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 

異議なしと認めます。よって、議員派遣の件に

ついては、本件のとおり承認することに決定いた

しました。 

この際、お諮りいたします。 

ただいま決定いたしました議員派遣の内容につ

いて、諸般の事情により変更が生じる場合には、

議長に一任を願いたいと思いますが、これにご異

議ありませんか。 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 

異議なしと認め、そのように決定いたしまし

た。 

暫時休憩いたします。（休憩 午後２時33分） 

○議長 

再開いたします。（再開 午後３時00分） 

お諮りいたします。 

ただいま市長から提出されました議案第94号

「令和２年度西予市一般会計補正予算（第５

号）」から議案第96号「令和２年度西予市野村介

護老人保健施設事業会計補正予算（第１号）」ま

での３件を本日の日程に追加し、追加日程として

議題にいたしたいと思います。 
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これにご異議ありませんか。 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 

異議なしと認めます。よって３件を本日の日程

に追加し、追加日程とすることに決定いたしまし

た。 

 （追加） 

○議長 

追加日程第１、議案第94号「令和２年度西予市

一般会計補正予算（第５号）」を議題といたしま

す。 

理事者の説明を求めます。 

管家市長。 

○管家市長 

議案第94号「令和２年度西予市一般会計補正予

算（第５号）」について、提案理由のご説明を申

し上げます。 

今回の補正予算でございますが、新型コロナウ

イルス感染症への対応としては、４度にわたる補

正予算を編成しまして、感染拡大の防止対策、経

済活動の支援等に全力を傾注しているところでご

ざいますが、補正予算後の市内経済状況の変化

等、また、国の第２次補正予算の成立を受けて、

さらなるコロナ対策の充実を図る施策に要する経

費を計上するものであります。 

まず、国の第１次補正予算にて創設されました

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付

金について、５月１日に通知がありました第１次

の交付限度額2億1335万9000円を当市が実施しま

す交付金交付対象事業に充当をするものでありま

す。 

次に、感染拡大の影響を受けています地域経済

や市民生活の支援策について、予算書の款別にご

説明をいたします。 

民生費では、子育てと仕事を１人で担う低所得

者のひとり親世帯の支援策として、臨時特別給付

金を支給します。ひとり親世帯臨時特別給付金給

付事業として3528万円を計上し、商工費では、経

済活動回復の支援策として、市内参加登録事業者

で買い物を行った市民の方に対して買い物の額に

応じた応援給付金を支給します、せいよ買い物応

援事業（せいよＧｏ Ｔｏ買い物キャンペーン）

として2億3363万7000円を、市内事業者の事業継

続の支援策として、国の持続化給付金の対象とな

らない事業者に対して20万円の給付金を支給しま

す、中小企業者等経営安定給付金事業として1億

円を計上し、教育費では、小・中学校の一斉臨時

休業に伴う、学校給食の中止による学校給食費の

返還等への支援策、また、修学旅行の延期や旅行

中の感染防止対策に伴う経費の増額による保護者

の負担軽減策として1482万3000円を計上するもの

であります。 

最後に、新型コロナウイルス感染症の拡大防止

と経済活動の両立を図るため、新しい生活様式に

向けた取り組みについて、予算書の款別について

ご説明いたします。 

総務費では、新生活様式に対応した市民の皆様

への行政サービスの提供及び災害時の対応と自治

センター化を見据えたＩＣＴを利活用した市役所

体制の構築を目的として、各種申請書の統合デジ

タル化、窓口の予約システム化並びにキャッシュ

レス化により、窓口時間と待ち時間の短縮化と現

金取扱リスクの削減を図り、また、オンライン窓

口、オンライン講習や会議の開催により移動時間

の負担軽減、支所の人員削減並びに緊急時におけ

る市民サービスの継続を図り、さらには、公民館

でのオンライン授業等の実施に向けた環境の整備

と児童生徒の状態把握の迅速化、学校と保護者間

の連絡のデジタル化と災害時における迅速な情報

の共有化を図る経費として1億2869万3000円を計

上し、教育費では、学校長の判断で感染症対策や

学習保障等に必要な取り組みを迅速かつ柔軟に実

施するための経費として1800万円を計上し、災害

時に避難所として開設します公民館、社会体育施

設並びに学校体育施設の網戸設置にかかわる経費

として8442万8000円を計上するものであります。 

これらの事業の主な財源につきましては、国・

県支出金、地方債等の特定財源を計上し、不足す

る財源につきましては、財政調整基金を繰り入れ

し収支の均衡を図るものであります。 

これによりまして、歳入歳出予算の補正は、既

決いただいております歳入歳出予算の総額に、そ

れぞれ7億5302万3000円を増額し、歳入歳出予算

の総額を355億419万円と定めるものであります。 

また、地方債の補正といたしまして、過疎対策

事業債の限度額を変更するものであります。 

よろしくご審議を賜り、ご決定くださいますよ

うお願いいたします。 
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○議長 

理事者の説明は終わりました。 

これより本案に対する質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

２番宇都宮久見子君。 

○２番宇都宮久見子君 

予算書14ページ、18節中小企業者等経営安定給

付金のもう少し細かい詳細な説明をお願いいたし

ます。 

○議長 

酒井産業部長。 

○酒井産業部長 

これは国の制度が、所得減が50％を超えないと

対象にならない制度となっておりまして、例えば

20％、25％収入が落ちてる人はどうなのというよ

うなことになりますので、市単独で20％から50％

落ちた方も、限定で20万円給付をするという、国

の制度に引っかからない部分を市単独で補うとい

う1億円の予算の事業でございます。 

以上、答弁といたします。 

○議長 

２番宇都宮久見子君。 

○２番宇都宮久見子君 

同じくその下、中小企業者等経営安定補助金

（新型コロナウイルス感染症対策）、この分も説

明をお願い申し上げます。 

○議長 

酒井産業部長。 

○酒井産業部長 

この事業は追加補正で9000万円を組んでおりま

したが、今現在かなりの事業者が補助金の申請を

されて、あと2000万円分追加するものでございま

すが、国の制度にのっとって政策銀行のほうから

上限が150万円借りていただいたときに３分の

１、50万円を補助するものでございます。 

以上、答弁といたします。 

○議長 

２番宇都宮久見子君。 

○２番宇都宮久見子君 

次に、12節委託料、観光振興業務委託料につい

てご説明をお願いいたします。 

○議長 

酒井産業部長。 

○酒井産業部長 

これは仮称ではございますが、今、せいよＧｏ

 Ｔｏジオツアーと題しまして今回提案をさせて

いただきました事業でございますが、日時的には

７月下旬から８月下旬を予定しておりまして、日

ごろ市民が市内に泊まってジオの各所をまわると

いうことが少ないと思われますので、今回は市民

の皆様が市内に泊まっていただいて、その中でジ

オを見ていただくと。例えば卯之町を出発するな

ら卯之町の町並みを見ていただいた後に、明浜の

段々畑を見ていただいて、そこで宿泊をしていた

だいて、翌日は三瓶の須崎海岸を見ていただくと

いうような、こういう事業をしたいと考えており

ます。 

これは、市内の宿泊業者を応援したいというこ

とが１点と、観光関連の事業者の応援もしたいと

いうようなことも兼ねまして、市内のジオをまわ

っていただくということで、まわっていただく市

民の皆様には、例えば1万5000円のツアーをまわ

っていただいたときには5,000円の負担で宿泊を

伴う小旅行ができますよと。もう一つは、2万円

であれば、上限は1万円で、1万円出すとこの宿泊

を伴うジオツアーが体験できますというようなこ

とで、市民の700人を限定で実施をしてまいりた

いと考えております。 

まず今回は、市民を対象にしておりますが、様

子を見まして、県内、県外からも次にはできるよ

うな事業を計画していきたいと考えております。 

以上、答弁といたします。 

○議長 

ほかに質疑はございませんか。 

14番中村敬治君。 

○14番中村敬治君 

ただいまの宇都宮久見子議員と重なりますが、

同じ14ページの商工業振興費の観光振興業務委託

料1000万円のことについてでございますが、これ

今酒井部長の説明では、コロナ対策上の経済対策

という視点に立ってやられるというように伺った

わけですけれども、ジオという観点から見ます

と、今まで過去において、いろいろと何回かジオ

ツアーを西予市でやられてきておりますが、私か

ら見ますと、なかなかこれが効果が上がってない

といいますか、どうも失敗しておるんじゃないか

と、市民に浸透してないと、せっかくのツアーが

ですね。そういう中で、今回泊りがけでツアーを
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市内の方にやられるということは、それは何がし

かの効果があろうと思いますけれども、今までの

失敗といいますか、経験を生かして、日帰りも含

めてお考えいただきたいと思いますがその辺いか

がでしょうか。 

○議長 

酒井産業部長。 

○酒井産業部長 

今までのジオの事業について私の担当部局では

ございませんので回答を控えさせていただきます

が、中村議員がおっしゃるように、今回は経済対

策ということで１泊付けてジオツアーをというこ

とでございますが、日帰りでも当然経済効果もあ

りますし、今後市民の皆様に、この事業をした後

に、いや日帰りもやってほしいなというようなこ

とがありましたら計画をしていきたいなと考えて

おります。 

以上、答弁といたします。 

○議長 

14番中村敬治君。 

○14番中村敬治君 

今回答いただいたとおりだと思いますけれど

も、やはり市民の側から見たときには、酒井部長

の経済対策を担当されておろうがおるまいが、ジ

オもそしてコロナも経済対策も同じことでござい

ますので、その辺しっかりと部局を越えて連携を

とって、ジオということが西予市では根幹の施策

になっておりますので、それと絡めてしっかりと

国の今回のこういう予算を有効活用して、ジオパ

ークのほうも推進していただきたいと思っており

ますのでよろしくお願いします。 

○議長 

ほかに質疑はございませんか。 

15番二宮一朗君。 

○15番二宮一朗君 

２点お伺いをさせていただきたいと思います。 

一番最初は予算書10ページの新生活様式対応行

政サービス構築事業の中で、先ほど市長が説明さ

れた中の公金のキャッシュレスというのがあった

と思うんですけれども、今まで一般質問でいろん

な議員が質問したり、私も委員会等でも質問し

て、税金等のキャッシュレス化をしたらどうか

と。またコンビニで払うとかいうことをしたらど

うかとかいう提案は何回もしましたが、そのとき

には、手数料が高いので効果がありませんとはっ

きり言われたわけでございます。 

今回、導入の予算として、こういうコロナの対

策できて飛びつかれたのかどうかは知りませんけ

ども、いきなりこういうのが出てきたと。ただ、

大事なのはランニングコストでありまして、毎年

手数料というのは発生するわけでございますね。

そこをやっぱりどう考えて考え方を変えられたの

か、ご説明を１点お願いしたいと思います。 

もう１点は、新型コロナウイルス感染症対応地

方創生臨時交付金で、今回国から第２次補正で、

西予市に7億4399万8000円という本当に大きな額

をいただきました。愛媛県内の状況を見ておりま

すと、今回家賃支援を含む事業継続や雇用維持等

の分と、新生活様式の分の経済対策ということで

２つに大きく分かれてるわけですけども、国の交

付金の出し方なんで、市長にお伺いするのもどう

かなと思うんですが、これは、先ほどの全協の説

明で、市長は4億円程度予想されとって、たくさ

ん入ってきたということで県内を見ても本当に西

予市は、人口からしても多くいただいてるという

ことでありがたいことなんですけども、こういう

交付金は、こちらからある程度の項目を出しとっ

て配分されるのではなくて、ただ、通常の交付金

の支給の仕方の基準に合わして、こういうときに

割合が出てくるのかどうかという確認ですけど

も、その２点質問させていただきます。 

○議長 

山住部長。 

○山住総務部長兼政策企画部長 

今ほどの二宮議員のご質問にお答えさせていた

だきます。 

まずキャッシュレス化の考え方でございます

が、議員ご指摘のとおりこれまでもそのキャッシ

ュレス化もしくはコンビニでの支払い等々につい

てはご提言もいろんな議員からもいただいたとこ

ろでございます。まさに以前におきましては手数

料の問題でありますとか、仕組みをつくるのに相

応の経費もかかっていたということもありまし

て、その実施について見送ってきたところでござ

います。 

今般、このコロナ対策の中でそういったＩＣＴ

のさらなる推進ということが大きく新生活様式の

中でうたわれております。そういったことを踏ま
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えまして今後そういった実際の支払いにおけるな

るべくの接触を少なくするということをまず方法

として検討したところ、改めましてこのキャッシ

ュレス化の取り組みを実施していこうと。まずは

オンライン決済でありますとか、納付書のＱＲコ

ードを使うと、そういったことでのまずはクレジ

ットカードでの支払いを可能にするといった環境

を整えていこうというふうに考えております。 

手数料につきましても、確かに相応にかかって

まいりますが、それにつきましては、また実際事

業者のほうとも相談させていただきながら具体的

に、それに対しての手数料がどの程度かかるかは

また更に分析はさせていただきたいと思います。 

まだ今のところは仕組みづくりをしていきたい

というところでございますので、実際どの範囲の

税でありますとか手数料等をキャッシュレス化の

ものに組み込むかというのは今後の検討とさせて

いただきたいと考えておりますので、その点ご了

解をいただきたいと思います。 

続きまして、交付金の出し方というところでご

ざいますけれども、今回の交付金の積算につきま

しては、基本的には国で各市町村の人口規模、ま

た財政状況等に応じて交付されます。また、その

中には、コロナの発症の状況とか、そういったこ

とも加味された上での配分というふうに伺ってお

ります。詳細の積算の仕方につきましてまでは把

握をしかねておりますので、その点はご容赦いた

だきたいと思います。 

以上でございます。 

○議長 

15番二宮一朗君。 

○15番二宮一朗君 

ありがとうございます。 

まず１点目のキャッシュレス化につきまして

は、税金の支払い方法については市民の皆様も、

これまでも口座振替とかいうことでご協力いただ

いてると思うんですけども、今部長のご答弁いた

だきまして、なるべく早く、口座振替がいいの

か、キャッシュレスのほうがいいのかとか、そう

いうふうな検証もしっかりしていただいて、西予

市にとっても市民にとっても何が一番いいのかと

いう方向性しっかり出していただきたいなという

のが１点。 

２点目の国の交付金の出し方ですけれども、今

後今回のコロナウイルスに関しましては、まだ収

束時期がわからない段階で、まだ次３次補正、４

次補正ひょっとしたら、ないのが一番いいんです

けれども、あるやもしれませんと思うと、今後、

西予市はこういうことを次もしあればしたいんで

すよというふうなことを、やっぱり市長から申し

上げていただいて、県である程度まとめていただ

いておくということも必要かなと思うんで、そう

いうところは第２波、第３波に備える一つの考え

方としてお願いしたいなと思います。 

以上です。 

○議長 

発言は質疑にしていただきたいと思います。 

ほかに質疑はありませんか。 

12番源正樹君。 

○12番源正樹君 

12番源正樹です。 

まだ決まってません、本来は委員会付託があれ

ばその場で質疑するんですが、大綱にはなりませ

んがご容赦いただきたいと思います。 

予算書14ページ、同じく、コロナ対策の中小企

業者等経営安定支援事業のうち、買い物応援給付

金、先ほど市長の説明にもありましたせいよＧｏ

 Ｔｏ買い物キャンペーンについてお尋ねをした

いと思います。 

まずこの事業自体既に事業者の募集が始まって

いるかと思いますが、現在何件程度、まず応募が

あったのかお尋ねします。 

○議長 

酒井産業部長。 

○酒井産業部長 

昨日25日現在で366件、そして今私が知ってる

限り、きょう３件出ております。よって369件を

確認しております。 

以上です。 

○議長 

12番源正樹君。 

○12番源正樹君 

ありがとうございます。 

７月１日来週から始まると思うんですが、のぼ

りや判こ等の受け渡し状況等はどうなってるかわ

かりましたらお願いします。 

○議長 

酒井産業部長。 
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○酒井産業部長 

ここ数日間で支所も職員が回っていただきまし

て、ほとんどが配布をできてると報告を受けてお

りますが、なお追加追加で出てきておりますの

で、29日月曜日までには完全に配付を終わりたい

と考えております。 

以上です。 

○議長 

12番源正樹君。 

○12番源正樹君 

この事業自体、割と勘違いというか、25％戻っ

てくるということに関して、一応上限が5万円、

1万2500円が上限という形になるかと思います

が、割とそれをわかっていらっしゃらない方が多

いように思います、話聞いてて。 

この事業自体７月１日から８月15日、お盆まで

の事業でございますので、市民の皆様への早急の

周知が当然必要かと思います。どのようにして周

知をされるのか最後お尋ねをしたいと思います。 

○議長 

酒井産業部長。 

○酒井産業部長 

期間が短こうございますが、新聞の折り込みで

あったり、広報に挟んで周知をしたり、ホームペ

ージももちろん出しておりますし、その都度啓蒙

しているつもりでございます。 

なお、議員も見ていただけるとわかると思いま

すけど、旗も非常に目立つ旗です。そのときに

は、買い物来られた方はこの旗何っていうような

ことで聞かれると思います。そういうときには、

うちが配布するときに必ず事業者にこうこうこう

ですというような説明をして、大いに買い物して

くださいというような宣伝してくださいというよ

うなことで言っております。 

それとまた先般は民生委員の集まり、総会があ

りましたし、老人クラブの総会もありましたけ

ど、その都度担当者が行って説明をしておりま

す。 

ぜひとも、たくさん予算を組んでおりますの

で、市民の皆様はこの5万円を全て市内で使って

いただく、この事業に参加をしていただいたらと

思います。 

以上、答弁といたします。 

○議長 

ほかに質疑はありませんか。 

18番酒井宇之吉君。 

○18番酒井宇之吉君 

本議会の最終日にこれだけの多くの補正予算が

提出されたのも、国からのお金と、そして、コロ

ナ対策であろうと思いますが、市長に確認をいた

したいと思うんですが、最終的にこれが何とか最

終議会に間に合ったという施策がどんどん出てお

ります。各市町村知恵の出し比べというような形

が、私のほうでもよく見えます。西予市では、し

っかりとしたスピード感を持って今やっていただ

いてると思いますけれども、今日で本議会も閉会

しますんで、これからのコロナのいろんな共存し

ていく社会の中で生活様式変わります。その中

で、専決とか臨時議会とか、これから即座にやれ

るような考え方は、市長のほうでご所存はいかが

でしょう。 

○議長 

管家市長。 

○管家市長 

ただいま酒井議員からご質問がありましたこの

コロナ対策のスピード感、そしてあらゆるものを

想定しながら進めていくということは肝に銘じて

行いたいと思います。できれば臨時で議会を開く

ということも必要であればやりたいと思います

が、そういう間がない場合には、専決でやらさせ

ていただきたいという考えがございますので、ど

うかスピード感を持ってその対策に果敢に取り組

みたいと思いますので、ご了解をいただきたいと

思います。よろしくお願いします。 

○議長 

ほかに質疑はありませんか。 

 （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 

以上で質疑を終結といたします。 

お諮りいたします。 

議案第94号は、会議規則第37条第３項の規定に

より委員会付託を省略したいと思います。 

これにご異議ありませんか。 

○議長 

異議なしと認め、そのように決定いたしまし

た。 

討論はありませんか。 

 （「なし」と呼ぶ者あり） 
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○議長 

討論なしと認めます。 

これより採決を行います。 

議案第94号「令和２年度西予市一般会計補正予

算（第５号）」は、原案のとおり決定することに

賛成の議員の起立を求めます。 

 （賛成者起立） 

○議長 

ご着席ください。 

起立全員であります。よって、議案第94号は原

案のとおり決定いたしました。 

○議長 

次に、追加日程第２、議案第95号「令和２年度

西予市病院事業会計補正予算（第３号）」及び議

案第96号「令和２年度西予市野村介護老人保健施

設事業会計補正予算（第１号）」の２件を一括議

題といたします。 

理事者の説明を求めます。 

山岡医療介護部長。 

○山岡医療介護部長 

議案第95号「令和２年度西予市病院事業会計補

正予算（第３号）」について、提案理由のご説明

を申し上げます。 

今回の補正の主なものは、新型コロナウイルス

感染症対応に伴う危険手当及び医療機器備品購入

費の増額を行うものでございます。 

第２条の業務の予定量の補正では、主な建設改

良事業の増額を行うものでございます。 

第３条の収益的収入及び支出の補正につきまし

ては、感染症対策に係る補助金として、医業外収

益948万8000円を増額し、総額を41億875万4000円

といたしております。支出につきましては、医業

費用を948万8000円増額し、総額を46億3568万

8000円といたしております。 

第４条の資本的収入及び支出の補正につきまし

ては、資本的収入額を517万円増額し、総額を7億

2977万3000円とし、資本的支出では517万円を増

額し、総額を8億6348万4000円といたしておりま

す。 

そのほか第５条では、議会の議決を経なければ

流用することのできない経費を表のとおり改め、

第６条では、一般会計から受ける補助金の額を表

のとおり改めてございます。 

続きまして、議案第96号「令和２年度西予市野

村介護老人保健施設事業会計補正予算（第１

号）」について、提案理由のご説明を申し上げま

す。 

今回の補正は、新型コロナウイルス感染症対策

として、感染防止用資材及びオンライン面会、オ

ンライン面会とは、スマートフォンやタブレット

などを使って、利用者と家族の間で、離れた場所

から、例えば、家庭にいながら、あるいは施設内

の１階など特定の場所から、利用者と家族の間で

ウェブ等のアプリビデオ通信システム等を使って

の面会を行うもので、これを実施するために必要

な備品を購入するものでございます。 

第２条の収益的収入及び支出の補正につきまし

ては、感染症対応に係る補助金として、一般会計

繰入金を196万8000円増額し、総額を5億4444万

5000円といたしております。支出につきまして

は、材料費及び経費を合わせて196万8000円増額

し、総額を5億7726万9000円といたしておりま

す。 

以上２議案、よろしくご審議の上、ご決定くだ

さいますようお願い申し上げます。 

○議長 

理事者の説明は終わりました。 

これより本案に対する一括質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

９番山本英明君。 

○９番山本英明君 

ただいま山岡部長の説明がありました野村老人

保健施設での面会の件ですけども、ＩＣＴを使っ

ての面会ということですけども、家族は理解でき

るかなと思います。入所者の方の対応とかいうの

は、対応できるものでしょうか。どのような具体

的な機器を予想されておられますか。 

○議長 

山岡医療介護部長。 

○山岡医療介護部長 

先ほど申し上げましたようにタブレットを用意

するようにしてます。また、先ほど言いましたよ

うに、家庭からもできるということで、それに接

続はご家族のものになりますけど、スマートフォ

ンとかタブレットとか、そういったものとつなが

るということです。 

また、言われましたように、利用者、入所者に

つきましては、いろんな状況の方がおられますの



 

- 123 - 

 

で、職員が一応対応をして、そういったオンライ

ンでの面会ができるようにするように検討してい

るところです。ただそれに係る職員ございますの

で、時間はある程度制限した中で対応したいと思

っております。詳細につきましては、また後ほど

関係の皆様にお知らせするとともに、また、ホー

ムページ等でお知らせしたいと思っております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 

ほかに質疑はありませんか。 

 （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 

以上で質疑を終結といたします。 

お諮りいたします。 

議案第95号及び議案第96号の２件は、会議規則

第37条第３項の規定により委員会付託を省略した

いと思います。 

これにご異議ありませんか。 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 

異議なしと認め、そのように決定いたしまし

た。 

討論はありませんか。 

 （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 

討論なしと認めます。 

これより議案第95号及び議案第96号の２件を一

括して採決いたします。 

お諮りいたします。 

議案第95号「令和２年度西予市病院事業会計補

正予算（第３号）」及び議案第96号「令和２年度

西予市野村介護老人保健施設事業会計補正予算

（第１号）」の２件は、原案のとおり決定するこ

とに賛成の議員の起立を求めます。 

 （賛成者起立） 

○議長 

ご着席ください。 

起立全員であります。よって、議案第95号及び

議案第96号の２件は原案のとおり決定いたしまし

た。 

以上で、全日程を終了いたしました。 

管家市長より閉会の挨拶があります。 

管家市長。 

○管家市長 

令和２年第２回西予市議会定例会の閉会に当た

り、一言ご挨拶を申し上げます。 

６月８日に開会しました本定例会も本日が最終

日となりました。19日間の会期中、新しい議会体

制のもとで、議員各位には、本会議及び各常任委

員会におきまして、上程いたしました案件につき

まして慎重なご審議を賜り、補正予算を初め、条

例の改正など重要な案件33件につきまして、いず

れも原案どおり可決またはご承認いただきまし

た。ここに衷心より厚く御礼申し上げます。 

さて、ことしは梅雨入りして以降、比較的雨の

日の少ない状況が続いており、空梅雨の心配をし

ていたところですが、昨日から梅雨らしい天気に

なり、予報ではこの先しばらくぐずついた天気が

続くようです。本格的に出水期を迎えたというこ

とで、台風や突然の集中豪雨など、改めまして、

豪雨災害への備えに万全を期さねばならないと強

く感じるところであります。 

また、新型コロナウイルス感染症対策でありま

すが、６月19日から本県は、警戒期から縮小期に

移行いたしました。県では、感染第２波への対処

戦略として、１．感染拡大と医療崩壊を防ぐ。

２．地域経済を立て直す。３．新しい生活・ビジ

ネス・文化のスタイルを実践する。３つを柱に新

たな政策展開を進めることとされております。感

染症拡大に伴い、冷え込んだ地域経済を立て直す

とともに、第２波への備えを万全とするもので、

当市におきましても、その対策に係る施策を積極

的に展開することといたしております。 

議員の皆様、また市民の皆様には、施策の推進

に当たり、格段のご理解とご協力を賜りますよう

よろしくお願い申し上げます。 

さて、来月、７月７日は、平成30年７月豪雨災

害発生から２年の節目の日を迎えます。市では、

当初、せいよ復興まちびらきシンポジウム及びコ

ンサートを開催し、７月豪雨災害の経験を風化さ

せることなく、防災意識の高揚と防災対応力の向

上につなげていくとともに、復興の歩みを市民一

人ひとりが実感できる機会とする予定でございま

した。 

しかしながら今回の感染症拡大の影響を受け、

来年度に開催を見送ることといたしました。まこ

とに残念でいっぱいであります。 

７月７日には、シンポジウムにかわりまして、
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豪雨災害により亡くなられた方々への哀悼の意を

ささげるとともに、復興の誓いを新たにする献花

式を乙亥会館でとり行うことといたしておりま

す。その献花台は、７月７日から９日まで、自由

献花方式として設置をいたしますので、市民の皆

様もどうかお越しいただければと思います。 

かねてより要望しておりました国の地方創生人

材支援制度を活用した、総務省職員の派遣であり

ますが、先日内示発表いたしましたとおり、現総

務省行政管理局行政情報システム企画課課長補佐

 下澤広幸氏に、７月１日から政策企画部長とし

て着任いただくことになりました。 

下澤氏は、これまで総務省の行政管理分野を中

心に、地域主権関係や電子政府関連の部署に勤務

されており、その経験は、当市の行政改革の推

進、また、小規模多機能自治制度におけるＩＣＴ

活用の推進にも大きく寄与いただくことを期待し

ております。皆様もどうぞよろしくお願いいたし

ます。 

梅雨も本格化し、蒸し暑い日々が続きますが、

議員各位におかれましては、健康に十分ご留意い

ただき、市政推進にご尽力を賜りますようお願い

申し上げまして、閉会のご挨拶といたします。あ

りがとうございました。 

○議長 

これをもって、令和２年第２回西予市議会定例

会を閉会といたします。 

 

 

 閉会 午後３時45分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地方自治法第123条第２項の規定によりここに

署名する。 

 

 

  西予市議会議長 
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令和２年第２回西予市議会定例会会期日程表 

 

会期６月８日（月）～６月26日（金）    （会期19日間） 
 

月  日 曜日 日   程 備  考 

 ６月８日 月 本会議（開会） 

・全員協議会（午前９時開会） 

・理事者提案理由説明 

・質疑 

・即決議案採決 

・行政報告会 

 ６月９日 火 休   会  

 ６月10日 水 休   会  

 ６月11日 木 休   会  

 ６月12日 金 休   会 ・質疑通告〆切 

 ６月13日 土 休   会  

 ６月14日 日 休   会  

 ６月15日 月 本 会 議 ・一般質問 

 ６月16日 火 本 会 議 ・一般質問 

 ６月17日 水 本 会 議 

・一般質問 

・質疑・委員会付託 

・全員協議会 

 ６月18日 木 常任委員会  

 ６月19日 金 常任委員会  

 ６月20日 土 休   会  

 ６月21日 日 休   会  

 ６月22日 月 休   会  

 ６月23日 火 休   会  

 ６月24日 水 休   会 ・討論通告〆切 

 ６月25日 木 休   会  

 ６月26日 金 本会議（閉会） 

・全員協議会（午前９時30分開

会） 

・委員長報告 

・質疑・討論・採決 

・即決議案採決 
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令和２年第２回西予市議会定例会議決結果表 

 

議案番号 件          名 議決年月日 議決結果 

議案第  71号 
西予市職員の給与に関する条例の一部を改正する条

例制定について 
02.６.26 原案可決 

議案第  72号 
西予市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改

正する条例制定について 
02.６.26 原案可決 

議案第  73号 西予市税条例の一部を改正する条例制定について 02.６.26 原案可決 

議案第  74号 
西予市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正す

る条例制定について 
02.６.26 原案可決 

議案第  75号 

西予市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関

する基準を定める条例の一部を改正する条例制定に

ついて 

02.６.26 原案可決 

議案第  76号 

西予市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業

の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する

条例制定について 

02.６.26 原案可決 

議案第  77号 
西予市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基

準を定める条例の一部を改正する条例制定について 
02.６.26 原案可決 

議案第  78号 
西予市介護保険条例の一部を改正する条例制定につ

いて 
02.６.26 原案可決 

議案第  79号 
西予市病院事業職員の諸手当に関する条例の一部を

改正する条例制定について 
02.６.26 原案可決 

議案第  80号 
西予市消防本部職員の特殊勤務手当に関する条例の

一部を改正する条例制定について 
02.６.26 原案可決 

議案第  81号 
西予市城川町地域わがむらは美しく運動基金条例を

廃止する条例制定について 
02.６.26 原案可決 

議案第  82号 西予市過疎地域自立促進計画の変更について 02.６.26 原案可決 

議案第  83号 辺地に係る公共的施設総合整備計画の策定について 02.６.26 原案可決 

議案第  84号 辺地に係る公共的施設総合整備計画の変更について 02.６.26 原案可決 

議案第  85号 公有水面埋立てに係る意見の陳述について 02.６.26 原案可決 

議案第  86号 
株式会社野村町地域振興センターへの出資金払戻請

求権の放棄について 
02.６.26 原案可決 

議案第  87号 令和２年度西予市一般会計補正予算(第４号) 02.６.26 原案可決 

議案第  88号 
令和２年度西予市国民健康保険特別会計補正予算(第

２号) 
02.６.26 原案可決 

議案第  89号 
令和２年度西予市介護保険特別会計補正予算（第１

号） 
02.６.26 原案可決 

議案第  90号 
令和２年度西予市農業集落排水事業特別会計補正予

算(第１号) 
02.６.26 原案可決 

議案第  91号 令和２年度西予市病院事業会計補正予算(第２号) 02.６.26 原案可決 

議案第  92号 西予市消防団消防ポンプ自動車の取得について 02.６.８ 原案可決 

議案第   93号 
西予市乙亥の里条例の一部を改正する条例の一部を

改正する条例制定について 
02.６.26 原案可決 

議案第   94号 令和２年度西予市一般会計補正予算(第５号) 02.６.26 原案可決 
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議案番号 件          名 議決年月日 議決結果 

議案第   95号 令和２年度西予市病院事業会計補正予算（第３号） 02.６.26 原案可決 

議案第  96号 
令和２年度西予市野村介護老人保健施設事業会計補

正予算（第１号） 
02.６.26 原案可決 

報告第  １号 
令和元年度西予市一般会計継続費繰越計算書の報告

について 
02.６.８ 承  認 

報告第  ２号 
令和元年度西予市一般会計繰越明許費繰越計算書の

報告について 
02.６.８ 承  認 

報告第  ３号 
令和元年度西予市一般会計事故繰越し繰越計算書の

報告について 
02.６.８ 承  認 

報告第  ４号 
令和元年度西予市公共下水道事業特別会計繰越明許

費繰越計算書の報告について 
02.６.８ 承  認 

報告第  ５号 
令和元年度西予市水道事業会計予算繰越計算書の報

告について 
02.６.８ 承  認 

報告第  ６号 
令和元年度西予市病院事業会計継続費繰越計算書の

報告について 
02.６.８ 承  認 

報告第  ７号 専決処分事項の報告について 02.６.８ 報  告 

請願第  １号 
日本政府が、「核兵器禁止条約」に署名・批准する

ことを求める意見書の提出について 
02.６.26 不 採 択 

発議第  ２号 西予市消防体制検討特別委員会の設置について 02.６.17 原案可決 

選任第  ３号 西予市消防体制検討特別委員会委員の選任について 02.６.17 議長指名 

 
閉会中における各常任委員会の所管事務等の調査に

ついて 
02.６.26 原案可決 

 議員派遣の件について 02.６.26 承  認 

【西予市消防体制検討特別委員会】 ◎委員長 ○副委員長 

  ◎佐藤 恒夫  ○信宮 徹也   宇都宮俊文   河野 清一 

   竹﨑 幸仁   小玉 忠重   中村 敬治 
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諸  般  報  告  書 

 

月  日 出 席 者 行   事   名 

２月27日 
全  議  員 総務常任委員会・厚生常任委員会・産建常任委員会 

全  議  員 議員全員協議会 

３月１日 議    長 野村高校卒業式 

３月２日 関 係 議 員 議会運営委員会 

３月３日 

全  議  員 令和２年第１回定例会 代表質問・一般質問 

全  議  員 行政報告会 

全  議  員 議員全員協議会 

３月４日 

全  議  員 令和２年第１回定例会 一般質問 

関 係 議 員 市民との意見交換会実行委員会 

関 係 議 員 西予市地域防災体制特別委員会 

３月９日 全  議  員 総務常任委員会・厚生常任委員会・産業建設常任委員会 

３月10日 全  議  員 総務常任委員会・厚生常任委員会・産業建設常任委員会 

３月16日 
関 係 議 員 議会運営委員会 

関 係 議 員 西予市土地開発公社理事会 

３月18日 

関 係 議 員 議会運営委員会 

全  議  員 議員全員協議会 

全  議  員 令和２年第１回定例会 閉会 

関 係 議 員 市民との意見交換会実行委員会 

３月25日 議    長 八幡浜施設事務組合議会 

３月26日 
関 係 議 員 議会だより編集委員会 

議長・総務委員長 八幡浜・大洲地区広域市町村圏組合定例会 

３月27日 議    長 南予水道企業団定例会 

３月28日 議    長 坂村真民先生石碑除幕式 

４月２日 関 係 議 員 議会だより編集委員会 

４月８日 議    長 野村高等学校入学式 

４月30日 議    長 四国市議会議長会定期総会書面会議 

５月18日 
全  議  員 議員全員協議会 

全  議  員 行政報告会 

５月20日 
全  議  員 議員全員協議会 

全  議  員 令和２年第１回臨時会 

５月27日 
議    長 全国市議会議長会定期総会書面会議 

議    長 八幡浜施設事務組合議会臨時会 

５月29日 

議    長 まごごろ銀行運営委員会 

関 係 議 員 議会運営委員会 

関 係 議 員 議会だより編集委員会 
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月  日 出 席 者 行   事   名 

６月３日 関 係 議 員 議会運営委員会 

６月８日 
全  議  員 議員全員協議会 

全  議  員 令和２年第２回定例会 開会 
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令和２年６月19日 

 

西予市議会議長 

  中 村  一 雅 様 

 

総務常任委員会        

委員長  兵 頭  学    

 

委 員 会 審 査 報 告 書 

 

 当委員会に付託された事件は、審査の結果、下記のとおり決定したので会議規則第109条の規定に

より報告致します。 

 

議案番号 件           名 審査結果 

議案第71号 
西予市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定につ

いて 
原案可決 

議案第72号 
西予市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例

制定について 
原案可決 

議案第73号 西予市税条例の一部を改正する条例制定について 原案可決 

議案第80号 
西予市消防本部職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正

する条例制定について 
原案可決 

議案第81号 
西予市城川町地域わがむらは美しく運動基金条例を廃止する条

例制定について 
原案可決 

議案第82号 西予市過疎地域自立促進計画の変更について 原案可決 

議案第83号 辺地に係る公共的施設総合整備計画の策定について 原案可決 

議案第84号 辺地に係る公共的施設総合整備計画の変更について 原案可決 

議案第87号 令和２年度西予市一般会計補正予算(第４号) 原案可決 

議案第93号 
西予市乙亥の里条例の一部を改正する条例の一部を改正する条

例制定について 
原案可決 
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令和２年６月18日 

 

西予市議会議長 

  中 村  一 雅 様 

 

厚生常任委員会          

委員長  二 宮  一 朗  

 

委 員 会 審 査 報 告 書 

 

 当委員会に付託された事件は、審査の結果、下記のとおり決定したので会議規則第109条の規定に

より報告致します。 

 

議案番号 件           名 審査結果 

議案第74号 
西予市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例制定

について 
原案可決 

議案第75号 
西予市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を

定める条例の一部を改正する条例制定について 
原案可決 

議案第76号 
西予市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関

する基準を定める条例の一部を改正する条例制定について 
原案可決 

議案第77号 
西予市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める

条例の一部を改正する条例制定について 
原案可決 

議案第78号 西予市介護保険条例の一部を改正する条例制定について 原案可決 

議案第79号 
西予市病院事業職員の諸手当に関する条例の一部を改正する条

例制定について 
原案可決 

議案第87号 令和２年度西予市一般会計補正予算(第４号) 原案可決 

議案第88号 令和２年度西予市国民健康保険特別会計補正予算(第２号) 原案可決 

議案第89号 令和２年度西予市介護保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決 

議案第91号 令和２年度西予市病院事業会計補正予算(第２号) 原案可決 
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令和２年６月18日 

 

西予市議会議長 

  中 村  一 雅 様 

 

産業建設常任委員会        

委員長  井 関  陽 一    

 

委 員 会 審 査 報 告 書 

 

 当委員会に付託された事件は、審査の結果、下記のとおり決定したので会議規則第109条の規定に

より報告致します。 

 

議案番号 件           名 審査結果 

議案第85号 公有水面埋立てに係る意見の陳述について 原案可決 

議案第86号 
株式会社野村町地域振興センターへの出資金払戻請求権の放棄

について 
原案可決 

議案第87号 令和２年度西予市一般会計補正予算(第４号) 原案可決 

議案第90号 令和２年度西予市農業集落排水事業特別会計補正予算(第１号) 原案可決 
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令和２年６月19日 

 

西予市議会議長 

  中 村  一 雅 様 

 

総務常任委員会        

委員長  兵 頭  学    

 

請 願 等 審 査 報 告 書 

 

 当委員会に付託された事件は、審査の結果、下記のとおり決定したので会議規則第142条の規定に

より報告致します。 

 

議案番号 件           名 審査結果 

請願第１号 
日本政府が、「核兵器禁止条約」に署名・批准することを求め

る意見書の提出について 
不 採 択 

 

 

 


